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巻　頭　言

龍谷大学里山学研究センター　センター長

牛尾　洋也

　2017年11月、ドイツのボンで国際気候変動（COP23）ボン会議が開催された。

　パリ協定の実施指針（ルールブック）の交渉の土台となる文書作成とともに、2018年の世界
の気候変動対策の進捗状況のチェックを行う促進的対話（タラノワ対話）の進め方や2020年ま
での行動の引き上げのプロセスなどについて合意された＊⑴。アメリカのパリ協定からの離脱
宣言にもかかわらず、世界は温室効果ガスの大幅削減に向けて待ったなしの対応を模索してい
る。
　これに対して、日本は、国内外で石炭火力発電を推進する方針を進めることで、世界から非
難と言うより、嘲笑を浴びたといわれている＊⑵。それほどまでに世界の脱炭素社会の動向は
明白であり、事態は切迫しているといえる。すでに「ダイベストメント」の動きも活発化し、
実際、議場の外のサイドイベント会場では、情報収集や投資先の調査、商談などパリ協定が生
み出す巨大な脱炭素市場の争奪戦が繰り広げられているという。
　こうした動きは、私たちの日常生活でも顕著に見られるようになってきた。2017年７月に、
フランス政府が、パリ協定の目標達成に向けた目玉政策の一つとして、2040年までにガソリ
ンやディーゼルエンジンを搭載した自動車の新車販売を終了させるという方針を出し、ヨー
ロッパ各国は瞬く間に、EV推進策を打ち出すことで、日本の自動車市場も対応が迫られてい
る。環境をめぐる大きな世界的動向に対し、国家レベルの対応だけでなく、このような市場を
介した目に見える動きが今後ますます広がれば、私たち一人ひとりは、ますます個人として選
択と決意が求められることになるだろう。

　今年度の里山学研究センターは、広く市民や研究者、実務家に対し問いかけるべく、「里山
学から考える防災・減災〜琵琶湖水域圏の保全・再生に向けて〜」というシンポジウム（2018
年３月３日）を行い、『琵琶湖水域圏の可能性─里山学からの展望─』（晃洋書房　2018年）と
いう書籍を公刊した、今後も、世界的動向を注視しつつ一層の発展を目指したい。

──────────
＊⑴　特定非営利活動法人気候ネットワーク「COP23ボン会議の結果と評価」（http://www.kikonet.

org）
＊⑵　中日新聞・社説「もはや環境途上国　ニッポンの大問題」〔2018年1月9日〕
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プログラム

　シンポジウム	 ピアザ淡海　ピアザホール

総合司会　	 宮浦富保（龍谷大学理工学部･教授　里山学研究センター・副センター長）

12：30-13：00	 受付/ポスターセッション開始
	 第〇部

ポスターセッション
「里山にかかわる多様な研究・取組みのポスター展示」

13：00-14：25	 第一部
主催者挨拶	 牛尾洋也（龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・センター長）

基調講演
「日本人の伝統的自然観と治水のあり方」
	 大熊　孝（新潟大学・名誉教授）

「Eco-DRR（生態系を活用した防災・減災）という考え方と国内外の動向」
	 西田貴明（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社・副主任研究員）

14：25-14：55	 第二部
ポスターセッション
　「里山にかかわる多様な研究・取組みのポスター展示」

14：55-16：00	 第三部
関連講演

「減災型治水システムの社会実装とその課題」
	 瀧　健太郎（滋賀県立大学環境科学部・准教授）

「里山開発と宅地災害─戦後日本の「遅れてきた公害」─」
	 釜井俊孝（京都大学防災研究所斜面災害研究センター・センター長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里山学研究センター・研究員）

「奥山の自然は蝕まれている〜ニホンジカによる荒廃は災害を誘発するのか？」
	 横田岳人（龍谷大学理工学部・准教授　里山学研究センター・研究員）

16：00-17：00	 第四部
パネルディスカッション
　「これからの防災・減災に求められること」
　コーディネーター：
	 清水万由子（龍谷大学政策学部・准教授　里山学研究センター・研究員）



4

里山学研究センター 2017年度年次報告書

　パネリスト：
	 大熊　孝（新潟大学・名誉教授）

	 西田貴明（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社・副主任研究員）

	 瀧　健太郎（滋賀県立大学環境科学部・准教授）

	 釜井俊孝（京都大学防災研究所斜面災害研究センター・センター長

　里山学研究センター・研究員）

	 横田岳人（龍谷大学理工学部・准教授　里山学研究センター・研究員）

閉会挨拶
	 丸山徳次（龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員）
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里山学から考える防災・減災
─琵琶湖水域圏の保全・再生に向けて─

（ダイジェスト）

第０部・ポスターセッション
「里山にかかわる多様な研究・取組みのポスター展示」

総合司会　宮浦富保（龍谷大学理工学部・教授　里山学研究センター・副センター長）

第１部・主催者挨拶
牛尾洋也（龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・センター長）
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第１部・基調講演１
「日本人の伝統的自然観と治水のあり方」

大熊　孝（新潟大学・名誉教授）

第１部・基調講演２
「Eco-DRR（生態系を活用した防災・減災）という考え方と国内外の動向」

西田貴明（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社・副主任研究員）
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第２部・ポスターセッション
「里山にかかわる多様な研究・取組みのポスター展示」

第３部・関連講演１
「減災型治水システムの社会実装とその課題」
瀧健太郎（滋賀県立大学環境科学部・准教授）
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第３部・関連講演２
「里山開発と宅地災害─戦後日本の「遅れてきた公害」─」

釜井俊孝（京都大学防災研究所斜面災害研究センター・センター長　里山学研究センター・研究員）

第３部・関連講演３
「奥山の自然は蝕まれている〜ニホンジカによる荒廃は災害を誘発するのか？」

横田岳人（龍谷大学理工学部・准教授　里山学研究センター・研究員）

第４部・パネルディスカッション
「これからの防災・減災に求められること」
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第４部・閉会挨拶
丸山徳次（龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員）





ࠂձใڀݚ．̎
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研究会報告

ˎ）特別研究会　˞ࠓ年度ࡌܝ
	 開催日ɿ	 2017年３݄22日 
	 　所ɿ	 ਂ学ࣷ��߸ؗ４֊会議ࣨ
	 講ԋऀɿ	 池田恒男
	 	 （龍谷大学・໊༪教त・研究フェロー　里山学研究センター・研究員）
	 	 「日本民法によって捉えられるべき共同体的所有
	 	 　―近代民法における「共有（広義）の諸形態」理論のパースペクティブ

に関説して―」
	 	 丸山徳次
	 	 （龍谷大学・໊༪教त・研究フェロー　里山学研究センター・研究員）
	 	 「「森のある大学」の里山学─「龍谷の森」の過去と未来─」

１）第１回研究会
	 開催日ɿ	 2017年݄̒24日
	 　所ɿ	 ਂ学ࣷࢵ英ؗ２֊౦第２会議ࣨ
	 講ԋऀɿ	 林　珠乃（龍谷大学理学部・実験ॿख　里山学研究センター・研究員）
	 	 「地理情報システム（GIS）による『滋賀県物産誌』の視覚化

─明治初期の滋賀県における産業と自然の様相─」

２）第２回研究会
	 開催日ɿ	 2017年݄̒27日 
	 　所ɿ	 ਂ学ࣷ和４ؗإ֊会議ࣨ２
	 講ԋऀɿ	 田井中　慎（ࣜג会社４C:C-&・代ද取క）
	 	 「カンボジアにおける野蚕エリサン養蚕事業

─持続可能な開発に向けた企業の取り組み─」

３）叢書合宿研究会
	 開催日ɿ	 2017年݄̕30日ʵ10݄１日 
	 　所ɿ	 ࢢ立·ちづくりセンター３֊308߸ࣨ（滋賀県ࢢ）
	 	 アーバンホテル会議ࣨコスϞス（滋賀県ࢢ）
	 講ԋऀɿ	 吉岡祥充（龍谷大学法学部・教त　里山学研究センター・研究員）
	 	 「里山学から見る林公社問題─「琵琶湖水域圏」を೦頭において─」
	 	 他　16໊

４）第３回研究会
	 開催日ɿ	 2017年11݄̓日 
	 　所ɿ	 瀬田学ࣷ̓߸ؗ環境実習ࣨ２
	 講ԋऀɿ	 林　珠乃（龍谷大学理学部・実験ॿख　里山学研究センター・研究員）
	 	 「マラウイ湖国立公園の森林資源の利用と保全」
	 	 太田真人（龍谷大学里山学研究センター・ത士研究員）
	 	 「アフリカの里山─森林資源の利用と保全のバランス（植生調査報告）─」

ձϦετڀݚ
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５）第４回研究会
	 開催日ɿ	 2018年２݄１日 
	 　所ɿ	 ਂ学ࣷ和４ؗإ֊会議ࣨ３
	 講ԋऀɿ	 劉　　璨（国家林業ࡁܦہ発展研究センター・ओ੮研究員）
	 	 「中国の̒大林業政策の現状と課題」
	 	 劉　　浩（国家林業ࡁܦہ発展研究センター・෭研究員）
	 	 「集団林権制度改革森林保全のインセンティブになっているのかʁ

〜住民アンέート調査から〜」

̒）第５回研究会
	 開催日ɿ	 2018年２݄̒日 
	 　所ɿ	 瀬田学ࣷ１߸ؗ̒֊619会議ࣨ
	 講ԋऀɿ	 西田貴明
	 	 （三ඛ6'+リサーνˍコンサルティングࣜג会社・෭ओ研究員）
	 	 「&DPôD33（生態ܥを活用した防災・減災）という考え方と国内外の動向」
	 	 横田岳人（龍谷大学理学部・।教त　里山学研究センター・研究員）
	 	 「奥山の自然ৰ·れている

〜χホンジカによるߥഇ災害を༠発するのかʁ」

̓）森林所有権制度研究会（共催）
	 開催日ɿ	 2018年３݄̕日 
	 　所ɿ	 ਂ学ࣷ22߸ؗ４֊会議ࣨ
	 講ԋऀɿ	 西脇秀一郎（龍谷大学里山学研究センター・リサーν・アシスタント）
	 	 「共同地ׂ問題に関するυイπ団体法論（法人論）と入会理論」	 	
	 	 古積健三郎（中ԝ大学大学Ӄ法務研究Պ・教त）
	 	 「入会権とૌু」
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ಛผڀݚձʢù÷øþ݄̏øþ։࠵ʣ

ຊຽ๏にΑͬてଊえらΕる͖ڞಉମతॴ༗
─ۙຽ๏に͓ける「ڞ༗ʢٛʣのॾܗଶ」ཧの

ύーεϖΫςΟϒにؔઆ͠て─

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
田　߃உ

　わが国の民事法実務と法学がೝめてきたۙ所༗ݖの୯一人֨ݖ利主ମݪଇのྫ外としての
༗というものがあڞのほか、広ٛの（༗ڞのٛڱ）定されたものنを༗は、民法యにॾ関ڞ
り、中でもଜམڞಉମの社会関にഔ介された総༗というڞ༗ܗ態は様ʑな議をऒىすると
法（ある法家ޠに、戦後その֓೦のແ֓೦な֦大用法（ྫ）やۙ年はൺᄻでしかない用ڞ
の都市）によりۙࠞ࣌ཚを広げている。しかし、֓೦のࠜ本にりີݫに展開してそう
いったޡ用やԿでもありのアϞルフ状態をආけるとڞに、戦後ߴ度ࡁܦ成長Ҏ後の社会変化と
生成してきた新たなඞཁに対応できるڞ௨֓೦組を広ٛのڞ༗関に理的にংされたܗ
で展開できるように、民法のڞ༗関を理しすඞཁがある。
　一方で総༗もۙ法のഔ介をܦたݖ利֓೦であることにཹ意し、ଞ方でݱ実のۙ社会の展
開にいڞಉମഔ介性と意ࢥ的ػܖഔ介性との۠ผがᐆດになった合༗֓೦を大֓೦からམと
し、ैདྷのී௨ڞ༗、合༗、総༗の三法をී௨ڞ༗と総༗の二法に理しすとڞに、意
༗にいったΜ収༰した上で、ྫえڞを全て大カテΰリーとしてのී௨༗関ڞによるػܖ的ࢥ
ば組合ܖഔ介ڞ༗やҨڞ࢈ಉ૬ଓഔ介ڞ༗に͓いては、ී௨ڞ༗一ൠとのҧいを、それͧれ
組合ܖの特性や૬ଓという法定のݖ利ܧঝܗ態の特性の中でଊえ、「ݖ利能力なき社ஂ」ڞ
༗は、組合ڞ༗と会社や協ಉ組合の社ஂڞ༗とのൺֱの中で意ࢥ関と合一に֬定すべき対
外関を考ྀして、それͧれൣنを発見するしかないであろう。
　資本主ٛ生࢈様式のཁ求する商交関がڻくべき度とపఈさで全面かつࠜఈまでਁಁ
してきたݱ社会で࠷も難しいのが、Ҏ上からる総༗関である。そこではڞಉମ内関で
も、商交関のਁಁとѹ的ӨڹԼにあり、人ʑが外部社会とద合しつつڞಉମ関を集
ஂ的意ࢥのܗ成を௨して発展させるからである。したがって第一次法ݯたる׳शのೝ定にた
り、د合いでの議や事者のਅ意をੵۃ的にټみ取って内༰をೝ定することがॏཁである。
な͓、ೖ会ݖ、ೖ会ݖۀړ、ۀ水利ݖといったྨ型ผに、ʑの対とする外界的自然と
人間社会とݖ利事者との関わり（それらを統一する地ٿ自然࢙的発展աఔ）のҟಉにも৻ॏ
な考ྀがඞཁである。な͓、社ஂʗஂମがབྷみ合う部では各国・各࣌の国家政策との
ഔ介関をۛຯしなければਅ実は見えてこないことにཹ意すべきである。
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ಛผڀݚձʢù÷øþ݄̏øþ։࠵ʣ

「の͋るେ学」の里山学
─「ཾ୩の」のաڈͱະདྷ─

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
丸山　徳次

生学ORCが2004年にઃ立されたഎڞの里山学研究センターのલである里山学・地域ࡏݱ　
に、龍谷大学田学ࣷྡ「龍谷の」の保全ӡ動があった。私は「のある大学」が「里ܠ
山学」を講ٛと研究課題との྆方向で展開することの可能性と意ٛをޠってきた。
　「里山」を考えるにあたって࠷もॏཁなことは、「里山問題」がݱに͓ける環境問題の意ࣝ
のਂ化とともにଊえられるようになったということである。すなわち、環境問題の一つは「資
こす問題のଞに、「աগىの利用に関しては、「ա利用」が引きݯ問題」であるが、自然資ݯ
利用」がもたらす問題もある、ということである。私自は、アメリカ型の環境ྙ理学に対す
る൷のԆ長上で「里山」に出会った。主ྲྀの環境ྙ理学は、人間中৺主ٛをࠀするために

「自然の価」に終始し、「自然」をࠜ本的にはखつかずの「ݪ生自然」としてଊえてきた。
ところが、里山は「人のखがೖった自然」である。私は二次的自然を「里山的自然」とن定し、
広く「人のखがೖった自然」を究する可能性をఏҊしてきた。また、西洋ۙの発との対
ൺを意ࣝして、里山を「文化としての自然」とݺΜできた。
　さらに「里山学」を次のようにن定してきた。「環境問題のղ決にد༩し、࣋ଓ可能な社会
を求する一環として、ʪ里山的自然ʫとはԿかを明らかにし、里山ҡ࣋の伝統的なٕ法と作
法をղ明してそれをࡏݱに生かすώントを୳求するとともに、ࡏݱとকདྷにわたって里山的自
然を保全していくためにॾ科学が協ಉし、ઐ家と市民や行政が連ܞ・協ಇする実ફ学」。里
山学は学問の新しい੍度化ܗ式でもあり、ઐによって組৫される「科学者ڞಉମ」では
なく、ॾઐ家たちが一定の問題にࢀ集する「問題ڞಉମ」である。
に展開されつつあ࠼の研究が多࢙の里山関連研究に৮れて͓くと、環境ۙ࠷後に、͝く࠷　
り、里山的自然の理ղに資するものが多い。ここでは特に水ষ二『里山の成立ʵ中世の環境
と資ݯ』（٢߂文ؗ、2015年）͓よびࡈ౻	म『環境の࢙ࡁܦʵྛ・市場・国家』（ؠ書
ళ、2014年）を取りあげる。中世࢙研究者である水によれば、実態としてはطにฏ҆ظに

「後山」の言༿によって炭・ංྉ用ӹのなされるྛが名指されて͓り、「奥山」との۠
ผに͓いて里山はઈえず「開発の࠷લઢ」だった。ඦたちの生ۀがۃめて多様だったとの指
ఠもॏཁだ。࢙ࡁܦ家であるࡈ౻は、࣌ށߐ17世لのྛׇރが18世لにどうしてࠀされ
たのか、徳࣌、決定的な意ຯでのྛ่յ・文明่յがճආされた理由はԿだったのかを
究し、国家͓よび地方の行政行ҝと市場の発達との二つのཁҼの合成を指ఠしている。
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ୈ１ճڀݚձ

ཧใシεςムʢ(*4ʣにΑるʰ࣎լݝࢽ࢈ʱの֮ࢹԽ
─ͱࣗવの༷૬ۀ࢈に͓けるݝլ࣎のظॳ࣏໌─

龍谷大学理工学部・実ݧॿख　里山学研究センター・研究員

ྛ　　च೫

　ʠその土地らしいʡらしや生ۀを模索する際に、かつてその土地であった人と自然のつな
がりの様૬は、その地域の࣋つજࡏ的な個性を指し示してくれる可能性がある。『滋賀県࢈
3951܊は、明治11（1878）年に͓ける滋賀県の13『ࢽொଜの人ޱ・土地利用・ۀ࢈につい
て集した資ྉである。ه載されている内༰から、ۙ化がՃするҎલの滋賀県全域での࢈
や生活、自然のありさまを֞間見ることができる。里山・里ւが活発に利用されていたころۀ
の琵琶湖水域圏のܠ観を෮ݪし、自然・ۀ࢈・生活の様૬をѲし、滋賀県Լの地域が࣋つજ
載されている情報をهに『ࢽ࢈滋賀県』、みと災いをఏ示することを目的にܙ的な自然のࡏ
地理情報システム（(*4）でཁ・ղੳする研究を行った。
　『滋賀県ࢽ࢈』には、各ொଜについて、֓ཁ・人ށ・ޱ・各土地利用の面ੵと地価・山
地やࡶ地の状態・ધや牛അのがه載され、ۀ上࢈第一（࢈）、ۀ上࢈第二

（水࢈）、ۀ上࢈第三（Ճ工）、（工࢈）の生ྔ࢈やফඅྔがදにまとめら
れている。これらの情報を(*4データにするために、ࡏݱの地ਤ上に͓ける࣌のொଜ界の֬
定し(*4データを作成した。さらに、『滋賀県ࢽ࢈』にه載されている上ड़の情報をエクセ
ルにೖ力しデジタルデータにした上で、྆者を結合し滋賀県ࢽ࢈の(*4データを作成し、作
ਤ・ղੳを行った。ொଜ界の֬定は、滋賀県市ொଜԊֵ࢙第一רผ「滋賀県市ொଜ変ભਤ
ᶗ」͓よび総務ল統ہܭ・国調査খ地域境界データをࢀ考にして行った。『滋賀県ࢽ࢈』
は、࣌あった17の܊（滋賀܀、܊太܊、ऱߕ、܊賀ו、܊生܊、ਆ࡚܊、Ѫݘ、܊上܊、
うち、大、܊ರ賀、܊三方、܊ԕෑ、܊大൧、܊ౡߴ、܊西ઙ井、܊ҏ߳、܊౦ઙ井、܊田ࡔ
൧܊、ԕෑ܊、三方܊、ರ賀܊はࡏݱの井県域）͝とにרにまとめられている。これまでに
データೖ力が了した滋賀܀、܊太܊、ऱߕ、܊賀ו、܊生܊、ਆ࡚܊、Ѫ܊の7803܊ொ
ଜの結果について報ࠂを͓こなった。
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ୈ１ճ全ମձ

里湖ʢ͞ͱ͏ΈʣΛแઁ͢る里山学のల։

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員

丸山　徳次

　私自による里山学のن定を再֬ೝし、あわせて「里山」を「人のखがೖった自然」であり、
「文化としての自然」であるとする私の考えを֬ೝした。人ҝによる「二次的自然」を「里山
的自然」とن定するҎ上、「里地里山」のみならず、「里ւ」「里湖」「里」を見る視も
然可能である。「人のखがೖった（Ճわった）自然」という場合、「人のख」ということで、私
は「ٕ法」と「作法」を考えている。生態学的には「ཚ」と言われるが、一定のٕज़と広い
意ຯでのルールをった「生ۀ」こそが、「人のखがೖる」ことの意ຯである。
　ۙ年の研究中、ۙ世（࣌ށߐ）後の「里山」「里湖」のܗ成をղ明しているものとして、
ຯਂい。特に「龍谷のڵが（文ؗ、2017年߂٢）『࢙と里湖の環境ۀ中ۙ世の生』੩ࠤ
」に関わる琵琶湖ೆ部・田上地域を主題とした第一ষ「ۙ世ۙߐ国ೆ部に͓ける「里
山」と「里湖」の॥環的システムʵ࢙ۀړからの環境࢙研究の可能性ʵ」が注目にする。ࠤ
によれば、দࠜງりや、その後の商作生࢈によるաなං࠾取によって山地の荒廃が
進み、ついには土࠭ཹ施行によって里山利用が੍ݶされた結果、18世لばҎ߱、琵琶湖のセ
タシジϛփが田地のංྉとしてڅڙされるようになり、19世لには、ೆ湖の湖؛ଜམで
が大ྔに࠾取されるようになって、࣪田で開始されたࡊछཪ作に施ංされた。ࡊछは京都と
いう巨大市場の商作であり、ߜ༉後のࡊछപは༉പංྉとして広く行きり、湖؛の
ଜʑではと༉പによって大部のංྉをまかなえるようになった。一方、18世لばから
༉の進展によって౮ߜ大と૿ྔ࢈छの生ࡊ、ഓが始まっていた田上山部のଜམではछのࡊ
火用༉がॸ民にもීٴしていき、ॳظの山地荒廃のݪҼだったদࠜງりを੍することにもつ
ながった。ࡊछは多ංをඞཁとする商作だが、փ・水という琵琶湖࢈ංྉをಋೖした
そのഓは、一部では山地の環境保全にも結びついたのだった。
　さらにࠤは、琵琶湖と京都との関を、「「里湖」の生態系とۙ世都市のফඅ生活」という
観から͡ている。ۙ世、琵琶湖ೆ部でಘられたௗྨは大ڕങ間によって売ങされ、
大市中のみならず京都にӡばれた。また18世ل後、琵琶湖のエリٕज़のֵ新、ัړ装ஔվ
ྑ、ೖ੍ࡳ度ಋೖは、京でのフφのফඅ֦大にىҼするものだった。つまりエリړは୯なる自
営実態を༗してܦ的なػ的・投ۀではなくなり、京でのフφधཁと結した商ۀړࡉ的なྵڅ
いたのである。
　ۙ年、ށߐ後ظに͓ける商ࡁܦの発達と「里山」「里湖」のܗ成とを関連させる議が多
くなされるようになったが、それをݱの里山と関連させてどう評価すべきかはผ途ݕ౼の
ඞཁがある。
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ୈ̎ճڀݚձ

ΧンϘジアに͓けるࢋΤϦαンཆۀࣄࢋ
─のऔΓΈۀاଓՄͳ։ൃに向けͨ࣋─　

株式会社��$:$-E・ද取క
田井த　৻

　ච者は自らが関わるエリサンཆࢋ事ۀを、事ۀ活動の中で実ફされた࣋ଓ可能な開
発（4VTtBinBCMe	DeeMopNentҎԼ、4D）事ྫとଊえ、アクターネットワーク理（"ctor	
/etwork	5heorZҎԼ、"/5）の視࠲からϏジネスのݱ場に͓けるE4D（EEVcBtion	 Gor	
4VTtBinBCMe	DeWeMopNent、࣋ଓ可能な開発のための教ҭ）とはԿかを考した。
　ࢋエリサンは2000年ࠒから日本ࢋ学会により、ਰୀした日本のシルクۀ࢈にସわる研究
対としてظ待された。UVカット、防षػ能を࣋つエリサンຨ（エリシルク）を新たなۀ࢈
資ࡐとしたい日本ࢋ学会はカンボジアでのཆࢋのۀ࢈化を推進。2006年文科লOD"を受ୗ
した౦大国際協力センターがそれを引き͗ܧ「E4Dとしての৯環境教ҭ」とҐஔͮけ、内
戦後のカンボジアۀの෮ڵを目指した。しかし、この活動はOD"終了とಉ࣌に収ଋする。
　2010年エリシルクのՃ工ٕज़を֬立したシΩボウはఱ然ػ能性ણҡとしてエリφチϡレの販
売を開始する。ݪྉڅڙをカンボジアに求め、再びཆࢋをيಓにせるためݱ地家ネット
ワーク/(O、ݱ地ۀ大学、また৴भ大学ણҡ学部が関わり始める。シΩボウはそのաఔを
。として情報発৴している「エリシルク・プロジェクト」ۀ࢈ଓ可能࣋
　"/5は全ての事ݱを、行ҝ主ମ性を࣋つアクターでߏ成されたネットワークとଊえる。
そしてώトにݶ定せずϞノや֓೦をもアクターとし、アクターಉࢤが૬ޓ作用するネットワー
クの生成、変༰、終ᖼを関的にੳする。"/5ではアクターがଞアクターを取りࠐみネッ
トワークをߏ成していくաఔを༁とݺͿ。
　本事ۀはࠛ、日本ۀا、研究・教ҭػ関、ݱ地家などҟछࠞᔿのアクターでߏ成される
アクターネットワークであり、インド࢈ݪの生のիが「新たな研究対」「カンボジア
とಡみସえられていく༁աఔとଊえ「ྉݪ新ણҡ」「ツールٴE4Dのී」「ツールڵの෮ۀ
ることも可能である。ॾアクターを取りࠐみଓけることで推進される本事ۀは事ۀ全ମの目標
を新たに生成しながら変༰しଓける。その行ҝをഔ介したのはエリサンのଘࡏであり、エリサ
ンがॾアクターのকདྷのظ待をアブダクティブにىשするインデックスとしてػ能に生ىし
たظ待の総が行ҝ主ମ性を࣋つことにより事ۀ全ମの4D化を促しているのである。
　世間、世内、छ間をえて、世界の҆定化を目指す動きを4Dとするならば、多様なア
クターがつながりଓける事ۀ活動のݱ場にこそ「Ϗジネス自ମが自を4D化する可能性」が
ຒめࠐまれているのではないだろうか。
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ॻ߹॓ڀݚձ

ॻ߹॓ڀݚձใࠂ

龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・研究員
٢Ԭ　ॆ

　里山学研究センターでは、̑年間にわたるプロジェクト研究の中間的成果として、『琵琶湖
水域圏のݱ状と可能性』（Ծ）と題する研究書を本年度中に刊行する༧定である。研究メン
όーは、それͧれのઐ性からઃ定された୲について研究を進めてきたが、さらなるڞ
ಉ研究の進展をਤるため、それͧれの研究内༰を報ࠂしسጨなく議することによって、問題
意ࣝをڞ༗するとともに、ઐ間の連ܞを進めることを目的として、滋賀県市に͓い
て̎日間にわたる書合॓研究会を行った。その際の報ࠂ者とテーϚはҎԼの௨りである。

テーϚ 報ࠂ者
1 琵琶湖水域圏֓೦の法学的Ґஔ付け 　牛尾洋也
2 琵琶湖水域圏─その࣋ଓ可能性をとらえるために 　清水万由子
3 水域圏をแׅする里山学　֮書 　丸山徳次
4 水利（利水・治水）調の国家化・ٕज़化と「ݖ利のମ系」 　田߃உ
5 琵琶湖保全ܭըのҐ૬ 　ळ山ಓ༤
6 斜地Ԃ・山・環境再生 　ҏ達ݑߒ
7 イネの多様性と水田保࣋策のݕ౼ 　ழ谷富༤
8 荒ԼྲྀՏෑに͓ける外དྷد生২Ϡセウツボのൟ৩ ߶二ؠ　
9 ྛ・ྛۀのݱ場の状況や問題、今後の再生について

〜広༿थ資ݯの॥環的利用〜
　山Լ子

10 ストーブ೩মガスのమ系৮ഔをつかったクリーン化と利用促進 　部生
11 Ѫを中৺とした地域の地ܗ的特　第７ষਆ࡚܊の理とঙԂ 　中晃成
12 なͥѪྲྀ域を研究するのか 　田中　滋
13 ౦ۙߐ市のྛのྺ࢙ 　宮浦富保
14 「ೖ会的地域資ݯ」理ஂମとしての۠࢈ࡒ・生࢈ྛ組合・ೝ可地ԑஂମ 　ླ龍也
15 里山学から見るྛ公社問題─「琵琶湖水域圏」を೦಄に͓いて─ 　٢Ԭॆ
16 Տลྛのチョウ 　太田ਅ人
17 ॅ民ஂମとྛ理 　西ल一郎

　上هの௨り17名が各自の研究内༰を報ࠂし、活発な議が行われ、さらに研究の進捗をਤる
ことが֬ೝされた。
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ୈ̏ճڀݚձ

ϚラウΠ湖ެཱࠃԂのྛݯࢿのར༻ͱ保全

龍谷大学理工学部・実ݧॿख　里山学研究センター・研究員
ྛ　　च೫

能ػ観の生態系ܠҼとした生多様性やݪのաগ利用をݯの日本では、ۙな自然資ࡏݱ　
のԼが里山問題として注目されているが、かつてはۙな自然資ݯのա利用による資ރݯ
ׇと、それにった生態系ػ能の変化の問題がىこっていた。自然資ݯのաগ利用状態であ
るݱ状をѲするだけでなく、対রとして自然資ݯのա利用状態を理ղすることが、自然資
する方法を模索する一ॿになるだろう。そのた࣋の利用と保全のద切なόランスとそれをҡݯ
め、ࡏݱもۙな自然資ݯがաに利用されている地域で、ա利用の実態と問題ղ決のため
の取り組みを調査した。
　アフリカೆ౦部Ϛラウイڞ国にあるϚラウイ湖国立公Ԃは、その生૬の多様さや貴ॏ性
から1984年に世界自然Ҩ࢈としてొされた地域であるが、2016年に行われた保全状況の調査
では、֫ړによる水࢈資ݯの減গや外དྷछ問題にՃえて、人૿ޱՃ・ෆ法活動・理システム
にさらされている。Ϛラウイ湖国立公ػةとしての意ٛが࢈によって、世界Ҩࡏըのෆܭびٴ
Ԃはઃ立の際に、公Ԃにғまれඈび地になる̑ଜをҠసさせずそのままଘଓすることを選Μだ。
これらの̑ଜは、国立公Ԃのྛ地でྛ資ݯを࠾集することを੍ݶ付きでڐ可されているが、
ルールが明文化されて͓らず、またॱकされていないの問題を๊えている。2007年に発行さ
れた-Bke	.BMBwi	/BtionBM	PBrk	.BnBgeNent	PMBnでは、िの特定の༵日にঁ性が࠾集し಄上
ӡൖでӡͿことにݶりڐ可し、公Ԃ内での生をെ࠾はڐ可しないと書かれている。これҎ外
にも、を࠾集・ӡൖするためのᭊのಓ۩の利用をࢭېすること、の࠾集に際して公Ԃ事
務所にڐ可をਃしチέットをߪೖすることの明文化されていないルールがઃけられている。
アボットとホームウッドが1993年から1994にかけてಉ公Ԃで行った研究によれば、家ఉで利用
するためののための࠾集は、όイΦϚスは大きいもののࢮރやখࢬが主な対で、特定の
थछの選性がແいことから、২生に༩えるӨڹはそれほど大きくないと推定された。一方
で、ᗉۀ者が利用するをڅڙするための࠾集は、家ఉ用よりόイΦϚスはখさいものの、
閉ྛףྛのྛףであるブラスティジリアଐの特定のथछの太いࢬに対する選性がߴく、
かつ、உ性がಓ۩を利用してെ࠾するҧ法െ࠾が行われていることから、ᗉۀによるの࠾
集が閉ྛףྛからૄྛの২生変化の主ཁҼだろうと結付けられた。この先行研究を受け
て、ࡏݱのϚラウイ湖国立公Ԃに͓いて、ॅ民による生活と生ۀのためのの利用が২生に༩
えるӨڹを評価し、そのݪҼと対策を考することを目的に、の利用パターンとྔ・ྛ地の
生࢈性・の利用とྛ地の生࢈性のόランス・২生の変化に対する利用主ମのݙߩ度を評価す
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るための調査を行った。本研究会では、の利用パターンとྔについての調査結果について報
。を行ったࠂ
　の利用パターンとྔを明らかにするために、を利用している活動をந出した上で、各活
動が利用している೩ྉ・その֫ಘ方法͓よび用ྔ・各活動の೩ྉに対する選性をώアリン
グ調査によってѲした。そのデータを基にして、ඈび地ଜ̑ϲଜでのの利用ྔを推定した。
によってۀנと࿃ۀᗉڕによって、は一ൠ家ఉでਬ事のためだけでなく、湖地視ݱ
も利用されていることが֬ೝされたので、家ఉのঁ性と湖ڕᗉۀ者・࿃נۀ者を対に
ώアリングを行った。さらに、ଜ長に人ޱや湖ڕᗉۀ者͓よび࿃נۀ者に関する
聞き取り調査を行うとಉ࣌に、国立公Ԃ関者から公Ԃ内での࠾集に関するルールやݱ状に
ついて情報を収集した。公Ԃ内でのの࠾集がڐ可されているঁ性を対に、(P4ロガーを用
いた調査を行った。
　これらの調査の結果、家ఉで利用される೩ྉの95�Ҏ上を国立公Ԃ由དྷのがめて͓り、
一ൠ家ఉの生活は国立公Ԃのྛ地に大きくґଘしていることが明らかになった。ঁ性が公Ԃ
内でを࠾集する際には、81�のঁ性がφイフやිのಓ۩を用いて࠾集していることが明ら
かになった。一方でӡൖに関するルールは९कされて͓り、伝統的な಄上ӡൖによって࠾集
されたがӡばれていることがわかった。(P4ロガーを用いたを࠾集するঁ性の調査で
は、ฏ11.3ۉkN（࠷長20.3kN）のڑ離をฏ37.4ۉkg（࠷ॏྔ51.0kg）のをӡൖして͓り、ঁ
性のաॏ࿑ಇがුきூりになった。一人一ि間あたりののফඅྔはฏ8.74ۉkgであった。こ
のをࡏݱのඈび地ଜ全ମでの人51ޱ699人にֻけてࢉ出されたඈび地ଜ全ମでの年間ফඅྔ
は23559トンであり、アボットらが調査した1994年の4445トンの5.3ഒに૿Ճしていた。アボッ
トらは、公Ԃのあるφンクンόౡ全ମでのࢬࢮރの生ྔ࢈を9481トンと推定している。ރ
をԼྔ࢈の生ࢬࢮރは家ఉでののফඅは࣌とফඅྔをൺֱすると、1994年ྔ࢈の生ࢬࢮ
ճっていたものの、ݱ状では大きく上ճっているա利用の状態であることが推された。
　湖ڕᗉۀと࿃נྔによる利用は、家ఉでの利用の様૬と大きくҟなっていた。湖ڕ
ᗉۀによるの利用ྔは年間1076トンと推定され、家ఉでの利用ྔより大幅にগなかった。
しかしながら、湖ڕᗉۀではྛߏף成थछであるブラスティジリアଐのथの大ܘの丸太
の選性がڧく、২生変化に大きくӨڹしている可能性があった。これらの大ܘの丸太はಓ۩
を用いたҧ法െ࠾によってಘられたものである。一方、࿃נۀによるの利用は、年間
330トンとྔがগないだけでなく、公Ԃ外で࠾集されたや২地でെ࠾されたࡐを利用し
て͓り公Ԃ内のྛ資ݯのґଘ度がく、公Ԃの২生のӨڹはほとΜどないことが示ࠦさ
れた。
　今後、Ϛラウイ湖国立公Ԃでྛ資ݯを利用しつつ保全するためには、ྛ地のਰୀにӨڹを
を利用するためのルールをݯ集ྔを明らかにし、そのൣғ内でྛ地の資࠾さないఔ度の΅ٴ
ଜ人がॱकするための組みͮくりがෆ可ܽである。
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ୈ̏ճڀݚձ

ア ϑ Ϧ Χ の 里 山
─ྛݯࢿのར༻ͱ保全のόランεʢ২生ௐࠪใࠂʣ─

龍谷大学里山学研究センター・ത࢜研究員
太田　ਅ人

　アフリカ大のೆ౦部にあるϚラウイڞ国（ҎԼ、Ϛラウイ）は、世界࠷ශ国の一つとい
われࡏݱでも日常生活やᗉ場に͓いてを多く利用している。これらのは、商人からߪೖ
することもあるがほとΜどは人ʑが自ら集めて利用している。Ϛラウイでは10年Ҏ上人૿ޱ
Ճが３�をえるߴいをҡ࣋している。しかし生活様式はੲからほ΅変わっていないた
めの利用ྔは૿Ճし、ྛ資ݯのա利用がݒ೦されてきた。1999年に発行された"CCotと
)oNewooEの文では1982年と1990年のۭ中ࣸਅをൺֱしたところૄྛの૿Ճが֬ೝされた。
ૄྛの૿Ճと人ʑの利用の૿Ճとの間に関あるか、ྛでのࢮރྔ調査とଜ人とᗉ場
のώアリング調査にて調べた。その結果、ଜ人とᗉ場の年間の利用ྔが年間のࢮރྔ
よりগなかったためૄྛ૿Ճの大きなཁҼではないと考している。この文から20年ܦち、
上ड़のように人૿ޱՃもܧଓしている中、ྛと人ʑの資ݯ利用のݱ状をѲするためにݱ地
調査を行った。ここでは২生調査について報ࠂを行う。
　本調査は、"CCotらとಉ様にϚラウイ湖国立公Ԃ内のྛを対とした。ॳは"CCotらが
行ったࢮރ調査を行う༧定であったが、国立公Ԃのӡ営ଆでも文をࢀ考にࢮރ調査を
行っていた。これによりࢮރ調査は国立公Ԃଆに͓ئいし、ݱ地では調査地ઃ定と২生調査
を行った。調査地は国立公Ԃ内に͓いてܠ観のҟなる7地とした。২生調査はコドラート法
を用い、各調査地に30Nʷ30Nのコドラートをઃஔした。コドラートの四۱にて(P4を用いて
Ґஔ情報のهと؟ڕレンζを用いて全ఱࣸਅをࡱӨした。その後、コドラート内のすべて
のथのछ名、ߴڳܘ（cN）、थߴ（N）、ߴڳҎԼで๖ժしているときはࢬ（ߴڳܘ
は全ࢬをまとめてଌ定）、ᭊなどਕによるെ࠾などがあればそれについてもهを行った。
छ名については国立公Ԃのレンジϟーの方やथにৄしいଜ人の方に調査にೖっていただき
ローカルネームでهをした。その結果、７地で32छのथが֬ೝできた。調査地ຖの༏
छ上Ґ̑छを֬ೝしたときૄྛとີྛでछ組成がҟなって͓り、などの利用にまれるथछ
がૄྛではあまり見られなかった（ྛ研究員報ࠂ内༰より）。また主成ੳを用いて調査地
の環境ཁҼの特ผにグループけをした結果、今ճの調査地はભҠஈ֊のҧいで説明できそ
うであった。これらのことからྛ২生の特から人ʑの利用などが見られる可能性があった
が、今ճの報ࠂの࣌ではथのछ名しかわかって͓らず、छຖの特などがؚまれていない
ため今後、国立公Ԃの方にछの特を教えてもらい、վめてࡉかくղੳしていく。



24

里山学研究センター 2017年度年次報告書

ୈ̐ճڀݚձ

தࠃのूஂྛ੍ݖվֵのࡦ՝にؔ͢るڀݚ

国Ոྛࡁܦہۀ発展研究センター・主੮研究員
ཱུ　　　㧵

　中国の集ஂྛ੍ݖ度のվֵは、े年Ҏ上の੍度ӡ用を行ってきた。ྛ地所༗ݖの֬定ٴび
その土地ূ明書の発行が行われ、中国ྛۀ政策のମ系的な੍度ͮくりがߋに進Ήようになった。
新しい੍度վֵの実施աఔにݱれた様ʑな課題やվֵӡ営の動きٴび発展動向をѲし、վֵ
そߋなるஈ֊引き上げるために、中国国家ྛࡁܦہۀ開発研究センターは、中国の集ஂྛݖ
੍度վֵの政策課題に関する研究プロジェクトを立ち上げた。このプロジェクトでは、中国ೆ
部の集ஂྛ۠、౦ॏྛ۠ٴび՚中ฏ۠ྛݪの３つの調査地から࠷もද的かつయ型的なྫ
を収集した。集ൣܭғはߐ西ল、ݐল、ᔳߐল、湖ೆল、四ল、広西ল、Տೆল、山౦ল、
ྒྷೡলの̕つのল、18の県市、54のڷ、162の行政ଜにٴび、合わせて2430ށの家に対し
て調査を行った。こうした調査を̐ճ行い、2003年と2007-2015年の10年間のデータ資ྉを
集めた。本報ࠂは、これらのデータに基ͮき、集ஂྛ੍ݖ度վֵの進捗状況、成果、家から
の評価のଆ面から、中国の集ஂྛ੍ݖ度վֵに関連する政策のॾ問題についてੳを行う。
できるかについて考ྀを行う。、政شに発ݶ大࠷後は、どのようにվֵを行えばその成果を࠷
策のଆ面からఏҊをする。
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ୈ̐ճڀݚձ

தࠃのྛࡒۀࢿࡦにؔ͢るڀݚ

国Ոྛࡁܦہۀ発展研究センター・副研究員
ߒ　　�ཱུ

　1978年のࡁܦ開์վֵ政策をಋೖしてҎདྷ、中国ࡁܦは長ظにわたってٸな成長をげて
͓り、それにう政府のࡒ政収ೖも૿Ճしଓけている。公ࡒڞ政のࢧ出は、主に国༗ܦۀا営
を中৺とするࡁܦ活動からঃʑに公ࡒڞ政と民生ॏ視のࡒ政とҠ行しつつある。特にۙ年に
なって中国政府は生態環境の保全政策を࠷ॏཁ課題にҐஔͮけるなど環境問題をॏ視しは͡め
るようになり、ྛۀ政策の発展方向性も変化してきた。それはࡐ生࢈を༏先さす開発Ϟデル
から、社会、ࡁܦ、生態環境との調的な関を求し、࣋ଓ可能な発展とグリーンな生࢈様
式の定ணをਤろうとしている。こうしたഎܠのもとで、ྛۀのࡒ政投資がஈ֊的に૿Ճして
͓り、投資のछྨやܗ態もますます多様化している。本報ࠂでは公式な統ܭデータとプロジェ
クトによる調査データに基ͮき、政策എܠとそのඞཁ性、ࡒ政投資のछྨ、動向、効果͓よび
状ݱ政投資に関する政策のࡒのۀし、中国に͓けるྛଘの問題いくつかの方面から考ط
を明らかにする。特に中国のྛۀॏプロジェクトの実施状況にযをてて介を行い、ྛ
。の目的であるࠂすることが本報౼ݕ能させるための対策をػ投資システムをよりࡒڞの公ۀ
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ୈ̑ճڀݚձ

シンポジウム「里山学から考える防災・減災

〜琵琶湖水域圏の保全・再生〜」に向けͨࣄલڀݚձ

龍谷大学ࡦ学部・准教授　里山学研究センター・研究員
ਗ਼水ສ༝ࢠ

しつॿのॏ視、防災の考え方が大きくసڞ・全防災から減災、公ॿ一ลから自ॿ　
つある中で、ۙ年では自然と災害の関をଊえな͓そうとする動きが出ている。
　̍つには、生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）の考え方がఏএされている。水害防
උྛやբఅなど自然生態系や地ܗを活かした伝統的な防災・減災策の見しや、ैདྷの土工
学にもとͮく防災ٕज़と生態系を活用した防災ٕज़の組み合わせなども模索されている。
　これとも関わるもう̍つのとして、里山の荒廃が災害の発生とܹ化を誘発している可能
性の指ఠである。土࠭災害の発生ݪҼの̍つにྛ生態系の変化があるとも言われ、里山保全
と災害との間にはਂい関があると考えられる。
　本研究会では、このような問題意ࣝのもと、シンポジウム「里山学から考える防災・減災〜
琵琶湖水域圏の保全・再生〜」のొஃ者̎名による報ࠂとࢀՃ者によるディスカッションを行
い、里山学が今後の防災・減災の進展にどのようなد༩が可能かを議した。
　な͓、報ࠂ者̎名ٴびその発දテーϚはҎԼのと͓りである。
　⑴　西田貴明ࢯ（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社・副主任研究員）
　　「Eco-DRR（生態系を活用した防災減災）という考え方と国内外の動向」
　⑵　横田岳人ࢯ（龍谷大学理工学部・准教授）
　　「奥山の自然は蝕まれている〜ニホンジカによる荒廃は災害を誘発するのか？」
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ྛॴ༗੍ݖڀݚձʢڀݚ࠵ڞձʣ

ೖձݖΛΊ͙るྫ・学આの๏学తݕ౼

立໋ؗ大学ࡦ科学部教授
ଜ　学人ߴ

龍谷大学里山学研究センターリサーチ・Ξシスタント
西लҰ郎

தԝ大学大学Ӄ法研究科教授
健三郎ੵݹ

̍ɽྛॴ༗੍ݖڀݚձͷઃཱझࢫ
ଜ学人ߴ

　日本の国土の多くはྛによって෴われているが、今日、多くのྛはաগ利用の状態にあ
り、その多面的・公ӹ的ػ能をԼさせつつある。そこで、このաগ利用の一つのཁҼを所༗
のあり方に求めていくことをԾ説としてઃ定し、議をੵみॏͶるためのΦープンな研究会ݖ
をスタートすることにした。
　所༗ݖとともにॏཁとなるのが੍度（*nTtitVtion）のׂである。ここで言う੍度とは、ダ
グラス・ノースが定ٛを༩えたような人ʑの૬ޓ作用をͮܗくりながら作用しているルールの
ことであり、望ましいྛ利用のためにはフΥーϚルなルールだけでなくインフΥーϚルな
ルールのׂが特にॏཁなものとなる。੍度に関しては、ノースҎ߱、学際的な研究が展開
され、目֮ましい成果が上がっている。研究会ではそのような動向にも学びつつ、研究の視
を広げていきたいと考えている。幅広いの方に集まりき、このテーϚについての議の
フΥーラムを作っていければいである。
　ೖ会ྛの全国調査は、աڈに３ճ行われている。明治26年、ত̑年、ত49年である。
一部資ྉはফࣦしたとされるが、そのखهによるコϐーを再ݱする研究会がաڈに行われてい
た。զ࠺やౡらのその研究会は「ྛ所༗ݖ研究会」であり、その名শにݱに͓いてॏཁ
な視である「੍度」面をՃえた名শとして研究会を発させた。
　ྛ所༗੍ݖ度研究会は、第̍ճ研究会を2017年10月27日に、第̎ճ研究会を2018年̍月20
日に開催して͓り、֘ڞ催研究会は第３ճ研究会にҐஔ付けられる。
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̎ɽڀݚ࠵ڞձ։࠵झࢫ
　ଜ学人ߴ

　本研究会では、ೖ会ݖをめぐるྫや学説を法学的にݕ౼する。ۙ年、ࡋߴ࠷でೖ会ݖにつ
いてのॏཁな決がଓいた。ೖ会ݖ者の全員一கݪଇをୀけ、員会の決定でೖ会地を売٫
できるとした上関ݪ発ૌু決（ฏ成20年̐月）、ૌুにಉ調しないೖ会ݖ者がଘࡏする場合、
ैདྷのようにૌえෆ受理とするのではなく、ಉ調しない者をඃࠂとすれば受理するとしたഅໟ
ౡೖ会ݖૌু決（ฏ成20年７月）である。研究会では、૬する面もあるこの二つのྫを
どのように理ղしたらྑいか、を学説࢙をったり、事Ҋをৄࡉに見たり、ૌু法での学説を
。うࢥしたりすることで、考えてみたいと౼ݕ
　今ճは、龍谷大学里山学研究センターとのڞ催研究会というܗで実施する。　

̏ɽୈ̍ใࠂ　ʮڞಉׂʹؔ͢ΔυΠπஂମ๏ʢ๏ਓʣͱೖձཧʯ
西ल一郎　

　ैલ、ೖ会地のܗ態を本࣭的に変ߋするような変ߋ（ॲ）行ҝについては、ߏ成員の多
決で決議することができるのか、または、全員一கがཁ求されるのかが問題とされてきた。こ
のような問題は地域の׳शのಡղを指示する民法263（294）の法ղऍの問題といえるが、
ೖ会ஂମ（集ஂ）の性֨に応͡た意ࢥ決定の理をどのようにߏஙすべきかが問われていたも
のといえる。ࡋ実務では、ೖ会ஂମ（集ஂ）の全員一கによる意ࢥ決定をೝめるࡋྫもあ
る一方で、֘ஂମ（集ஂ）をいわΏる「ݖ利能力なき社ஂ」と法性決定した上で、社ஂの多
決による意ࢥ決定をೝめるような方向付けを行うྫもみられる（࠷一খฏ成20年̐月14日
民集62909߸̑רท〔۩ମ的には員会ߏ成員のみによるॲが可能という׳शをೝめてೖ会
地のॲがೝめられた事ྫ〕）。
　もっとも、講学上、「ݖ利能力なき社ஂ」の࢈ࡒに関するߏ成員の法関は、ೖ会ஂମ

（集ஂ）とಉ様に、「総༗」関であると説明されてきた。そうすると、「総༗」関にかかわ
らず、「社ஂ」であるということによって多決による意ࢥ決定ൣنがೝめられ、ଞ方、ೖ会
ஂମ（集ஂ）はそのஂମの特性からҟなる意ࢥ決定ൣنがೝめられಘるとも考えることができ
る。しかしながら、そもそも「社ஂ」であることによって然に多決による意ࢥ決定をਖ਼
化すべきかについては、それ自ମผにݕ౼がされるべき問題であるといえる。
　本報ࠂでは、わが国のೖ会理ٴび社ஂ理がڧいӨڹを受けたドイツ法の中でも、特にڞ
ಉ地ׂ（求）ہ面に͓けるஂମ法のݕ౼を௨して、「社ஂ」の意ࢥ決定ൣنについてど
のような議が展開されていたのかについて報ࠂし、日本のೖ会理の示ࠦをݕ౼した。
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̐ɽୈ̎ใࠂ　ʮೖձݖͱૌুʯ
　健三郎ੵݹ　

　ೖ会ݖのॲはߏ成員全員のಉ意によらなければならないというのが、伝統的なೖ会׳शと
されてきた。そのഎܠには、ೖ会ݖは全ߏ成員がڞಉして保࣋する所༗ݖないしݖであると
いうࢥがあるとࢥわれる。この観からすれば、ೖ会ݖをめぐって第三者との間にฆ争が生
͡た場合、第三者に対するݖ利主ு・ૌুは、ݖ利者全員によってなされなければならない
というのが一応の理的ؼ結であり（ݻ༗ඞཁ的ڞಉૌু）、実際にྫもそのような立場を
とっていた（࠷二খত41年11月25日民集201921߸̕רท）。
　しかし、このલఏのԼでは、ߏ成員のうちૌえにಉ調しない者がݱれれば、実際にૌえをఏ
。の途が閉͟されることになりかͶないࡁٹ者に対する法的ݖ難となり、ೖ会ࠔすることがى
かかるฐ害を考ྀして、ࡋߴ࠷は、ࣛࣇౡ県അໟౡのૌুに͓いて、ೖ会ݖの֬ೝૌুでは、
ૌえにಉ調しないߏ成員もඃࠂとすることによって、ૌえをఏىすることがڐされるという立
場を示し（࠷一খฏ成20年７月17日民集621994߸７רท）、さらに、Վ山県ؠ出市のཷ
に関するૌুに͓いてもほ΅ಉ͡அをԼした（࠷二খฏ成21年12月18日）。
　ところが、このࡋߴ࠷の見ղは、֬ೝૌুの場合には௨用するとしても、第三者のෆ実ొه
についてのຣফొهखଓ求などのڅ付ૌুに͓いては、௨用しがたい。かͶてから、ච者は、
ೖ会集ஂのߏ成員のうちૌえにಉ調しない者がݱれたときに、༨のߏ成員がいかなる法的ߏ
成をもってૌえをఏىしうるかをݕ౼してきたが、そのखֻかりとなるのが、ߏ成員૬ޓ間に
ଘࡏするٛ務関ではないかと考えている。そこで、本報ࠂでは、上هの二つのೖ会ฆ争を題
。態に関する൰見をఏ示することとしたܗをめぐるૌুݖとして、ೖ会ࡐ





ࠂಈใ׆ڀݚ．̏
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தྛڀݚࡦϫーΫシϣοプ

「தྛݯࢿ૯߹ར༻ͱࡦ」の։࠵

龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・研究員
٢Ԭ　ॆ

龍谷大学ࡦ学部・准教授　里山学研究センター・研究員
実ߚ　　ۚ

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
田　߃உ

龍谷大学ࡦ学部・講ࢣ　里山学研究センター・研究員
谷֞　岳人

京都ঁࢠ大学・名誉教授　里山学研究センター・研究員
ਐ　　܂ߴ

国Ոྛࡁܦہۀ発展研究センター・ࢣٕڃߴ
ு　　ࢤ౭

ᔳߐྛ大学ࡁܦ理学Ӄ・教授
Ғޫ　　ޖ

Ӣೆ大学ଜ発展研究センター・教授
দ　ޖ

京ྛۀ大学ࡁܦ理学Ӄ・教授
ँ　　ስ

西ྛ科ٕ大学ࡁܦ理学Ӄ・准教授
ඒ　　ڎ

国Ոྛࡁܦہۀ発展研究センター・ॿख研究員
ߒ　　ཱུ

西ྛ科ٕ大学ࡁܦ理学Ӄ・ത࢜
張　　婷婷

֓ཁ
　龍谷大学里山学研究センター　ྛ資ݯとエネルΪー利用の研究Ϣニットは中国の国家ྛۀ
総合利用と政策研究をテーϚとするワークݯಉして、日中ྛ資ڞ発展研究センターとࡁܦہ
ショップを開催した。
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2017年３月26日　ޕ後
司会者：ཱུ　㧵　（国家ྛࡁܦہۀ発展研究センター　研究員）

　15：00-15：15	 会議の挨拶：ཥۚ՚（国家ྛࡁܦہۀ発展研究センター　主任）
　15：15-15：45	 報̍ࠂ「ೖ会の変༰と里山のػة�その再生に向けて」

	 ٢Ԭॆ（龍谷大学法学部　教授）
　15：45-16：15	 報̎ࠂ「中国のྛόイΦϚス資ݯの発展ݱ状と事ྫੳ」

	 ுࢤ౭（国家ྛࡁܦہۀ発展研究センター　ࢣٕڃߴ）
　6：15-16：45	 報３ࠂ「炭ֵ໋：里山のόイΦϚス資ݯの利活用─里山保全、二ࢎ化炭素

削減、防災೩ྉの֬保を目指した環境教ҭとして」
進（京都ঁ子大学　名誉教授）܂ߴ

　16：45-17：15	 報̐ࠂ「ᔳߐলに͓ける非ࡐྛの発展状況」
（理学Ӄ　教授ࡁܦྛ大学ߐᔳ）Ғޫޖ

　17：15-17：45	 報̑ࠂ「生多様性から見るྛの生態ػ能」
谷֞岳人（龍谷大学政策学部　ઐ任講ࢣ）

　17：45-18：15	 報̒ࠂ「民文化とྛ保全」
ウদ（Ӣೆ大学ଜ発展研究センター　教授）ޖ

　18：30-20：00	 ฏ里ホテル̎֊科力ி

2017年３月27日　ޕલ
司会者：ԫ྄（ݐྛ大学ࡁܦ学Ӄ　教授）
　08：30-09：00	 報７ࠂ「京市山間部に͓ける生態公ӹྛのܦ営理ٴびݖ利Ҡసのݱ状に

関する研究」
ँስ（京ྛۀ大学ࡁܦ理学Ӄ　教授）

　09：00-09：30	 報̔ࠂ「土地所༗ݖ、土地所༗、所༗�日本のྛ政策にとって࠷大のᯀ࿏
の一つである「地籍問題」をػԑに」
田߃உ（龍谷大学　名誉教授）

　09：30-10：00	 報̕ࠂ「ྛόイΦϚスエネルΪーの発展に関する民の意ࣝ」
（理学Ӄ　准教授ࡁܦ西ྛ科ٕ大学）ඒڎ

　10：00-10：30	 報10ࠂ「戦後日本のྛඋとྛࡒ政」
実（龍谷大学政策学部　准教授）ߚۚ

　10：30-11：00	 報11ࠂ「中国のྛࡒۀ政投資政策に関する研究」
（発展研究センター　ॿख研究員ࡁܦہۀ国家ྛ）ߒཱུ

　11：00-11：30	 報12ࠂ「中国ྛۀ࢈ۀ政策とۀ࢈発展」
	 ு婷婷（西ྛ科ٕ大学ࡁܦ理学Ӄ　ത࢜）
　11：30-11：45	 総合౼と閉会の挨拶
　11：45-12：30	 ฏ里ホテル̎֊科力ி

　会議௨༁：᪅（龍谷大学政策学研究科　ത࢜後ظ課ఔ）
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ใ̍ࠂ
ೖձͷม༰ͱཬࢁͷػةᴷͦͷ࠶ੜʹ͚ͯ

龍谷大学法学部・教授　٢Ԭॆ

　本報ࠂは、中国ଆ研究者との合ಉ研究会での基調報ࠂとして、龍谷大学里山学研究センター
や私自の里山研究のഎܠとなっている問題意ࣝと基ૅ的情報を理して伝えることを目的と
している。したがって、その内༰は、ච者の研究ྖ域であるೖ会の問題を࣠にして一ൠ的な里
山の利用と理に関するྺ࢙的変化をׅ֓的に理し、その再生に向けた課題をఏ示するもの
である1。

̍ɽʮཬࢁʯͷҙຯᴷ՝ઃఆ
　１）「里山」とは
　は͡めに、この報ࠂで用いる「里山」という用ޠの意ຯについて考えて͓きたい。
　「里山」とは、地理的な観で見れば、ଜに͓けるۀ生࢈や生活の基൫となっている里
地と、そのような生࢈活動や生活とは「的」な関をもたない奥山との間にҐஔするྛ

（山をؚΉ）である。
　またྛの利用という観から見れば、「里山」とは、地域ڞಉମ（͓もにଜ集མ）によ
る自然資ݯの࣋ଓ的॥環的利用が行われることによって、多様で๛かな自然生態系を༗する
ྛ、いわば地域にらす人ʑの生࢈活動や生活との関のなかで利用され理されてきたこと
を本࣭的ཁ素とする「二次的自然」あるいは「文化的自然」であるといえる2。
　このような観からすれば、「一定の地域的広がりをもった、ྛ・田ാ・ため・用水࿏
など地域に͓けるۀ生࢈や生活をҡ࣋するために資ݯの࣋ଓ的な利用と理が行われている
地理的ൣғ」を示すものとして「里山」を理ղし、そのॏཁなߏ成ཁ素として「里山ྛ」がଘ
。するといえる3ࡏ
　ҎԼの報ࠂでは、このような「里山」の地域的広がりと࣋ଓ的॥環的な自然資ݯの利用を౿
まえ、そのなかでҡ࣋されてきた「里山ྛ」の意ຯで里山という言༿を用い、そのྺ࢙的変化
を理したい。
２）「里山」を議論する意味

　では、なͥ里山が議されているのか。それは、的に言えば、そこに問題（ʹ里山のػة
的状況）があるからである。では、そのػة的状況を問題として取り上げることにどのような
意ຯがあるのか。
　このについて、まず、いわば文明的な問題がある。すなわち、ݱの社会は、一方で、
࣭的な๛かさを実ݱし、ある意ຯではշదなফඅ生活を実ݱしているけれども、ଞ方では、
大ྔのエネルΪーと資ݯをফඅし、ਂࠁな環境ഁյを引きىこしています。こうしたݱ実を൷
しつつ、զʑがະདྷの社会を展望しようとするとき、伝統的な里山を生み出した社会にさま
͟まࠀするべき問題があったことは事実であるとしても、里山にଘࡏしҡ࣋されてきた人と
自然の調的な関は、これからの地域と社会のࡏり方を考えるためのϞデルたりうるのでは
ないか、ということである4。
　里山のػةとは、લهのような里山に実ݱされていた人と自然との調的関が่յしつつ
あることを意ຯしている。それでは、զʑは、このػةにどう対応するべきなのか。զʑが、
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このػةをり切ることができるద切なॲ方ᝦをඳくためには、まず里山のػةを生み出した
的変࢙を理ղするඞཁがある。そこで、ҎԼでは、里山の利用と理のྺߏҼとݪ的な࢙ྺ
化とそれに関わる政策展開を理することによって、このػةのݪҼとߏを考えてみたい。
３）里山と入会

　里山はྺ࢙的にはଜམڞಉମを基ૅとするೖ会によって利用・理が行われてきた。このೖ
会による理が「人と自然の調的関」を生み出しҡ࣋してきたとも言える。そこで、ここ
では、このೖ会による利用・理のྺ࢙的変化を࣠に里山の問題を見ていくことにする。

̎ɽۙੈظޙʹ͓͚Δཬࢁͷೖձར༻
成されたܗにظ態としてイメージする里山のೖ会利用はۙ世後ܗわれわれが伝統的な、ࡏݱ　
と言われている。
　पのように、ۙ世社会はۀ生࢈を基本として͓り、伝統的な里山もこのۙ世ۀとの関
と࢈生ۀ݅であった。࢈のॏཁな生ۀ成された。一言で言えば、里山は、ۙ世ܗで
ଜ生活にඞཁなもののݯڅڙとして里山がڞಉに利用され理されていた。この「ڞಉ」とい
うことの意ຯあるいは実ମ的内༰がॏཁではあるが、ここではその問題に立ちೖらず、利用の
֓ཁをみていこう。
　ۙ世ۀは、いわΏるංۀであった。ංとは、をݪྉとするංྉで、מෑやӛං

（փも利用された）などがそれにある。山がない都市部では、ׯҷや༉പなどのۚમに
よってߪೖされるۚංがわれているところもあるが、ݶ定的であった。ංを֬保するため
には、水田やാに対してかなりの面ੵの里山がඞཁであり、これが里山の非常にॏཁなׂで
あった。またߞ用の牛അのࣂྉとしても里山で֬保されるはॏཁであった。このほかに、
里山からെ࠾されるࡐは、ۀ用資ࡐや೩ྉ（炭）として、また家・ڮ・水࿏などのݐઃ
用ࡐやิम用ࡐなどとして利用されていた。
　このように、ۙ世に͓いて里山はۀ生࢈とଜ生活にඞཁな様ʑの資のॏཁなݯڅڙで
あった。したがって、の֬保はॏཁであり、ڞಉମ的な理のԼで山の「火ೖれ」が行
われ、ྛのભҠを੍するための理が行われていた。火ೖれは、山ྛ火災のリスクもあ
り、しばしばൡによるҭྛܦ営との関で問題も生͡たが、ൡもそのඞཁ性はঝೝしていた。
しかし、ۙ世後ظに͓いてはۀ生࢈力を૿ڧするため新田開発が進められ、その関で、一
方では里山が開発されて減গしつつ、ଞ方では水田の૿大によってංのॏཁ性が૿Ճすると
いう状況が生͡ていた。そのような状況の中、各ଜののधཁが૿Ճし、対立がݫしくなり、
しばしば山とݺばれるฆ争が発生し、また里山のա利用によるಝげ山化やさらには治水問
題も生͡ていた。
　しかし、࣌の里山は、一方では、աに利用されつつも、ଞ方では、ॏཁな生࢈・生活
݅であったことから、生ଘのためにはܧଓ的に利用するඞཁがあり、ᎄとサンクションによっ
てその利用がݫしく理されていた。そのڞಉମ的理によってܗ成・ҡ࣋されてきたྛが、
զʑが里山という言༿で理ղしているものといえる。したがって、里山とは、本དྷ、地域の
人ʑが営Μでいる生࢈関と生活関の中で、人との関わりの中でܗ成され、࣋ଓ的に利用さ
れ、ڞಉମ的によって理されてきた山なのである。
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̏ɽ໌࣏ʹΑΔۙԽࡦͱೖձͷऩୣ
　上にみた里山のڞಉମ的な利用理の実態は、明治ظにೖっても基本的にはଓいていた。し
かし、明治政府によるۙ化政策がそれに大きなӨڹをٴ΅すことになった。
１）地租改正・土地官民有区分と入会

　世界࢙的にみれば、18世لはԤถྻڧによるఇ国主ٛ的な世界進出が活発となり、その外ѹ
によって、զが国も開国を༨ّなくされるなか、明治ҡ新ののち明治政府は、̎つの課題を推
し進めた。一つは、ۙ的統一的な国家ߏػをٸにߏஙすることであり、もう一つは、ࡁܦ
のۙ化、すなわち国家主ಋによる資本主ٛҭ成策であった。このような政策課題を実ݱする
ためには大な資ۚがඞཁとなるが、明治政府としてはいまだ工ۀ生࢈力がະ発達なஈ֊に͓
いては、ଜからの資ۚ調達を進めるҎ外に選択ࢶはなかった。そのため、明治政府は、1873
年から「地ેվਖ਼」を実施した。これは、土地所༗ݖの੍度をಋೖすることによって土地の私
༗を法ೝする土地੍度վֵを基ૅとしてۚೲ定ֹ地ેをಋೖするものであった。
　この土地所༗੍ݖ度のಋೖはෳࡶなաఔをܦているが、͓͓͟っͺに言えば、国土のすべて
が対となり、ॳは༗地と民༗地に۠ผされた上で所༗者に地݊が交付された。その後、
一民༗地とされた土地について、地݊名ٛがچଜ༗・大ࣈ༗の場合には公༗地とされ、個人
名ٛやه名ڞ༗の場合には民༗地と۠された。このաఔで、田ാについては私༗が法ೝされ、
その上でߴ地ેが収されることになったが、里山をؚΉྛについては、7ׂが༗地
にฤೖされる結果となった。これは、「私༗の֬ূ」がないか͗り༗とೝ定するという基४
をઃ定していたことや、ෑ地や田ാとことなり、ྛについてはڞಉମ的ࢧの対であり、
各ށの所༗意ࣝはബかったこと、また明治政府のࡒ政的な理由からྛ資ݯを֬保しようとし
たことなどが理由である。
　Ҏ上のようなܦҢから、ଜによる里山のೖ会は、地൫の所༗者によって「国༗地ೖ会」「公
༗地ೖ会」「私༗地ೖ会」に۠されることになった。ҎԼでは、લ̎者について明治ظの政
策展開をみて͓こう。
２）国有地入会

　先にも書いたように、里山のೖ会利用はۙ世Ҏདྷܧଓしていたから༗地ฤೖに対する民
ଆの߅はڧかった。明治政府も、部ྛ੍度やྛの副࢈のແঈ࠾取をঝೝするなど、一
定ൣғで民の里山利用をೝめるાஔを取り、また国༗土地ྛݪԼし法（1899）を੍定
して、༗地を民༗地としていԼげるಓをઃ定するなどのջॊ策をとっていた。しかし、国
༗ྛܦ営事ۀが展開されるなか、政府は立の「౼െ੍ن」、火ೖれの੍ݶ、用ӹ੍نをڧ
めていった。
　法੍度としては、民法యに͓いて民の׳श的なೖ会ݖは「ݖ」としてҐஔͮけられたが、
࣌のࡋ所は、国༗地でのೖ会֬ݖೝૌুに͓いて、「ैདྷ׳श的に民がೖ会利用してき
た関は、༗地ฤೖとಉ࣌に然廃ࢭし、ೖ会のような私的関を全くೝめないझࢫで地ે
վਖ਼ॲが行われたことは明白」であるとして国༗地ೖ会のଘࡏをೝめなかった（大৹Ӄ大ਖ਼
̐年３月16日民21 328ท）。これに対しては、学説上はڧい൷があったが、ࡋ所がこの
見ղを変ߋしたのは、ようやく戦後かなりܦってからである（࠷ত48年３月12日民集27ר
̎߸271ท）。
３）公有地入会

　地ેվਖ਼でॳは民༗地とされ、その後公༗地とされたྛの多くはۙ世の「ଜ࣋山」、す
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なわちೖ会によって理されていた山であった。つまり、ྛとしては、ܗ式的には公༗ྛで
あるが、実態はଜ࣋ちೖ会山であった。しかし、これについても、明治政府は、ೖ会理の੍
。やղফをਤろうとした。主ཁなを見てみようݶ
　　⑴　町村制（1888）と入会
　明治政府は、明治20年に地域社会の再ฤをࢾるため新たな地方੍度をಋೖした。里山のೖ
会に大きなӨڹを༩えたのは、明治21年（1888）のொଜ੍である。ொଜ੍の目的は、富国ڧฌ
の実ݱに向けた੫・ฌ・教ҭ・土など国家ҕ任事務を୲うことのできるように地域社会
を再ฤすることであった。このようなׂを推し進めることができるࡒ政能力をொଜに付༩す
るため、部མは合ซされて新たな行政ଜに再ฤされた。それにって、چଜ࣋山は新たなொଜ
の公༗࢈ࡒにฤೖされた。もちろΜ、これに対しても、民のڧい߅があったことはいうま
でもない。
　しかし、ೖ会׳行はொଜ੍83にن定される「׳چ用ݖ」として、私༗ݖ࢈ࡒではなく公
法上の利用ݖとしてҐஔͮけられ、その結果、ݑ法上のݖ࢈ࡒ保োの対ではなく、地൫に対
する理ॲݖをؚまない୯なる用ݖにॖ減されてしまった。ただ、民の߅をऑめるた
め、۠࢈ࡒ（ொଜ੍114ɼ115）の੍度がಋೖされ、ݪଇとしてொଜが࠷খ୯Ґの行政ஂମでは
あるが、ྫ外として部མに۠࢈ࡒとしてݖ࢈ࡒの主ମたること（法人֨）をೝめ͟るをえな
かった。
　　⑵　民法と入会権
　先にも৮れたが、1898年に੍定された民法యでは、ೖ会ݖは所༗の性࣭を༗する場合（民
263）もそうでない場合（民264）も「ݖ」としてҐஔͮけられている。しかし、民法య
の੍定աఔに͓いて、ொଜ੍83との関についてはほとΜど議が行われなかった。その結
果、公༗地ೖ会の法的性֨については明֬でなく、このについては、学説もؚめてその後長
く議されることになった。政府は、公ݖをҡ࣋しているが、学説上は私ݖが༗力である。
　　⑶　部落有林野整理統一事業
　これは、⑴で見たように、ଜ࣋山の一部は۠࢈ࡒという行政ஂମの࢈ࡒとされたが、このܗ
式をとっている部མ༗ྛをղফして市ொଜ༗ྛ（公༗ྛ）に統合する政策をいう。この事ۀ
は1910年から実施された。部མよりもܦ営能力のߴい市ொଜにྛの所༗ݖをҠし、ொଜのࡒ
政基൫としてࡐ資ݯとҭྛܦ営を֬保することを目的としていた。ॳは、ແঈແ݅統一
としていたが、民の߅に会い、ᶃׂ、ᶄ࢈࠾取、ᶅྛ収ӹの収、ᶆ地上ݖ・部
ྛのઃ定などをೝめることでଥ協的に統一が進められた。こうして、ឯ༨ંۂをܦながら、そ
してೖ会による利用理の実態はりつつも、公༗地に͓けるೖ会ݖは次第に民のखから奪
われていったのである。
　４）国家による入会の収奪とその意味
　Ҏ上のように、このظ࣌は、明治政府による民のೖ会に対する収奪が進められたのである
が、問題はそのことの意ຯである。
　先にもड़べたように、民による里山のೖ会利用は、地域に͓けるۀ生࢈とଜ生活のඞ
ཁ݅であり、そうであるからこそ、ඞཁ݅としての里山をܧଓ的にҡ࣋していくための
理が行われていた。つまり、ʪۀ生࢈・ଜ生活と里山との༗ػ的関連性ʫがҡ࣋されてい
たのである。これに対して、明治政府によるೖ会の収奪は、国家ࡒ政に資するためのྛの取
ಘと生࢈にஔかれていた、つまりそれはྛのࡐとしてのࡁܦ的価をѲし実ݱするため
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のྛܦ営を行うことを意ਤしていた。したがって、それは、ྛを資ݯとしてѲし、商
としてのࡐ生࢈をめ͟すものであり、ྛ͓よび里山をۀ生࢈やଜ生活の݅としてで
はなく、それ自ମをಠ立に商生࢈の対としてҐஔͮける政策であったから、その展開は
にނ的関連性を切அする結果をもたらすことになり、それػଜ生活と里山との༗・࢈生ۀ
民ଆのڧい߅が生͡たいのである。このようなで、明治政府のめ͟した富国ڧฌ政策は里
山の環境と民の生活にॏいෛ୲をڧいるものがあったといえる。

̐ɽߴظҎ߱ʹ͓͚Δཬࢁͷফ໓ͱղମ
　３で見た明治ظҎ߱、政府によるྛۀ政策の展開やۀの変化もあり、ೖ会そのものも次第
に変༰していったが、さらに里山の利用理が大きく変化したのは、戦後のߴ度成長ظからで
ある。ҎԼでは、その変化を推し進めた主なཁҼを理して͓こう。
１）木材需要への対応

　一言で言えば、戦後からߴ度成長ظにかけてのྛ政策は、ྛのࡁܦ的利用をベースに展
開された。戦લに܉ध資としてࡐが大ྔにফඅされྛの荒廃をটいたことから、戦後は
෮ڵधཁに対応するためまず෮چྛが行われた。そのधཁに対応し、さらにߴ度成長ظにඈ
༂的に૿大したݐங用ࡐやパルプ用ࡐに対するधཁに対応するため、1955年から֦大ྛ政策
が展開され、里山部をؚめて全国にਿ・ᐻなどの針༿थかがྛされた。国༗ྛについても、
1961年より国༗ྛܭ࢈૿ࡐըが策定され生࢈の૿大がܭられたが、धཁの૿大にىҼする
。についてはいちૣく༌ೖ自由化（1960）のાஔがとられたࡐಅに対応するため、ߴ価֨のࡐ
またྛۀのۀ࢈化を促進するため、ྛۀ基本法が੍定され、ྛ資ݯ政策を୲うྛ法に対し
てۀ࢈政策が༏Ґする法੍と政策の展開が行われたのである。
２）農業の近代化と里山の利用低下

　里山がྛۀの対としてࡁܦ的利用が進められる一方、ैདྷから里山をॏཁな生࢈݅とし
てきたۀのࡏり方もこのظ࣌に大きく変化していった。
　一つは、ۀ用ංྉは明治ظから里山を利用したංから次第にۚમによってߪೖされるۚ
ංさらにེ҆などの化学ංྉに次第に変化してきていたが、このظ࣌に化学ංྉのసが著
しく進み、それによって૬対的に里山のґଘ性がԼしたことがあげられる。また、トラク
ターなどのಋೖによるۀのػց化が進み、ߞ作用にࣂཆされていた牛അがෆ用となり、それ
にって牛അのࣂྉとしてののඞཁ性もԼした。ཁするに、このようなۀのۙ化に
よって、ۀ生࢈݅としての里山のॏཁ性はかなりのఔ度Լしたのである。ۀの݉ۀ化
の進展もこれを促進するཁҼとなった。
３）エネルギー転換による薪炭需要の低下

　また生活面でも、ߴ度成長ظに、それまでथをݪྉとする炭から石༉・石炭という化石
೩ྉのエネルΪーのసが進められた。都市部はもちろΜଜに͓いても、プロパンガスの
。はすすみ、そのことも、人ʑの生活に関する里山のඞཁ性をԼさせたでసܗなどのٴී
　エネルΪー展開が始まった1960年とൺֱすれば、2012年にエネルΪー総ফඅྔは7ഒと大
幅に૿大しているにもかかわらず、炭धཁྔは、1960年に15000立方メートルであったも
のが2000年には1000立方メートルと15の一になっているのは、それほどまでにエネルΪー
ফඅྔが૿大しているという事実とともに、総ফඅྔに対する炭のൺॏがいかにগないかを
示しているといえる。基本的に、里山は地域の人ʑに対するエネルΪーݯڅڙではなくなって
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いるのである。
４）林業の近代化と入会の整理解体

　খن模ࢄ型のྛ地ߏをࠀし施نۀ模の֦大とߴ化をめ͟すஂ地化やെ࠾・ൖ出用ػ
ցなど資本装උのߴ度化などྛۀのۙ化を推し進める一方、ैདྷ、ೖ会の対としてೖ会集
ஂによって利用理されてきた里山についても、ྛۀの対としてࡁܦ的利用を༰қにする
ため、里山に関するݖ利関のۙ化が進められた（ೖ会ྛۙ化法）。これは上にड़べた、
、化を進めるྛ政の一つとして行われたものである。これによってۀ࢈のۀ基本法によるྛۀྛ
ೖ会ݖがղମされ個ผ的な私ݖ関にసされた里山やೖ会集ஂが生࢈ྛ組合に再ฤされた
ところもあったが、このۙ化によって里山の実ମ的な利用や理がॆ実したとは言いがたい
。状はすでに明らかであるݱ
５）入会管理の解体・消滅と「林地開発」

　Ҏ上のように、戦後に͓いて、里山はۀや生活との関でのඞཁ性がԼすることで次第
にۀやଜの生活との関連性をࣦっていった。それにՃえて、༌ೖ自由化による外ࡐとのڝ合
やྛۀの収ӹ性のԼによってྛۀの対としてもॏ視されなくなっていった。面、ߴ度成
長による都市֦大などをഎܠにして、より収ӹ性のߴい利用のసがਤられていった。ೖ会
による理がղମ・ফ໓し、個人༗化が進み、そこに全国的な地価ߴಅが発生して、都市ۙ߫
の里山はॅ宅地にస用されたところも多く、ଜ部や中山間地域ではΰルフ場やリκート開発
による「ྛ地開発」の対とされた。里山は์ஔされ荒廃するだけではなく、それ自ମがফ໓
するという状況が生͡たのである。いわΏるόブルの่յ後、開発投資や投ػ的投資が੩化
し、地域に͓ける環境のॏཁ性がॏ視されるようになり、一ظ࣌にくらべればやや੩化して
いるとはいえ、な͓里山の利用は進まず、理์غされているところも多く、本࣭的な問題は
な͓ղ決していないのである。

̑ɽཬࢁͷߥഇͱফࣦᴷཬ࠶ࢁੜͷ՝
　Ҏ上、きわめてׅ֓的ではあるが、ۙ世後ظにܗ成された里山の利用理の伝統的ありかた
が、ۙҎ߱にどう変化してきたかを見てきた。すでに多くの者が指ఠしているように、ݱ
による荒廃とస用によるফࣦであり、その（غさらには利用์）は、利用Լػةの里山のࡏ
収ӹߴ）性がղମしたことと、ᶄ都市的土地利用ଜ生活と里山との関・ۀҼは、ᶃݪ
的）土地利用のసを્ࢭできなかったことにあると考えられる。そうであるとすれば、里
山の再生に向けて、զʑはどのような課題に取り組Ήべきであろうか。
　な͓യ然としているが、ච者としてはҎԼのように考えている。まず、ᶃに関して言えば、
この関性をどう再生するかが課題であることはいうまでない。こ関性の再生は、個ผの
だけではなく、「新たな地域的里山利用」をどう૾するかを考えるඞ営と里山との関ܦۀ
ཁがあるとࢥわれる。たとえば、より環境調的で҆全な৯の実ݱを可能とするۀのࡏり方
をݕ౼するとともに、エネルΪーとしての࣭όイΦϚス利用の社会的システムのߏங、さら
に環境ద合的なྛۀやଜツーリζムなどもؚめた多֯的地域ܦ営を進め、地域で生࢈し生活
することが可能となる方向を目指すべきであると考える。
　次に、ᶄについて言えば、ෆඞཁな都市的土地利用のసを੍するඞཁがあり、そのた
めには、地域の合意による土地利用ܭըのߏஙがॏཁであり、このܭըにଈして、స用੍نや
再里山化をؚめた個ผの土地所༗ݖに対するコントロールを行うべきであろう。上هᶃに指ఠ
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した里山という地域の自然資ݯを生かした地域の͓よびそれを౿まえた地域的土地利用ܭ
ըのߏஙは、いずれも地域に生きる人ʑによる自治的ガόφンスのによってこそ可能にな
るといえる。

──────────
̍　本文の理は、ೖ会のྺ࢙に関する先行研究に͓いて一ൠ的な理ղとなっていることをまとめたも

のである。本センターでの研究成果に͓いても、ಉ様の理は行われて͓り、本ߘはこのような成果
にෛっている。とくに、本センター研究員のླ龍也は、里山のػةと言われるものの変化をʪ国家
によるೖ会の収奪から度利用とస用による荒廃・ফࣦʫとして理している。本報ࠂもこの理
にґڌしている。ただ、本報ࠂでは、ྺ࢙的変化を͡る出発として、ۙ世に͓ける里山利用の内
༰についてطଘの研究成果を介したこと、͓よびۀとの関連性を意ࣝして理した。

　な͓、ޱ಄報ࠂとして行ったこともあり本の注はলུしたことを͝了ղいただきたい。
̎　丸山徳次「里山学のͶらい」（丸山・宮浦ฤ『里山学のまな͟し』2009年）20ทҎԼをࢀর。
３　લܝ　丸山文15〜19ท。
̐　ଜᖒਅ保࿊「「里山」という問題」（ଜᖒ・牛尾・宮浦ฤ『里山学講ٛ』2015年）３ท。
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ใ̎ࠂ
தࠃྛόΠΦݯࢿͷൃలݱঢ়ͱྫࣄੳ

国家ྛࡁܦہۀ発展研究センター・ࢣٕڃߴ　ு　ࢤ౭

　中国は資ݯがしい国情を๊えているとಉ࣌に、ྛόイΦϚスの巨大な発展ۭ間をもって
いる。そのために、国のࡒ政的ࢧԉ政策のԼでྛόイΦϚス資ۀ࢈ݯの開発にり出した。
　中国では、ྛόイΦϚス資ݯの開発を国のᶃলエネল資ݯ政策、ᶄ廃غ削減対策の発展
戦ུのॏཁなཁ素としてҐஔ付けている。またエネルΪーߏのվળや民政サーϏスのվળ策
としてもॏཁ視している。しかし、中国は๛かなྛόイΦエネルΪー資ݯを༗する一方で、
その開発が立ち遅れているのがݱ状である。
　中国国内の先行研究ٴびಠ自の事ྫ調査を行った結果、ݱ行の中国ྛόイΦϚス資ۀ࢈ݯ
の発展に͓いてはҎԼの課題があることが明らかになった。
　それはつまり次のと͓りである。ᶃόイΦϚス資ݯ（ࡐ೩ྉ資ݯ、炭水化資ݯ、༉ྔ資
ফඅྔの̐ˋに૬すݯは、理上は1.4ԯtの石炭と2011年の全国資ྔࡏの利用可能なજ（ݯ
ることがわかった。ᶄࡏݱ、όイΦϚス資ݯをエネルΪーݯとする利用ྔのׂ合がগなく、そ
の中の多くがۀの༨であり、全ମ利用ྔの70ˋをめている。ᶅόイΦϚス資ۀ࢈ݯ
のٕज़発展が遅れ気ຯの状況にあり、όイΦディーゼルのਫ਼࿉ٕज़はະだに開発の途中にある。
ᶆྛόイΦϚス資ۀ࢈ݯに対する国のิॿ政策がෆेである。
ྫ。に対して行われているۀ࢈όイΦۀのิॿ政策は主にۀ࢈ݯଘのྛόイΦϚス資ط　
えば、ଜ家ఉのメタンガスճ収ઃඋのݐઃ、や࿃炭の利用を減らすためのলエネかまどの
ಋೖ、όイΦϚス気化ઃඋのಋೖ、作のܗݻ೩ྉの生࢈などがิॿ対となる。ྛόイ
ΦϚスۀ࢈に対するิॿ政策はগなく、資ྛݯ基地ݐઃ事ۀをআいたଞの事ۀのิॿ੍度は
ほとΜどඋされていない。
ݯが多く、όイΦϚス資ݯ資غ廃ۀল徳化県、湖লೆショウ県のྛݐ地調査では、ݱ　
化の発展可能性がみられた。
　̎つの県では、県政府の発展վֵҕ員会を中৺にࡒ政ہ、都市ݐઃہ、ہۀྛ、ہۀ、ச
にணखした。徳化県は2011年に、県ྛۀパイロット事ݯし、グリーンόイΦ資ܞなどが連ہ࢈
市とہۀ 株式会社が連ܞ協定をక結した上で、ೆショウ県、ཅ市をڌに新型都市
エネルΪーの開発プロジェクトを実施した。徳化県の石炭市場価֨が900ݩ/tに対して、όイ
ΦϚスܗݻ೩ྉは750ݩ/tであることから市場価֨に༏Ґ性があることが֬ೝされた。
Ҽはݪの利用がෆेである課題がුきூりにされたが、その主なݯ地調査では、ྛ資ݱ　
次のと͓りである。ᶃଜ࿑ಇ力のෆと࿑ಇ力අ用がߴい。ᶄྛ資ݯがࢄされているた
め、ۀاの収集ൖ出අ用がߴい。ᶅۀاが地ݩのྛۀ資ݯの関連情報に対するアクセスと֬保
がෆेである。
　そのղ決策として̎つの方策をఏ言する。ᶃظ的な目標として、ྛ資ݯの利用、όイΦ
Ϛス発電についてࢄ式όイΦϚス電ซڅシステムをಋೖすることが望ましい。中長ظ的な
目標として、όイΦディーゼルの生࢈やセルロースからアルコールのసٕज़を発展させて
対応していくことが望ましい。ᶄྛόイΦϚス資ݯのີ度がい問題については、ܗݻ೩ྉ
の利用とࢄ式ઃඋ投資を行うことで、ӡൖٴび収集コストを減させ、όイΦϚス商の市
場ڝ争力をߴめることが望ましい。
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ใ̏ࠂ
৽ֵ໋ɿཬࢁͷόΠΦϚεݯࢿͷར׆༻
〜里山保全、二酸化炭素削減、防災燃料の確保を目指した環境教育として

京都ঁ子大学・名誉教授　܂ߴ　進

͡Ίʹ
　いままでれڈれていた里山のόイΦϚス資ݯの利用として、やϖレットをストーブで೩
মさせる個人宅での利用がここ年ྲྀ行しているが、全国各地で࣭όイΦϚスエネルΪー
を活用したϞデル地域ͮくり事ۀが推進されている（ฏ成28年度࣭όイΦϚスエネルΪーを
活用したϞデル地域ͮくり推進事ۀシンポジϡウムཁࢀࢫর）。釜石地域、ԕ地域、いわき・
ೆ૬അ地域、ೆ会地域、ಹՑ地域、山・長生地域、あわら・ࡔ井・ೆӽલ地域、山ޱ県
地域、四万े地域などに͓いて施ઃԂܳ用ϋウスや温浴施ઃ、ࢱ施ઃに温水（利用）を
い࣭の೩ྉをѻう場合ߴする目的でখ型のチップボイラーを利用している。水ؚྔがڅڙ
は大型ボイラーで、水理されたチップをう場合はখ型ボイラーと、ݱ場に合わせたい
けがඞཁである。খ型όイΦϚスボイラーの特は、本ମがখさくઃஔが༰қ、ഉ気がク
リーン、அଓӡసが可能、ボイラーの自動視ػ能あり、価֨であることからいউखがよ
い。今のところわが国よりもे年先行してόイΦϚスエネルΪー利用を始めたԤभのখ型
ボイラーの性能がྑいことが立ূされているが、ނোした場合म理に࣌間がかかるという問題
がある。
　೩ྉであるόイΦϚとしてԿを用するかも課題であり、山ޱ県では๛富に利用出དྷるを
活用している事ྫがある。各地域では೩ྉの҆定څڙと࣭の保ূが求められている。
　資ݯ利用の視からみると、ྛ地ࡐをࣺてれば͝みであり、利用すれば資ݯとなるという
όイΦϚス資ݯの༗効利用と二ࢎ化炭素の削減になり、ࡐは͝みではないという意ࣝվֵが
ඞཁとされる。そのためにはെ࠾後には全を集ࡐしてྛ資ݯを༗効利用して、าཹまりを
向上させ、地͝しらえඅ用をগしでも೧出することが大切である。ྛ地ࡐはࡐݐ生࢈の副࢈
であり、ࢬ༿をどうॲ理するかが問題である。
　࣭όイΦϚスエネルΪー利用のࡁܦ性を֬保するには、価֨はݐங廃ࡐ、石炭、ࡐࡐ
のॱでߴくなる。利用のࡁܦ性から見ると、チップ、、ϖレットであるが発電するとガ
ス・ॏ༉には価֨面ではউてない。҆価な೩ྉの֬保にはࡐ後のࡐがよく、ߴ性能のখ型
ボイラーを利用することがݤとなる。
　総ׅすると、いまのところ日本のόイΦϚス利用はまだまだະख़であり、࣭όイΦϚスを
地域ͮくりに活かすためにはϏジョンのߏஙとڞ༗が大切であるということになる。再生可能
エネルΪーݻ定価֨ങ取੍度（F*5）は今後20年間はݻ定されるが、その後ࢉ࠾性を֬保出དྷ
なければܧଓはࠔ難となる。このϏジョンをࢧえるプロジϡーサー、コーデイネーターがわが
国にはෆしていることと、情報とデーターඋが遅れていることが指ఠされる。今後各地域
でのόイΦϚス利用の特を活かして、実ݧデーターを集め地域でのόイΦϚス利用の長所を
明らかにしなくては行けないようだ。
　一方、ܹٸۙ࠷に全国各地につくられているόイΦϚス発電にはزつかの問題が指ఠされ
ている。第一に国内にある利用可能なྛόイΦϚスがܭը௨り調達できるかどうかٙ問な
である。ࢉܭ上はଘࡏするはずのྛόイΦϚスのൖ出がݱ実的にはࠔ難であり、また出དྷた
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としても価֨がߴくなるとのݒ೦である。そうなるとւ外、特にインドネシアやϚレーシアか
らのパームϠシ༉利用後に出てくるϠシ֪（PBMN ,erneM 4heMM�P,4）を༌ೖして೩ྉとして
であるP,4がغ地では廃ݱのόイΦϚス発電所ではこのۙ࠷、ըしている。事実ܭうと͓
༌出を༌ૹしたؼりのۭの大型タンカーでӡばれてわれ出している。しかし、発電のため
のόイΦϚスを༌ೖにґଘするようになれば里山の保全とは全く関のない話となる。再生可
能エネルΪーである里山のόイΦϚスの༗効活用ではなくて、エネルΪー生࢈のखஈとしての
όイΦϚス利用になってしまうからである。ࡏݱのところ2012年７月から始まった再生可能エ
ネルΪーݻ定価֨ങ取੍度（F*5）がߴくઃ定されているため、このような༌ೖόイΦϚス資
が取ࢉ࠾が҆く利用できる。しかし今後P,4の価֨が上ঢしF*5の見しが行われてくるとݯ
れないόイΦϚス発電所が૿えると考えられている（όイΦϚス白書2015/2016ࢀর）。

̍ɽ࣋ଓՄੑͳࣾձͱʁ
ଓ可能な॥環型社会とは、次世にෛ୲をかけないで自然の॥環աఔをできるだけଛなわ࣋　
ないで生活して行こうという考え方である。
　太ཅのޫエネルΪーを用いてແػである水と二ࢎ化炭素から༗ػମの生໋を作り出せるの
は২のޫ合成生だけであり、動は২にґଘして自の໋をつないでいる。動も২
もࢮͶばඍ生によりղされて࠷終的には土と二ࢎ化炭素と水になりる。つまり、大
気中の二ࢎ化炭素は২になり動になりඍ生の༗ػになり࠷後にはまたແػである二
上で営まれてདྷた自然の炭素サٿ化炭素となり॥環している。これがेԯ年લからこの地ࢎ
イクルである。
　ところが、人間が文明を発展させてศ利な社会を作り上げるためにඞཁな電気エネルΪー生
を地中から取り出してきݯのために石炭・石༉・ఱ然ガス、ウランの再生ෆ可能な地Լ資࢈
た。この化石೩ྉを大ྔに利用し始めてからは、自然の炭素॥環にはなかった二ࢎ化炭素のٸ
ܹな૿Ճが発生して、ࡏݱのҟ常気や気候変動をটいていると*PCCは主ுしている。もし
このԾ説がਖ਼しいなら࣋ଓ可能な社会にするためには、όイΦϚスのような再生可能なエネル
Ϊー資ݯを利用することで二ࢎ化炭素を削減することがۓ٤の課題となるわけである。
　21世لにզʑが࣋ଓ可能な社会を目指すためには、再生可能な資ݯを利用する社会のܗ成が
求められる。事実、Ԥभやॾ外国ではその方向に向かいண実に実をੵみ上げている。೦な
がらわが国のエネルΪー政策はԤभや世界にൺべて年は遅れているといわ͟るをಘない。自
然環境にܙまれたわが国こそが再生可能な資ݯである、太ཅޫ、水力、෩力、地、όイΦϚ
スを活用したࢄ型の地域社会をߏஙする方向に進Ήべきであると考える。ॖখ社会をܴえ
て、今までのようなݪ子力エネルΪー発電所をӡసして、エネルΪーの大ྔ生࢈、大ྔফඅ、
大ྔ廃غして࣋ଓෆ可能な社会となった。そのような社会から再生可能エネルΪーをう効
のいい社会（࣋ଓ可能な॥環型社会）と方向సすることが求められている。

̎ɽ৽͍͠ম͖׆ಈʢ৽ֵ໋ʣͷݱతҙٛ
　二ࢎ化炭素の削減には、化石೩ྉの用を中ࢭするか削減するしかない༁である。対策の一
つは二ࢎ化炭素のւ中のஷཹがあげられるが、これには多大なඅ用がඞཁとなりݱ実的には
難しい。ガソリンやジーゼル車のわりに電気自動車や೩ྉ電自動車を用することもその
選択ࢶの一つであるが、自動車生࢈աఔにわれるエネルΪー生࢈աఔでも大ྔの二ࢎ化炭素
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がഉ出される。このようにݱ文明の利ศ性はݱ社会をますますػة的な状況にؕれている
ことがわかる。21世لわが国は世界に先Μ͡てॖখ社会となっているが、エネルΪーの効的
な利用を進めないݶり二ࢎ化炭素は૿Ճする一方である。
　そこで、࣋ଓ可能な社会を考える際のϞデルが「里山（4"5O:"."）」なのである。
　私は、この里山のະ利用όイΦϚスを炭にすることが里山の保全をするとಉ࣌に、二ࢎ化炭
素の削減の見える化となることから、দଜݡ治ࢯ（大変೦なことにদଜݡ治ࢯは2017年̕月
25日、20年間ࢧԉ活動を進めてདྷたパプアニϡーΪニアに͓いてڗ年75ࡀでくなられた）
が開発された新しい炭মき法を利用して、環境教ҭプログラムとしての新しい炭মきを実ફし
てきた。
　これからは二ࢎ化炭素削減の見える化（ʹஷཹ）と里山のະ利用όイΦϚスの活用ならびに
防災೩ྉの֬保にもなる新しい炭মき活動（ʹ新炭ֵ໋）がݱ的な意ٛを࣋ってくる。
　全国各地にはれڈられた里山が多くあるが、その里山のඋで出てくるރれࢬや間െされ
たスΪ、ώノΩ、タέࡐのະ利用όイΦϚス資ݯは༏れた生炭ࡐྉとなる。炭にすることで
όイΦϚスにؚまれる炭素のఔ度の炭素がݻ定され二ࢎ化炭素のഉ出削減となるわけで
ある。খ型ボイラーとಉ͡く、中山間地のような人出のない地域でも取組める҆価なドラム؈
炭༼でݱ的な炭মきのノウϋウをීٴする活動が大切であろう。
　いうまでもなく、炭はい͟という࣌の防災೩ྉにもなるがɼそれҎ外にも土վྑɼ水࣭ড়
化、調࣪、ফष、அ、ըࡐ、研ຏ、アート、タイϠのఴՃࡎ、私たちの生活にはなくては
ならない様ʑな目的に利用できる༏れた多ػ能なແػ素ࡐでもある。
　̔年ほどલから、大学生を始めとして中ߴ生や/PO法人の関者、一ൠ市民などを対と
して、龍谷のに์ஔされたະ利用όイΦϚス資ݯを収集しদଜ式վྑ型ドラム؈炭༼を利用
した新しい炭মき方をମݧしてもらっている。
　今ճ介する炭মき法は、দଜ式վྑ型ドラム؈炭༼という今までの炭মき法よりも༏れた
ըظ的な炭法である。この炭༼ではどΜなࡐྉでもわずか̎࣌間Ҏ内で炭にする事ができる。
ैདྷのドラム؈炭༼では炭にまる̍日かかりཌ日でないと炭は出なかったが、この炭法で
は̐࣌間ྫྷ٫すると炭を取り出せる。ैདྷのドラム؈炭༼の作り方・い方では炭মきには
用していた؆୯スϛϠέール装ஔでもಉ͡間かかりཌ日に出炭していた1）。これはҎલ࣌̔
である。
　この環境教ҭプログラムとしての炭মき活動（新炭ֵ໋と名ͮけた）の目的は、二ࢎ化炭素
削減の見える化（ஷཹ）であり、さらに里山に์ஔされているະ利用όイΦϚスの活用と防災
೩ྉの֬保にもなる。この୭でも、どこでも؆୯に実施できる新しい炭মきを次世にܧঝす
ることで、炭মきのݱ的な意ٛを見して行きたいと考えている。

̏ɽদଜࣜվྑܕυϥϜ؈༼ͷ࡞Γํͱํ͍
　ここではըظ的なドラム؈炭༼であるদଜ式のվྑ型ドラム؈炭༼のߏとその作法をৄ
しく۩ମ的に説明して͓きたい。この༼を用することで、里山のະ利用όイΦϚスの活用、
二ࢎ化炭素削減、防災೩ྉの֬保を目指した環境教ҭプログラムが出དྷ上がったからである。
今までこのނদଜݡ治ࢯが開発したドラム؈炭༼の作り方やい方についてのৄしいղ説書が
なく、দଜݡ治ࢯのワークショップを受けないとこのドラム؈炭༼を作することは出དྷなっ
た。
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3-1．松村式改良型ドラム缶炭焼き窯の作成
　ඞཁなࡐྉ：200-߯మのドラム20、؈-ϖール؈、15ܘセンチのダクト̐Nを̍Nに切அ

したもの̐個、ダクトのジョイント̎個、ロストル用మ̐ے本（ドラム؈の֖からఈにೖ
るサイζ、40cNにして͓くこと）ステンレスのۚ（̎ຕドラム؈の֖からఈにೖるサ
イζ）工作にඞཁなಓ۩一式：デイスクグラインダー、ブレード100ܘNN ３ຕ、イン
パクトドライόー（ॆ電式）Ϡスリ（丸組・荒各̍）自ࡏプライϠー、ήンノウ（375g
カφζチ）

　ここでは2014年12月に龍谷大学にদଜࢯをটいて行ったドラム؈炭মき༼の作成プロセスを
介する。
　な͓、このদଜ式վྑ型ドラム؈炭༼はԼهからߪೖすることが出དྷる。
　一ൠ社ஂ法人 ೆ太ฏ洋協会
　　˟531-0072 大ࡕ市۠๛࡚3-8-5-801
　　　　　　　 5eM：06-6476-1151　FBY：06-6371-9337　ENBiM：inGo!BTpB-oTBkB.coN

図１　松村式改良型ドラム缶炭窯の開発者、松村賢
　　　治氏（右）と筆者（2016年２月　京都東山国
　　　有林にて）

図３　200Lドラム缶の上部に炭の取り出し
　　　口をつける。

図５　焚き口となる
　　　ペール缶の取
　　　り付け中。

図６　ペール缶を
　　　ドラム缶に
　　　取り付けた
　　　形。

図４　焚き口となるペール缶の取り付け位置を決め
　　　る。

図２　松村式改良型ドラム缶炭窯の構造
　　　前方：ペール缶の焚き口
　　　中央部分：ドラム缶炭窯本体　後方：煙突
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図７　煙突の取り付け位置を決め
　　　て広げているところ。

図９　ドラム缶内部：ロストルと呼
　　　ばれる鉄筋四本とその上にス
　　　テンレスの網が２枚載ってい
　　　る。左が焚き口で、右下に煙
　　　突の口が見える。

図13	 新しい２基のドラム缶炭窯
	 を設置しているところ。
	 （2016年１月23日に交換した）

図12　2013年12月13日に設置し
　　　た松村式改良型ドラム缶炭
　　　窯（大津市堂１丁目南部義
　　　彦宅）

図14	 未利用バイオマス
	 となる薪を集める里
	 山「龍谷の森」

図10　ドラム缶に焚き
　　　口となるペール
　　　缶を取り付けた
　　　ところ。つなぎ
　　　部分を覆うよう
　　　にトタンでカバー
　　　したところ。

図11　松村式改良型ドラ
　　　ム缶炭窯の全形。

図８　L字型の煙突を取り付けたところ。



48

里山学研究センター 2017年度年次報告書

3-2．炭焼きの実践技能の習得
　দଜࢯのしたղ説にしたがい説明する。
　̍）まず֖の部から、ドラム؈のఈの部にロストルをしく。
　̎）その上になるべくܺ間なくきれいに、炭のࡐྉとなるをฒべる。
　３）太いࡐྉはขきޱにۙい方に、ࡉいࡐྉは奥にஔくこと。
　̐）ドラム؈の;たをする。
　̑）;たと༼のܺ間には土をްめに͓いてۭ気をःஅする。

Ǻ炭মきの࣌間ܦաǻ
　̔：45	 ドラム؈にを٧める（この࣌を炭মき開始とする）
	 	 ドラム؈の上に土をඃせる
　̕：00	 炭༼ขきޱに火。白いԎ（水ৠ気）が出始める（ண火）
　10：00	 ̍࣌間で白いԎが出なくなり、ࢵ৭のԎが出始める。
　10：15	 Ԏがࢵ৭となり、Ԏಥの出ޱ部がಁ明となる。
　10：30	 ขきޱ部ׂ̔しめる。ほとΜどԎは見えなくなってきた。
　10：45	 Ԏಥの֖を閉͡る。（この࣌を炭মきの終了とする）
　11：00	 ขきޱをしっかりと土で࠹ぐ。
　11：30	 内部のがಀげるまで３࣌間Ҏ上は์ஔする
	 	 （あまりٸいで༼を開けると、炭に火がついてփになるので注意）
　17：00	 ドラム؈の上の֖を開けて、炭を取り出す。
	 	 ྫྷえてから炭をジッパー付きのାにখけしてೖれる。
	 	 50kgのから10kgの炭が出དྷる。500gずつାに٧めると20ାできる。

図15　龍谷の森で伐採された雑木か
　　　ら薪を切り出している。直径５
　　　cm以内で長さは40cmに揃え
　　　る。

図16　龍谷の森から薪をリアカーで運搬中。
　　　（2016年12月11日）



49

研究活動報告

図17　ドラム缶窯に炭材となる薪を詰めてい
　　　るところ。長さを40cmにすることでド
　　　ラム缶にきっちりと詰めることができ
　　　る。

図19　右の窯使用：T字型の煙
　　　突から出る白煙、水蒸気
　　　である。

図22　竹炭の様子。
　　　（2017年３月20日実施）

図23　割箸から作った炭
　　　（2014、2015、2016、2017年）

図20　焼き上がった炭：左が焚き
　　　口で右が煙突部分。焚き口
　　　の材は燃えて灰となってい
　　　る。

図21　出来上がったコナラの炭。
　　　いわゆる菊炭となった。
　　　（2016年1月24日実施）

図18　焚き口から見たところ：細
　　　い焚き付けから火をつけて
　　　次第に太い枝に火をつける。
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表１　従来の炭焼きと新しい炭焼き焼きの比較

ैདྷの炭মき 新しい炭মき
༼のઃஔ場所：ݻ定、Ҡ動出དྷない Ҡ動可能
ඞཁなのྔ：̎トン 70kg
集ࡐの࣌間：日 日
炭化࣌間：３日間 間Ҏ内࣌̎
炭了࣌間：̍ि間 ̍日で終了
炭ٕज़：かなりのݧܦがඞཁ ୭でもճでशಘ可能
炭の目的：ܗݻ೩ྉの生࢈ 里山のະ利用όイΦϚスの利用、

CO2削減、防災教ҭ

　この新しいドラム؈炭༼で里山の保全に取組Ή利はいくつもあげられる。
　ᶃ　中ߴ年やঁ性の人खがݶられた中山間地での里山の保全に༗効
　ᶄ　炭作ۀがわずか̍日で終了する。
　ᶅ　収炭がྑである：14kg（炭）ʸ70kg（）ʷ100ʹ20ˋ
　　Ծにಉ࣌に̑基用して̍ϲ月に15日間炭মきすれば、一日で14kgʷ̑ʹ70kgの炭が出

དྷ上がるので、15日間で1050kg、̍トンの炭が出དྷることになる。
　ᶆ　炭ࡐྉはコφラ、クψΪ、ਿやජの間െࡐ、、ࡶ、ׂസなど多様なࡐྉをখن模

に炭にできるըظ的な炭༼である。都市でෆཁとなった֗࿏थのႩ定ࢬもうことが可能
である。

̐ɽদଜࣜυϥϜ؈༼ͷੑ2）

　すでに2016年度の年次報ࠂ書でৄࡉにड़べたように、দଜݡ治ࢯが開発されたドラム؈炭༼
の特は、ᶃ効的なの炭化を実ݱするデβインである（̎࣌間Ҏ内での炭化）、ᶄ༼の内
部温度が900度（白炭༼の内部温度にඖఢする）に達すること、ᶅྫྷ࣌٫間が̐࣌間と࣌間
で出炭できること（ैདྷのドラム؈༼では̍日ඞཁ）などをあげることが出དྷる。
　このドラム؈༼の作法はワークショップを開いて、作上のࡉかいノウϋウを公開してい
る。今までにデβインされたドラム؈炭༼では༼の内部温度はせいͥい600〜700度であり、Ԏ
が変化する炭化終了には̍日ۙくをཁするので༼のྫྷ٫に一൩かけるとなると̎日間が炭মき
作ۀにඞཁとなった。環境教ҭプログラムとしての炭মきとしては、̍日で終了するこのদଜ
式վྑ型ドラム؈炭༼はまさに今までにないըظ的な炭༼であるといえる。
　また里山からಘられる間െしたスΪ、ώノΩ、コφラ、クψΪはもちろΜฏ成22年ࡏݱ年間
194ԯહはফඅされているׂസでさえも៉ྷなׂസ炭とすることが出དྷる。このׂസ炭はそ
のܗがϢニークで、৯にஔくΦーφメントとして評な商価があることがわかり、京都
市内の)iCBnB᷂という炭とϖレット、ストーブを取りѻうళで販売されている。すでにඋ長
炭を利用したアクセサリーは市場に出ているが、このようにಘられたࠇ炭でも付Ճ価のあ
る商にすることで今までにない新しい市場を開出དྷることがわかった。
　さらにダイΦΩシン૽͗で用出དྷなくなった全国のখ学ߍにઃஔされた͝みম٫場にこ
のҠ動可能なদଜ式ドラム؈炭༼をઃஔすれば、子どもたちにόイΦϚス資ݯを炭化する二ࢎ
化炭素の削減を見える化ができるのでখ学ߍでの環境教ҭプログラムとして立つものと考え
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ている。

̑ɽ͜Ε͔ΒͷόΠΦϚεݯࢿͷ5（4（3༺׆）

　όイΦϚスとは、#io（生資ݯ）とNBTT（ྔ）の合成ޠであり、ݩདྷは生態学に͓ける生
のݱଘྔをいうが、ࡏݱはエネルΪーや工ݪۀྉに利用出དྷる生ମ資ݯという広い意ຯで
のൣғが֦大してޠ૩ॏྔを指すが、用ס用される。作学ではόイΦϚスは২ମの
エネルΪーݯやࡐݪྉとして利用可能な生資ݯをؚΉようになった3）。この定ٛによると、
২資ݯҎ外に動資ݯとこれらをݯىとするさや廃غすべてがؚまれる。すなわち、家
சの出すഉᔔや人間が出す生ΰϛの廃غ系όイΦϚス、ҴわらやϞϛガラ、ྛ地ࡐ
のະ利用όイΦϚス、サトウΩϏやφタネのの資ݯ作までがؚまれる。
　なͥ、όイΦϚスを活用するかといえば、二ࢎ化炭素を૿Ճさせない「カーボンニϡートラ
ル」であり、地ٿ温ஆ化を防ぐとともに、όイΦϚスを資ݯとして活用することで新しい
やエネルΪーݯとして効的に利用できるからである。そうすれば࣋ଓ可能な॥環型社会を作
り上げることが出དྷる。
　όイΦϚス活用のメリットとしては、まず山ଜの活性化がある。όイΦϚスが๛富にある
山ړଜに新しい事ۀと付Ճ価を作り出し、ޏ用と所ಘを֬保し、活力ある山ړଜの再生
を実ݱすることが出དྷる。第̎には、ۀ࢈の発展と国際ڝ争力のڧ化がある。όイΦϚス利用
による新たなۀ࢈の発展とޏ用ػ会の૿大、世界の二ࢎ化炭素削減にد༩することで「環境・
エネルΪー大国」を実ݱできる。第３に地ٿ温ஆ化防ࢭと॥環型社会のܗ成がある。「カーボ
ンニϡートラル」の特性を活かして二ࢎ化炭素の削減ができる。再生可能όイΦϚスを利用す
ることでいままでの化石資ݯґଘ型社会からൈけ出して॥環型社会のҠ行が出དྷる。すでに
2010年࣌では世界の新ઃ発電所の1/3（大ن模発電所をআく）をめている。この、わ
が国はまだまだׇރ性エネルΪーにґଘした社会から脱٫できていないのは大変೦である。
太ཅޫ、෩力、খ水力、地、όイΦϚス発電など自然エネルΪー生࢈にਅに取組めば、े
に達成可能なٕज़力をわが国はすでに༗しているからである。
　2011年３月11日のະિ༗の大災である౦大災の発生でわが国はݪ発からのエネルΪー
生࢈を３年間全にఀࢭしたが、লエネルΪー対策と火力発電で日本ࡁܦが動くことを世界に
実ূした。この実を全国民がମݧしたことは、すでにॖখ社会にೖっているわが国のকདྷを
考える࣌にݪ発にはґଘしない社会が可能であるという明るいر望を๊かせる結果となった。

̒ɽόΠΦϚεݯࢿར༻ͷࡏݱͱະདྷ4）5）6）

　ฏ成21年̕月12日からόイΦϚス利用推進基本法が施行されているが、この法の目的は、
「όイΦϚスの活用の推進に関し基本理೦を定め、関者の務を明らかにするとともに、施
策の基本となる事߲を定めることにより、όイΦϚスの活用の推進に関する施策を総合的かつ
。ը的に推進する」と書かれているܭ
　このόイΦϚス活用推進基本法の策定については、「政府は、όイΦϚスの活用に関する施
策についての基本的な方針、国が達成すべき目標、ٕज़の研究開発に関する事߲について定
めるόイΦϚス活用推進基本ܭըを策定する。都ಓ府県ٴび市ொଜは、όイΦϚス活用推進ܭ
ըをצҊして、都ಓ府県όイΦϚス推進利用ܭըຢは市ொଜόイΦϚス活用推進ܭըを策定す
るようۈめる。」とある。基本理೦としては、ᶃ総合的、一ମ的かつ効果的な推進　ᶄ地ٿ温
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ஆ化防ࢭに向けた推進　ᶅ॥環型社会のܗ成に向けた推進　ᶆۀ࢈の発展ٴび国際ڝ争力のڧ
化のد༩　ᶇ山ړଜの活性化に資する推進　ᶈόイΦϚスのछྨຖの特性に応͡た࠷大
の多様化　ᶊ地域の主ମ的な取組みの促進　ᶋ社会的気ӡのৢݯڅڙの利用　ᶉエネルΪーݶ
成　ᶌ৯ྉの҆定څڙの֬保　ᶍ環境保全のྀ、とड़べられている。
　また、国の施策としては、ᶃඞཁな基൫のඋ　ᶄόイΦϚスまたはόイΦϚスをڙ
のҭ成・֬保　ᶇόイΦϚスの利ࡐᶆ人　ٴී・の出　ᶅٕज़の研究開発ۀする事څ
用の促進　ᶈ民間ஂମの自発的な活動の促進　ᶉ地方公ஂڞମの自発的な活動促進　ᶊ国際
的な連ܞ・国際協力の推進　ᶋ国の内外の情報の収集　ᶌ国民の理ղの૿進、があげられてい
る。
　ところで実際にどれほどのόイΦϚスが利用されているかといえば、すでにほとΜどの廃غ
系のόイΦϚスは80〜90ˋۙくがすでに利用ࡁみである。
　たとえば、家சഉᔔは年間8800万トン発生しଯංには2009年࣌で90ˋが利用さ
れて͓り2020年の目標はଯංにՃえてエネルΪー利用を推進は90ˋとなっている。家சഉᔔ
はすでにそのほとΜどが利用されている。Լ水Ԛటは2009年で7800万トン出て͓りݐங
資ࡐの利用は77ˋであり2020年の目標は85ˋとなっている。ࠇӷはס૩ॏྔで1400
万トン出ているが100ˋ利用されている。ࢴに関しては2009年に2700万トンഉ出され再生ࢴ
に80ˋが利用されているが2020年には再生ࢴにՃえてエネルΪー利用を推進することで
40ˋにしようとしている。৯廃غは1900万トン出て͓りその内の27ˋのみがංྉや
われて͓り、2020年にはそれにՃえてエネルΪー利用することで40ˋとઃ定しྉとしてࣂ
ている。৯廃غのόイΦϚスは利用する༨地がまだかなりされていることがわかる。
　ࡐ工場ࡐはס૩ॏྔで340万トン出て͓り、ݪࢴྉとエネルΪーで95ˋが利
用されて͓り2020年でも95ˋとなっている。ݐઃ発生ࡐは410万トン発生しࢴ・家சෑ
ྉやエネルΪーとして90ˋの利用があり2020年にはこれを95ˋにしようとઃ定している。
྆者ともすでにे利用されていることがわかる。
　ະ利用όイΦϚスとして、作非৯用部は1400万トン出て͓りଯං・ࣂྉ・家சෑྉ・
೩ྉとして地のすきࠐみをআくと30ˋが利用されているが、これを2020年には45ˋに
૿やそうとしている。地のすきࠐみをؚΉと2009年で85ˋあり2020年には90ˋを目標と
していることから、すでにほとΜどのが利用されていることがわかる。
　ところがྛ地ࡐは2009年ではס૩ॏྔで800万トンであるがほとΜど利用されていない。
それを2020年にはエネルΪーや用ࡐ、ࢴ、࣭ボードとしての利用を推進し30ˋҎ上を
目標としている。すなわちわが国の人工ྛに์ஔされたࡐは切りࣺて間െされたものがほと
Μどで全く利用されていないこととそれの３ׂりをόイΦϚス発電に利用しようと考えている
ことがわかる。
　しかしながら、このようなྛ地ࡐを実際にൖ出することは人݅අがߴくてࠔ難である。ٸ
斜面にある人工ྛからではなくて標ߴが500NҎԼにҐஔするฏୱな全国の里山に์ஔされた
ະ利用のόイΦϚスをൖ出する方がはるかに༰қである。
　2020年に͓ける目標には、όイΦϚスの利用֦大によりόイΦϚスの利用を上げることが
度利用を推進し、政府として講ずべき施ߴげられている。「όイΦϚスのछผ特性に応͡たڍ
策の対を明֬化する観から、όイΦϚス全ମの利用目標をઃ定するとڞに、όイΦϚスの
छྨ͝とに利用の目標をઃ定する」とあり、炭素ྔࢉで2600万トンのόイΦϚスの利用
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を目標としている。また資ݯ作の生֦࢈大を、「生多様性そのଞの自然環境にྀしつつ、
ྨの次世όイΦϚス೩ྉٕज़の֬立ࡉज़、ඍٕ࢈作のૈ์的な生ݯ作์ஔ地で資ߞ
を推進します」とあり、炭素ྔࢉで40万トンの資ݯ作生࢈を目標としている。
　かりに上にड़べたྛ地ࡐの（ׂ̑）を炭したとԾ定すると、400万トンの20ˋと
なる80万トンもの炭がಘられる。つまり、80万トンもの二ࢎ化炭素削減を達成することが可能
となる。これをカーボンΦフセットとして利用し、国際的な取引を進めることが可能であるが、
。೦ながらわが国はまだそのような戦ུ的な取組みを進めてはいないようである
　όイΦϚス活用推進ܭըの策定は、全市ொଜの３の̍となる600市ொଜでこのܭըが策
定されることを目標としている。όイΦϚス活用による新ۀ࢈の出に関しては、新たな5000
ԯԁ市場を出することを目標としている。
　このような目標が達成されれば、環境ෛՙのগない࣋ଓ可能な॥環社会が実ݱするであろう
が、όイΦϚス発電の問題で指ఠしたようにະ利用のྛόイΦϚスのエネルΪー利用に関
してはॾ外国にൺֱしてまだまだそのಓのりはԕいといわ͟るをಘないのがݱ状である。
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山学研究センター2016年次報ࠂ書「ྲྀ域のらしと奥山・里山─Ѫから考える─」272〜286
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ใ̐ࠂ
ᔳߐলʹ͓͚Δඇ࢈ྛࡐͷൃలͱݱঢ়

ᔳߐྛ大学ࡁܦ理学Ӄ・教授　ޖ　Ғޫ

　ᔳߐলは中国の౦ೆԊւにҐஔし、面ੵは10.18万kN2で、国土総面ੵの1.06�しかないൺֱ
的にখさいলである。人ޱは5498万人であり、2016年の̍人あたり(DPは83157.39ݩ、ଜॅ
民のฏۉ年間収ೖは22866ݩである。ᔳߐলのࡁܦ発展状況はここ30年間、連ଓして国内一Ґ
をҡ࣋してきた。
　ᔳߐলはྛ資ݯが๛かなলである。全লのྛඃ෴は60.82�、ྛ地面ੵは668万hB、
ྛ面ੵは600万hBである。その中で立ੵྔは2.3ԯN3、୯Ґ面ੵのੵྔは38N3/hBである。
　ྛۀ࢈の発展が目֮ましいলでもある。2014年にྛ総生ֹ࢈は680ԯドルに上り、全国
一Ґとなった。ྛۀ࢈は家の主な収ೖݯの1つとなっている。2014年に家̍人あたりの
が成りۀ࢈ྛࡐলでは多छの非ߐᔳ、ࡏݱ。で、全収ೖの18ˋをめたݩ収ೖは3219ۀྛ
立っている。
　その中で࠷も特৭のあるۀ࢈としてྛۀ࢈とφッツۀ࢈を介する。まずྛۀ࢈につい
てだが、ᔳߐলのྛ面ੵは82万hBで、全国のྛ面ੵの15.24�をめている。のは
18.8ԯ本で、全国の総本の7.67�をめている。2014年のᔳߐলのྛۀ࢈の総生ֹ࢈は400
ԯݩとなり、全国のྛۀ࢈の総収ೖの38.9�をめた。のՃ工ۀ࢈が目֮ましい発展を
げたが、2016年ࡏݱののՃ工会社は4838社に上り、生࢈されたの൘は全国の73ˋのシェア
をめる。ࡐの༌出ֹは年間30ԯݩに上る。
　2013年のࡐを利用した非࢈ྛࡐは10ԯݩの売り上げをهした。ྟ҆市はその事ྫの
̍つである。1990年にೖってから、ྟ҆市政府はྛの非࢈ྛࡐの開発に目を向けた。

「౦西果」というܦ営戦ུを打ち立て、地理的な༏Ґ性を活用し非࢈ྛࡐの開発を進め
てきた。その中の̍つのྛ࢈であるクルϛを取り上げると、2015年の市場売上総ֹは6.7ԯ
、販売によるものである。その結果࢈地域の民収ೖの35ˋがクルϛの生࢈に達し、クルϛ生ݩ
クルϛ生࢈や関連作ۀにかかわる࿑ಇ人ޱは7000人に૿えた。エコツーリζムももう̍つの非
࢈ྛࡐとして取り上げることができる。2013年にྟ҆市の44のଜでアグリツーリζムを展
開している。アグリツーリζムをܦ営している家は1583ށで、ఏڙ可能なベッドは15100
চに上る。アグリツーリζムの๚問者は77.8万人で、総売上収ೖは9218万ԁに上った。この
ଞにも、中国ॳの炭ྛプロジェクトのパイロット事ۀがྟ҆市でಋೖされ、全国に先ۦけ
て炭ྛݐઃاըを策定し実施している。
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ੜଟ༷ੑ͔ΒݟΔྛͷੜଶػ

龍谷大学政策学部・講ࢣ　谷֞岳人

　ྛは、上生態系に͓いて࣭生࢈の中৺的ׂを୲う。それΏえにྛの生多様性は
い。この生多様性には、ϛクロからϚクロにかけてҨ伝子、छ、生態系の三つの֊層性がߴ
ある。Ҩ伝子の多様性とは、一つのछ内に͓けるҨ伝的変ҟである。छ内のҨ伝的変ҟが多い
ほど、環境変動やපەݪに対してઈ໓のリスクがগなくなる。次にछの多様性とは、ジϟイア
ントパンダやΩンシコウやトΩのようなਤؑなどにه載されているछྨのことである。छྨの
でදݱされるので、生多様性と聞いて一ൠ的にىされるのは、छの多様性である。࠷後
に生態系の多様性である。ある特定の理的環境に͓いて生が૬ޓ作用することで、ׯ潟や
サンΰのྛなどの生態系がܗ成される。ྛの生態系に͓ける生間૬ޓ作用には、ั৯
ඃ৯関や、د生、ڞ生などがある。ڞ生の事ྫとしては、ૹคڞ生系やछ子ࢄڞ生系があ
る。ૹคڞ生系とは、২がՖを࡙かせ、ૹคࠛがຶٵのために๚Ֆし受คする関である。
ૹคڞ生系では、Ֆのܗ態とૹค者のثޱとの間には対応関があることがられている。そ
こには୯७にछの多Չではஅできない૬ޓ作用の進化のྺ࢙がある。छ子ࢄڞ生系とは、
一ྫとして২が果をつけたछ子を作り、動がこれをઁ৯しछ子をഉᔔすることで、広ൣ
ғにछ子がࢄされる関である。
　このような多様な生間૬ޓ作用から生み出されるྛ生態系のܙみを受けながら人間は
らしてきた。ۙ年このྛの生み出すܙみを、ྛの多面的ػ能とදݱする。ྛの多面的ػ
能には、ҎԼの̔つがある（日本学ज़会議、2001）。

ᶃ生多様性保全：Ҩ伝子保全、生छ保全（২、動（ௗ्保ޢ）、ྨە）、生態系保全
（Տ生態系保全、Ԋ؛生態系保全（ڕつき））

ᶄ地ٿ環境保全：地ٿ温ஆ化の؇（二ࢎ化炭素ٵ収、化石೩ྉସエネルΪー生࢈）、地ٿ
気候システムの҆定化

ᶅ土࠭災害防ػࢭ能/土保全ػ能：ද面৵৯防ࢭ、ද層่յ防ࢭ、そのଞの土࠭災害防ࢭ
（མ石防ࢭ、土石ྲྀ発生防ࢭ）、土࠭ྲྀ出防ࢭ、土保全（ྛの生࢈力ҡ࣋）、そのଞの自
然災害防ࢭ（ઇ่防ࢭ、防෩、防ઇ、防ை）

ᶆ水ݯᔻཆػ能：ߑ水؇、水資ݯஷཹ、水ྔ調અ、水࣭ড়化
ᶇշద環境ܗ成ػ能：気温؇（Նの気温Լ）、ӄ、大気ড়化（ਖևٵணɼԚછ࣭ٵ収）、

૽Ի防ࢭ
ᶈ保健、レクリエーションػ能：ྍཆ（リϋϏリテーション）、保ཆ（ٳཆ、ࢄ策、ྛ浴）、

レクリエーション（༡び：行ָスポーツ、つり）
ᶉ文化ػ能：ܠ観（ランドスέープ）、෩க、学श、教ҭ（生࢈࿑ಇମݧの場、自然ೝࣝ、自

然との;れあいの場）、ܳज़、फ教、ྱࡇ、伝統文化、地域の多様性ҡ࣋（෩土ܗ成）
ᶊ࣭生ػ࢈能：ࡐ（೩ྉݐ、ࡐஙࡐ、ݪྉ、パルプ、ݪྉ）、৯ྉ、ංྉ、ࣂྉ、

ༀそのଞの工ݪۀྉ、ந出成、化ࡐྉ、観用২、工ܳࡐྉ

　このようなྛの多面的ػ能には公ӹ的ػ能もؚまれる。ྛの公ӹ的ػ能とは、ྛの多
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面的なػ能のうち上هᶊにؚまれるࡐなどのྛ࢈生ػ࢈能Ҏ外の部である。
　ྛにݶらず、生多様性の３つの֊層性全ମから人間が受けるԸܙを生態系サーϏスとݺ
Ϳ（.iMMenniVN EcoTZTteN "TTeTTNent 2007）。生態系サーϏスはҎԼの̐つのカテΰリーに
ྨされる。
　ᶃڅڙサーϏス：水、೩ྉ、ણҡ、化学࣭、Ҩ伝資ݯ
　ᶄ調サーϏス：気候の੍ޚ、ප気の੍ߑ、ޚ水の੍ޚ、Ֆคഔ介
　ᶅ文化サーϏス：ਫ਼ਆ性、レクリエーション、ඒ的な利ӹ、発、教ҭ、性
　ᶆ基൫サーϏス：土ܗ成、ӫཆԘ॥環、一次生࢈

　生態系サーϏスのうち、特にྛ生態系が生み出すԸܙがྛの多面的ػ能である。つまり、
生態系サーϏスはྛの多面的ػ能をแؚしている。ྛの多面的ػ能とಉ様に生態系サーϏ
スにも公ӹ的なػ能が多い。その中で見ա͝されやすい調サーϏスのՖคഔ介ػ能について
介したい。一ൠ的にྛをെ࠾して地を開発する場合、全てのथをെ࠾して地面ੵを
ଘさせると、そこからϛツόチなどのૹคࠛ大化することが多い。しかし、一部のྛを࠷
がඈདྷするため、ྛにۙい地ほどコーώーの結実がߴい事ྫがられている（RickettT
et BM. 2004）。また、ྛのۙくにはΦサムシのようなۀ害のఱఢが多いこともられてい
る（.BMeRVe et BM. 2010）。これらは生多様性が出するྛの公ӹ的なػ能と言える。し
かし、このような生態系サーϏスは外部ࡁܦのため一ൠ的には見ա͝されてきた。しかしۙ
年日本では、受ӹ者がྛのҡ࣋理コストをෛ୲するPE4（PBZNent Gor ecoTZTteN
TerWiceT）やྛ環境੫のような੫ۚによって生態系サーϏスをҡ࣋する事ྫが૿えている。
ྛ環境੫は、都ಓ府県୯Ґでಋೖされてきたが2024年には国の੫ۚとして̍人あたり年̍ઍ
ԁを収する༧定である。੫収は、荒れたྛの間െや人ࡐҭ成などにॆてられる。この新し
い੫ۚが、日本の֦大ྛ政策というࣦ策の৲͵ぐいにわれるのではなく、生態系サーϏス
の向上にどれほどد༩するのかを注意ਂく見ていくඞཁがある。

引用文献
.BMeRVe ..". .Beto ,. .Bkino 4. (oto ). 5BnBkB ). )BTegBwB .. BnE .iZBNoto ".（2010）"

chronoTeRVence oG VnEerTtoreZ pBrBTitic wBTp BTTeNCMBgeT in TeconEBrZ CroBE-MeBWeE GoreTtT in B
JBpBneTe �TBtoZBNB� MBnETcBpe. *nTect ConTerWBtion BnE DiWerTitZ 3： 143-151.

.iMMenniVN EcoTZTteN "TTeTTNent（2007）生態系サーϏスと人ྨのকདྷʕ国連ϛレニアムエコシステ
ム評価. Φーム社 ౦京

日本学ज़会議（2001）地ٿ環境・人間生活にかかわるٴۀびྛの多面的なػ能の評価について（
ਃ）ɽ107 ppɼ日本学ज़会議ɼ౦京.

RickettT ).5. DBiMZ C.(. EhrMich R.P. BnE .ichener D.C.（2004）EconoNic WBMVe oG tropicBM GoreTt to
co⒎ee proEVction. P/"4 100：12579-12582
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ຽจԽͱྛอશ

Ӣೆ大学ଜ発展研究センター・教授　ޖウদ

　20世لҎདྷ、グローόル化のՃ化によって生多様性のҡ࣋と保全が大きなڴҖに面し
ている。環境問題として伝統文化のഁյ・保全問題が注目されるようになった。生多様性が
面するॾ課題は、ࡁܦ発展Ϟデルを選する文化的価観の変化によるものとも言える。生
多様性と文化の多様性はڞ生関にあり、伝統文化のফࣦは生多様性のഁյをもたらす
、性がある。文化の多様性は生多様性のཪ付けの1つとしてҐஔ付けることができるほかݥة
文化的ྺ࢙的な教܇から貴ॏなݧܦをಋき出せることもある。そのため、文化の多様性につい
ての研究はॏཁなݱ実的な価があると考えられる。
　中国のগ民の集མでは、「২ਸഈ」、「ਆ山」、「ਆྛ」、「ޢᒎྛ」などの多様な自然観
がある。民の「水ྛݯ」、「෩水ྛ」などの自然地に関する研究からもかるように「先
ਸഈ」、「自然ਸഈ」、「ਆྶਸഈ」ٴび「फ教ਸഈ」などのҟなる民の伝統文化は、ੲから
動২やその生ଘ環境を保ޢするׂを果たしてきた。このような民の文化৴ڼの中֩には
人間と自然の調的ڞ生や生ྙ理、民文化の特が大きな意ຯをもつ。文化৴ڼは、զʑ
の先が自然とのڞ生関から学びಘたܙであり、伝統文化としてөされるແ࢈ࡒܗであ
る。そのため、伝統文化の保全ٴびその研究はࡏݱの生多様性の保全のためによい示ࠦを༩
えるものと考える。
　伝統ࣝのମ系には̑つの内༰がؚまれる。それは、ᶃ伝統的な生Ҩ伝子情報資ݯ、ᶄ伝
統的なༀ用動২の情報ٴびॲ方、ᶅόイΦϚス資ݯの利用に関する伝統的ٕज़、ᶆ生多様
性とີな関にある伝統的文化෩श、ᶇ伝統的な地域特࢈などである。
　ྛの中で生活する民は、ྛの࣋ଓ可能な利用のために、非ࡐ性のྛ࢈を活用する
έースが多い。中国ೆ西の横அ山຺で生活する民はༀ用২や生ྨە（দやּ、
ࣖ）などの࠾集・利用のためのݧܦや資ྉをして͓り、Ӣೆলのଳ地域にॅΉ民はの
中に生ଉする山ࡊや৯用২の࠾取・利用にに立つ多くの文ݙ資ྉを後世にしている。中
国部のݪや࠭യ地域で生活するϞンΰルやウイグルなどのগ民は、資ݯの伝統的
な理方法や保全方法を活用し、ݪ生態系と࠭യ生態系の҆定的なӡ営に取り組Μでいる
έースはগなくない。ۙ࠷の࢈多様性の研究調査によれば、家のఉԂ২のഓ理方
法は生多様性の༗効理につながっているという結果を示している。伝統的なఉԂに͓ける
২ഓは、Ҩ伝子の多様性、܈མߏの合理性と多ػ能性をॏ視する特から、家のఉԂ
২のഓ理方法は中国の民地域に͓ける生多様性の理・研究に͓いて注目を浴びて
いる。
　そのྫの̍つとしてӢೆলܚभ徳 県をڍげることができる。
　Ӣೆলܚभ徳 県はӢೆলの西部にҐஔし、四ল、チベットとྡして͓り、標ߴが
1500-6700̼、面ੵが5504kN2にٴͿ。人ޱは58168人であるが、その中に13のগ民がډ
ॅし、全人ޱの98�をめている。
　ܚभ徳 県は国家ڃශࠔ県であり、人ޱの35ˋがฏۉ水४ҎԼの生活をૹっている。1998
年までに県のࡒ政収ೖの85ˋҎ上がࡐെ࠾による収ೖにґଘし、ۀྛ、ۀ、சۀ࢈がଜ
人ޱの主な収ೖݯであった。
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　ܚभ徳ێ県では資ݯґଘ型のライフスタイルの特を活かし、ଞ県に先ۦけて市民ࢀՃ型
のྛ保全事ۀを行ってきた。その結果、ྛ保全に関する੍度がߏஙされ、ྡଜམ間にい
いӨڹをٴ΅した結果、地域内のڞಉ理ネットワークがܗ成され、࠷ॳの̐つのଜからࡏݱ
の108のଜに広がった。
は大きな戦に面している。۩ମ的には、ᶃ伝統文化に対するۀ事ޢ民文化の保、ࡏݱ　
ภ見、ᶄ伝統ࣝのফࣦと伝ঝ方法のෆे、ᶅ文化的価観の変化、ᶆۙ的発展方式と伝
統的生࢈方式の᫁、ᶆ生多様性の保全と文化の多様性の間のڞ生関のࣦ、などがあげ
られる。
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ؒࢁࢢژ෦ʹ͓͚ΔੜଶެӹྛͷܦӦཧٴͼݖརҠసͷݱঢ়ʹؔ͢Δڀݚ

京ྛۀ大学ࡁܦ理学Ӄ・教授　ँ　ስ

　本報ࠂは、京市に͓ける生態公ӹྛのݐઃٴび理保ޢ状況を理した上で、京市山間
部の生態公ӹྛのܦ営ݖҠస問題についてੳを行い、山間部の生態公ӹྛに関する法੍度を
。ஙするために、対策とఏ言を行うことを研究目的とするߏ
　本報ࠂは、京市の山間部の̐つの調査地（房山ဠ子 、房山ᆄๆ岭、ণฏؖ台ଜ、ջॊ二
ళ子ଜ）を研究対に、３年間にわたって地ݩ家に対してアンέート調査を実施した。
　京市のྛ地面ੵは1620万ムーであり、生態公ӹྛが80ˋҎ上をめて͓り、そのうち90ˋ
Ҏ上が集ஂྛである。国家公ӹྛの面ੵは496.4万ムーであるが、主に山間部にしている。
ྛ面ੵは1117.43万ムーで、ࡐ資ݯੵྔは1701.06万立方メートルであり、ムーあたりの
ੵྔは1.52立方メートルになる。۩ମ的にみていくと、Ԇ۠ܚの生態公ӹྛのׂ合がൺֱ的
に大きく、ྛ地総面ੵの91.12�をめている。房山、಄ߔ、ջॊ、ີӢの̐۠の生態公ӹ
ྛは80ˋをめる。ণฏ۠とฏ谷۠の生態公ӹྛのׂ合はく、60ˋをԼճるのがݱ状であ
る。
　2004年に公された「山間部生態公ӹྛのิॿ੍度のߏஙに関する௨」によると、࣌の
生態公ӹྛの保ޢ理の月څは532ݩ/人であった。2010年に「山間部生態公ӹྛの生態ศӹの
促進発展メカニζム」によって、生態公ӹྛの理保ޢに関するิॿۚが40ݩ/ムー（その中
にྛܦ営に関するิॿۚ24ݩ/ムーがؚまれる）と定められた。その後、2016年12月に公
された「山間部生態公ӹྛの生態ศӹの促進発展੍度の調に関する政策の௨」では、ิॿ
基४が70ݩ/ムーに૿え（ྛܦ営に関するิॿۚが28ݩ/ムーとなった）、市政府が44ݩ/ムー
をෛ୲し、۠政府が26ݩ/ムーをෛ୲するとした。つまり、それまでの40ݩ/ムーのิॿ基४に
ついては市と۠がંして50ˋずつෛ୲したが、その後に૿Ճした部の30ݩ/ムーについて
は̔：̎のൺで୲した。
　山間部生態公ӹྛのܦ営理にはྛ理のほかに、保ޢ・保ҭという̎つのがؚまれ
る。ܦ営理方法には̎つの࠾用方法がある。ᶃೖࡳ方法によるઐۀ者の২ྛ事ۀの実施、
ᶄݱ地家を保ޢ員としてޏ用し、ྛ保ޢ・保ҭ事ۀを実施、するという2つである。ݱ
地家の࠾用方法についてはόランティア੍、ॱ൪੍、ແ作ҝந選੍などの方法がద用され
る。生態公ӹྛの理・保ޢ活動に対して、「非常にいい効果があった」とえた人が全ମの
30.69�をめ、「どちらかというと、ྑい効果があった」とえた人が26.73�をめる結果と
なっている。生態公ӹྛのิॿ੍ۚ度についてのຬ度調査に͓いては、「わからない」とճ
した人が一൪多く、全ମの43.56�をめた。
　生態公ӹྛのܦ営理についてҎԼの課題がされている。
　ᶃ　ิॿ੍ۚ度に対して家のਖ਼しい理ղとೝをಘられていない
　ᶄ　ྛ理保ޢ員の選ൈ方法がൣن化されていない
　ᶅ　ྛ理保ޢ事ۀの内༰が୯一化であること
　ᶆ　ྛ理保ޢ事ۀに対するインセンティブાஔがෆेであること

　山間部生態公ӹྛのݖ利Ҡసのݱ状はҎԼのと͓りである。生態公ӹྛの所༗ٴݖびそのܗ
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態は変わらないが、生態公ӹྛの理保ݶݖޢ、非ۀྛࡐのܦ営ݖ、生態公ӹྛの一部
の収ӹݖ、の３つのݖ利についてはৡできるとされている。
　生態公ӹྛのݖ利Ҡసの可能性については、ҎԼの̐つの面から考できる。
　̍ɽࡁܦ面の可能性として資ݯ資࢈化のҠసが可能になること
　̎ɽ社会面の可能性として新しいޏ用につながること
　３ɽ生態面の可能性として資ݯ保ޢや生態系の再ߏஙにつながること
　̐ɽ੍度面の可能性として੍نのڧ化やྛ能力の向上とつながること、がڍげられる。
　生態公ӹྛのݖ利Ҡసのඞཁ性については、ࡁܦ的ඞཁ性が࠷もॏཁなଆ面であり、その次
が社会的なඞཁ性、３൪目が生態環境保全のඞཁ性をڍげられる。それはݱ状問題としてྛ
資ݯの࣭がߴくないことから、ྛ資ݯの࣭的向上を目指すඞཁ性があるからである。
　ྛ理ݶݖのྲྀ動化のܗ式については次の向がある。集ஂ生態公ӹྛ（ྛ地の所༗ٴݖ
び立の用ݖがଜの集ஂまたは家の生࢈グループにଐされる）の理ܦ営保ޢのݖ利を
ෛい、レンタル、ೖࡳなどの多様なܗ式で協定を結び、協定によるৡ価֨を決定する場合も
あれば、ೖ੍ࡳ度を௨͡てৡ価֨を決定し、そのݖ利が個人やۀا、ଞのஂମにҠసする
組みとなっている。
　生態公ӹྛのݖ利ҠసについてはҎԼの問題がଘࡏする。ᶃଜ民のࢀՃ度がい、ᶄ家
のೝ度がい、ᶅݖ利Ҡసにཁするાஔや施ઃがෆする、ᶆ行政理部のݖ能行がෆ
ेである、などの内༰をڍげられる。
　京市山間部に͓ける生態公ӹྛの生࢈力をどのように向上させるべきか、一؏してえを
ಘられていないの一つである。また生態公ӹྛの利用੍ݶによって発生するࡁܦ的ଛࣦを
どのようにิঈするかももう̍つのॏཁな課題として考えられる。
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ใ̔ࠂ
ॴ༗ݖɾॴ༗ɾॴ༗
　─日本の森林政策にとって最大の隘路の一つである「地籍問題」を機縁に

龍谷大学・名誉教授　田߃உ

̍　ຊͷྛͷϘτϧωοΫͱͯ͠ͷ੶
⑴　地籍、森林地籍問題

　ここでѻう次の用ޠを問題につき、先ず؆ུに定ٛすることから始めたい。
　地籍：ある土地の所༗ݖのݖ利関のؼଐٴび対ൣғの境界をめぐるݱ状のこと
　ྛ地籍問題：ྛ地のݖ利関がࡨ૰し、民法上所༗ݖ୯Ґの̍個とされる土地ಉ࢜の境
界ઢがෆ明となっていたり、୭が所༗者かからなくなっていたり、ڞ༗のؚΉݖ利関が
然としなくなっていたりして、ྛの利用やݱ状変ߋがࠔ難になっている問題。
　戦後民法がվਖ਼され、長子୯ಠ૬ଓ（家ಜ૬ଓという）が廃ࢭされて、݂ԑ関にある全て
の子に૬ଓݖがฏにೝめられ（ۉ૬ଓのݪଇ）、またݖ利者のࢮ࣌のۮ者に૬ଓݖが
ೝめられた（ॳ３の̍、その後̎の̍にվਖ਼された）。૬ଓによるඃ૬ଓ人の࢈ࡒの取
ಘは、࠷終的にҨ࢈ׂखଓによって決ணし、価的ۉ主ٛの法੍とҨ࢈のを決定付け
るもう一つのཁ素としてҨ言੍度があるために、ඞずしもҨ࢈にଐする土地がׂされるとは
と၏され、特に戦後は1950年લから1980年࢈らないが、伝統的に土地はॏཁな資ݶ
ばまで土地ߴಅがஅଓ的にଓき、͝くۙ࠷まで土地が༗利な資࢈であると၏されてきたこと
もあり、一ൠ的には૬ଓが発生するたびに土地上のݖ利がׂされࡉ化されることが多い。
ྛ地については、後にड़べる事情でな͓さらࡉ化される向がڧいと考えられている。
　そこで、ྫえばあるྛ地が三も૬ଓを繰りฦしされ、Ҩ࢈ׂの࠷終的決ணをきちっと
つけて૬ଓ人や受Ҩ者のを֬定させることなく、ᐆດにॲ理されれば、ඃ૬ଓ人の࢈ࡒ
の状態は一ൠ的には第三者にとってはもちろΜのこと利害事者・関者にとってもѲしに
くいものになるが、घにそのҨ࢈の主ཁな部にྛ地がՃわっている場合は、そのѲがۃ
めてࠔ難になるといわれている。
　それは、日本のྛが、ٱしいੲ（ߴ度ࡁܦ成長ظ後ظ、すなわち1960年後から。な͓、
日本の外ࡐ༌ೖは1961年に始まり、1970年には国内でのྲྀࡐ௨の50ˋを੍したとされる。）、
༗利な࢈ࡒでなくなっているどころか、資࢈家にとって年ʑॏՙになってきているという事情
がഎܠにある。
　ྛ、घにࡐ生࢈目的のྛは定ظ的なखೖれをܽかせないが、そのखೖれのඅ用が
える状態でないことが長ظ的かつߏ的にଓくのであれば、そのखೖれを中ࢭするのがࡁܦ法
ଇにదうのであり、こうして人間によるखೖれがなくなったྛは荒廃し、ճ෮ࠔ難となり、
ますます生࢈目的から外れることになる。૬ଓによってそのような山を取ಘしても、खをೖれ
るほどにࣈを૿やすのであれば、見向きもしなくなるのはಓ理にదっているのであり、そう
いう山が全国的にී௨の状態になれば、山が荒れるだけでなく、境界もෆ明となり、ݖ利者も
からなくなるのは然である。

⑵　原因論と本報告で取り上げる問題
　上の説明では外ࡐとのڝ争を切りޱにしたが、外ࡐधཁのഎ後問題にせよ、ࡐ༌ೖ自由化
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政策にせよ、そのഎ後に巨大なࡁܦ的メカニζムがಇき、また("55や85Oの戦後の国際
ମ੍の問題がಇき、さらにそれらはそれͧれഎ後の日本ٴび世界のۚ༥をؚΉ再生࢈メカニζ
ムに関連している。
　ଞ方、ݪҼはそれだけではない。日本の山ྛがବ目になる༌ೖ自由化という政策問題は、୭
がこの国の政策をࢧしているかという問題に連なり、国内டংと国際・世界டংとの関連
とඈ༂する。
　Ҏ上は土地を私༗੍のԼで展開する事態である。しかし、土地私༗੍をとる国ʑではどこで
もಉ͡ように発生しているかといえば、そういうことはない。西Ԥ各国で日本のような事態が
顕著に生͡ているかといえば、けっしてそういうことはない。そこには私所༗੍ݖ度のԼでの
私ݖのあり方の問題ٴび私ݖと統治作用と関の方の問題とがある。
　Ҏ上のॾ問題のうち、この報ࠂが৮れるのは主として後者、すなわち法੍度や所༗メカニζ
ムの問題にߜり、લ者、すなわちۚ༥をؚΉ再生࢈メカニζムのࡁܦ問題はׂѪする。

̎　ຊͷ๏੍ɿॴ༗ݖͱࠃܭըͱͷؔ
　日本は、ഊ戦ॲ理をڬみ、明治ॳ年の開国・法੍切りସえ（西Ԥ法੍༌ೖ）Ҏདྷの法੍度վ
ֵにより、都市ܭը、さらには国土ܭը（総合開発ܭը法੍をؚΉ）を発展・උされてきた。
しかし、今日にࢸるも、な͓西ヨーロッパ先進ॾ国（ྫえば、ドイツ・フランス。͓そらく
Ԥはよりᘳのように見えるが、私にはৄらかではない。）のように「ܭըなくして開発な
し」、あるいはドイツの「Fプランʗ #プラン」国土法ମ系のように、公的ܭըにԊって私的
所༗ݖの行をٛ務ͮけられているわけではない。
　国土利用ܭը法（ҎԼ、国土法とུす）により、国土は都市ܭը۠域とそれҎ外に二され、
ྛをؚΉ国土の大は後者にଐする。その意ຯは、これらの۠域にあっては、都市ܭը੍ݶ
にറられず、またインフラストラクチϟーやライフラインなどのඋの務が公ݖ力にはແい
ままに、自由にݐஙできるということである。ここが西ヨーロッパの国土法੍との大きなҧい
になって͓り、西ヨーロッパでは、国土全部が日本式に言えば都市ܭը۠域にแઁされ、利用
டং༏Ґのମ系のԼで国土全ମが「ܭըなくして、開発なし」のݪଇがଥしている。
　日本の法੍のԼで、山の中に家をݐてればどういうことになるか？電気・ガス・上Լ水ಓ
は全部自で面を見なければならない。それらのಋの施ઃがたまたまۙくに௨っていれ
ば、そこからその事ۀ主ମと交渉してಋを引くことが出དྷるかもしれないが、そういうۮ然
がなければ、よほどのԦި貴でもないݶり、ී௨の個人にはまずແ理である。そこで、山中
の大ن模なผ事ۀでは、௨常、そのผ地のメインテφンス（施ઃඋ・環境保全）の会社
がઃ立され、ผ地ߪೖ者は、その理会社とのܖを੍ڧされ、Ӭٱにその理会社からの
サーϏスを受けଓけることになる〔ۙ࠷、それらの理会社とのܖ離脱の動き（ܧଓ的な
サーϏスܖをղআするという法的දݱをとる〕が目立ち、各地でࡋが͓こっているが、ࡋ
ྫは֓して理会社とのӬଓܖを主ுする売主たる会社ଆをউたせている。）。つまり、そ
れらの決によれば、これらのผ地のߪೖ者ないしその子ଙはݻ定資࢈੫やॅ民੫などの੫
ۚのଞ、これらのྉۚも私ۀاに対しෛ୲しଓけなければならない。
　土地所༗者は、都市ܭը۠域ではそれͧれのܭըにԊった੍ݶがあるが、۠域外のため、所
༗ݖを「自由に」行できるので、どのように用・収ӹしようが、୭に売ろうが、୭に利用
させようがߏわない。
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　フランスあたりであれば、ྫえば地については、4"FERという公社がଘࡏし、法に
よって付༩された先ങݖをܭըにԊって行し、ۙลの地所༗者にస売し、ܦ営地を集
し、そのن模をܭը的に֦大して、ۀ生࢈力をߴめている。
　日本でもかつてྛলのもとでಉ様のݶݖを࣋った地理公社をઃ立する法Ҋが国会にఏ
出されたが、ࢧ政ౘである自民ౘの対で௵されてしまった（1968年）。Ҏ後、地վֵに
よって民が੍ڧ的にखにೖれた地の私化は一層進み、1970年Ҏ߱の地法੍の一連のن
੍؇によりआݖが戦લҎ上にऑめられてڧい所༗者が෮活し、日本のۀのܦ営ن模֦大
は、そのऑいआݖを用いたόラόラにࡏする地のແܭըなܦ営ن模֦大にཔっている。
　戦後、ྛは地վֵを໔れて͓り、ॳめから私的性֨がڧく、また利用の༏Ґも֬立され
なかったために、これらの地にൺべてもな͓私化が進Μでいる。公的主ମによるܭըにԊっ
たྛܦ営ܭըなど望みようがないݱ状にある（な͓、日本では、このछのܭըは、ྛۀ事ۀ
の協ಉ組合であるྛ組合が事実上第一ઢを୲っているが、任意ஂମにۙいѻいでしかない
ので、上ड़の地籍問題を๊えるྛ地での地ݖ者との協ಉは、全くの任意合意にཔっている）。
これが上ड़したྛ地のࡁܦ的環境のԼで、ۀ෩に言えばࡉ化とڞにߞ作์غ地化してい
るのが多くのྛ地の実情である。

̏　ຊͷྛΛΊ͙ΔݱԼͷॴ༗ͷಛ
　Ҏ上その一を明らかにしたように、日本のྛ地については、私的性֨がڧい日本の土地
所༗ݖ（そのଞと地上のݖ利）の中でも࠷も私的性֨がڧく、閉的であり、その用収ӹݖ
能でのഉଞ性のみならず、ӳ国をは͡めとするԤभॾ国に見られる一ൠ市民（ඞずしも国民に
利などを定めݖのレベルでもそのछの公ऺのݖられない）のレクリエーションのための立ೖݶ
た法もない。
　もともと日本の土地所༗1ݖは、明治のԦ政（ఱ੍ߖ）෮ݹの一環として੫੍վֵ（「地ેվ
ਖ਼」）の中で生まれた。再ฤ෧੍ݐともݺばれる特घな日本のۙ世ʹນൡମ੍のԼで行われた
実収֭ྔを基४とする੫੍から土地の「価֨」に基ͮく一ݱばれる地のݺ見法ʗ定໔法とݕ
の土地੫に変えて、統治ݖ力の収ೖを҆定させることにૂいがあった。その副࢈として政
府によって交付された「地݊」を௨して「ۙ的」土地所༗ݖが生まれた。その出自は、フラ
ンスֵ໋の進展の結果ແঈで生した民的土地所༗をදݱするフランスの土地所༗ݖと対ᪧ
的であり、ਅ対のྺ࢙的性֨のものであった。土地の利用（用・収ӹ）ݖ能を中৺に֓೦
化されたこれらֵ໋の࢈としての土地所༗ݖとҧい、日本の土地所༗ݖは࠷ॳからॲݖ能
を中৺に֓೦が組み立てられて͓り、「੍ٖ資本」性がڧく、Ϛルクスが『資本』第３ר第
７ষで人ྨ文明௨࢙的観にもえる理的ۤ৺の結果生み出した資本੍地の見地から言
えば、その先にあるۚ༥的投ػ的な次ݩの国策としてࡵ長ൡൊ政府である明治ҡ新政ݖによっ
て成されたものであり、ॳからۚ༥࢈ࡒ性とۃ度の投ػ性をજࡏさせるものであった。
　もともとそのようなྺ࢙的性֨をଳびた土地所༗ݖが上ड़のようなۃ度の私的性֨にแまれ
たྛ所༗ݖの定ࡏを受け取ると、投ػ的෩ைにྲྀれқいࡁܦ社会環境にあっては投ػにۃ
にऑいのは自然のྲྀれである。しかも、戦後はۃ度に対ถैଐ的な2日本の統治ݖ力のԼで、
その土地所༗は展望をなくし、大地主としてのかつてのࡡ取者としての面Өもなく、私化に私
化をॏͶ、日本政府によるແ任な国土開発政策と「後はとなれ山となれ」を地で行く開発
資本のϔήϞニーによるリκートཞ開発のӤ৯にされて3──とはいえ、これらの土地所༗者
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にとってはࢮଂしているྛを༗効にۚできる「ఱܒ」にࢥえ、৺གྷったであろう─、日本
のྛは荒廃に任せる一าखલのػة的な状況にある。

͑ͯʹޠ݁　̐
とফඅ࢈༗の問題に終らず、所༗全ൠのղ明、したがって生ݻདྷ、土地所༗のੳは土地ݩ　
の全ہ面にる֘社会ߏ成ମの全面的ੳを௨して、۩ମ的に明らかにされるものであり、
上هの日本のྛを中৺とする土地所༗のݱ状の介は、その見地にরらすとۃめて部的で
あり、ද層をなͧったにա͗ない。また中国の状況をຆど全くらず、したがって中国の༑人
たちにどのఔ度ࢀ考にڙすことができるか֬৴がないが、もしこのૈいデッサンがۃめて特
的な日本のྛのݱ状や土地所༗の問題の一をԿか͓示しできたのであれば、ۍշである。

ʬ後هʭ戦後の土地੍度と土地法に関しては、報ࠂ者はંに৮れ様ʑなػ会に͡てきたが、
まとまったड़として、ややݹいが、「土地問題と都市・開発法─戦後日本土地法࢙・֮
書」（大ઘӳ次ଞฤ著『戦後日本の土地問題』所収、1989年、ϛネルϰΝ書房、京都）、「『
地法ମ੍』の法学的ߕ）「౼ݕ൹ಓ太郎ฤ『都市֦大と土地問題─όブル่յԼの地法੍』
所収、1993年、日本評社、౦京）、「『ۙ的土地所༗』と『ۙ的土地所༗ݖ』─ۙ的
土地所༗ݖの再生のための֮書」（סত三ฤ『土地法の理的展開』所収、1990年、法
文化社、京都）の三ߘをとりあえずࢀরいただければいである。

──────────
̍　ۙ法に͓けるݖ࢈ࡒとしての「所༗ݖ」の三大ݖ能：用、収ӹ、ॲݖ
̎　二度の世界大戦で戦場化をಀれ、1920年から1930年にかけてのいわΏる戦間ظに人ྨ࢙上の࠷

大・ڧ࠷のఇ国にのし上がったこの国が͓そらく第二次世界大戦の結果と1991年のソ連・ワルシϟ
ワߏػղମの二ஈ֊を௨͡てဏ進した「ジョージ・Φウェル『1984年』෩の国家をはるかに྇ぐ܉事
的統治ମ੍をもって地ٿ大の܉事的政治的ࡁܦ的な「一ࢧۃ」ڧめてきた中で、ਅ理レベルで地
にଘଓしているほΜのগの国民国家──ఇ国の世界統治と૬༰れないものとして、その政府ݱ上ٿ
内ྖߝに͓いて繰りฦしઈ໓ຢは全ैଐ化させることが宣言されている対国ʑ。──Ҏ外は、い
わΏる「西ଆ」の先進資本主ٛ国をؚΉ大部の「ಠ立国」を多かれগなかれ実࣭的にैଐ・Ӵ国
化させてྟ܅しているݱ状の中でも、とりわけ目立ってैଐ性とങห性がڧいのが日本のݱ状である。

３　リκート開発のブームは戦後̎ճある（ߴ度ࡁܦ成長後ظたる1960年後から70年ॳ಄までと、
80年中༱から後にֻけてのόブル࣌である）が、本文は特にその後者を೦಄にஔいている。
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ใ̕ࠂ
ྛόΠΦϚεΤωϧΪʔͷൃలʹؔ͢ΔՈͷࢀՃҙཉ

西ྛ科ٕ大学ࡁܦ理学Ӄ・教授　ڎ　ඒ

　ྛ資ݯは再生可能であるため、ྛの成長をげず合理的な利用がଓくݶり、ྛの生態
能を༗して͓り、それͧれػ能をଛͶることはないと考えられる。ྛは様ʑなػࡁܦ能とػ
のػ能を非エネルΪーの利用やόイΦϚスエネルΪーの生࢈に活用することで、ྛの࣋ଓ可
能な発展につなげることができる。
　中国は国土面ੵが広く多様性を༗しているが、ྛ資ݯが૬対的にগなく、̍人たりのফ
අྔもগない。ここۙ࠷、ྛ資ݯを保ޢし、ྛ資ݯの合理的な利用が注目され、それに関
連する政策が૬次いで発දされた。中国の第̔ճ全国ྛ資ݯ調査によれば、中国のྛ地面ੵ
は3.13ԯhBであり、その中のྛ面ੵは2.08ԯhBとされている。第4ճ全国ྛ資ݯ調査にൺべ
て50ˋҎ上の૿Ճがみられた。ࡏݱ、中国が保༗するྛ資ݯ保༗ྔは151.37ԯ̼3で、活立
資ݯ保༗ྔは164.33ԯ̼3とされている。1991年とൺֱするとྛ資ྔݯは૿Ճの向があ
り、ྛ面ੵは7398.38万hB、ྛ資ݯ保༗ྔは50ԯ̼3૿Ճした。1998年からஈ֊的にಋೖし
てきたఱ然ྛ保ޢプロジェクトやୀྛؐߞ政策などの২ྛҭྛ政策によるॳظ的成果がみられ
るようになり、特に人工ྛのٸな発展はྛۀ資ݯのम෮と発展に大きくد༩している。
　中国科学ٕज़部では2004年にόイΦ೩ྉٕज़開発プロジェクトを立ち上げ、2005年に国のプ
ロジェクトとしてྛόイΦϚスプロジェクトがスタートし、2006年に再生可能なエネルΪー
法が公された。国家発展վֵҕ員会は長ظ的な再生可能なエネルΪーの開発ܭըを策定し、
国家ྛہۀはྛۀόイΦϚスエネルΪーの発展ܭըを第11次ޒか年発展ܭըに組みࠐまれた。
ྛόイΦϚスエネルΪー開発指ಋ者グループによって国家エネルΪーྛܭըとྛόイΦ
ディーゼルݪྉྛ基地ʞे一ޒʟݐઃܭըが策定された。2007年から、エネルΪーྛ基地の
大ن模なݐઃの४උ事ۀとして、第̍ճٴび第̎ճのݪྉྛ基地ݐઃパイロット事ۀが実施さ
れた。2013年に国家ྛہۀは全国ྛۀόイΦϚス開発ܭը（2011-2020）を公し、ྛόイ
ΦϚスエネルΪーの開発と利用のための۩ମ策を示し、2020年を目途に開発と利用を中৺とす
るۀ࢈システムのܗ成を目指す政策目標をܝげた。
　ྛόイΦϚスに関する国内外の研究は多ଘࡏする。その中には、ྛをόイΦϚス資ݯ
の主なఏݯڙとして指ఠする研究やۭ間動学ࡁܦϞデル(FP.（(MoCBM GoreTt proEVct NoEeM）
をった世界のྛόイΦϚスのエネルΪー価֨、生ྔ࢈、қなどの状況をੳする研究も
ある。ノルウェーのྛۀ部はྛόイΦϚスエネルΪーの価֨ߴಅがྛെ࠾や伝統的なྛ
࢈すと༧ଌしている。また中国の研究者の中にはྛόイΦϚスエネルΪーの΅ٴをڹにӨۀ
。化政策に関する研究があるۀ
　そのほかに、ྛόイΦϚスプロジェクトに対する民の問題意ࣝが注目を浴びて͓り、Ԥ
भの研究者によっては家の意見を理ղすることで、民のྛ理や政策実施に対する意
を向上させる方策を模索するඞཁ性があると指ఠしている。イΪリスの研究者は市民ࢀՃと集
ஂ学शを௨して、公ऺのόイΦϚスエネルΪー促進策に対する࣋ࢧをಘる方法の1つであると
͡ている。Ԥभの研究者は、Ԥभで実施されているόイΦϚスプロジェクトに対して、利害
関者間の交ྲྀと事者としてのࢀՃが大事であると指ఠしている。
　中国では、̔লの45ଜམの家に対して調査を行った結果、第一に、家のエネルΪーྛの
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事、のফඅがैۀՃ意ཉを決定ͮけるཁҼとして、年ྸや教ҭレベル、非ࢀのۀઃ事ݐ
家ఉエネルΪーফඅにめるൺॏなどのཁ素が関するとした。ྫえば、年ྸが̍ࡀずつ上が
ることにつれて、ࢀՃ意ཉが0.53ˋずつԼがる向が示され、家の非ۀのै事ػ会が૿え
ることにつれて、ࢀՃ意ཉが上がる向が示されたとした。その面、ফඅのׂ合が૿える
ほどࢀՃ意ཉが減গする結果が示された。その理由は、エネルΪーྛ基地がݐઃされた後、
の価֨が上げされることが༧されるからと示された。ࡏݱ、所ಘ世ଳほどより多くを
ফඅする向にある。それはほとΜどのଜॅ民は私༗ྛ地から҆価なコストでをೖखする
ことができるからである。
　֘調査では、第二の結果としてエネルΪーྛ基地のݐઃ事ۀのࢀՃ意ࣝが人ޱ統ܭ学的
な特とのফඅ意ཉのݶ界効用にӨڹを༩えるとした。そしてྛۀについて๛富なࣝを༗
する世ଳほどよりߴいࢀՃ意ཉをもつ向が示された。ߴ学ྺをもつॅ民は化石೩ྉのׇރ問
題やόイΦ೩ྉが化石೩ྉのସ೩ྉとしてのॏཁ性をよりਖ਼しく明֬に理ղしている結果が
示された。
　結として、民はόイΦϚスエネルΪーの利用ٴび発展事ۀの主であることから、民
に対する教ҭや意ࣝ向上をਤることがॏཁである。そのためには、民にとってかりやすい、
またはアクセスしやすい方法、つまりݧܦ๛富なスタッフをݣしたり、ීٴのためのڌͮ
くりを行ったり、意見交ྲྀの場をઃけるなどの方策がඞཁであると考えられる。
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ใࠂø÷
ઓޙຊͷྛඋͱྛࡒ

龍谷大学政策学部・准教授　ۚ　ߚ実

　本報ࠂは、2017年３月26日〜27日に龍谷大学里山学研究センターと中国国家ྛࡁܦہۀ発展
研究センターがڞಉ開催した日中研究者交ྲྀワークショップ「日中ྛ資ݯ総合利用と政策研
究」に͓いて戦後日本のྛ政策の࢙的展開とその特を理し介することを目的に作成し
た。ԕ౻日༤（2012）の文である「日本に͓けるྛ政策の展開աఔ」をベースにしながら、
ྛ白書の各年度の統ܭデータをࢀরして理した。研究成果の発දではなく、日本国内の
ྛ政策研究向や視、統ܭからみられる政策課題の特を介することにポイントを͓いた
報ࠂである。

̍ɽઓલͷ২ྛਪਐ͔ࡦΒઓޙͷྛۀৼڵͷస
　ԕ౻日༤（2012）によれば、明治ҡ新Ҏ߱の日本のྛ政策は、֓Ͷ３つの発展ஈ֊にけ
ることができる。第̍の発展ஈ֊は1868年から1963年に۠され、国土保全とྛ資ݯ成を
主な政策内༰とするྛ法によるྛ政策が展開された。第̎の発展ஈ֊は1964年から2000年
に۠され、それまでのྛ資ݯのストックをഎܠに、ྛ法とྛۀ基本法を基に展開された
発展を主な内༰とする政策発展ஈ֊である。第３の発展ஈ֊は2001年からۀとしてのྛۀ࢈
2012年ࡏݱを۠切りとし、վਖ਼ྛ法ٴびྛ・ྛۀ基本法に基ͮくྛۀ発展のபとして国࢈
のためのش能発ػ能にՃえて多様なػ࢈生ࡐ能が注目され、ػの出とྛの多面的࣌ࡐ
政策展開が主な内༰とされた。
　特に第̍発展ஈ֊で行われたྛ資ݯ成政策は、明治ҡ新をܦて成立されたۙ国家のڧ
力な中ԝ集ݖのԼで国家の政策として実施された。۩ମ的には、ᶃ1873年に国੫収ೖの֦大を
目的とする地ેվਖ਼が行われ、地ેվਖ਼事ۀの一環としてྛの民༗۠の੍度վਖ਼が行わ
れた。それまでଘࡏしていたນൡ༗、ଜ࣋、個人༗の３つの所༗ܗ態から、1869年の൛籍ไؐ
によるນൡ༗ྛの༗化、1870年のࣉ社༗ྛの༗地のฤೖ、ଜ࣋のೖ会地を中৺とする
༗と民༑の۠݅のઃ定による༗地のฤೖ、のાஔをܦて༗地の֦大を実ݱし、ݱ
態（国༗、公༗、私༗の３つ）の基ૅを成すことになった。ᶄこのようなྛܗのྛ所༗ࡏ
所༗ܗ態のվ変、すなわち༗地の֦大は、その後の1897年に੍定されたྛ法（第̍次ྛ
法）による保҆ྛ੍度の成立と૬まって、国家主ಋのԼの国土保全を目的とするെ੍ࢭې࠾
度ٴび২ྛ事ۀの展開につながっていった。その後に行われた第̎次ྛ法の੍定（1907年）、
1939年のྛ法の一部վਖ਼、1951年に行われた第３次ྛ法の੍定は、ྛの保҆ػ能ҡ࣋に
Ճえてࡐ生࢈に対する࣌のニーζに応えるためのۀ࢈としてのྛۀの発展を視にೖれた
২ྛを中৺とするྛ資ݯの֦大・ҡ࣋政策を展開した。その結果、戦後後にݧܦしたࡐ
धཁに対応した全国ن模の֦大ྛ国家プロジェットをআいて、特に1960年Ҏ߱はิ২事ۀ
としてྛ政策にとどまり、ࡐ生࢈を目的としたྛۀ࢈ۀの発展政策にస͡ていった。

̎ɽຊྛ๏੍ͷมભ͔ΒΈΔࡦମܥͷਪҠͱಛ
　日本のྛ政策は、֓Ͷྛ法とྛۀ基本法という̎つ法ମ系を基にߏ成・発展してきた。
またྛࡒ政の༧ࢉฤ成や様ʑなྛิॿ事ۀもこのような政策ମ系をөするܗで変༰と再
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ฤを繰りฦしてきたと考えられる。
　明治によるۙ国家のઃ立と資本主ٛࡁܦମ੍の成立に૬まって、上ड़の民༗۠の੍度
վਖ਼による大な国༗ྛの統一的な理ମ੍の成立、国༗ྛ特ผܦ営事ۀによる本֨的な
ྛܦ営の開始、そして1897年の第̍次ྛ法の੍定につながった。そのഎܠには、ᶃ明治ҡ
新Ҏ߱のٸなۙ化によるࡐधཁの૿Ճとそれにう全国各地に͓けるྛのཚ౪െの多
発、ᶄྛのཚ౪െによるਂࠁなྛ荒廃問題がු上したため、ྛの保҆ػ能の保࣋を目的
としたಜ取క法نとしてྛ法の੍定がඞཁとなった。そのため、第̍次ྛ法は、総ଇ、
営ྛのಜ、保҆ྛ、ྛܯ、േଇの߲からߏ成され、中でも営ྛのಜと保҆ྛの߲
はॏཁなҐஔͮけとಉ࣌に、྆者間はີな関があった。
　1907年に第̍次ྛは全面վਖ਼（第̎次ྛ法とݺばれる）され、第̍次ྛ法で定めた
ྛの保҆ػ能の保࣋のためのಜ取క法نにՃえて、ۀ࢈ॿ長法نとしての内༰が付Ճされた。
定によるྛಓઃஔなど؆қな土地利用・収用੍نび収用のٴ用として、土地のنॿ長法ۀ࢈
度が新ઃされ、ྛ組合の੍ڧ的なՃೖ੍度（੍ڧՃೖ݅としてᶃ国土保全、ྛの荒廃
防ࢭ、または荒廃ྛのճ෮がඞཁとされた場合、ᶄ協ಉ施ۀをしなければその利用目的を達
成することがࠔ難な場合、ᶅྛಓ施ઃなどの開ઃҡ࣋を協ಉで行うඞཁがある場合、ྛのة
害防ࢭについて関者の協ಉをඞཁとする場合とن定された）が新ઃされ、営ྛのಜن定が
֦ॆされた。このن定に基ͮいて公༗ྛと社ࣉ༗ྛの施੍ۀ度がઃ立された。このような法վ
ਖ਼のഎܠには、࣌の日清・日ロ戦争のউ利をきっかけに日本国内の資本主ٛࡁܦがٸに֦
大し、ࡁܦ発展によるࡐधཁの大幅な૿Ճが生͡、ྛ・ྛۀ政策がそのニーζに対応する
ඞཁ性があったからである。その後の1911年に第2次ྛ法がߋに一部վਖ਼され、保҆ྛに関
する主務大ਉの৬ݖのうち、ฤೖ、ղআ、用収ӹの੍ݶまたはࢭې、施ۀまたは保ޢの指定、
ૌئ、ૌুなどのॏཁ事߲をআき、ࠂ示、௨、そのଞखଓきに関する৬ݖの大部を地方長
。にҕ任するとした
　1939年にߋに一部վਖ਼が行われ、特にྛ組合のن定内༰について大幅なमਖ਼を行った。こ
のվਖ਼では、組合員の所༗するྛにつき自ら施ۀを成し、組合員の施ۀを調し、ྛ生࢈
の保ଓをਤるとしたため、実࣭上それまでのྛ組合の協ಉ組合活動をౚ結させ、組合員の施
、ۀا、には、1937年にຄ発した日中戦争を受け、日本は国ܠ能のみ温ଘした。そのഎػ統੍ۀ
国民が組৫的に動員された܉ध資の生ۃ࢈大化が進められ、ྛ・ྛۀに͓いても炭・
炭・όルプの૿࢈が求められたにも関わらず、第̎次ྛ法でઃされたྛ組合੍度がे
にػ能できないという実情があった。政策的に組合を૿やし、ෳのॿ成事ۀを実施するな
どの方策を講͡たものの、ྛ組合の活動はྛಓ工事にݶられるという実態にとどまったから
である。
　終戦後()2（連合国܉司ྩ部）主ಋの民主化政策のӨڹをうけ、1951年に第３次ྛ法が
第̎次ྛ法をվਖ਼し੍定された。この法はߘݪྛ法のݪ型を成すものである。ઃされ
たྛܭը੍度では、ྛ大ਉによる「ྛ基本法」（̑か年）、都ಓ府県事による「ྛ۠
施ܭۀը」（̑か年）、「ྛ۠実施ܭը」を策定するとした。これにより民༗ྛはᶃී௨ྛと
ᶄ保҆ྛなど੍ྛݶに۠され、ී௨ྛについてもదਖ਼െྸظະຬのྛについては立െ࠾
については事લಧ出੍度をಋೖした。またྛ組合については࠾可੍をಋೖし、そのଞのെڐ
ैདྷの੍ڧՃೖではなく、自由Ճೖ、自由脱ୀをできるとし、ྛ組合施ۀҊによる統੍ػ能
を廃ࢭした。戦࣌中の統੍的性֨から議決ݖや選ݖڍの̍人一ථをೝめるฏな੍度にվ変さ
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れた。
　このように３ճにわたるྛ法のվਖ਼は、ݱ行ྛ法の３つのபであるྛܭը੍度、保҆
ྛ੍度、ྛ組合੍度をथ立させた。その目的はྛ資ݯのҡ࣋・成とྛ生࢈力の૿進に
よる公ڞ的・公ӹ的ػ能の֬保にあり、そのためのڧ力な政策खஈとしてྛܭը੍度ٴび保
҆ྛ੍度が作られ、ྛのࡁܦ的ػ能の֬保は副次的なものとしてҐஔ付けられた。しかし、
その後の1960年のߴ度ࡁܦ成長ٴびエネルΪーߏの変化、国内ࡐ市場のなどෳ合的
なཁҼによって、日本のྛ政策はۀ࢈としてのྛۀ発展を主؟に͓く発展戦ུ次第にస
していった。

̏ɽྛࡦͷ՝ͱࡒతࢧԉࡦ
　このような戦後日本で行われてきたۀ࢈としてのྛۀ発展のための様ʑな施策はඞずしも
༧ظした結果に結びついていないのがݱ状である。2013年度のྛۀ白書の統ܭデータによれ
ば、1966年から2012年のྛ資ݯストックྔをൺֱすると、全ମのでは1966年の18.9N3か
ら2012年の49.0N3の̎ഒҎ上に৳びた。特に人工ྛの場合は̒ഒの૿Ճとなった。ଞ方で
717の1979年の9࣌からみた場合、全ମのでϐークߴ出࢈の࢈生ࡐԯنݩ模から2012年の
4166ԯݩの20ˋن模までམちࠐΜだ。国࢈ࡐ生ྔ࢈もಉ様の状況にあり、1971年の4525万
N3から2002年の1509万N3に減গし、その後はඍ૿向が示されるものの、大きな進展がみら
れていない。
ըܭ基本法の政策ମ系では、ᶃ国レベルの政策として全国ྛۀྛ・びྛٴ行のྛ法ݱ　

（15年̍ظ）が策定され、ྛの多面的なػ能に基ͮいてྛඋ、ྛ保全の基本方針を策
定し、െٴ࠾びྛの実施ܭըを੍定する。ᶄ各都ಓ府県の事と各ྛ理ہ長はྛ法に
基ͮき、全国の158のྛܭը۠域（またはྲྀ域）に対して地域ྛܭըと国༗ྛ各地ྛܭ
ըを੍定する。このܭըは、国の全国ྛܭըの目標や方針をөするだけではなく、各地域
の地域性をөし、ྛඋ、ྛ保全の目標を੍定し、۠域͝とのെ࠾の事ۀ実施方法を
定める。ᶅ市ொଜ長レベルではྛ法に基ͮき、市ொଜྛඋܭըを੍定する。֘地域の
ྛඋなどの事ۀの長ظ的実施Ϗジョンをܝげ、長ظ的目標とൣن化のための実施指ೆを੍
定する。全国ྛܭըٴび地域ྛܭըの基本方針と地域特を考ྀし、֘地域の事ۀ実施
۠域とྛಓܭըのઃܭਤを策定する。
　ྛඋܭըの実施にたって、主なࡒ政的ࢧԉ政策としてྛ所༗者に対する主ମ的な
間െなどのྛ理・保ҭ、ྛಓݐઃ事ۀのྛඋ事ิۀॿ੍ۚ度がある。۩ମ的にはᶃ
ྛ環境保全ࢧԉ事ۀ、ᶄ保全ྛඋ事ۀ、ᶅඒしいྛ基൫ઃඋり交付ۚの三つがؚ
まれる。ᶃはྛܦ営ܭըの策定者が行うྛ理・保ҭ事ۀの集化、ྛಓඋなどの事ۀ
に͓けるコスト実ݱのためのิॿ੍度である。ᶄはྛ所༗者の自ॿ力の中で斜地など
理・保ҭがࠔ難なྛに対して、市ொଜとྛ所༗者の協定に基ͮき、ྛ理・保ҭの実
施者に対してิॿを行う。ᶅは間െなど特ผાஔに基ͮき、間െを行うۀ者に対して事ิۀॿ
を行う。
　このようなࡒ政的ાஔのほかに、ᶃの基ۚによるྛඋなど推進法に基ͮくのืۚ、
ᶄ2003年から始まった地方公ஂڞମによるྛ環境੫のಋೖ、ᶅۀاのC4R（社会的任）に
よるྛඋ活動、など多様なチϟネルを௨して、ྛがもつ多面的なػ能の保全事ۀについ
ては多様なアクターによる社会අ用の୲メカニζムがߏஙされつつある。
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ใࠂøø
தࠃྛࡒࡦʹؔ͢Δڀݚ

国家ྛࡁܦہۀ発展研究センター・研究員　ཱུ　ߒ

　中国のٸなࡁܦ発展はࡒ政収ೖの૿Ճをもたらした。政府ػ能のసࡒ、政ػ能のసは
政シフトさせた。ଞ方で、国のྛ政策ࡒび民生ٴ政ࡒڞ斜から公ઃのݐࡁܦ出がࢧ政ࡒ
はࡐ生࢈ॏ視から、社会、ࡁܦ、生態の調的な関ߏஙにシフトした。
　ྛࡒ政ࢧ出はҎԼの̑つの方面からそのඞཁ性が考えられる。ᶃྛ資ݯがもたらす生態
サーϏスは公ӹ性を༗し、公ࡒڞ的性֨を༗する。ᶄྛܦ営は収ӹ性がいଆ面をもつ。ᶅ
生࢈पظの長ظ化や自然災害の੬ऑ性によって、ྛ資ݯのܦ営にはߴい社会的リスクが
う。ᶆ集ஂྛ੍ݖ度のվֵによってখن模の家ఉܦ営または݉ܦۀ営が૿えたことから市場ڝ
争力がいଆ面がある。ᶇ国༗ྛの多くは地理的にลᬞな場所にҐஔし、生࢈効性がい。
　ྛࡒ政は中ԝࡒ政と地方ࡒ政の2つの資ۚルートにけられる。中ԝࡒ政のࢧ出はᶃ国家
、出ࢧॏプロジェクトのۀ政のิॿۚ、ᶅ国家ྛࡒ政から地方ࡒᶄ中ԝ、ࢉの組৫༧ہۀྛ
ᶆ中ԝࡒ政のྛۀ基本ݐઃ߲目、の̐つのྨからなる。
　ᶃに関しては、ྛ資ݯのϞニタリング、ྛۭߤফ防、国際的な先進的ٕज़のಋೖ、ྛ
ප害の༧防と༧報、ઈ໓ةዧछٴび動২の生ଉ環境の保全、࠭യ化Ϟンタリング事ۀなど
がؚまれる。ᶄに関しては、中ԝࡒ政のྛ生態ศӹิॿۚ、ྛิۀॿ資ۚ、ྛ保ิݥॿ資
科学ٕۀྛ、防災減災ิॿ資ۚۀྛ、のิॿ資ۚڌݧ保全ิॿ資ۚ、国༗ྛվֵ実ۀྛ、ۚ
ज़ීٴとϞデル事ۀ資ۚ、༥資利ଉのิॿۚ、そのଞ特定資ۚがؚまれる。ᶅに関しては、
ୀྛؐߞプロジェクト、ఱ然ྛ資ݯ保全プロジェクト、京෩࠭ݯ対策プロジェクト、ࡐ
生生࢈プロジェクト、三ٴび長ྲྀߐ域など防ݐྛޢઃプロジェクト、生動২の保ݐ۠ޢ
ઃプロジェクトなどが対となる。ᶆはさらに༧ࢉ内の基本ݐઃ投資と国࠴投資にྨされる。
　ここ年、中国のྛۀ投資ن模は大きく進展した。ྛۀ総投資にめる国家ࡒ政のൺॏは非
常にߴい。2011年から2015年にかけてྛۀ投資の中৺は生態環境保全事ۀҠ行しଓけている。
中ԝࡒ政の多様なྛิۀॿۚチϟネルによって新しいྖ域のྛ投資が可能となっている。
　このようなྛࡒ政の発展はҎԼのଆ面からその効果が֬ೝできる。ᶃྛのඃ෴が૿Ճ
し、ᶄ生多様性の保全や࣪地保全につながって͓り、ᶅ෩࠭ݯ対策に͓いては一定のࢭ効
果がみられ、全国の࠭യ化土地面ੵが減গし、ᶆྛۀ࢈のߏసを促し、ᶇྛインフラ
උやそのվળにつながった。
　しかし、ྛࡒ政のݱ状にはҎԼの問題がある。ᶃ多くの生態ݐઃの政策的任務を๊えて
͓り、それに対するྛࡒ政資ۚはෆेである。ᶄ今後もྛインフラඋ事ۀを֦ॆして
いくඞཁがある。ᶅྛۀ関連࿑ಇ者の収ೖがい。ᶆྛิॿ੍ۚ度の基४とそのن模がൺֱ
的いレベルにある。ᶇྛࡒ政とଞ部のࡒ政資ۚの間に資ݯの合理的な調がඞཁで
ある。ᶈྛۀ政策の社会的ٕज़がະ成ख़である。ᶉྛࡒ政のࢧ出ମ系にはܭըࡁܦମ੍のฐ
害が温ଘされている、など７つの方面の課題がされている。
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ใࠂøù
தۀ࢈ۀྛࠃࡦͱൃۀ࢈ల

西ྛ科ٕ大学ࡁܦ理学Ӄ・ത࢜　張　婷婷

　国家ྛہۀの（2008年21߸文書）ྛٴۀび関連ۀ࢈ྨ（行）の発行・に関する国家
छྨに基ۀࡁܦと国民（行）ྨۀ࢈び関連ٴۀの௨、そしてྛہܭび国家統ٴہۀྛ
ͮき、中国ྛۀ࢈ۀのݱ状を౿まえて、ྛٴۀび関連ۀ࢈の֓೦をҎԼのように定ٛする。ྛ
的効果と社会的効ࡁܦ、を利用し、生態的効果ݯ地資࠭、ݯ地資࣪、ݯとは、「ྛ資ۀ࢈ۀ
果を目的とした、ྛ࢈や࣪地࢈、࠭ۀ࢈サーϏスを自家用または社会にఏڙするための活
動ٴびそれに関連ࡁܦ活動」を指す。この定ٛによれば、ྛۀ࢈ۀをᶃྛۀ生࢈、ᶄグリーン
ツーリζム、ᶅྛ理、ٴびᶆྛۀ関連のࡁܦ活動の̐つに۠し、それをߋに13の大ྨ、
37の中ྨと112のখྨにけられる。
の第̍次、第̎次と第３次ࡁܦ政策は、国民ۀ࢈ۀྛ、によると（2007）ߝ政策ཁۀ࢈ۀྛ　
戦ུ的意ٛを、ۀ࢈能をもつػ生態的、ۀ࢈多様性をもつ、ۀ࢈として、基ૅۀ࢈のෳ合ۀ࢈
もつۀ࢈などの性࣭をもつ。また国の҆ࡐ全保োを実ݱするためのॏཁなखஈであり、人間
と自然の調を促すඞཁ݅である。
　中国のྛۀ࢈ۀのݱ状を次のようにཁすることができる。
　2014年のྛۀ部の(DPは5.40ஹݩとなり、લ年度より4.2ˋ成長した。2001年Ҏདྷ、ྛۀ
部のฏۉ(DP成長は21.96ˋであった。(DPの内༁をみると、第̍次ۀ࢈のׂ合は34.35ˋ、
18559.46ԯݩであり、第2次ۀ࢈の成長は51.98ˋ、28088.04ԯݩであり、第３次ۀ࢈の成長
は13.67ˋ、7385.44ԯݩである。
　2014年にྛۀ部では総生ֹ࢈が̎ஹݩをえた̎つの中ݎ事ۀがݱれた。それはᶃྛࡁܦ
に͓けるྛのഓ・࠾取関連ۀ࢈、ᶄࡐՃ工・のۀである。ᶃに関して
は、2014年の全国の各छのྛࡁܦに͓けるྛ࢈の生ྔ࢈は1.58ԯtに達した。そのうち、果
の生ྔ࢈が1.35ԯt、ドライフルーツが1148万t、ໟなどドリンクྨが210万t、山ᑦ、ീ֯
などの調ຯྉが65万t、ׯ、Ωノコなどの৯が340万t、ై、クコなどの方ༀが171万
̓、༉などの༉ࢷが212万t、দࢷ、アブラΪリなどの工ݪۀྉが187万tである。ᶄに関
しては、2014年の全国ࡐඋ生࢈基地のݐઃ事ۀが一定の成果を上げ、国家ࡐඋ戦ུ
連ໍが結成され、第一ظ国家උྛに͓いて100万hBの২ྛܭըが打ち出され、վഓྛと
して40万hBの২थが行われた。全国ࡐඋ生࢈基地のݐઃ事ۀによって11.14万hBの২ྛが
なされた。ૣ生ྛ基地のݐઃ事ۀでは36.33万hBの২ྛを実施した。ࡐについては、2014年
の商ࡐの生ྔ࢈は8233.30万̼3にٴび、その内༁はݪ生ྔ࢈が7553.46万̼3、生࢈
ྔが679.84万Ĵúである。そのほかに全国ྛै事者の自家用ࡐのെྔ࠾は773.11万̼3であり、
自家用െྔ࠾が2127.40万̼3である。2014年の大ܘの生ྔ࢈は22.24ԯ本であるが、その
うちにໟが13.08ԯ本、ଞの大ܘが9.16ԯ本である。ۀ࢈の総生࢈は1845ԯݩに達した。
。向にあるの実投資ֹも૿Ճのۀྛ　
　2014年のྛۀの実投資ֹは4265.47ԯݩに上る。ݯࡒผにみると、国家༧ࢉが1727.95ԯ
資ۚとそのଞでは、それͧれݾで、総投資ֹの40.51ˋをめて͓り、国内༥資、外資、自ݩ
401.7ԯ63.69、ݩԯ1676.51、ݩԯݩと395.62ԯݩで、総投資ֹにめるׂ合はそれͧれ9.42ˋ、
1.49ˋ、39.3ˋと9.28ˋとなった。国家༧ࢉ資ۚのうち、中ԝ༧ࢉは858.82ԯݩであり、地方༧
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。政を上ճることになったࡒがॳめて中ԝֹࢉ政の༧ࡒをめるが、これは地方ݩは869.12ԯࢉ
のׂ合を国土۠ޢ発展目標では2020までにྛඃ෴を23.04�に引き上げ、ྛ自然保ۀྛ　
面ੵの17ˋに引き上げ、グリーンツーリζムの年間観ޫ٬を25ԯ人に૿Ճさせる目標をܝげ
ている。
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தࠃ࣏ࣗ۠のྛ૯߹ར༻にؔ͢る࣮ଶௐࠪใࠂ

龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・研究員
٢Ԭ　ॆ

龍谷大学ࡦ学部・准教授　里山学研究センター・研究員
実ߚ　　ۚ

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
田　߃உ

龍谷大学ࡦ学部・講ࢣ　里山学研究センター・研究員
谷֞　岳人

京都ঁࢠ大学・名誉教授　里山学研究センター・研究員
ਐ　　܂ߴ

　ҎԼの報ࠂは、2017年３月27日〜29日に、中՚人民ڞ国ೆ部の広西自治۠に͓いて
行ったྛ利用に関する調査に関するものである。ࢀՃ者は、里山学研究センターの研究員̑
名（田߃உ、ۚߚ実、܂ߴ進、谷֞岳人、٢Ԭॆ）である。この報ࠂは、ࢀՃ者各自がݱ
地で作成したώϠリング・メϞをもとに٢Ԭがとりまとめた。事実に関する部は、田メϞ
が࠷もৄࡉであったため、それをベースにଞのࢀՃ者のメϞとর合してより٬観性をߴめる作
Ճ者全員が内༰を֬ೝするखଓきで作成された。なࢀをしたうえで、事実の評価についてはۀ
͓、各対地域の地理͓よびそれをする自治ମなどの֓ཁはۚによってิॆされている。
　３月26日͓よび27日ޕલの日中ྛ政策研究ワークショップ・プログラム「日中ྛ資ݯ総
合利用と政策」の終了後、ಉ日のޕ後に、զʑは京からඈ行ػで広西自治۠のೆೡ市に
Ҡ動した。28日に、զʑは、ೆೡ市から車で３࣌間ほどೆԼし、ベトφム国境地ଳۙくのᶃ防
ߓ市防۠՚石ಹଜ͓よびᶄ防ߓ市上ࢥ県ಹڷۏ龍࿖ଜを๚問し、各地でのྛ利用
についてݱ地を視するとともに関者にώϠリングを行った。さらに29日ޕલには広西
自治۠上ࢥೆ部にあるᶅे万大山国家ྛ公Ԃを見学し、その後、京をܦ由してؼ国した。
ҎԼでは、里山学との関でڵຯਂい内༰であったᶃを中৺に報ࠂし、ᶄ͓よびᶅについては
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֓ཁをهすことにしたい。

̍ʣࢢߓ۠՚ੴಹଜͷूஂྛར༻ͱཧ৫
　Լهの地ਤのように、防ߓ市は中国広西の西ೆにҐஔし、ೆはトンΩンに面している。
防ߓ市の総面ੵは6181kN2であり、人ޱは80万人である。市の行政۠は۠ޱߓ、防۠の̎
市۠と౦ڵ市、上ࢥ県の̎つの県ڃ市がある。
　⛶　特にベトφム国境にするԊ؛部の防ߓ市防۠՚石ಹଜに出かけ、そこでۚՖ

をഓ・Ճ工・販売する家・ԫܼさΜの自宅݉工場を๚Ͷた。防۠ྛہۀ防۠
。長、そのଞ地域の༑人ら多がಉ੮のうちにௌき取りを行ったہ副ޖびٴ長ہཥہۀྛ

　⛷　まず、ԫさΜによる個ผܦ営の内༰からड़べることにしたい。
　ۚՖというのは、開Ֆظ࣌の中৺はچਖ਼月લ後（̍月
〜̎月）であり、開Ֆظ間は̎〜３ϲ月（広くとって
લ年〜３月中०）あるが、๚問した３月Լ०はほとΜど
Ֆが終わりにۙͮいているようであった（ࣸਅ̍）。
　ۚՖは、その常のथに一ഋ࡙かせる可࿁なԫ৭いՖ
をචで人工的に受คさせて、थの世的再生࢈にྀし
た後、そのՖをりのうちに収֭し、ेにס૩させたも
のである（ࣸਅ̎）。な͓、本དྷ生（なまもの）であるՖ
を長く保ଘするためには、ߴ温多࣪なݱ地の気候のままで
はແ理なので、これをྫྷౚຢはྫྷଂするඞཁがあり、その
ための施ઃとྫྷౚ/ྫྷଂݿをඞཁとする。こうしてՃ工され
たՖを、としてҿ用の際にその都度（௨常は一つຢは二つ）ثにೖれ、౬を注いで成
をந出させてҿΉのであって、商としてはՃ工度のレベルでかなり素なものであるといえ
る（ࣸਅ３）。

　もともとྡするベトφムで見つかったथछとその利用法であったが、この地域もݹくから
ۚՖの࢈地であり、新なՖをఠみ、そのままס૩させ、͓としてҿ用されていた。छ
は二ेछと多く、ಉछのՖの中でも、ࡏݱഓしているथछが࠷も߳りもよく、副交ײਆܦ
をߴめる効果がある由である。日本でも、化হや健߁৯のݪྉとして介された。かつて

写真１：金花茶の花

写真２：乾燥させた金花茶の花 写真３：茶器で抽出させている金花茶
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は生のۚՖを࠾取していたが、ࡏݱでは商として生࢈されるようになり、छからഓす
るとՖが࡙くまでに̒〜７年をཁするが、ଜの里山に২しഓされている（この部の土地
利用については後ड़する）。
　ௌき取り対家のԫさΜは、大学をଔۀし、都市に出て、ಇき、結ࠗもしていたが、様ʑ
の事情から、ڷނにった（ࣸਅ̐）。その際、ただۀをܧぐのではなく、ંからのۀى
ブームにもって、ۀの1.5次化を目指して、زつかのことをࢼ行ޡࡨした。ʑ引きܧが
れてきた自ཹ山（ଜ山の一部であるが個人で利用理することがೝめている部）でۚՖを
部あ؛ブームがԊ߁とした健ܠ発展をഎࡁܦഓし販売したところ、2000年あたりから中国の
るいは都会でىこっていた͓ӄで、健߁としてۚՖにߴがつき、一ڍに万ށݩに間
ೖりしたそうである。ԫさΜ家は2005年からۚՖのഓと販売に取り組Μだ。൴の家
は15人の大所ଳである。しかし、൴は、事ۀ開始後に̍台10万ݩのס૩̎ػ台をಋೖする
など、҆定したۚՖの生࢈を行って͓り、年間収֭ྔは500,g（ס૩ॏྔではないとࢥわ
れる）である。ס૩されたۚՖの取引価֨は、࠷もߴいときには500gで20万15ʹݩ̍）ݩ
ԁとして300万ԁ）であり、ࡏݱ（2017年３月）は500gで̑万ݩ（75万ԁ）ほどであるも
のの、ԫさΜのૈ収ೖは200万15ʹݩ̍）ݩԁでࢉ
して3000万ԁ/年ということであった。収֭چ）ظਖ਼
月લ後̎〜３ϲ月）などについてඞཁとなるޏ用࿑ಇ
者のۚࢧい（உ子150ݩ/日、ঁ子100ݩ/日）や
අをࠩし引くと150ܦցのメンテφンスඅ用などのػ
万ݩ（2250万ԁ/年）がԫさΜの収ೖとなる。このあ
たりのۚՖの市場୯価と収֭ྔ、それらを͡た売
上ֹや収ӹֹについては、ີݫなものではないが、૬
の収ೖとなっていることは明らかである。ԫさΜは、
すでに会社組৫をઃ立して、この事ۀを展開している。
　ଜ内で、ԫさΜのようにۚՖをഓし販売している人は100人でଜの全人200ޱ人の
ほどにあたる。収֭ྔや収ೖにはばらつきがあり、গない人は2〜3万ݩ/年くらいであるが、5
〜6万ݩ/年くらいの人も多い（日本ԁでは75〜90万ԁ）。家のۚݱ収ೖとしてあるఔ度意
ຯのあるֹۚではないかとࢥわれる。
　上هのۚՖは、͓もに都市部でফඅされる商として生࢈されているが、そのଞの࢈
などは基本的に自څ用である。ถ作（温ஆΏえに二ظ作）、そのଞのߞ作（トウϞロコシ、
ϐーφッツ、サトウΩϏ、ࡊ）、ச࢈（主に৯用として、牛、ܲ、アώルなどをࣂҭ）も
やって͓り、は主にࣂྉ・えさとしてഓし（水牛はசであって、ߞ作のิॿとして
用されてきたが、ۙ年はトラクターなどػۀցをಋೖする家が૿えた。）、でのڕのཆ৩
も自څ自のためである。しかし、それらは商として生࢈されたものでなくとも、༨部
は商として市場に出しているのであるから、収ೖはۚՖだけではない。ۙ߫の֗や都市に
は、スーパーϚーέットや民が販売する੨果市場の࢈৯市場があり、販売ػ会
をಘることはൺֱ的༰қであろう。৯ྐ֬保を中৺としてଜ民の生活自ମがे自څ的に行わ
れているとすれば、ۚՖをؚめてۚݱ収ೖのಓもあり、中国ଜ部の一ൠ的な水४からすれ
ば、ࡁܦ的にはかなり๛かな地域であるとࢥわれる。
　な͓、このଜに्害はほとΜどない。山がۙく、またਂくないので、्がدってこない。山

写真４：乾燥機の前で黄さんと金准教授
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が๛かで、्たちが৯ྐに事ܽいているわけではないからであろう。山にはいろいろな動が
͓り、ଞのଜには्害もあるとのことであった。このようなからも、気候や自然݅にܙま
れ、ۀによる自څ的生活を基൫としたଜであることがうかがえる。
　⛸　次に、ྛ地と地に関するݖ利関や理のܗ態についてड़べる。
　そもそも広西自治۠は、中国に͓いて中֩民であるがগで、ԫさΜは、このল
で多をめるというগ民の一員である。このลり一ଳも、この民が׳श的に所༗し
ている土地が多い、しかも、ԫさΜの所ଐするଜは、全員ಉ一の家名（フΝϛリー・ネィ
ム）だそうで、݂ԑ的にもಉ一の先からࢬかれして今日にࢸっているのであろう。そうい
うڞಉମの一員として、ԫさΜは、「集ஂྛ」（中国ではଜམ༗のྛ地はこのようにݺͿが、日
本の研究者として、それは一छのೖ会ྛと推定できる）を理するଜにਃすることにより、
ׂ利用が༰қにできたようである。
　やや一ൠ的な問題であるが、このようなଜの性֨や統治組৫としてのࡏり方をどう理ղする
かについては、今ճの調査だけでは明֬でなく、な͓ݕ౼をཁする課題といえる。ただ、言う
までもなく、中国では࢈ڞౘ主ಋのֵ໋が成बし、1949年の中՚人民ڞ国成立の後、人民公
社による集ஂ場方式によってଜは統治されていた。この方式はその統治Լのྖ土のʑ
浦ʑまでਁಁし、このଜもいったΜ人民公社にฤ成され、集ஂのڞ༗にされたという意ຯでの

「自然ଜ」であろうとࢥわれる。すなわち、人民公社࣌にڞಉ生࢈୯Ґであった「生࢈খୂ」
が集ஂྛを理するଜであるが、あるఔ度ݶ定された地域でۀ生࢈や生活に関わるڞಉ作ۀ
を୲ってきた集ஂがその実態をなしているのである。
　そういうܦҢをܦたଜによって「集ஂྛ」は理されている。ݪଇとして年̍度、またྟ࣌
に協議すべき議題が発生した場合に開催されるଜ民ҕ員会（実態としては日本のೖ会に͓ける

のようなものであろう）で決定される。খୂ全ମ利ӹにかかるଜルールのઃ定や変「合いد」
などは、協議と投ථできめられる。ただし、協議事߲は、法的には全員一கではなく、ଜ民ߋ
ҕ員会組৫法に定められた３の̎の特ผ多決で決することになっているという。したがっ
て、国家の法によって੍نされる部があるものの、集ஂྛは、基本的にはな͓ଜの׳शと
。成員の合意によって理されていると言えるߏ
　ただし、この自然ଜ的性֨を༗する生࢈খୂを全ମとして統ׅする行政ଜ（生࢈大ୂ）とし
てのଜについては、法によるن定があり、ଜ長はଜ民全員による投ථでえらばれ、各生࢈খ
ୂから選ばれたදによって組৫されるଜ民ද大会がこれをಜするػ能を༩えられている
とのことであった。
　ԫさΜらによれば、土地はेにあり、૬ޓの土地利用がڝ合するという状況が生͡にくい
ため、メンόーにଐする個人のਃでઐ用利用するݖ利も、さして大きな議をݺͿことなく、
؆୯にೝめられる実態にあるという。このようにしてઐ用利用がೝめられる部は「任ྛ」
とݺばれている。この任ྛは、利用ݖをొする੍度はଘࡏしないものの、その۠けされ
た人が、׳श・׳行のൣғ内での利用であるݶり、自由に利用することが出དྷる。ୠし、こう
いうopenneTTは、֘集ஂのߏ成員のみであり、外部者にはڐされない。その「内」と「外」
はށ籍によって۠ผされ、ԫさΜのように地ݩにいるए者が外に出た場合でも、ってくれば
地ݩ集ஂは受けೖれるとのことであった。
　Ҏ上のように、ԫさΜの所ଐするଜでは、集ஂྛの個ผઐ用利用について༰であるが、こ
れには、いくつかの事情が関している。
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　まずྛ地利用のधཁに対する土地の広さと༨༟である。ԫさΜの所ଐするଜは、人ޱ200
人（子50〜40：ڙ人、੨年・中年：110〜130人、60࠽Ҏ上のྸߴ者：30〜40人）に対して、集
ஂྛは4000ムー（267hB）あり、一人あたりでは20ムー（1.3hB）、さらに水田とാが一人
あたり３ムー（0.2hB）である。このが子ڙからྸߴ者までをؚめた全人ޱをとし
た一人あたりの利用土地面ੵであることからすると実際の利用者はかなりগなくなることや、
とくにྛ地のॏཁな利用内༰であるۚՖのഓは100人ఔ度であること、さらにྛ地の利用
内༰がૈ์的であることからも、さしてݫしいڝ合関は生͡ないのであろう。
　また、このଜは、ώϚラϠ山຺がだらだらとԼがってくるその౦ଆຆどྟւ部と言ってよい
地域で標600̼〜200̼ߴのҢ度がいѥଳにۙい࣪५な温ஆ地域にଐし、気温と水にܙまれ、
動২を問わず生の生ҭにదした地域であるという気候的݅も、土地利用のݫしいڝ合を
؇する一Ҽと考えられる。
　地については、土地所༗੍ݖ度はଘࡏしないものの、ଜによって集ஂ理されている。82
年に人民公社がղମされ、ෛ生੍࢈度ಋೖ࣌にׂされた地利用ݖが個人にされた。
ただし、10年͝とに調・再されることになっている。
　ۀに関する水利については、ダムから山ྛまでの水利はྛہۀ（したがって、国͓よび
ল）の事である。この地域では、߱水ྔがかなりあるので、いままでׇ水のݧܦはほとΜど
ないとのことであった。地ݩでは、気の合うグループで自主的な理が可能であり、理࿑ಇ
はී௨̎人ほどをޏ用でっているということであるから、͓そらく、各生࢈খୂにଐする地
域での水利に関しては各生࢈খୂやさらにখさなグループによって自主理されているのであ
ろう。

̎ʣݝࢥ্ࢢߓಹཾڷۏ࿖ଜͰͷਓܗྛͱྛར༻
　上ࢥ県ਸ਼ཨ᭪にҠ動し、そこに2600ムーのΦーストラリ
アからҠ২したϢーカリྛのԼにޞࢇを২えて、効果
のߴい健߁৯を開発し、大な利ӹを上げて、これと
いってԿもない上ࢥの荒地を、༗力なϏジネス資ݯに変え
たହݐࢯ（上ࢥਸ਼ହҥฒཱྀᕟ༗ݶ公司総ܦ理）にインタ
ϰϡーした（ࣸਅ̑）。ҎԼは͝本人自がޠられた話で
ある。
　まず、この地のϢーカリྛにޞࢇを২えるにࢸったܦҢは、͝本人によれば、ҎԼのよう
であった。ହさΜはもともとྛܡ市出で、ྛܡ市でෆ動ۀ࢈を営み、大成ޭを収め、ྛܡ市
でも༗な事ۀ家になられ、そこで家ఉも࣋たれている。しかし、ෆ動࢈でかったହさΜは
ಉ྅と上ࢥ県ಹڷۏ龍࿖ଜにあるශࠔな地域を๚れ、長い間発展から取りされているこの地
のࢥいがあり、ශしい家ఉのԿ人もの子ঁにҭӳ資ۚをఏڙしଓけて͓られた。もちろΜ͝
自Կ度もこの地にをӡび、ࡁܦ発展から取りされるݪҼであるۀあるいはྛ࢈につい
て事ۀ家らしくいろいろࢼされたそうだ。
　この地はそのੲ山がད状態であった。その後、ΦーストラリアからϢーカリのをҠ২し、
主としてࢴパルプのݪྉ用に২ྛするようになって、山の化はかなり進Μでいたが、ࢴパル
プ୯ମでは収ೖもれて͓り、その上保土力がऑくよく地൫が่れた。その上、Ϣーカリの
の生長を促進させるために、ഓ家は大ྔのༀをࣘいて、公害問題をऒきىこしていた。

写真５：泰建禄さんへのヒヤリング
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こうしてこのลり一ମは֬かにϢーカリによる化が進Ήも、ࡁܦ発展の֬かなख応えはな
いまま、࣌ʑ災害にも見われ、また公害問題という新खの問題を๊えることになり、ෆ҆定
な状態がଓいていた。
　൴は、২ྛ家のखॿけとして、ༀをࣘくのではなく、Կかڞ生関の২を২えて、公
害も地൫่յをも防͗、新たな収ೖݯとなるようなものはないかと考えた。そこで、そのԼ地
をआりて、そこにԿかを২えるという事ۀを始めた。60万ムーつまりຌそ̐万アールをआ地し

（注：これはࡏݱの൴のޞࢇ事ۀのن模で、ॳの出発でもܦ営面ੵではない可能性がある。）、Լ
として地൫をิڧするものについてࢼ行ޡࡨしていた。ଞ方、方ༀの༗力な資ݯの一つで
あるޞࢇ（ࣸਅ̒・７）もまた、いろいろな地でࢼしていたが、なかなかϐタッと合う場所
や૬性のよい২がみつからなかった。この྆者のཁに見合ったのが、この地でのϢーカリ
であり、全くۮ然の発見だった。

　家には、आ地ྉとして、年間250ݩ/ムーの地をい、また、ޞࢇのཆ生や生ҭの面
を見るためのアルόイト࿑として80ݩ/人/日がࢧわれて͓り、家の副収ೖ֬保にد༩し
ている。
　Ϣーカリは̑年に̍度מりࠐみ、̐ճほどնす（20年、࠷後の３ճ目の後はあまり成長がよ
くない）が、ޞࢇもそのपظに合って͓り、̑年に一度מるそうだ。こうして、20年पظの
リζムができている。
　ޞࢇが方ༀとして༏れた効能があることは、ੲから『本ߝ目』でもೝめられていて、
健ࢤ߁向がڧくなったࡏݱ、༗望なࡐۀ࢈ྉだ。Ϣーカリはがつき、ਂࠁな害があるが、
ޞࢇはがつかず、その世話はଯංをやるఔ度でࡁΉ。ଯංは、化学ංྉはわず、༗ػං
ྉのみをっている。その༗ػංྉというのは、牛ฅであり、牛ฅҎ外はବ目である。
　こうして、ହさΜのޞࢇ事ۀは、第二ڷނというこの地でتばれ、かつ͝自の事ۀとし
てલ途洋ʑのようである。もちろΜ、Ҏ上は͝本人のਃड़に基ͮくものであって、事ݱۀ場で
のԕרきに見学をআいてԿらかのূڌに基ͮく的ূݕによるものではない。その意ຯでは、
ैདྷະ開発であったྛのࡁܦ的利用として意ཉ的なࢼみであるが、ޞࢇの方ༀとしての

写真６：栽培されている草珊瑚

写真７：ユーカリ林内の草珊瑚
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生࢈と販売がيಓにるかどうかはな͓今後の問題であるといえる。またこの事ۀのલఏとし
て所༩となっていたこの地のྛに外དྷछのϢーカリをパルプݪྉとして一੪に২ྛした事ۀ
の評価についても、中国に͓けるྛ政策との関をؚめてそのద切性についてݕ౼するඞཁ
がある。

̏ʣল্ݝࢥೆ෦ɾेສେࠃࢁՈྛެԂͷ֓ཁ
　エコ・ツーリζムの事ྫとして広西ল上ࢥ県ೆ部にҐஔするे万大山国家ྛ公Ԃを視
した。े万大山の総面ੵは2600kN2であり、広西ল࠷ೆに連Ͷる山຺である。山຺の長さは
100kN、幅は30-40kNにٴΜでいる。山中にはଳӍྛが多くされて͓り、ѥଳ২の
छも多くଉしている。国家ྛ公Ԃは、े万大山の中ෲにҐஔし、そのೖޱは山のに
あって、࣌間の関で奥にೖって֬かめていないが、എܠのे万大山の奥までଓく由である。
　ಉ公Ԃは、もともと国༗ྛ場が理していたが、1982年にলレベルでのྛ公Ԃに指定され、
2003年に国の指定公Ԃとなった（৬員はຌそඦ人）。ࡏݱ、ྛ公Ԃの理ݶݖは国༗ྛ場
から民間ۀاにҕୗされ理されている。ଉする動২のछྨが多く、特に২の生態が多
様である。২は2300छҎ上、動は300छҎ上とされて͓り、ࡏݱも引きଓき新छの発見が
あるとされている（ネットの介をࢀর）。その中にはكগ価のथछやւೆౡҎ外の大で
は།一のଉが֬ೝされたソテツの間もある。ソテツというについては大ੲߖఇがண用し
ていたඒしいணを、水にೖるために脱͗ஔいたところ、がこれをٵ収して৭࠼な模様に
なったという伝説がある。ほかにもҟなるछの二個ମが一本になったされるण公ThoV/Ying/
gongというしいथछも介された。
　े万大山は標ߴが1462̼で、広西লೆ部では࠷もߴい山である。山中ではϚイφスイΦンが
9.8万個/NN3（ී௨は̎万個/NN3）も発生していることからエコツアーの人気が集まる理由
の一つと介された。しかし、国家ྛ公Ԃはॳは保۠ޢをઃけて͓らず、1995年からの
െ࠾をやめて観ޫ資ݯに特化する方針にసし国家ྛ公Ԃ指定にࢸったという。െ࠾を取り
やめてから৬員にेなڅྉをڅࢧすることができなくなったため（公Ԃ理ྛ場の༧ࢉにつ
いてはճをいただけなかった）、৬員をॳの100人から70人に減らして͓り、৬員が本དྷの
を販売する࿐ళの開ઃをೝめ࢈事Ҏ外に公Ԃ内の観ޫҊ内コースの࿏上でΩノコなどのྛ
ている。このように1990年ばからྛエコツーリζムのಋೖを೦಄にྛඋを進め、ݱ
の販売࢈ҿ৯ళと॓ധ施ઃのӡ営、͓土、（人/ݩ30）としてೖ場݊ݯはྛ公Ԃの主な収ೖࡏ
などが行われている。多様なトレッΩングコース（ࣸਅ̔）や॓ധ施ઃ（ࣸਅ̕）などがඋ

写真８：渓谷沿いの遊歩道を歩く 写真９：公園内の宿泊施設など
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され、関者の話では年間̑万人の人ʑが๛かな自然をָしΉために๚れている。また地ݩ
の大学の実शڌとしても利用されている。
　国༗ྛ場の৬員がྛツアーのガイドを務めているが、ઐࣝがෆし、動২に対す
る説明がेにできないなど、公Ԃ施ઃとしてのػ能をどうॆ実させていくかについては、な
͓多くの課題もあるとのことであった。また公Ԃのલఏ݅となっているྛ理の面につい
ては、࣌間の関もあり、೦ながら、ほとΜどώϠリングはできず、このछのࢼみに関する
調査としては課題をすこととなった。

　Ҏ上が、今ճの中国に͓ける里山やྛの利用とඋに関するݱ地調査の֓ཁである。
里山学研究センターのプロジェクトで主にྛ理（保全・උ・利用）の問題を୲する研
究Ϣニットとして、ॳめての中国ݱ地調査であり、また٬観的なデータの収集やੳを౿まえ
ていないというでも、調査報ࠂとしてेなものではないが、日本との地理的気候的なҧい
やྛ面ੵの大きさ、さらにはྛやྛۀを取りרく国内ࡁܦや市場݅のҧいなどを実ײす
ることができたという意ຯで、今後のൺֱ研究や研究交ྲྀのখさな一าを౿み出すことができ
たのではないかとࢥわれる。
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ϚラウΠ湖ެཱࠃԂͰのྛݯࢿのར༻ͱ

保全にؔ͢るௐࠪ

龍谷大学理工学部ŋ実ݧॿख　里山学研究センター・研究員
ྛ　　च೫

龍谷大学里山学研究センター・ത࢜研究員
太田　ਅ人

龍谷大学理工学部・教授　里山学研究センター・研究員
༡ຏ　ਖ਼ल

龍谷大学理工学部・准教授　里山学研究センター・研究員
丸山　　ರ

̍ɽௐࠪͷ目త
能ػ観の生態系ܠҼとした生多様性やݪのաগ利用をݯの日本では、ۙな自然資ࡏݱ　
のԼが里山問題として注目されているが、かつてはۙな自然資ݯのա利用による資ރݯ
ׇと、それにった水ݯᔻཆの生態系ػ能の変化の問題がىこっていた。自然資ݯのաগ
利用状態であるݱ状をѲするだけでなく、対রとして自然資ݯのա利用状態を理ղするこ
とが、自然資ݯの利用と保全・理のద切なόランスとそれをҡ࣋する方法を模索する一ॿに
なるだろう。そのため、ࡏݱもۙな自然資ݯが活発に利用されている地域で、自然資ݯの利
用の実態と問題ղ決のための取り組みを調査した。
　アフリカೆ౦部Ϛラウイڞ国にあるϚラウイ湖国立公Ԃ（ਤ̍）は、その生૬の多様
さや貴ॏ性から1984年に世界自然Ҩ࢈としてొされた公Ԃであるが、2016年に行われた保
全状況の調査では、֫ړによる水࢈資ݯの減গや外དྷछ問題にՃえて、人૿ޱՃ・ෆ法活
動・理システムٴびܭըのෆࡏによって、世界Ҩ࢈としての意ٛがػةにさらされている
と指ఠされている。Ϛラウイ湖国立公Ԃはઃ立の際に、公Ԃにғまれඈび地になる̑ଜをҠ
సさせずそのままଘଓすることを選Μだ。これらの̑ଜは、国立公Ԃのྛ地で生活やۀ࢈の
ためのྛ資ݯを࠾集することを੍ݶ付きでڐ可されているが、ルールが明文化されて͓ら
ず、またॱकされていないの問題を๊えている。2007年に発行された-Bke .BMBwi /BtionBM
PBrk .BnBgeNent PMBnでは、िの特定の༵日にঁ性が࠾集し಄上ӡൖでӡͿことにݶりڐ可
し、公Ԃ内での生をെ࠾はڐ可しないと書かれている。これҎ外にも、を࠾集・ӡൖする
ためのᭊのಓ۩の利用をࢭېすること、の࠾集に際して公Ԃ事務所にڐ可をਃしチέッ
トをߪೖすることの明文化されていないルールがઃけられている。アボットとホームウッド
が1993年から1994にかけてಉ公Ԃで行ったॅ民による生活と生ۀのためのࡐ資ݯの利用が২
生に༩えるӨڹを評価した研究によれば、家ఉで利用するためののための࠾集は、όイΦϚ
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スは大きいもののࢮރやখࢬが主で特定のथछの選性がແいことから২生に༩えるӨڹ
はそれほど大きくないと推定された。一方で、ᗉۀ者が利用するをڅڙするための࠾集は、
家ఉ用よりόイΦϚスはখさいものの、閉ྛףྛのྛףであるブラスティジリアଐの特
定のथछの太いࢬに対する選性がߴく、かつ、உ性がಓ۩を利用してെ࠾するҧ法െ࠾が行
われていることから、ᗉۀによるの࠾集が閉ྛףྛからૄྛの২生変化の主ཁҼだろ
うと結付けられた。この先行研究を受けて、ࡏݱのϚラウイ湖国立公Ԃに͓いて、ॅ民によ
る生活と生ۀのためのの利用が২生に༩えるӨڹを評価し、そのݪҼと対策を考すること
を目的に、の利用パターンとྔ・ྛ地の生࢈性を調査した。

図１．マラウイ湖国立公園の位置

̎ɽௐࠪͷ֓ཁ
　2017年̔月17日から̕月３日の日ఔで、Ϛラウイڞ国Ϛラウイ湖国立公Ԃに͓いて自然資
。の利用とྛ地保全のόランスを評価するための調査を行ったݯ
　日　ఔ：2017年̔月17日〜̕月３日
Ճ者：ྛ　च೫・༡ຏਖ਼ल・丸山　ರ・太田ਅ人ࢀ　
　主なڞಉ研究者：#oTco RVTVwB（UniW. .BMBwi "TTociBte ProGeTTor）ɼPBtrick ChingVwo

（-./P PBrkT BnE 8iMEMiGe O⒏cer）ɼRichBrE ;BthB（UniW. .BMBwi）ɼ(iCTon ,BNBnKe
（CheNCe WiMMBge）
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　　スέジϡール：
8/17（） 日本発
8/18（ۚ） Ϛラウイண
8/19（土） Ϛラウイ大学で打ち合わせ、調査४උ
8/20（日） Ϛラウイ湖公Ԃண
8/21（月） ଜ長達の挨拶、調査打ち合わせ
8/22（火） Ϛラウイ湖国立公Ԃのこれまでの調査についての情報収集と打ち合わせ
8/23（水） ଜ人のインタϏϡー
8/24（） ২生調査۠のઃஔとຖ調査（CheNCe）、ଜ人のインタϏϡー
8/25（ۚ） ২生調査۠のઃஔとຖ調査（8hite Rock）
8/26（土） ২生調査۠のઃஔとຖ調査（.VNCo *T.）、(P4調査
8/27（日） ২生調査۠のઃஔ（/kVhE[iଞ３サイト）
8/28（月） ᗉۀ者・࿃נম৬人のインタϏϡー
8/29（火） ᗉۀ者・࿃נম৬人のインタϏϡー、(P4調査　༡ຏ・太田ؼ国
8/30（水） ᗉۀ者・࿃נম৬人のインタϏϡー
8/31（） 炭用ྔの調査ථのճ収、(P4調査
9/01（ۚ） Ϛラウイ湖国立公Ԃ事務所を๚問
9/02（土） Ϛラウイ発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸山は9/14までࡏ
9/03（日） 日本ண

̏ɽௐࠪͷ༰
薪の利用パターンと量

נ࿃・ۀᗉڕの結果、Ϛラウイ湖国立公Ԃのඈび地ଜではは家ఉでのਬ事・湖地視ݱ　
ۀで利用されていることがわかったので、この三者を対としたインタϏϡー調査を行っ
た。
　─家ఉでの利用─
　ඈび地ଜのなかで࠷大の人ޱを༗するチェンベଜにॅࡏする18家ఉのঁ性を対に、対者
のଐ性͓よび家ߏ成・利用している೩ྉのタイプと利用ྔ・のೖख方法・公Ԃ内でのの
性について聞き取り調査性・೩ྉに対する選ೖするに対する選ߪ集͓よび࠾・集方法࠾
を行った（資ྉ̍）。また、͓よび炭の利用ྔをѲするために、一ि間の͓よび炭の利
用ྔ・࠾集ྔ・ߪೖྔのهをґཔした（資ྉ̎）。
　さらに、ঁ性による࠾集のൣғをѲするために、12名のঁ性に(P4ロガー（.oCiMe
"ction 5echnoMogZ社i-gotU (5-600、)O-U9社.-241）をࢀ࣋して࠾集を行うことをґཔ
した。(P4ロガーのճ収࣌に、࠾集したのॏྔをهした。
　─湖ڕᗉۀ者による利用─
　チェンベଜの̒ۀ者を対に、対者のଐ性͓よびᗉۀ者の情報・ᗉڕの生ྔ࢈と販売
ྔ・のೖख方法・に対する選性についての聞き取り調査を行った（資ྉ３）。
　─࿃נۀ者による利用─
　チェンベଜの̑ۀ者を対に、対者のଐ性͓よびᗉۀ者の情報・ᗉڕの生ྔ࢈と販売
ྔ・のೖख方法・に対する選性についての聞き取り調査を行った（資ྉ̐）。
　─ඈび地ଜ全ମでの人ٴޱびنۀ࢈模─
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　̑つのඈび地ଜのଜ長に対して、それͧれのଜの人ޱ・湖ڕᗉۀ者の͓よびن模・࿃נ
ۀ者の͓よびن模に関する聞き取り調査を行った。
　林地の生産性
　Ϛラウイ湖国立公Ԃ内でのࢬࢮރの生ྔ࢈を調査するために、20ʷ20Nの広さの調査۠を
২生タイプがภらないようにྀして７か所にઃஔした（ਤ̎）。調査۠の২生をѲするた
めにथ1.3ߴNҎ上のथを対にຖ調査を行い、थछ・ߴڳܘ・थߴをهした。また、
調査۠の開ۭをѲするために、四۱͓よび中ԝ部の全ఱࣸਅをࡱӨした。

図２．枯死枝の生産量調査のための調査区の位置

　ຖ調査でのथछ名は、ݱ地名でهしたため、ݱ地名と学名を対応させるためのリストを
作成した。
　調査۠のࢬࢮރ生ྔ࢈の調査は、2018年̍〜３月͓よび７〜̕月に行う༧定である。また国
立公Ԃ全ମでのࢬࢮރ生ྔ࢈をѲするために、ߴղ૾度ޫ学Ӵであるプレアデスによって
観ଌӴ5ERR"に搭載さٿӨされたパンクロϚティックղ能0.5Nのը૾と、/"4"の地ࡱ
れた地ٿ観ଌセンサ"45ERによって取ಘされた30Nۭ間ղ能のデータを利用し、ਖ਼ن化ࠩ
২生指（/DV*、/orNBMi[eE Di⒎erence VegetBtion *nEeY）のをղੳする༧定である。

̐ɽޙࠓͷ༧ఆ
　今後は、ݱ地のڞಉ研究者とີな連ܞを保ちながらࢬࢮރの生ྔ࢈に関するデータを取ಘし、
ਖ਼ن化ࠩ২生指のղੳを進める。これらの結果を౿まえて、の利用とྛ地の生࢈性のόラ
ンス͓よび২生の変化に対する利用主ମのݙߩ度を評価する༧定である。さらに、本研究結果
について第65ճ日本生態学会大会で発දを行い、研究文にまとめるܭըである
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「ཾ୩の」里山保全のձの׆ಈใࠂ

「龍谷の」里山保શの会・副දੈ人
龍谷大学理工学部・実ݧॿख　里山学研究センター・研究員

ྛ　　च೫
「龍谷の」里山保શの会・දੈ人

龍谷大学理工学部・教授　里山学研究センター・研究員
宮浦　富保

「龍谷の」里山保શの会・副දੈ人
龍谷大学ࡦ学部・講ࢣ　里山学研究センター・研究員

谷֞　岳人

　2017年度の「龍谷の」里山保全の会は、月に̎・３ճの定ྫ活動日に間െ、作りなどを
実施した。また、णࡐ工ۀのଞஂମの里山保全活動をサポートすることで、里山保全活動
のීٴにもめた。̑月̕日には、大ࡕ/POシニア自然大学ߍの会員がདྷ๚し、里山保全の
会の会員の指ಋのもと、ׂり・チップՃ工・わきժḬき・খのെ࠾とࡐӡൖをମݧした。
̒月には全員に向けてニϡースレターを発行した。７月23日にはྛ内でെ࠾したでඉを作っ
て「ྲྀしそうめΜ大会」を開催した。ࢀՃしたࣇಐをؚΉ幅広い年のۙྡॅ民に田ྡ地
のັ力を伝えることができた。ຖճの保全の会の活動に、龍谷のۙ߫でۀ活動を行う龍谷
大学公ೝサークル「龍谷FBrN」のメンόーがࢀՃし、里山活動を介した交ྲྀを࣋つことがで
きた。

り

り

り

り

り

り
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(*4Λ׆༻ͨ͠「࣎լݝࢽ࢈」のղੳ

龍谷大学理工学部ŋ実ݧॿख　里山学研究センター ŋ研究員
ྛ　　च೫

̍ɽڀݚͷ目త
　人ʑのくらしとۙな自然とのܨがりがرബになったࡏݱ、人と自然の関を再ߏஙし、生
活やۀ࢈に自然を再び組みࠐΉॏཁ性が指ఠされている。地域の自然を生かしたʠその土地ら
しいʡらしや生ۀを模索する際に、かつてその土地にあった人と自然のつながりの様૬は、
その地域の࣋つજࡏ的な個性を指し示してくれる可能性がある。『滋賀県ࢽ࢈』は、明治11

（1878）年に͓ける滋賀県の131܊395ொଜの人ޱ・土地利用・ۀ࢈について集した資ྉで
ある。ه載されている内༰から、ۙ化がՃするҎલの滋賀県全域でのۀ࢈や生活、自然の
ありさまを֞間見ることができる。里山・里ւが活発に利用されていたころの琵琶湖水域圏の
みܙ的な自然のࡏつજ࣋生活の様૬をѲし、滋賀県Լの地域が・ۀ࢈・し、自然ݪ観を෮ܠ
と災いをఏ示することを目的に、『滋賀県ࢽ࢈』にه載されている情報を地理情報システム

（(eogrBphic *nGorNBtion 4ZTteN (*4）でཁ・ղੳする研究にࡏݱ取り組Μでいる。

̎ɽh ʱͷ֓ཁࢽ࢈ݝլ࣎
　『滋賀県ࢽ࢈』は、明治11（1878）年に͓ける滋賀県Լの1395ொଜの人ޱ・各地目の面ੵ
とその状況・࢈の࢈出͓よびফඅの状況についてه載された資ྉである。܊ຖにฤまれた
難でࠔ資ྉはೖखݪ。に滋賀県によって発刊されたࠒからなり、明治13年רの全18רとटר17
あるが、ত37（1962）年に滋賀県が発行した「滋賀県市ொଜԊֵ࢙第̑ר」にࡏݱの滋賀県
域に૬する13܊が収されていることから、「滋賀県市ொଜԊֵ࢙第̑ר」をݩ資ྉとし
て利用した。
　टרには、「滋賀県ࢽ࢈」をฤࢊした目的がड़べられている。それによれば、県をߏ成す
る一ொ一ଜ͝とに、࢈の基൫となる地やӡ༌についてهड़した上で地理・人ޱ・࢈を
げられている。ਤ̍ܝとਰԊֵを載することが目的としてܭの統࢈し、滋賀県内のه
に、「滋賀県ࢽ࢈」のه載のྫとしてߕ賀܊長ଜの߲を示した。大きくけると、一ଜの
・ܗड़され（ᶃ）、次に地ه離がڑड़は̒つのパートから成る。まず、ொଜ名と県ிからのه
地࣭・ӡ༌・災害の状況などの地がड़べられる（ᶄ）。３൪目に人ޱとۀ࢈छผのށがه
載されて͓り（ᶅ）、特චするべき内༰としてۀの場合はその副ۀが、工ۀと商ۀの場合は
۩ମ的な৬ۀについて説明されている。その次に土地利用についてهड़される（ᶆ）。ொଜの
総面ੵ・地価・ߴچにଓいて、地目ผの面ੵと地価がه載され、さらに、各地目の状態につい
てもৄࡉにड़べられている。ྫえば長ଜの山地の場合、「ଖथϋদখࣲノྨノϛ೭Ϯെリテ
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トスଖܠ況ผ二ݹ今ノҟಉφシʜ」、というように、২生やྛ࢈の利用方法についてもಡ
み取ることができる。土地利用のهड़にଓいて、උۚや牛അ・ધの動࢈といったଜのࡒ
政に関する߲目とଜのԊֵがهされている（ᶇ）。Ҏ上の文ষとはผに、࢈についてのද
が付ଳしている（ᶈ）。（工࢈）・ۀ上࢈第一（࢈）・ۀ上࢈第二（水࢈
）・ۀ上࢈第三（࢈Ճ工）にけられ、それͧれに名・生ن࢈模・生ྔ࢈・ফඅ
ྔ・販売（ങ）先が収されている。生ߴ࢈だけでなく、販売やߪೖといったྲྀに関する情
報もهされているのが特であるが、生࢈をしていない࢈については、たとえফඅしてい
たとしてもه載されていないので注意がඞཁである。

̏ɽh ࢊʱͷฤࢽ࢈ݝլ࣎
　『滋賀県ࢽ࢈』は、県が行った࢈調査を基ૅに、ޱށද、৬දや明治10年લ後にฤࢊ
された地ࢽなどをࢀ考にして作られたものと考えられているが、調査方法についてはෆ明な
が多い。
　滋賀県ி県民情報室には、明治ॳظの࢈調査に関する文書が保されている。࠷もݹ
い資ྉは、明治̎年̑月７日に大県ྩ所からଜʑ組にࠩし出された࢈調査をґཔする

図１　滋賀県物産誌の記載例（甲賀郡長野村）。①町村名と県庁からの距離、②地勢、③人口と産業の内
訳、④各地目の面積・地価とその状況、⑤備忘金と動産および沿革、⑥産物について記述されている。
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文書である（滋賀県ி県民情報室൪߸（ҎԼུ）、明あ4@1@101）。౦京から௨達があった
のでܗにैって࢈出するを書きだすこと、また、ܗにه載されていない࢈がある場合
はその一ཡを書きだすことを指示しているが、ܗ自ମは付ଳしていない。
　࢈調査දのܗは、明治̒年12月15日に滋賀県ྩから۠ށ長に発ྩされた文書にॳ出する

（明い45@1@60）。これによると、大ଂলから࢈දをఏ出についての௨達があったので、明治6
年にࢉ出した࢈の࢈出ྔを自家用と商用を۠ผしてهしఏ出するように指示している。ま
た、収੫のために、今後はຖ年12月にಉ様の書ྨをఏ出することを求めている。付ଳしてい
る生࢈の一ཡには、ถࠄやࡊの࢈だけでなく、्ۑ・ࡐ・水࢈・ۚଐ・߭な
どの自然資ݯや、ৢ・ણҡྨ・ࢴなどのՃ工ならびに۩・家۩・ಃ࣓ث・ثといっ
た工ۀもؚまれている。ཌ年の明治７年７月17日に、内務লから県に対して࢈の取り調べ
について再度௨達があり、࢈取調が੫ֹの૿減にӨڹするといったٙٛがあるようだが、本
調査は国全ମや地方のۀ࢈の状態をѲし交қに立てるためにॏཁであるので遅なく報ࠂ
するよう໋͡ているが（明あ107@4）、ཌ明治̔年̍月20日に県ྩから内務大ਉに対して、調査
がࡶをۃめ難ߤしていることにՃえ地ેվਖ਼のための調査にも多大な࿑力がׂかれているた
め、࢈調査のԆظを上ਃする文書がఏ出されている（明う12@34）。この上ਃに対し、ಉ年̎
月10日に調査の推進を指示するճがされている（明う@12@34）。
　その後、明治̕年３月14日に滋賀県ྩより県内の۠ށ長に対して࢈員長のఏ出をಜ促す
る໋ྩが出されているが（明い81@44）、ཌ10年になると状況は一సし、̎月12日に内務ڢ大ٱ
保利௨が࢈取調調書のఏ出を保ཹするࢫ௨達している（明あ146@1）。この理由は、調査する
࢈のྨがࡶで調査に࿑力がかかるためで、ಉ年̔月11日には調査対の目を主ཁな৯
ྐとなる14छのී௨࢈と地域ݻ༗の特༗࢈छྨにߜって一͝܊とに調査報ࠂするよう再௨
達している。14छのී௨࢈には、វถ・ឪถ・大ഴ・খഴ・དഴ・҄・٪・ඕ・大౾・ڶ
ഴ・ᥭ٪・玉ᥭ٪・ॽ・അླॼがؚまれ、それͧれのछ面ੵとֹ࢈のならびにલ年ൺ͓
よび価֨のهが求められている。特༗࢈として実໖・ຑຨྨ・生ྨࢳ・ཟ༿・・
ᤝ・ᑻൽ・生・࣫ो・༿Ԏ・ࡊछ・ߚՖ・ྨࢴ・人ࢀ・・᥉・๘ຶ・৯Ԙ・ס・ס
՜・ڕס・Ო・Ჽර・ւჩ・અ・石Ֆׯ・ࡊҷの28छྨがԾに定められて͓り、これらの
についてはֹ࢈のとલ年ൺ͓よび価֨をຖ年報ࠂするよう指示されている。内務ڢからの
௨達を受けて、ಉ年12月27日に県ྩから۠ށ長に対してී௨࢈と特༗࢈の生࢈について調
査し報ࠂするよう達している（明い91@95）。国から求められた܊ຖの࢈統ܭを作成するた
めに、県がொଜ୯Ґの調査を行ったことがಡみ取れる。ී௨࢈の目は国がしたදとಉ
͡だが、特༗࢈に関しては国が作成した࢈リストにׯත・ค・・Ѩยが付Ճされて
͓り、さらにຑとຨはけられている。明治12年12月13日には、県から܊所にଜ方作成の
දが作成するよう௨達されて͓り（明い@115@1@81）、明治ܭとの統͝܊書を基にࠂ調査の報࢈
10年の調査のվਖ਼を受けて明治11年に調査が実施され、明治12年には集ܭと報ࠂ書の作成が始
まったことがわかる。明治13年になると、県ྩから各܊所に対して࢈調査の報ࠂ書の上Ѹ
を促す文書が発せられている（明い115@1@81）。
　Ҏ上のように、࢈の調査は明治のॳظにܭըされたが、その実施にあたっては所の࿑力
のݶ界や収੫との関に対するٙٛのࠔ難をったことと、調査を؆ུ化することで؏పさ
れたことがわかる。また、国報ࠂするための͝܊との報ࠂ書を作成するために、ொଜ୯Ґの
よりࡉ化された調査が行われて͓り、この調査がொଜ୯Ґでه載された『滋賀県ࢽ࢈』の
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ૅとなったことを理ղすることができる。
　ただし、調査࢈をී௨࢈と特༗࢈と大ผした国の調査とはҟなり、『滋賀県ࢽ࢈』
の࢈の߲目では目は（工࢈）・ۀ上࢈第一（࢈）・ۀ上࢈第二（水࢈
）・ۀ上࢈第三（࢈Ճ工）にかれていることから、国の໋ྩで行われた࢈調査
の集ܭをಠ自に集ܭしてまとめたようである。また、࢈調査の結果はਤ̍のྫではᶈのՕ所
に૬し、ଞの߲目についてはผの調査の結果を合ซしてฤࢊしている。このようなฤ集の方
針は県によって立てられたとࢥわれるが、基ૅとなった調査やه載内༰を選定するにあたって
の方針はෆ明である。
　な͓、上ड़の文書のղಡには、本学社会学部の٢田ཽ司教授に多大な協力をいただいたこと
をここに特هさせていただく。

̐ɽh ڀݚߦઌͨ͠༺׆ʱΛࢽ࢈ݝլ࣎
　明治ॳظの滋賀県Լでの生ۀや社会ߏをることができる貴ॏな資ྉである『滋賀県࢈
は、これまで多くの研究で活用されてきた。しかし、そのほとΜどは、対とする滋賀県『ࢽ
Լのいくつかのொଜの明治ॳظの情報をهड़するためのݪయとして利用するにとどまり、1395
ொଜ全ମを統合し明治ॳظの滋賀県の状況を၆ᛌすることをࢼみた研究はほとΜどない。क

（1956）は、1395ொଜのถ・ࡊछ・ຨの販売ྔを明治22年੍定のொଜ͝とに集ܭしਤ示してい
る。また、ු田（1985）は家やۀ上࢈第一͓よび第三の生ྔ࢈をデータカードにパ
ンチしてデジタル化した上でਤ示し、明治લظの滋賀県に͓けるۀと࢈ྲྀ௨の全ମ૾を
示している。これらの研究は、情報ٕज़が開発・ීٴするલに行われているにもかかわらず工
と力によって達成された先ۦ的な研究であるが、ٕज़的な੍のためղੳできた『滋賀県
ࢽ࢈』の情報は一部に੍されている。

̑ɽௐࠪͷ֓ཁͱਐঢ়گ
　本研究は、『滋賀県ࢽ࢈』にܝ載されている人ޱ・土地利用・ۀ࢈についての多࠼な情
報を、地理情報システムを用いてཁ・可視化し、地域の特をѲすることを目的とした。
そのために、̍ɽه載されている1395ொଜのொଜ界の֬定(*4データの作成、̎ɽ『滋賀県
のデータを結合、̐ɽࢽ࢈載されている情報のデジタル化、３ɽொଜ界のデータとهに『ࢽ࢈
主題ਤの作成とղੳ、を行った。
　ொଜ界は、滋賀県市ொଜԊֵ࢙の第一רผに付している「滋賀県市ொଜ変ભਤᶗ（1868�
1879）」と総務ল統ہܭが発行している国調査খ地域境界データをॏͶ合わせ（ਤ̎）、1395
ொଜのஔとຌそのܗ状を決定した。
　2017年のஈ֊で、『滋賀県ࢽ࢈』にه載されている土地利用の情報（ਤ̍のᶆ）と࢈
の情報（ਤ̍のᶇ）のデータೖ力が了し、そのଞの߲目については全13܊中７܊のೖ力が
了している。

̒ɽޙࠓͷ༧ఆ
　今後は、『滋賀県ࢽ࢈』のりのデータೖ力を行い、データのޡりをमਖ਼した上で、ொଜ
界データと結合し(*4データに取りࠐΉ༧定である。さらに、これらの情報から主題にԊって
作ਤすることで࣌の滋賀県の状況を၆ᛌし、さらにෳの主題ਤを組み合わせることで࣌
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の人と自然のܨがりを理ղできるような資ྉを作成することをܭըしている。

参考資料
क一（1956）「明治ॳظのۙߐに͓ける࢈の商化」、人文地理4-5、P48-49
ු田యྑ（1985）「明治લظ滋賀県に͓けるۀと࢈ྲྀ௨」、人文地理37-4、P1-21
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明あ̐、合本൪߸̍、ฤ次൪߸101
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明い45、合本൪߸̍、ฤ次൪߸60
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明あ107、ฤ次൪߸̐
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明う13、ฤ次൪߸34
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明い73、合本൪߸̍、ฤ次൪߸12
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明あ146、ฤ次൪߸̍
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明あ145、ฤ次൪߸71
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明い91、ฤ次൪߸95
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明い115、合本൪߸̍、ฤ次൪߸81
滋賀県ி県民情報室ଂ、൪߸：明い117、ฤ次൪߸71

図２　滋賀県市町村変遷図Ⅰ（1868-1879）と国勢調査小地域境界データとの重ね合わせ
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ೆେלのখࣈに͍ͭてのฉ͖औΓௐࠪ

龍谷大学理工学部ŋ実ݧॿख　里山学研究センター・研究員
ྛ　　च೫

̍ɽ͡Ίʹ
　地名にはその土地がܦてきた人のྺ࢙・自然のྺ࢙がൿめられている。地名をߏ成するࣈ
やそのಡみ方から、その場所のى෬や水のྲྀれといった自然݅の特をಡみ取ることができ、
人と自然がޓいに関することで出དྷ上がったʠその土地らしさʡをඥղくޱࢳとなる。しか
しながら、ۙ年の都市化にって۠ը理が進行し、ݹい地名がࣦわれる向がある。本研究
では、滋賀県大市ೆ大ל地۠を対に、地۠内のখࣈの特やࢥい出を聞き取り、هする
ことを目的に調査を行った。さらに、聞き取り調査によってѲしたখࣈの特とখࣈのۭ間
的なஔを組み合わせて立ମ的にಡみղくことで、この地域のʠܠ観ʡを理ղすることを目指
す。
　琵琶湖ೆ湖のೆ౦؛にҐஔする滋賀県大市ೆ大ל地۠は、琵琶湖と田ٰྕの自然にґଘ
した営みがଓいてきた地域である。ظށߐにはʠ大לଜʡとしてહ所ൡの所ྖであった地۠で
あり、ࡏݱの田学۠と田౦学۠が合わさった地域に͓͓よそしい。明治7（1874）年
にݱ市のಉ名のଜと۠ผするためにʠೆ大לʡとվশされるҎલは、ʠ大ל（ଜ）ʡとݺば
れていた。大לという地名の由དྷにはॾ説ある。『ۙ܀ߐ太ࢤ܊』には、לのݪが広がって
いたことにちなΉという説、ಸྑ࣌の地方ிである「大ᦰ」や、大ࣉӃを意ຯする「大
。われたという説がड़べられているがלとして大ࣈ」があった場所でありそのてנ

̎ɽฉ͖औΓରऀ
　ೆ大ל資ྉ室に所ଐしೆ大לにॅࡏするҎԼの各ࢯに聞き取りを行った。
　ㅡ.4さΜ	：உ性。ত̑年ೆ大ל宮ノޱ生まれ、ত45年Ҏ߱ೆ大ל出にॅࡏ。
　ㅡ5.さΜ	：உ性。ত11年ೆ大ל一里山生まれ、ত40年からೆ大ל新ேにॅࡏ
　ㅡ)RさΜ	：உ性。ত̕年ೆ大לӚ田生まれ、ত41年からೆ大ל宮ノޱにॅࡏ。
　ㅡF5さΜ	：உ性。ত13年ೆ大ל宮ノޱ生まれ、ত63年からೆ大ל৫部にॅࡏ。
　ㅡ4:さΜ	：உ性。ত23年ೆ大לਖ਼ྛ生まれ、ಉ地にॅࡏ。
　ㅡ,(さΜ	：உ性。ত̕年大ࡕ府生まれ、ত54年からೆ大לޱにॅࡏ。
　ㅡF)さΜ	：உ性。ত17年滋賀県今生まれ、ত61年からೆ大َלೖにॅࡏ。
　ㅡ::さΜ	：உ性。ত15年京都府生まれ、ত35年からೆ大לໆ井にॅࡏ。
　ㅡ:,さΜ	：ঁ性。ত̔年ೆ大ל出生まれ、ত46年からೆ大ל出にॅࡏ。
　ㅡO4さΜ	：ঁ性。ত̔年ೆ大לޱ生まれ、ࡏݱはೆ大ל西浦にॅࡏ。
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　ㅡ)5さΜ	：ঁ性。ত8年ೆ大ל宮ノޱ生まれ、Ҏ߱ಉ地にॅࡏ。
　ㅡU,さΜ	：ঁ性。ত8年大市大ߐ生まれ、Ҏ߱ಉ地にॅࡏ。

̏ɽௐࠪ࣌
　調査は、2015年12月から2016年̎月までのظ間にೆ大ל資ྉ室（滋賀県大市大̎לஸ目
18-13）で行った。出੮者はҎԼの௨りである。
　ㅡ2015年12月11日：魞・৲・఼田・井関・ೆ࡚・ೆ৲・খ・࿇ݪ・広・

・田・َೖ・ಸྑ田の聞き取り、ࢀՃ者は.4・5.・):・)R・,(・F)の各ࢯ
　ㅡ2015年12月22日：݀田・়ו・針田・四ノ௶・ޒノ௶・ࣣノ௶・四田ݪ・子・ೖ・井

৫部・西浦・ւಓ・ਖ਼・ޱʑ宮・ӊ子・三ϲொ・山田・広・山࡚・Ӛ田・・ށ
ྛの聞き取り、ࢀՃ者は.4・5.・F5・4:・,(・F)・:(の各ࢯ

　ㅡ2016年̍月７7日：ۼ・一ツদ・ݹே・ಊ山・Տݪ・૿井についての聞き取り、ࢀ
Ճ者は.4・5.・4:・)R・,(・F)・:(の各ࢯ

　ㅡ2016年̍月14日：ম・新ே・新ྛ・長尾・લ・丸尾・四田・山ノਆ・ԟؐ浦・
ၱ・ೆ・西・౦についての聞き取り、ࢀՃ者は.4・5.・4:・)R・F5・,(・
F)・:(の各ࢯ

　ㅡ2016年̍月18日：本ئ明・広ാ・ໆ井・石रの内についての聞き取り、ࢀՃ者は.4・
5.・4:・)R・F5・,(・F)・:(・)5・:,の各ࢯ

　ㅡ2016年̍月18日：本ئ明・広ാ・ໆ井・石रの内についての聞き取り、ࢀՃ者は.4・
5.・4:・)R・F5・,(・F)・:(・)5・:,の各ࢯ

　ㅡ2016年̎月̎日：ೆ大ל全ൠについての聞き取り、ࢀՃ者は)5・O4・:,・U,・,(の
各ࢯ

̐ɽՌͷൃද
　本調査で実施した聞き取り調査によって、ೆ大ל地۠のখࣈにはその場所の地ܗやࡏ所から
のڑ離のۭ間的なஔをөしたݻ༗の特があり、特をөした土地利用が行われてい
たことが明らかになった。このような理的݅に基ͮく特は、୯に土地利用やݐஙと
いった目に見えるもののଘࡏにӨڹをٴ΅すだけでなく、そこでىこった事ฑや人ʑとのܨが
りと結合し、ॅ民の意ࣝにਂくࠜをԼろしていることがわかった。このような、目に見える/
目に見えない土地の特の基ૅとなる地ܗの理的な݅は、ۙのߴ度に発達した土ٕ
ज़によって༰қにվ変され࣭ۉ化される向があるが、そのજࡏ性はࣦわれるものではない。
今後の地域ܭըのためにも、今ճの聞き取り調査でಘられた情報をܗにし、地域の人ʑがア
クセスできるようにすることが大切だと考えた。
　そこで、本調査のཁは、2017年７月にೆ大ל資ྉ室と里山学研究センターが発行した「ೆ
大לの地名　明治ظೆ大לଜখࣈ境界ਤ」にখࣈのղ説としてܝ載した。
http://TBtoZBNB.kenkZV.rZVkokV.Bc.Kp/pVCMicBtion/6768B05Ge6G6c81c8GB96GcBe07111G2884010G1.

pEG
http://TBtoZBNB.kenkZV.rZVkokV.Bc.Kp/pVCMicBtion/E3442B88BG40e053cc8183680784C824B834

9E61.pEG
また、(oogMe .Bpを利用して本資ྉの8eC�(*4൛を公開した。
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httpT://goo.gM/2:"2VU

̑ɽ֤খࣈʹ͍ͭͯ
　聞き取り調査でಘられた、各খࣈのදهとݺび方、খࣈにまつわることはҎԼの௨りである。

「ೆ大לの地名　明治ظೆ大לଜখࣈ境界ਤ」で各খࣈに߱られた൪߸のॱにهड़する。
１．本願明「ほんがめ」（主にMS・FT・SY）
　ㅡ本ئ名と書く場合がある。
　ㅡ長を水ݯとする本ئ明がある。
　ㅡত50年に本ئ明はຒめ立てられ、長の水をഉ水するポンプが付けられた。ポンプ

の水のいをऑめるためにの一部をຒめ立てずに三֯ܗのܗにした。
　ㅡ本ئ明の横には伝郎さΜのᤵがあった。ࡏݱの自స車とறྠ場の間のあたりにた

る場所である。ᤵはだΜだΜとの方向に֦大していった。
　ㅡઢ࿏には二か所౿切があった。ࡏݱのӺࣷがある場所とࡏݱのלਆ社の大ௗډのೆଆの

ၱ౿切である。本ئ明にも非公式にઢ࿏を横அする場所があった。
　ㅡ本ئ明のઢ࿏のしは、見௨しがѱく、人事ނが多かった。
　ㅡਆ社のᤵがうっそうとしていてාかった。
　ㅡ非公式ではあったが、य़のਆ༫のޚの際には௨行するルート（ਆ༫ಓ）であった。
　ㅡながいり（ݩ）をࡁませたஉ子がਆ༫ಓをඋした。
　ㅡਆ༫はかなりࡉいಓも௨った。そのようなࡉいಓでは、ਆ༫をยࠊで୲いだ。
　ㅡࡉいಓのの田ാは、ਆ༫が௨る際にあらされる場合もあったが、田ാの࣋ち主は文۟を

言わなかった。
　ㅡظ࣌的に、य़のࡇのࠒにはാにはഴが২えられていた。
　ㅡ本ئ明のでは、চೖࡳが行われた。চೖࡳとは、ຖ年12月に行われるでのཆ৩ݖ

のڝりのことである。京都の大֮ࣉでも行われる。
２．東野「ひがしの」
　ㅡ౦のۙくは、לਆ社のや田ാだった。（4:）
　ㅡ౦の田地は、山ଆのཷをݯとする水࿏のにあるため、ଜの中でも࠷も水を֬保し

にくい、ߞ作にෆదな場所だった。（.4）
　ㅡ150年ほどલは荒地だったが、ଜで開ࠖし、࣌あった130ށに地をした、という文

書がଜにっている。（.4）
　ㅡその後、ଜ内でస売されていった。（.4）
　ㅡೄの会社やమ工所があった。ೄの会社にはҴわらを࣋っていってೄをなってもらった。

（F5）
　ㅡ西・ೆ・౦のあたりはۀに向いていない土地で、ਆ社やุがあり、さみしいงғ

気の場所だった。（.4）
３．南野「みなみの」
　ㅡၱからೆの方向はΏるやかなԼりࡔだった。（5.）
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　ㅡ石रからの長尾とேの二方向に水࿏が৳びていた。ேଆの水࿏は、ேಓからダイ
エー田ళのற車場の所を௨って、西とೆの境のところまで௨͡て͓り、「よみͧ」
とݺΜでいた。（F5）

　ㅡこの水࿏と国ಓ一߸ઢが交ࠩするՕ所では、̪ߔࣈのサイフΥンで水࿏の水をしていた。
サイフΥンのೖりと出のޱはく΅Μで水がཷまるようになっていた。それを「どΜど」と
Μでいた。（F5）ݺ

４．西野「にしの」
　ㅡ西にはೆ大לのุ地がある。
　ㅡ一里山の人たちは、ၱಓでၱ౿切のखલまで行き、そこからุまで৳びるุಓを伝っ

てุに行った。（5.）
　ㅡ宮ノޱなどにॅΉ人ʑは、またผのุಓをってุに行った。（4:）
　ㅡ家によって、式やࠗྱの際に୧るಓが決まっていた。（5.・4:）
５．野海道「のかいどう」
　ㅡݱ౦ޫࣉのෑ地पลは、ݹくよリࣉӃとしてೝࣝされて͓り、７世ࠒلのנやカットグ

ラスが出土した౦ޫࣉҨがある。
６．正林坊「しょうりんぼう」
　ㅡւಓやਖ਼ྛのあたりは、౦ޫࣉのࣉ域だった。౦レが出དྷてから、ଜ外からདྷた人や

大לの人の一部がॅみ始めた（.4）。
　ㅡਖ਼ྛの一部には、「౦ޫࣉෑ」とݺばれる場所がある（.4）。
　ㅡਖ਼ྛは࿇のՖの࡙くだった。לਆ社の༙水を引いていた（4:）。
　ㅡظށߐまでは、ೆ大לには̐つか̑つのࡏ所があった。今のւಓにあたる場所は、ࡏ所

にؚまれない、いわΏる൪外地であり、年ߩをえなくなりഁ࢈したଜ人がॅΉような場
所だった。これらの場所のෑのෑ地は、ࡏ所のものよりもڱい（.4）。

　ㅡ文政10年の名دாでは、ೆ大לは上出「かみで」宮ノޱ「みやのくち」出「きたで」
。所から成っている（.4）ࡏ大ಓ「だいどう」の̑「はまくち」ޱ

７．宮ノ口「みやのくち」
８．北出「きたで」
　ㅡ出・ޱ・宮ノޱなどのエリアは、「͓͓がい」とݺΜでいた。（)5）
　ㅡ౦山ಓԊいのエリアをʠ大ொ（͓͓まち）ʡとݺΜでいた。（O4・):・:,）
　ㅡ大ொは、地主や本家がॅΉ場所だった。（:,）
　ㅡ出のだΜ͗Όや౦ޫࣉෑなどは、大ொよりも֨がく、家が多くॅΉ場所だった。

このイメージは40-50年લのものである。（:,）
　ㅡߴঁ学ߍのೖ学式でのೖ学者のの装いについて、大ொの人は付、そのଞの場所に

ॅΉ人は付でなくてもྑい、という話をしているのを聞いた。家の֨式が場所によって
決まっていた。（:,）

９．広畑「ひろはた」
10．椋井「むくい」
　ㅡতになってから、ໆ井のあたりに民家がݐちは͡めた。
　ㅡ長のఱ井のఱ井からໆ井にかけてٸ斜面になっていた。
　ㅡ斜面はࡶやが生いໜるᤵになっていて、その斜面を「Ήくい山」とݺΜでいた。（)5）
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　ㅡ子ڙのࠒ、Ήくい山に行くとޅに᱐されると言われていた。
　ㅡ長のఅ防は、ೆଆ（ໆ井ଆ）のఅ防のほうがްかった。
　ㅡఅ防の上にはಓがついて͓り、リϠカーが௨ることができた。
　ㅡಓは、౻έまではଆのఅ防の上を、౻έよりԼྲྀଆはೆଆのఅ防の上に௨っていた。
　ㅡত50年ࠒボーイスカウトの子ڙたちが長にࡩを২え、ࡏݱではࡩฒになっている。
　ㅡ長は自Ӵୂがඋしたˠೆ大࢙לにه載
　ㅡઢ࿏にఝをஔいてఝをฏたくして༡Μだ。ฏたくしたఝをখにՃ工した。ฏたくなった

後のఝはを࣋ってかった。ఝをฏたくするには、٬車よりも՟ྻ車のほうが都合
がよかった。（.4・4:・F5）

11．山崎「やまざき」
　ㅡ֗ಓと長が交ࠩする場所（ࡏݱの大３לஸ目交ࠩ）を「山࡚」とݺΜでいた。

（.4）
　ㅡ「山࡚」にはᓔとしたᤵがໜっていた。౦ଆにはٓळӃ୮後の௩の石ൾや力࢜の

ุがあった。（.4）
　ㅡఱ井であった長のఅ防は、集མに面するೆଆのఅ防の方が地に面するଆのఅ

防よりߴかった。「山࡚」のあたりでは、ೆଆのఅ防の斜はٸでఅ防の幅はそれほどな
かったが、ଆのఅ防は؇斜で50Nほどの幅があって広場のようなわれ方もしていた。

（.4）
　ㅡ「山࡚」では、戦લにөըのロέがよく行われていた。ೆ大לの人ʑはエΩストラとして

出演していた。（.4）
　ㅡೆ大לにサーカスがདྷたંには、「山࡚」にখがֻけられた。（.4）
12．姥田「おばた」
　ㅡӚ田と書いて「͓ばた」とݺͿ。Ӛ田がྲྀれている。ݹ文書では、「͓ばた」とかなද

。されている場合もあるه
13．浜口「はまぐち」
　ㅡ大לの（ࡏݱの貴ધਆ社がある所）があったখࣈである。大לのは、大לの湖ଆのೖ

りޱであり交௨のཁ所であった。年ߩถを対؛のહ所や大に出す場所であった（.4）。
　ㅡ常౮があった。常౮より湖ଆはਁ水するので、家は一ݢもݐっていなかった（.4）。
　ㅡޱにはહ所ൡのࡳ場がある。ޱは大לのݰ関にあたり人の集まる場所だった（,(）。
　ㅡધண場の྆ଆには、ݿのようなݹいݐがあった（.4）。
　ㅡધண場までのಓは広かった。ધண場より先は水࿏でધをって行きདྷしていたので、ಓは

あったとしてもࡉかった（4:）。
　ㅡ明治ظの湖面は今よりेcNかった（::）。
14．西浦「にしうら」
　ㅡ戦લはほとΜど家がݐっていなかった。ত12〜13年に౦レが出དྷてから家がݐち始めた

（.4）。
　ㅡそれまでは、৫部や西浦のあたりは、,一だけがॅΜでいた。,家はఱ保年間にඒೱの

あたりから大לにҠりॅΜでנমを生ۀとしてきた一である（,(）。
15．織部「おりべ」
　ㅡ৫部ߴ山ݹがある。三֯ԑਆ्ڸが出土した。
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　ㅡנさΜがあって、पลの土をとってנをমいていた。
　ㅡ֗ಓがত11年、౦レ田工場がত12〜13年にできたが、৫部や西浦の土をとって౦

レ田工場の地をした（.4）。
16．草川「くさがわ」
　ㅡ「」「広」「田」「࿇ݪ」「খ」ลりには、කやࠊのあたりまで水にਁかるような、

水ྔの多い水田があった。（.4）
　ㅡのೆଆはྡଜの大ߐの地先であり、౦レの場があった。その場にඈ行ػがよくෆ

ணしていた。（.4）࣌
17．広葭「ひろよし」
　ㅡ広の水田地ଳには、「ງ（だいかΜ΅り）」とݺばれる水࿏がுり८らされている

（,(）。
　ㅡ広では、ఱ保5年ށߐࠒのொ人大ٱ保ః೭ॿによって新田が開発された（大ٱ保新田）

といわれている（,(）。
　　　注）ೆ大ל資ྉ室に保されている大ٱ保新田に関するݹ文書「ۙߐ国܀太܊大לଜ地

先大ٱ保新田ݕ地ா（ఱ保̒（1835）年）͓よびۙߐ国܀太܊大לଜ地先大ٱ保新田ݕ
地ா（ఱ保̑（1834）年）にه載されている地名は、খ・中・ೆ・দ・࠭ߴで
あり、広の名はない。

　ㅡງは、田ધの௨る水࿏としてඋされたとࢥわれる（.4）。
　ㅡ田ધに牛を載せてӡΜでいた。大לでࣂわれているߞ用の牛はメス牛が多かった（.4）。
　ㅡງを行き交っていた田ધは、大לのにཹされていたものよりもখ型であった

（.4）。
　ㅡ大לのཹされている田ધは、対؛の大の湖上交௨に用いるものであり、大型で

あった。大からۚංをೆ大לにӡͿׂなどを果たしていた（.4）。
18．田葭「たよし」
　ㅡ֯地名大ࣙయには、田には「ු田」という地名があったとه載されている（ࢀ考資

ྉ：֯地名大ࣙయ）。
　ㅡ田をؚΉ湖ۙ؛くの水田は、කやࠊまで水につかるような、水ྔの多い水田だった

（.4）。
　ㅡ「ු田」というのは、水࿏で行きདྷするような、水にਁかりやすい水田があった場所なの

ではないだろうか（.4・,(）。
19．蓮原「はすはら」
20．鬼入「おにで」
　ㅡಡみについて、「͓にで」とಡΉ場合と、「͓にいり」とする場合がある（,(）。
　ㅡ地ݩにੲからॅΜできた人たちは、10人中̔・̕人が「͓にで」とݺͿ（F)）。
　ㅡ֯地名大ࣙయでは、َೖに「͓にいり」とルϏがৼってある（ࢀ考資ྉ：֯地名大ࣙ

య）。
　ㅡَೖのあたりのڮには、「͓にいり̎߸ڮ」とදهされている（F)）。
　ㅡ大לの中৺から見るとの方֯にҐஔし、َにたるから「َೖ」となったのではない

か（.4）。
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21．奈良田「ならだ」
　ㅡಸྑ田には理田のようなಉܗの田がฒΜでいたが、四ノ௶などの田よりサイζがখさく、

四ノ௶とはงғ気がҧっていた。
　ㅡఱߖが౦大ࣉのԂにした場所がೆ大לのあたりにある、という言い伝えがある

（,(）。
22．南川尻「（みなみ）かわじり」
　ㅡೆ৲と৲をซせて「かわ͡り」とݺΜでいた。 అ防が決յしやすく、ઈえず水害

をඃるので、水田Ҵ作が難しい場所だった。（.4）
23．小葭「こよし」
　ㅡ湖؛は石ੵみでありヨシが生えていた（.4）。
　ㅡ中に石ੵみの石をԭにগしͮつҠ動して田地を広げていった（.4）。
　ㅡ湖؛の開発はݹくから行われていた。ఱ保̑（1834）年ࠒ、ೆ大לの湖؛をށߐொ人大ٱ

保ః೭ॿが開発した大ٱ保新田についてのݹ文書は、ೆ大ל資ྉ室に保されている（ఱ
保ޒ年ۙߐ国܀太܊大לଜ地先大ٱ保新田ݕ地ா、ఱ保年ۙߐ国܀太܊大לଜ地先大ٱ
保新田ݕ地ா、いずれもೆ大ל資ྉ室ଂ）。

　ㅡೆ大ל資ྉ室に保されているҎԼの新田開発に関するݹ文書には、魞・৲・ೆ
৲・いせき・খ・࿇ݪ・・田の湖؛にあるখࣈで田ാの開発を行ったهが
。っている

　　　新開ݕ地ผா（ఱ明（1787）年）
ଜ新田վா（ՅӬ７（1854）年）ל大܊太܀भߐ　　　
地ா（ఱ保̒（1835）年）ݕ保新田ٱଜ地先大ל大܊太܀国ߐۙ　　　
地ா（ఱ保̑（1834）年）ݕ保新田ٱଜ地先大ל大܊太܀国ߐۙ　　　
地ா（ఱ保̑（1834）年）ݕଜ新田ל大܊太܀国ߐۙ　　　
地ா（ఱ保̑（1834）年）ݕଜ新田ל大܊太܀国ߐۙ　　　
（年（1704）ݩๅӬ）ଜ新田ാվாל大܊太܀भߐ　　　
　　　新田ാվா（ਖ਼徳３（1713）年）
　　　田ാݕ地（ݩ文３（1738）年）
　　　౦新ാݕ地ா（ݩ文̑（1740）年）
24．南川崎「（みなみ）かわさき」
　ㅡ長のՏޱにҐஔするখࣈである。（.4）
　ㅡ長は、「ながそがわ」とݺばれる。࣌ށߐ、ଜでྲྀ行පがຮԆした際に行われた

「පૹり」では、පຐは࡚にૹられた。（.4）
25．惣魞「そえり」
　ㅡݩは琵琶湖Ԋ؛のヨシଳをຒめ立てて水田にした場所だろう。（.4）
　ㅡ「魞」とは、琵琶湖一ଳで行われている「魞ړ」を行うためにઃஔするখ型定ஔのこと

である（ࢀ考資ྉ：琵琶湖ϋンドブックp91-92）。
　ㅡを上したڕをૂっているため、Տޱの྆؛のԭ合にઃஔしていた。（.4）
　ㅡೆ大לの魞はೆ࡚ԭ・খԭ・広ԭにઃஔされた３統あり、すべて個人が所༗してい

るものだった。（.4）
　ㅡそのଞに、ࡏݱのアϠϋディΦ田ళのԭあたりに大ߐの魞が、ۙߐ大ڮの౦٧ೆଆにも
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魞があった。（.4）
　ㅡೆ大לの魞は、湖にઃஔされている魞とൺべるとখن模であり、せいͥい全長100Nほ

どであった。（.4）
26．北川尻「（きた）かわじり」
　ㅡ৲とೆ৲をซせて「かわ͡り」とݺΜで͓り、あまり۠ผしていなかった。（.4・

5.）
　ㅡఅ防が決յしやすく、ઈえず水害をඃるので、水田Ҵ作が難しい場所だった。（.4）
　ㅡݩは、「৲」がՏޱであって、その後Տޱが発達するにしたがって出དྷた土地が「࡚」

なのではないか。（.4）
27．殿田「とのだ」
　ㅡ఼田がྲྀれている（ࢀ考資ྉ：࿏と）。
　ㅡ఼田では「待ち」という方法のڕつかみをした。（5.・.4・)R）（ࢀ考資ྉ：ೆ大

（࢙ל
　ㅡ「待ち」とは、大Ӎ࣌の૿水の後にྲྀԼするڕをૂったړ法である、Տಓを࠹ぐほど大

きな、タϞのようなܗの「待ち」をにࠩしೖれてڕをัえた。（5.・.4・)R）
　ㅡ఼田では、ݖۀړを࣋たない人でも「待ち」ړをすることができたので、一里山のॅ

民もೆ大לҎ外の人たちもࢀՃした。（5.・.4・)R）
　ㅡতのࠒは、ଜ外から待ちړをする人が多く๚れ、それらの人ʑの車がಓに多くఀ

まっていた。（.4）
　ㅡ「待ち」ړをした場所は、఼田がѶ浦ಓと交ࠩするあたりからイΦン౦ଆの交ࠩ

のあたりまでである。（5.・.4・)R）
　ㅡイΦン౦ଆの交ࠩより西ଆは、幅が広くなるため待ちړにはదしていない。

（5.・.4・)R）
　ㅡ一定の間ִでを࣋った人がฒΜで、఼田にをࠩしೖれていた（5.・.4・)R）。
　ㅡ上ྲྀでをೖれる方がよりڕが取れるというわけではなく、Լྲྀଆであっても上ྲྀとಉ͡

ఔ度の֫ړがあった。（.4）
　ㅡフφやコイなどの大型のڕछをૂったړであった。（5.・.4・)R）
　ㅡ待ちをするためには大きながඞཁであり、そのようなを࣋たない大לの子ڙたちは、

఼田ではなく自たち家が࣋つ田の水࿏などでখڕを࠾っていた。（5.・.4・)R）
　ㅡೆ大לの中৺をྲྀれる長はఱ井になって͓り、水ྔがগなくあまりྑいڕがいな

かったため、待ちړはしなかった。（.4）
28．井関「いせき」
29．菖蒲「しょうぶ」
　ㅡ়וが生えていたというわけではないがが、݀田とಉ様にい場所だった。（.4）
　ㅡ二ྠۦ動のトラクターで田をߞそうとしたら、田に水が多いためトラクターの車ྠが土

にめりࠐΜでしまい、動かなくなってࠔったことがあった。（F5）
　ㅡѶ浦ಓと交ࠩするあたりの఼田には、幅50cNほどの石のڮがՍかっていた。ࡏݱでは

そのڮは上ਣ子のあたりに保ଘされている。（.4・F5）
　ㅡڮのԼखଆにはԃがあり、水をせきࢭめていた。（.4）
　ㅡׯばつの際に、琵琶湖の水をٯ水するために水をԃきࢭめるׂを果たしていた。（.4）
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　ㅡの広いところにはҠ動式の水車をઃஔして水を上ྲྀに組み上げていたが、ࡉい水࿏はख
Գ（た͓け）でԼखの水࿏からԃの上खに水をくみ上げ、それを繰りฦして自の田まで
水を༲げていた。（.4）

　ㅡত13年のׯばつの࣌はこのような人力のٯ水作ۀに子ڙもՃした。খ学３、̎ߍ年生
だった自も、ޒノ௶の田に琵琶湖からٯ水したことを֮えている。（.4）

　ㅡٯ水の作ۀはまず始めに、ଜ中総出で఼田のԃに水を組みೖれる作ۀをする。ԃがຬたさ
れると、ԃにଓく上खの水࿏にઃஔされたԃに水をҠしସえていく。このようにして水࿏
をって水を༲げていく。（.4）

　ㅡٯに、ڕを࠾るために田の水をくみ出す「かいどり」をすることもあった。（.4）
　ㅡ一ツদやԼ月ྠのԼにも田があったが、これらの田はすぐ上खにためがありそこから

の引水が༰қであったため、水がりなくてࠔることはなかった。ٯに、ງۙくの
地にあった田は、ງの水がなくなった際には引水できなくてࠔったهԱがある。（4:）

30．穴田「あなだ」
　ㅡѶ浦֗ಓと౦山ಓ、長とにڬまれたエリアの中で࠷もい土地であるため、上

खの土地で利用されたりҲれた水がཷまりやすく、ࠊまで水に௮かるような田であった。
（.4）

　ㅡԼखの఼田のほうがߴいところにあったため、田に水がཷまりやすい場所だった。（.4）
31．針田「はりた」
　ㅡ「針田」「井ށ」「খඔ」「ࣣノ௶」「ፅϲொ」「ޒノ௶」「ೖ」「子」「四田ݪ」「四ノ

௶」には、̔世ل中ࠒඋされた里田のׂ۠りをҡ࣋した、間10ޱN、奥行100N、広
さ一の一定のܗの田が、ಓと水࿏にԊって౦西方向にฒΜでいた。

32．井戸「いど」
　ㅡ理田がある場所は、౦山ಓとѶ浦ಓの間、長との間、ਣ子よりもԼのエリア

である。
　ㅡখ͝ࣈとに水系が決まっていた。
　ㅡ理田の水は、上ਣ子とԼਣ子からの水࿏系でڅڙされる。
　ㅡ上ਣ子は౬ノޱ「Ώうのいけ」、Լਣ子は四ノ௶「しのつ΅」にある。
　ㅡਣ子系統の田は、「四田ݪ」・「子」・「四ノ௶」・「ೖ」・「ޒノ௶」・「ࣣノ௶」・「井

。である「田݀」・「ށ
　ㅡ「大ক܉」・「ፅϲொ」・「খඔ」・「針田」には、月ྠや山のਆ系統の水࿏が、長

Ԋいの田は長から水がڅڙされていた。
33．小柊木「こひらぎ」
34．七ノ坪「しちのつぼ」
35．戌ヶ町「いぬがまち」
36．五ノ坪「ごのつぼ」
37．野入「のいり」
38．銚子「ちょうし」
39．四田原「しだわら」
40．四ノ坪「しのつぼ」
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41．大将軍「だんじょご」
　ㅡ大ক܉・Տݪは、長Ԋいで水のศがྑいので水の৺がなく、ถの収ྔが多い場所

だった。ߞ作にదしているうえにࡏ所からもۙいので大לの地の中でも一田がある場
所だった。（.4）

　ㅡ長Ԋいなのでఅ防が決յすると水にਁかるが、ߑ水はせいͥい20年に一度ىこる災害
なので、そのデメリットをࠩし引いてもྑい場所だった。（.4）

　ㅡՏݪ・大ক܉・出・ໆ井の境界は౻έとݺばれる場所で、౻έਆ社がある。（.4）
　ㅡ౻έਆ社は、もとは大ক܉の田の中にあっただった。のपりには౻のが২わって

͓り、こΜもりしていた。（.4）
　ㅡその౻ノのຮにͿらԼがってターβン͝っこをした。（.4）
　ㅡ長には౻έڮがかかっていた。（.4）
　ㅡ大ক܉あたりから౻έڮの方向を展望したࣸਅがっているが、ఱ井をえるため

のࡔがࣸっている。長をӽえるためには、ߴࠩ̑Nほどのࡔをঢり߱りするඞཁが
あった。（.4）

　ㅡՙを載せたリϠカーを引いてこのࡔをえるのは大変だった。（4:）
　ㅡ田༮ஓԂをݐઃするにあたって事લに発۷調査を行ったら、長の൙ཞによってଯ

ੵした࠭の層が1.5Nもあったという話である。（F)）
42．河原「かわら」
43．増井「ますい」
　ㅡ田のڃはՏݪや大ক܉よりԼだった。（.4）
　ㅡՏݪから૿井にかけてのエリアには、കӍのࠒήンジボタルが多く出たので、օでܬङり

にいった。（.4）
　ㅡホタルは長のఅ防のԼにでた。͓そらく૿井でҭったものだっただろう。（.4）
　ㅡ長には常࣌水があるわけではないので、カワニφがいなかった。一方で、૿井には

カワニφがいた。（.4）
　ㅡホタルをัまえてգாにೖれた。（.4）
　ㅡホタルからはಠ特なに͓いがした。（,(）
　ㅡφタネのをܬङりにった。छを࠾った後のφタネを、にするために集めて͓いた。

それをφタネのとݺΜでいた。（.4）
　ㅡφタネのをԿ本かଋͶて、にׅり付けてᝧのようにして、それにホタルをབྷめてとっ

た。（.4）
　ㅡ૿井には૿井ఱਆがある。（.4）
　ㅡ૿井ఱਆはもともと、月ྠଜのീࡔਆ社がある場所にࡇられていた。1602年にࡇった。大

ਆ社のあるࡔの地所をけ༩えた際（Ԇๅ4（1676）年）に、ീל新田（月ྠଜ）に大ל
場所もׂৡされた。そして、月ྠの人ʑが京都のٚԂからീࡔのਆ様をീࡔਆ社の地に連
れてきたため、૿井ఱਆはീࡔਆ社横の清水の社あたりにҠったようである。また、૿井
の田のあたりにখさながあり、それもఱਆをࡇったものであったかもしれない。（ೆ大
（(など、.4・F࢙ל

　ㅡその後、ত40年にॅ宅開発が始まった際に、ఱਆを進行していた)さΜが૿井にある
自の土地にを立てた。それがࡏݱの૿井ఱਆである。（.4）
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　ㅡ૿井ఱਆҎ外にも、大לには貴ધਆ社や౻έਆ社などのלਆ社のཱྀ͓所の社がある。
それͧれの社͝とにۙ所の人によって講が組まれて͓り、社のҡ࣋理にたっている。
૿井ఱਆだけには講がなく、)さΜが個人で世話をしていた。（.4）

　ㅡ各社の講は、ં࣌講のࡇਆの本社にදをݣして、清水や͓ࡳをもらってきた。（.4）
44．新ノ池「しんのいけ」
45．堂山「どやま」
　ㅡಊ山「どやま」は、౦山ಓを境にして̐・̑Nߴくなる所にあって、地࣭が೪土࣭だった。

その೪土を۷って、家のน土にしていた。土を۷ってฏらになった場所を田にした（.4）
　ㅡಊ山はߴ台になっているので、「かえつͿり」がྛ立していた෩ܠを֮えている。（.4）
　ㅡ「かえつͿり」とは、「かえしつるべ」がなまった言༿とࢥわれる。井ށの水をくみ上

げるための装ஔである（ਤ）。（.4）
　ㅡかえつͿりは一ຕの田に一基ずつくらいઃஔされていた。（.4）
　ㅡಊ山のあたりは、井ށとかえつͿりがあることによって、ാを田に変えることができた

場所である。
　ㅡಊ山のようにߴ台になっている一里山のあたりにもかえつͿりはあったが、一里山の田に

は石र大系統の水࿏がுり८らされて͓り、水࿏から水がڅڙされるシステムになって
いたため、かえつͿりは二・三基しかなかった。（5.）

　ㅡಊ山にଓく月ྠのߴ台には、上部のからڅ水する水࿏があったが、水࿏は今のౡ作
所のあたりまでしかདྷていなかった、ߴ台のにたるಊ山では水࿏にཔらず水を֬保
するඞཁがあった。そのためにઃஔされたのが井ށとかえつͿりである。（.4）

　ㅡ井ށのਂさは場所によってҟなる。斜面のԼ部だとઙくなり、上部に行けば行くほどਂ
くなる。だいたい̒〜̔Nあった。（.4）

　ㅡ井ށはᆵのようなܗ状をして͓り、中は広いがޱがڱく、ޱの̍ܘNほどであった。
（.4）

　ㅡかえつͿりのߴさは、井ށのਂさやఱടの長さによって決まるが、͓͓ΉͶ３Nほどの
さだった。（.4）ߴ

　ㅡ斜面のԼのかえつͿりのن模はখさく、斜面上部にઃஔされたかえつͿりは大きかった。
（.4）

　ㅡ月ྠのߴ台にあったാからಊ山の方向を見ていると、હ所方面からདྷたӍӢがۙͮいてき
てಊ山のかえつͿりにམཕしていた෩ܠを֮えている。（.4）

　ㅡ井ށには人も牛もམちた。一Նに̍・̎݅そのような事ނがىこった。（.4）
　ㅡ井ށに牛がམちると、ଜ中総出でٹॿした。井ށの間ޱを広げて、中にはし͝をೖれ

て牛をॿけた。（.4）
　ㅡൟظには水をくみ出すので、井ށの中のஷ水ྔはগなかったが、ळになってくみ出し

が終わると井ށの中に水がたっりཷまっていた。（.4）
　ㅡそのような中に人がམちると、ॿからず、໋をམとすことがあった。（.4）
46．湯ノ口「ゆのくち」
　ㅡ౬ノޱには、上ਣ子（かみすしいけ）がある。上ਣ子は、四ノ௶やޒノ௶にあった

里田に水をڅڙしていた。
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47．広野「ひろの」
　ㅡ広の中ԝにはがྲྀれている。
　ㅡよりଆの広でප人が出たのでٸٹ車をݺΜだら、市に所ଐするものがདྷた

が、よりଆであっても広の地所は大市であるため、でないと言ってؼっ
てしまったことがあった（F5）。

　ㅡ広では、ຑや໖などのણҡ২を多くഓしていた。（.4）
48．山田「やまだ」
49．三条ヶ町「さんじょうがまち」
50．烏子「からすご」
　ㅡӊ子には、ӊ子（からす͝いけ）があったがࡏݱはຒめ立てられている。
51．野々宮「ののみや」
　ㅡ明治の地ેվਖ਼で、ʑ宮から地൪が;られたので、ʑ宮の地所が一൪地になった。

（.4）
　ㅡށߐ中ظに月ྠが京都の商人によって開発されたときに、ೆ大לが地所をけた。ʑ

宮・ӊ子・三ϲொ・౬ノޱ、山田の地は水の利がྑいため、月ྠにけず、水を֬保
しにくくෆศなࡏݱの月ྠ自動車学ߍやۙߐ工があるߴ台をけた。（.4）

　ㅡ国ಓ一߸やమಓができると、これらのಓはり土をして作るため一छのఅ防となり、ʑ
宮などの場所は水気が多い田になった。（.4）

52．葛原「くずはら」
53．往還浦「おうかうら」
　ㅡ౦ւಓےは、「かいどう」「かいろ」とݺΜでいた。（)5）
　ㅡ౦ւಓےの一里山の人たちは、य़のࡇの際のݻܯなどの৬をしなかった。（)5）
　ㅡその理由は定かではないが、౦ւಓઢ（JR）や国ಓ一߸ઢをえる大変さをҊ͡たから

かもしれない。（5.）
　ㅡ「ԟؐ」という言༿を地名にっている場所は、大・・क山のあたりにはない。

（5.）
　ㅡ一里山のあたりをԟؐ浦とݺͿ人は、90࠽Ҏ上のݹである。（5.）
　ㅡ石र大の水は、ேಓԊいをԟؐ浦のၱଆをྲྀれて、౦まで行く。౦の中ԝを国

ಓ̍߸が௨っている。国ಓ̍߸のԼをUࣈ型に۷って、サイフΥン方式で向こうଆに水を
していた。（5.）

　ㅡ上खからྲྀれてきた水は、か所で国ಓ1߸をえた。（5.・F5・.4）
	 	 ઙ　	 	 	 Ϛンボ（地だから）
	 	 長	 	 	 ڮ
	 	 ೆ　	 	 	 サイフΥン
	 	 ౦　	 	 	 サイフΥン
	 	 新ノ	 	 	 Ϛンボ（地だから）
	 	 ӊ　子	 	 	 トンネル
	 	 大　ׂ（ീࡔਆ社）	 	 サイフΥン
	 	 ཆ	 	 	 ڮ
　ㅡߴ地からߴ地に水をす場所ではサイフΥンをい、ߴ地から地に水をྲྀす場合はϚン
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ボをっていた。（.4）
　ㅡమಓのઢ࿏を水がえる場所は３か所あった。（.4）
	 	 新ノ	 Ϛンボ
	 	 三ϲொ	 	 	 Ϛンボ
	 	 ၱ౿切	 	 	 Ϛンボ
　ㅡトンネルはコンクリートりでԁ型をして͓り、Ϛンボはレンガりでഅఙ型をしてい

る。（.4）
54．赤兀「あかはね」
　ㅡ資ྉによって、ಝ、݀などいろいろな書き方がなされている。（5.）
　ㅡ೪土࣭で土が多い地࣭だった。（5.）
55．古朝倉「こあさくら」
　ㅡ࣌民家があった場所は、چ౦ւಓԊいとேಓԊいのԟؐ浦とমの境目のあたりまで

であった。（5.）
　ㅡত39年にݐった自の家が、ேಓԊいの上खのであった。その後ঃʑにேಓの上

方に宅地が֦大していった。（5.）
56．茶屋窪「ちゃやくぼ」
　ㅡۼは大לの地所だが、ۼ（ຒめ立てられ、ࡏݱは大市ফ防ہ田ஂのෑ地

になっている）はྡの大ߐଜのものである。（5.）
　ㅡ大ߐには、「」というখࣈがある。（5.）
　ㅡۼはۼ地で、牛がೖれないくらい࣪った場所だった。（5.）
57．焼野「やけの」
　ㅡ長の水は、長のӈ؛、લや長尾にྲྀした。؛ࠨにはྲྀさなかった。؛ࠨのম

には、石र大の水を引いたが、長よりの３か所くらいの田には水がಧかなかった。
そのような田には井ށを۷り、水を֬保した。（5.）

　ㅡমのあたりは、石रとҗϲからの田ാに水することができたが、一൪水がಘにく
い地域であった。一里山のあたりでは།一のはͶつͿり（ງ井ށとかえしつるべ）があっ
た。（5.）

　ㅡত35・36年ࠒ、মと新ேの境界が学Ԃ௨りと交ࠩするあたりまでしか家がݐってい
なかった。（5.）

　ㅡমの田はஈࠩが大きく、大人でもඈび߱りるのを᪳するほどのஈࠩがあった（ࡏݱの
田౦খ学ߍମҭؗの付ۙ）。（5.）

58．茶屋前「ちゃやまえ」
　ㅡ新ྛ・長尾・લのあたりは長尾の水を引水していた。（5.）
　ㅡ丸尾は、上・中・Լの三つがあるが、上丸尾は月ྠଜのである。中丸尾・Լ丸尾

が大לのである。（5.）
　ㅡ月ྠଜの人たちは、上丸尾のことを丸（まる΅いけ）とݺͿ。上丸尾を大לから

月ྠにけた࣌に、月ྠの人ʑがݺび方を変えたようである（月ྠ࢙）。（ݹ）
　ㅡ大לの人たちは、丸とはݺばない。上丸尾とݺͿ。（5.）
59．山ノ神「やまのかみ」
　ㅡ中丸尾・Լ丸尾の水は、丸尾・四田・山ノਆに引かれる。（5.）
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　ㅡ丸尾からの水࿏は、山ノਆのೆ西ଆの横を௨って、౦ւಓ上खଆをྲྀれてݪと
લの境で長に合ྲྀする。（5.）

　ㅡত20年ころまで、井ށの水をっていた。（5.）
　ㅡ井ށの水をҴ作にわなくなってからは、井ށにでできたもΜどり（「うえ」とݺ

Μでいた）をೖれてドジョウつかみをした。༦方にもΜどりをೖれてே引き上げるとド
ジョウがೖっていた。（5.・F5・)R）

　ㅡԳとロープをって、井ށから人力で水をくみ上げた。（5.）
　ㅡ「か͐つͿり」は、「はͶつͿり」ともݺΜだ。（F5）
　ㅡ౦ւಓԊいの家は、ಓの湖ଆにある家のほとΜどが本家で、山ଆにある家は家である場

合が多かった。（5.・4:）
　ㅡಓの྆ଆの家は、奥行きはほ΅ಉ͡であるが湖ଆの本家のෑのほうが間ޱが広かった。

湖ଆの家のほうがෑが広かった。（5.・4:）
　ㅡ湖ଆのෑのཪにはཪಓがあった。ேಓから長にൈけることができた。（5.・4:）
　ㅡݪより先は֑になっていたのでཪಓが付けられなかった。（5.）
60．月ノ輪「つきのわ」
　ㅡ月ྠの名の由དྷについて、月のྠがにೖったことにちなΉという言い伝えや、ฏ҆後

。݉実（月ྠᜋ߰݉መ）のԂであったことによる、という説がある、ڢの公ࠒظ
61．四反田「したんだ」
62．新朝倉「しんあさくら」
　ㅡ一ツদと新ேはߴ台だが、その境はくなっている。ত18・19年ころ、その地にト

ロッコで土をӡびೖれて、ಓ࿏幅にຒめたてて工場ݐઃのためのಓを作った。（5.・4:）
　ㅡ新ேには、སാが̐か所あった。面ੵが̍〜̎ある広いാだった。場所は、学Ԃ௨り

のࡔを上がってӈख、όイパスのԼのあたり（খࣈは石रノ内）や学Ԃ௨りのಓԊいであ
る。（5.・4:）

　ㅡསാҎ外の場所ではถを作っていた。（5.）
　ㅡ学Ԃ௨り（ேಓ）のݹいࣸਅがある。（ݹ）
　ㅡ5.家は、౦ւಓとேಓの交ࠩにある家が本家である。のの࣌に今の場所に家

した。（5.）
　ㅡ家の長உのฌをಀれるために、名ࣈを変えた家もある。（5.）
　ㅡ石रの水をேಓԊいにྲྀし、さらに྆に水して水をした（この水࿏を「よみ

ͧ」とݺΜでいた）。（5.）
63．一ツ松「ひとつまつ」
　ㅡۼとൺべるとߴ台になっている。（5.）
　ㅡত20年ࡏݱ、ࠒの౦レ田工場の地にあった三井ਫ਼ػを܉ध目的のために一ツদにҠస

するܭըがたてられ、まずྈをݐઃしたが、メインの工場をݐஙするલに終戦となったた
め、工場のҠసܭըはなくなった。（5.）

64．長尾「ながお」
65．丸尾「まるお」
66．新林「しんばやし」
67．石拾「いしひろ」
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　ㅡೆ大לでは࠷も面ੵが広いখࣈであり、দྛとࡶྛが広がっていた。（5.）
　ㅡೆ大לではೆ方にҐஔし、࠷も標ߴがߴい（琵琶湖の水面より100Nߴい）。（5.）
　ㅡಸྑ࣌のమҨであるݯ内ಕҨがある。（5.）
68．石拾の内「いしひろのうち」
　ㅡ石रは、大（͓いけ）とݺΜでいた。（.4）
　ㅡ石रは、ೆ大לで一൪大きく、一൪新しいである。作った際の文書がって͓り、こ

れについてはೆ大࢙לに載っている。
　ㅡԼ長尾の横には地ଂのがあり、̔月23日にӍ͝いのّ式を行う。地ଂຍのࠒである。
　ㅡӍޤいのّ式は、ଜの四（۠長・学۠の副۠長・౦学۠の副۠長・一里山連合会長）

とࣉで行う。
　ㅡೆ大לの̑ࣉが࣋ちճりで୲する。
　ㅡӍޤいの地ଂは、̑年ほどલに౪難にあったけれどもってきた。
69．熊ヶ谷「くまがだに」
　・ೆ大לの࠷もೆにҐஔし、上田上と大ߐ地先にڬまれた土地である。地ݩでは「ଜ山（Ή

らやま）」とݺび、ଜのڞ༗地があった。一部には個人所༗の土地もあった。ౙになると
った。（5.）ؼち࣋を各自（の༿ࡶদ༿や）やの༿ࡶ

̒ɽͦͷଞ͞·͟·ͳࣄฑ
▪池や湖についての思い出（主にMS・FT・SY）
　ㅡೆ大לでは、上ਣ子・Լਣ子・ӊ子・本ئ明・月ྠ大の利用ݖがೖࡳ対で

あった。ଞのではཆ৩が行われなかったので、ೖࡳもなかった。
　ㅡཆ৩するでは、̑月にコイのஓڕをೖれた。ஓڕは11・12月ࠒまでに成ڕになった。
　ㅡ11・12月にの水をམとし、ڕを収֭した。とったڕは、一ൠの人やڕやに販売した。
　ㅡコイҎ外に、フφ・エϏ・ボテジϟコなどが取れた。これらのڕࡶは、琵琶湖から上

してにೖったものだったのだろう。
　ㅡでのڕのཆ৩はത打のようだった。日রりだとの水は水田に༏先的に利用されるため

の水がなくなってしまうし、ٯにӍఱがଓきが૿水するとڕがಀげてしまった。
　ㅡཆ৩ڕのӤとして、ࢋのさな͗をೖれていた。さな͗は外からങってきていた。
　ㅡڕのアラやݹถもӤとしていた。
　ㅡためではよくӭいだ。一里山の子ڙは石रで、大לの子は上ਣ子と（খと࿇ݪ

の間のあたり）でӭいだ。はԕઙでӭ͗やすかった。
　ㅡখ学ߍくらいまでの༮ࣇは、「だΜ͝ڮ」のある所でӭいだ。
　ㅡもうগし大きくなってখ学ߍ学年くらいまでの子ڙは、でӭいだ。
　ㅡখ学ߴߍ学年くらいになると、Լਣ子でӭいだ。
　ㅡ琵琶湖でӭぐよりも、でӭぐ方がݥةだった。
　ㅡখ学ߴߍ学年になると、から対؛のޚ఼がまでԕӭした。ړધがฒしてくれた。途

中、࠭がଯੵして立ってٳめるところが三か所あった。
　ㅡೆڷચԃが์水しているときにはྲྀれがくなるので湖ではӭがなかった。
　ㅡྑい家の子や一人っ子は大切にされていたのでӭがなかった。
　ㅡԼਣ子では੨年ஂの水ӭ大会が行われた。
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　ㅡӭぐときには、;Μどしもకめずにདでӭいだ。
　ㅡڮでの水ӭについては、国民学ߍの日ࢽに書いてある。
　ㅡڮのڶഴのલあたりに水ӭ場があった。
　ㅡಉ͡খ学ߍのڮ本の子ڙたちが、ڮからඈびࠐめることを自ຫするので、খ学ߴߍ学年

になるとڮまでԕし、ڮからඈびࠐΜだ。
　ㅡڮのある場所で、田をӭいで横அしようとした。中のౡを目指すのだけれども、ᦊ

谷のあたりまでྲྀされてしまった。
　ㅡӭ͗に行ったらなどを࠾ってきた。
　ㅡӚ田のՏޱのあたりを「ޱߐ」とݺΜでいたが、ޱߐとધཷまりの間のあたりでカラス

・ドブ・シジϛを࠾った。
　ㅡଞにもാのトϚトやスイカなどを࠾って৯べてしまっていた。
　ㅡ石山に行くのに、田にՍかるઢ࿏をってۙಓをした。（:,）
　ㅡ田でӭいでいるのを、ྻ車にっていたのܑに見られて、ౖられた。（F5）
▪山についての思い出
　ㅡ山は、ۚ࣋ちの個人が集མۙくののޱのあたりを所༗していた。（.4）
　ㅡ熊ϲ谷のあたりはଜ山でڞಉで利用していた。（.4）
　ㅡࡶをࣳמりし、Լמりしたものをଋにした。（.4）
　ㅡদのམち༿をの༿かきした。集めた༿は೩ྉとして利用した。（.4）
　ㅡ山に行くときには、大ീ車を引いていった。（:,）
　ㅡ大ീ車を引くときには、子ڙは「はなびき」（車にロープをつけてそのロープを引くこと）

をした。（:,）
　ㅡ大ീ車のを取ながら「れΜ͡Όく」をたすきֻけにして車を引いた。（.4・:,・)5・

F5）
　ㅡҩ大のあたりに、Ϛツタέやイグチをとりにいった。イグチは͵るっとしたԫ土৭のΩノ

コである。（:,）
　ㅡ山に生えていたのは主にদであった。
　ㅡ田ٰྕでは、田上ଆのあたりでྑくϚツタέが取れた。
　ㅡଜ山では、୭でもΩノコを࠾ることができた。ೖࡳなどはしなかった。
　ㅡこのはかきやࣳמりは、ౙの間の事で、11・12月͝ろから̎月ࠒまでのظ間に行った。
　ㅡϚツタέは決まったところでしか生えなかった。
　ㅡమのᕓの「けら」が山にはམちていた。
　ㅡݯ内ಕҨの౦ଆ付ۙをۚฅ谷（かなくそだに）とݺͿ、と聞いたことがある。（5.）
▪長沢川について
　ㅡ長のఅ防が決յする場所はだいたい決まって͓り、長のऄ行が始まる૿井のあた

りか、ऄ行が͓わる౻έのあたりだった。（.4）
　ㅡ決յのݪҼはऄ行だけでなく、૿井や౻έにはڮがՍかっていたので、૿水によって上

ྲྀからྲྀれてきたなどがڮにཷまり、一࣌的なԃになってしまうからでもあった。（.4）
　ㅡೆ࡚・総魞のあたりはఅはほ΅なく、がऄ行するに任せるような場所だった。なので、

ാにしかならなかった。（.4）
　ㅡ長はఱ井であったので、అ防が決յすると水があ;れるだけでなく、ఈにཷまり
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ఱ井の基ૅとなっている大ྔの土࠭もྲྀ出するため、ඃ害はਙ大だった。（.4）
　ㅡهԱにあるݶり、ࡏ所ଆのఅ防が切れたことはない。ଆの、地ଆのఅ防が切れた。

をڬΜで大לのଆにྡするೆּଜでは、のೆଆのఅ防が切れ、ࡏ所ଆに水がྲྀ
れࠐΜだことはなかった。もしかしたらこれは、ࡏ所をकるために地ଆのఅ防を人ҝ的
に切っていたのかもしれない。（.4）

　ㅡ長には、針田・౻έ・૿井の三か所に石のڮがՍかっていた。（.4）
　ㅡ石のڮは、幅40-50cN、ްみ30cNほどの石ࡐがԿ本かฒべられてつくられていた。全ମ

の幅は̍間で、大ീ車やリϠカー、トラックが௨れるくらいの幅だった。針田のڮはコ
ンクリートだった。（.4・4:）

　ㅡ三か所Ҏ外の場所には、人がาいてれるだけの一本ڮがかかっていた。ՙをӡͿために
ఱടを୲いでڮをった。（.4）

　ㅡమಓのઢ࿏はり土の上にஔかれていた。り土のߴさと長のߴさがほとΜどಉ͡
だったので、長にはమಓのトンネルはなかった。（.4）

　ㅡやは、ఱ井のఱ井のߴさがとてもߴく、మಓはఈのԼにઠたれたトンネル
をくぐっていた。（.4）

　ㅡ長のఅ防には、అをิڧするために・দ・ࡶが২えられていた。（.4・5.）
▪田の水の管理
　ㅡの理は、大לの۠長がදになってଜで理していた。（.4）
　ㅡ水利ҕ員を出す家はだいたい決まって͓り、一里山の場合は次郎、一郎ฌӴ、ّӴ

（全て߸）の家が୲していた。（5.）
　ㅡ水ೖれ「みずいれ」の人が水を出しೖれする作ۀをしていた。（.4）
　ㅡ子ڙのころ、Լ丸尾のԼにあった自の家の田に水をೖれるために、のఈにある水ખ

を中にൈいて水を౪Μだ。（F5）
　ㅡ૿井あたりの石र系統の田は、ਖ਼方ܗにۙく、広さも一より広かった。（.4）
　ㅡ水系によって田のܗがҧう。（.4）
　ㅡ理田が長方ܗなのは、ಓと水࿏の間に一の広さの田をஔするために長方ܗになった

のではないか。（.4）
　ㅡ田の面ੵが広くなると、田を水ฏに保ち水の理をするのが難しくなる。
　ㅡ山खののஙఅ年はわかるが、Լखのが作られた年はわからない。
　ㅡਣ子などは地ܗを生かして作られている。ฏ地のは四方にஙఅするඞཁがあるが、ਣ

子は地ܗを生かして四方にఅを作らなくてもよい場所にある。（.4）
　ㅡত60年ころ、上ਣ子とԼਣ子の間のಓは今よりも広かった。（F)）
　ㅡをڬΜでྡにあるೆּଜの人たちが、明治ظにಓをิڧする石を出資してくれたと

いう書ྨがっている。（.4）
▪南大萱のお寺について（ほぼMS）
　ㅡೆ大לのࡏ所には、౦ޫࣉ・ળ೦ࣉ（1493年開基）、௨徳ࣉ（1608年開基）、常ָ1602）ࣉ

年開基）、ᤈࣉ（1508年開基）の̑つのࣉがある。
　ㅡ౦ޫࣉはಎफ、常ָࣉはড়土फ、ળ೦ࣉ・௨徳ࣉ・ᤈࣉはਅफ大谷である。
　ㅡೆ大לの人たちがこれらのࣉのஇ家になっているが、ೆ大לからଜした新も人たちも、

ળ೦ࣉのஇ家になっている。
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　ㅡળ೦ࣉは、「連」のほとΜどと「দ田」の一部がஇ家である。
　ㅡ௨徳ࣉは、「ޱࡕ」「ޱࡔ」のほとΜどと、「দ田」の一部がஇ家である。「দ田」は

௨徳ࣉのஇ家になっている家が࠷も多い。༟なஇ家が多く、が࠷もૣいظ࣌にできた。
　ㅡ常ָࣉは、「দ尾」と「.4」の一部がஇ家になっている。
　ㅡᤈࣉは「本ڷ」のすべてと、「দ田」「ਂ田」「田中」「ڮߴ」がஇ家になっている。
　ㅡೆ大לは集མのن模がۙྡのଜとൺֱしても大きく、人ޱが多かったので、ࡏ所内でのࠗ

ҽ関を࣋つことができた。
　ㅡ本家は、所ଐするࣉのすぐۙくにある。家や家Ҡりをするとࣉから理的ڑ離が離れる

ことになるが、ࣉは変わらないので、ଜ内にஇ家がࡏࢄすることになった。
　ㅡࣉはஇ家からのد付によってܦ営されているため、இ家࣋つ田の場所のӨڹをࣉはうける。
　ㅡ一によって࣋っている田の場所に向があった。たとえば、本ڷ家はଜ内のいろいろな

場所に田を࣋っていた。দ田は理田やۙくの地に田を多く࣋っていた・
　ㅡদ田家の࣋つ理田や地の田は、ఱ候がྑければ取れߴは非常によかったが、大水が出

て田がਁ水すると収ྔがܹ減する場所だった。そのため一家全ମの年あたりの๛作とෆ作
のࠩがܹしかった。

　ㅡ本ڷ家の田は様ʑな݅Լにあったので、Ӎྔが多い年に地の田の収ྔがかったとし
てもߴ台の田でߴい収ྔを上げることができたので、ຖ年の取れߴに変動はগなかった。

▪大割「おおわり」での農業
　ㅡ月ྠଜの国ಓ̍߸とಊ山の間のエリアは、大ׂというখࣈである。（.4）
　ㅡ月ྠଜの地所であるが、土地は大לの人が所༗して͓りߞ作していた。（.4）
　ㅡ大ߔのാの特は、作のछྨがྑく変わることである。大לのଞのߞ地とൺべると、作

付されるものがྑく変わった。大לのଞの場所のߞ作はほとΜど変わらず、水Ҵのഓ
だった。（.4）

　ㅡもともとは大ࠜなどのී௨のࡊを作るാだった。（.4）
　ㅡそれが、サツϚイϞ・ས・のാに変わっていった。（.4）
　ㅡསാでは、ཆ๘も行われていた。͓そらく、受คをॿけるのが主な目的だったのではない

か。（.4）
　ㅡは、商作としてഓしていたが、戦࣌中のࠒから自家用にഓن模がॖখした。

ാだった場所はҶാに変わっていった。（.4）
　ㅡからҶのஔは、収ྔや収ೖがҶのほうがྑかったからなのか、あるいは戦࣌中とい

う࣌のӨڹなのかはわからない。（.4）
　ㅡཆ๘や作のసなどの新しいࣝは、の学ߍで学Μだ人が࠷࣌新のࣝをಋೖ

したからではないか。（.4）
　ㅡの学ߍは、湖ೆ（܀太܊）地域のエリートをഐ出する学ߍだった。（.4）
　ㅡ各ଜの༏लな子ڙが̍・̎人ೖ学していた。ଜʑから万วなく学生を集めるシステムだっ

た。（.4）
　ㅡ水田に向かないڃのい13൪田などは、都市化や戦争や学ߍからの新ࣝなどのӨڹ

をөしやすく、世૬に合わせて࢟を変えていった。（.4）
　ㅡ引水が༰қなߴいڃの一൪田は、世૬のӨڹを受けにくく、田地の࢟はなかなか変わら

なかった。（.4）
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▪南大萱での繊維産業
　ㅡ໖ഓはঃʑにਰୀし、ຑにஔきわっていった。（.4）
　ㅡຑは販売用にഓしていた。（.4）
　ㅡ໖のഓは販売用でなく、自家で用いるためだった。（.4）
　ㅡ打໖までのछ取りなどはそれͧれ個人の家で行った。打໖は、Լ४උが終わったものを

っていき、໖を打ってもらった。（.4）࣋でまとめて打໖にݢ
　ㅡ打໖は月ྠにあった。（.4）
　ㅡݢまとめて打໖することで、各家の໖の特がࠞ͡り合いྑい໖になったのではないか。

（.4）
　ㅡ打໖の後のࢳ͗・ػ৫り・立てなどの作ۀは、また個人で行った。（.4）
　ㅡ自たち作った໖のྔは、ඞཁなྔのׂだった。ෆは೨り終わったࢳをߪೖした。

（.4）
　ㅡػ৫りは戦後ਰୀし、ত30年で終わった。（.4）
▪南大萱の結婚について
　ㅡ結ࠗしてଜから出るときに、ۙ所の人に「ͶえちΌΜは、͓͓がいのかみさΜにみはなさ

れたなあ」と言われた。（:,）
　ㅡত30年ころまで、ೆ大לではࡏ所の中で௨ࠗされて͓り、ଜの人とଜ外の人が結ࠗする

ことはほとΜどなかった。（:,・O4・)5）
　ㅡ౦レができてからೆ大לの結ࠗ模様は変わった。ত27〜28年ࠒ、大לのஉと౦レのঁ工

さΜの৺中事݅があった。それまでは結ࠗはଜ内の人とすることがೆ大לの常ࣝであった
が、事݅Ҏ߱ଜ外の人と結ࠗすることもڐされるようになった。（:,・O4・)5）

　ㅡ外との結ࠗの際には、૬खのݩを調べに行った。（:,）
　ㅡଞの地域とൺべて、大לは言༿が荒いイメージがある。田のڮ本はࢣړが多く、気࣭の

荒い人が多いイメージがある。（:,）
　ㅡೆ大לの商ళ（:,・O4・)5）
　ㅡଜに商ళ֗のようなとことはなく、ࡏ所の中にʑと商ళがあった。
▪仕出し屋：魚留（浜街道に店が残っている）・米駒・奥治または奥継
　ㅡ༉：ࡊछ༉をߜっていた。֗ಓのཹڕの向かい、ࡏݱはガソリンスタンド
　ㅡංྉ：౻έਆ社のあたり、ࡏݱ自動販売ػがฒΜでいるあたりにあった。
　ㅡে༉：ݯ
　ㅡञ：ञ、奥治の向かい
　　：ཹڕさΜの県ಓをڬΜで向かい
　　Գ：Ѷ浦֗ಓԊい
　　ҩ者：四௰、͓地ଂさΜの向かい、ࡏݱはற車場になっている
の向ཹڕംさΜ（֗ಓの࢈দ田さΜ、の、（さΜの向かいݯ）ംさΜ：খౡさΜ࢈　　

かい）。の࢈ംさΜは)5さΜの͓ばさΜがやっていた。࣌、֗ಓはฮ装されていな
かったので࠭ᆍがひどかった。࢈ംの͓ばさΜの家のಓ࿏ଆのো子は、一がࢴுりでな
くガラスがはめࠐΜであった。֗ಓを車が௨ると、そのガラスのから外をいて車が
௨るのをோめた。͓ばさΜの家でഴ͝はΜがよく出たが、それを自ではし͡み͝はΜと
さΜがいて、「長ு」࢞年上のいとこの͓ࡀംの͓ばさΜの家には4࢈。Μで৯べていたݺ
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を࣋ってษڧをしていた。
　ㅡ結いさΜ：丸ދ（出）
　ㅡѿ：あめ（ひかり保ҭԂの所）
　ㅡ上هҎ外にもたくさΜの商ళがあった。
▪一里山の商店（TM）
　ㅡ一里山には日常生活にඞཁなものを商うళがあった。౾・ে༉・Լବ・ࠛ・ବ՛子・

ञ・Գ・石を商うళにՃえて、・大工・ࠨがあった。世ଳが80ݢであったত
10年ࠒには、͓ళは16ݢあった。これらのళはچ౦ւಓԊいにあった。
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ѪԊ؛վྑ۠ώアϦングௐࠪٴͼݱࢹ

龍谷大学里山学研究センター・ത࢜研究員
太田　ਅ人

　日　2017：࣌年̕月15日（ۚ）10：00〜15：00
　場　所：ѪԊ؛土地վྑ۠事務所　（滋賀県౦ۙߐ市य़日ொ̎൪７߸）
　͝୲：ॏಞ様（ઐ務理事）、Ѩୢਔ様（事務ہ長）、
　　　　　҆田宣様（事ۀ理課　課長ิࠤ）、ॏ様（事ۀ理課　理୲）、
（理課ۀ事）ਢᠳխ様ߴ　　　　　
、Ճ：牛尾センター長、田中研究員、ळ山研究員、丸山研究員、ླ研究員　ࢀ　
　　　　　٢Ԭ研究員、༡ຏ研究員、谷֞研究員、中研究員、太田PD

　2017年̕月15日にळ山研究員のಇきがけによりѪԊ؛土地վྑ۠様のώアリング調査
が実施された。ޕલ中はώアリング調査、͓னܜٳをڬみޕ後からはݱ地と視向かった。

ᶃ͡Ίʹ　͝୲ɿॏઐཧ༷ࣄ
　ѪԊ؛土地վྑ۠は用水理がメインであり、Ӭࣉݯダムの理は滋賀県が行っている
がそこからಘる水のなどを行っている。ত27年の事ۀが始まるまでは、7000hBの土地
には水がճって͓らずりの地域はポンプまたはそのଞのখՏの水にཔっていて非常にۤ࿑
していた。それをղফするために国政事ۀのᕲᕱ水事ۀによって全域に水が水されるよう
にした。なͥ全域に水が行くようになったかというと10Օ所に井ԃがあり、ࡉく長く交ࡨした
って࣋があった。そのためੲからԼྲྀの地域では͓ञをでその場所͝とに上ྲྀとԼྲྀの関ܗ
上ྲྀの集མ挨拶に行く෩शがあった。また井ԃपลの方は大ୌਆ社͓ྱࢀりに行って͓ら
れた。よって土地վྑ۠の事としてはこの長いྺ࢙を࣋つ地域のつながりを7000hB全域に
広げて、特に水田ߞ作にਫ਼を出していただくための͓ख伝いをしている。また、里山学研究セ
ンターの事をるために2015年度年次報ࠂ書をಡみ、౦ۙߐ市の山ޱ様の報ࠂの中に関৺
を࣋たれていた。その中でもࣖが௧かったのはѪのڕが減গしたという報ࠂであり、Ѫ
をੲのܗにしていきたいというࢥいは౦ۙߐ市の市長の考えである。市長は土地վྑ۠の理
事でもあるので水利ݖの基本的な考え方は変わることはແいにしても、どのように土地վྑ۠
のӡ用とՏのྲྀ況をগしでもվળする方策があるか考えていきたい。
ࡏいていただいた。水൪がଘڍ後にळ山先生から7000hBの水理がうまくいくཁҼをྻ࠷　
してࡉ目に८ճ施ઃثػのૢ作を行うと水理はうまくいく。今年、̎つの水理の方針స
があった。一つはダムを༗効活用していく。今までは理目標水Ґを70�にن定して͓りそれ
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をԼճるとઅ水というܗをとり、༨力をしてᕲᕱظを終えようとしていたが、全国のۀ用
水ダムの実態を調査した結果、30�ఔ度にن定をしているという意見もあったので今年は50�
で理を行い、ダムの༗効活用を行った。今年は̑月̒月７月と非常にׇ水状態であった。そ
れでも࠷水Ґは16.2�で台෩をܴえることとなった。したがって、ダムをもっとこれからも
༗効にっていきたいとࢥうとಉ࣌に地域の͝理ղをどういただくのかということがळ山先生
のఏ言でもありますので、出དྷるݶり今後は水利組合や集མの中で水൪をஔいていただくよう
にして、અ水ではなく用水の合理的な利用をしていくことが、結果的に地域が一つになり人と
人とのつながりや水と水とのつながりができるのではないかと考えた。

ᶄѪͷ֓ཁ　͝୲ɿѨࣄہ༷
　７月から̔月にかけて清水先生がདྷられた際に井ԃについて説明させていただいた。また地
ってࢥの方も介させてもらい、ಉ行はしていないがৄしい話を聞かれたのではないかなとݩ
いる。
　Ѫの関市ொは౦ۙߐ市、ۙߐീ഼市、Ѫொ、๛ڷொとなっている。受ӹ面ੵ（水
田）は7000hBであり滋賀県の水田面ੵの14�をめているࠄ地ଳである。Ӭࣉݯダムに
Ӎが߱ってஷまるྲྀ域131.5kN2であり受ӹ面ੵに対してഒほどの面ੵがある。受ӹ面ੵは౦
ീ഼市が̎�ະຬという状況である。事ߐொとۙڷ市が78�をめ、Ѫொが18.5�、๛ߐۙ
が始まるલは10Օ井ԃでԊいの2000hBが受ӹされていた。Լྲྀに行くほど水は取れなくۀ
なり、またগしׯばつするとఱ井であるため水は全て෬ྲྀしてしまう。また、ひとたびӍが
߱れば、井ԃの水で水害になるなどੲから水にはۤ࿑していた。ত27年にྛলѪۀ
水利事ۀが立ち上がった。そこから20年後、ダムが成した。ダムのݐઃにい213ށが水
するということとなった。ダムの成とಉ࣌に国営で作った水࿏、関連事ۀの県営が作った水
࿏、ஂମ営でѪԊ؛土地վྑ۠が作った水࿏が出དྷ上がった。ܭըॳの水ݯはダム一本
で行こうと考えられていたが、第一ճ目の変ߋでѪの಄ट工（県営）をり水の見しが
された。̍ԯ5400万トンの水を利用している。また土地վྑ۠の組৫について組合員は̍万
人、総会205名をઃけてӡ営をしている。理事会については全部で30名͓り、その中には̐
市ொの組長もࢀՃしてもらいӡ営している。また理事の中からઐ的なҕ員会をઃけている。
Ӭࣉݯダムについては、௨常はྛ水࢈লが成するとその土地վྑ۠が理をするというが
一ൠ的だが、非常にܹٸな水Ґ変動がىきたり、ഁஅήートにより์水調をするなどߴ度な
理がඞཁであるためվྑ۠ではなく滋賀県が理をしている。しかし、滋賀県はฏ日だけの
。務のため土日と間についてはվྑ۠から৬員が出向き理をしているۈ

ᶅބ౦ฏۀࣄʹ͍ͭͯ　͝୲ɿ҆ాۀࣄཧ՝՝ิ༷ࠤ
　౦ۙߐ市の৬員であり、この̐月から出向で土地վྑ۠に͓世話になっている。そのため౦
。っていた書をもらいがてら͓話もࠂ様とはもともとはಉ͡৬場であり、年次報ޱ市の山ߐۙ
　湖౦ฏ地۠に͓ける事ۀのඞཁ性として、地域のۀ生࢈性の向上ٴび場ܦ営の҆定に
大きくد༩している。ۙ年、݉ۀ家が૿えているためどうしても土日にภった水のڅڙがඞ
ཁとなり用水のෆというものと、用水࿏や施ઃのٺ化というものが課題となっている。そ
れらの対応がඞཁといったところで本地域の課題ղ決に向けて関ػ関一丸となってฏ成22年
度から国営の土地վྑ事ۀを調査で湖౦ฏ地۠の実施をしている。湖౦ฏの課題として̑
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あげられる。一つがۀ用水の֬保であり、ۙ年のগӍ向により水がෆしている。その
ղ決策としてӬࣉݯダム湖内の۷削工事やための活用、水の෮利用の推進、地Լ水の利用
などを行っている。二つ目としてはニーζに応͡た用水څڙ。地۠内の用水धཁがனに集中し
ているため調をઃஔしのうちに水をஷめ、ன間にそこから水をڅڙしたり、水理施ઃ
のඋなどの対応を行っていく。三つ目は用水࿏の保全であり、ٺ化により用水࿏がᖤ水し
ているため、मસなどの対応をしていく。四つ目が水࿏Լྲྀの҆定したૹ水である。どうし
ても用水࿏が長くなっていくと上ྲྀから水を取っていくためԼྲྀに水がेにಧかないという
ことがىこっている。その対応として水࿏のվྑとして上ྲྀからόイパス水࿏をつなげ水
をྲྀすという対応を行っている。࠷後に理අのܰ減があり、地Լ水をくみ上げる༲水ػを動
かすための電気が多く発生しているためできるだけۃ力電気をえるという方法を取って
いる。これらの課題について国営はӬࣉݯダム、地Լ水༲水ػ、調、用水࿏ߋ新උ、水
理施ઃ・水工උなどを行っている。県営・ஂମ営については、ن模はগしখさくなるが
ಉ͡ように༲水ػのઃஔや用水࿏のߋ新などを行っている。֓Ͷ今年度の国営の事نۀ模が
̔ԯԁ、県営が３ԯԁ、土地վྑ۠が1.4ԯԁとなっている。今年度、土地վྑ۠では༲水ػ
の電力をิうために、調で水上のメガソーラー発電をܭըしている。ڪらく滋賀県ॳであ
り、ن模的には1.5kw発電するものである。この事ۀは̑ԯかかっているので土地վྑ۠の中
ではメインとなる事ۀである。

ᶆҬ༻ਫۀࣄʹ͍ͭͯ　͝୲ɿۀࣄཧ՝ཧ୲༷
　集མの中をྲྀれているۀ用水には、生活用水、ফྲྀઇ用水、防火用水、水・ܠ観保全、
水࣭ড়化、生態系保全といった様ʑなػ能があり、これをۀ用水の࣋つ「地域用水ػ能」と
いう。土地վྑ۠の事ۀとしては水・ܠ観保全ػ能が一൪多くっている。ফྲྀઇ用水ػ
能については、滋賀県では湖土地վྑ۠などで利用している。
　౦ԁಊ水水࿏工事での特としてはۙくに༮ஓԂがありԂࣇのࢄาコースともなっている。
また子ڙたちにとってもܜいの場になっている。ではޥをࣂって͓り、生態系ػ能ではない
が地域の方のखにより地域用水をදするような場所になっていると考えている。༄水公
Ԃ工事はچの中山ಓの横にあり、๛ڷொ場と連ܞをして作った地۠である。公ऺ用のトイレ
をઃஔ、またஂମ営の水૧に地ݩのࡇりのֆをඳいている。一൪大切なのはスクールόスの待
ち合わせ場所になっているので、水をָしみながら待っていただくというような非常に༗意意
ٛな地域用水のݱ場になっているのかなと考えている。地域用水の事ۀはฏ成11年から開始し、
ຖ年10地۠ほど進めていき合143ܭ地۠。集མでいうと65集མで行っている。自治会が中৺
となってकっていってもらっている。土地վྑ۠には200集མあるので３の̍の地域
に地域用水の場所をらせていただき協力をしていただいている。
　Ӭࣉݯダムのஷ水について。અ水対策基४ઢとして50�を基४とし、̑月22日にઅ水を開始
した。このときのઅ水はฏ日に二日だけ水をࢭめ、िに水をってもらうようにした。それ
でも水ҐがԼがっていったため、̒月̑日に二日ஔきૹ水を行った。これは二日水をྲྀし、二
日水をࢭめるというઅ水方法である。それでも水ҐがԼがったため̒月19日、今年度࠷水Ґ
16.2�となり、この日から四日ஔきૹ水を実施した。二日ૹ水し、四日間水をࢭめるという非
常にڧ度なઅ水を͓こなった。７月17日から田Μ΅に水がඞཁになったため水Ґはかったが
二日ஔきૹ水に切りସえた。̔月７日、台෩̑߸により水Ґがかなり上ঢしຬ水となった。今
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年度は非常にダムの水を༗意ٛにわせてもらったのではないかと結果ではあるが考えてい
る。今後また、地ݩや関市ொؚめダムのい方を協議し、ダムの༗効活用を考えていきたい。

ᶇ࣭ٙԠ　ʢܟশུʣ
秋山：地域用水ػ能に関して今年度（ฏ成29年度）も協議などをしているのか。
北川：地域用水の事ۀはฏ成27年度に了させていただいたので28年度からは協議は行って

いない。ただそれで終わりということではなく、地域用水のٺ化などがىこったときにで
きるだけ地域でम෮してもらうためにもそのࡐྉඅだけは͝くわずかではあるが出させても
らっている。
秋山：協議会などをつくっているということなどはないのか。
北川：地域用水事ۀを行っていた27年度までは協議会をઃけさせていたただいていたが、終

わったとಉ࣌にղࢄし、ࡏݱはଘࡏせず、自治会とは理協定だけを結Μでいるというܗで
ある。
秋山：協定を結Μでいる自治会は自治会長がදとなっているということで、理も自治会に

任せているというܗである。すると自治会のカラーによって理も変わってきているという
ことはあるのか。
北川：自治会によってはやはりҧいは出てきているとはࢥう。৺に理してくださっている

自治会もあれば、年に̍ճだけמなどをするだけというところもਖ਼ଘࡏしている。
秋山：それͧれ集མに水利総などがいるとࢥうが、用水࿏の理は水利総などがಉ͡よう

に行っているのか、自治会でผ途やっているのか。これも自治会によってҧっているのか。
北川：用水࿏に関してはダム総がいるので総を中৺に行ってもらっている。また地域用水

は基本的に自治会なり自治会長が主となっているとࢥうので、土地վྑ۠は自治会長とは
アポを取ったりしていないので地۠によってҧうとࢥうが、ۀ用水に関してはダム総
がしてくれている。
秋山：ҹとしてはそれͧれの集མでダム総の方が地域用水に関わっているのかいないのか。
北川：一୲としての͡ײではダム総の方が地域用水に関わっているということは多くない

とࢥうのだが、地域によってもҧうのでਖ਼わからない。
牛尾：ダム総というのはどのようなܗでどのような組৫なのか？もともとچの10か所の井ԃ

を中৺として水利ݖと水利関の組৫が出དྷていたとࢥうが、新しくダムができて見すと
いうときにダム総か用水を理する組৫を作ったとࢥうのだが、それはچの組৫との関
はどうであったのか。また新たにダム総をつくるということになると自治会や地に関す
るҕ員会などと用水を理する組৫との関はどのようなのか。またどのように選ばれてき
て、どのように受けܧがれていっているのか。
重森：総というのは選ڍで選ばれた家のදであり、総の実ݖというのはダム用水につ

いてのみであり地域用水などに対してはԿも言うݖ利などは࣋っていない。実際にچの水࿏
やポンプの理をしているのはچの水利組合がして͓り、ੲからܧଓして今な͓理をして
いる。地域用水の工事のܖというのはダム総でも水利組合でもなく各自治会長とである。
地域用水事ۀといっても10�は地ݩෛ୲なので場合によっては100万ԁ४උしなくてはいけ
ないこともあるのですべて集མに͓ける実ݖを͓࣋ちの自治会長とܖをしている。一൪の
問題は工事をするということではなくকདྷ的に୭がҡ࣋理をしていくのかということであ
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る。地域用水事ۀをスタートする際にඞず自治会の中にҕ員会をつくらせてきた。そのҕ員
会にはڪらくダムに関わる員や各୲۠の員、そのଞの地域用水事ۀでԸܙを受ける方
などがࢀՃしていたとࢥう。しかし、このҕ員会はあくまでもݐઃのためのものであり、今
後のҡ࣋理についてはهೖされていなかったとࢥう。ݱ実ではҡ࣋理については私たち
土地վྑ۠の理事長と自治会長と各市ொ長を立会人としてҡ࣋理ܭըを結Μでいる。これ
は全地۠そのようにしている。こちらとしては各市ொ長が立会人としてೖってもらっている
のでे指ಋしてもらっているとࢥっているがݱ実はなかなかそうはいっていないので、各
自治会長が地域用水にどれだけ関৺を࣋っているかに大きくӨڹされる。もう一つの問題と
して地域の組৫の実態であるが自治会の員は一ൠ的に一年交である。すると地域用水の
理などについてちΌΜとࢥがܧঝされていないということがあり、これらに関しては土
地վྑ۠が今後どのようにやっていくべきか課題である。
秋山：協定を結Μだ自治会長からཁ望などが出ることなどはແいか。
重森：今のところない。一൪৺しているのは、まだཁ望が出てくると関৺を࣋ってもらえて

いるূڌであるがԿも出てこないのがແ関৺からなどによるものだとࠔる。
秋山：自治会によってもҧうとࢥうが地域用水を受けて、自治会長が自治会のօさΜにどれだ

け説明などをしているのか。
重森：ݱ実の話としては自治会としてあまりঠѲされていないというのが実態であるとࢥう。

しかし、地域用水をىこす࣌にボランティア的な発を͓࣋ちの方などが見かͶてগしิम
したり、防災࣌の集合場所にするためにਬき出し用の༼をઃஔしてくださったりするところ
もある。そのような人たちにࢧえられていて、なかなか組৫としてػ能していないというの
が実態である。౦ԁಊに関してはຖ月̍日付ۙの日༵日に自治会が߸ྩを出しআなどはし
ている。
牛尾：水のෆの問題について、主用には地にඞཁなものがありそこからྲྀれていった

のものの水利用となるのか。それとも全くҟなり地域用水に水がいっているのか。
重森：৭ʑなέースがあるとࢥうが౦ԁಊはある意ຯの事ྫである。װઢࢧઢからその先

のะ場උで作った水࿏の集མのೖりޱで地域用水をしている。
牛尾：10�の地ݩෛ୲という話があったが、このܖはあるछ水利ݖのઃ定のようなܖにな

るのか。
北川：ҡ࣋理ܖ書というものを結ばせてもらっているのでҡ࣋理の面だけである。
牛尾：水ྔや水࣭などに関する話はにはないのか。
重森：地域用水事ۀで土地վྑ۠が࣌、指ಋしたのはソフトというよりϋードの面を中৺に

う。その中でいわΏるシンプルなิࢥ理の方法などは定されていたと࣋ըを立て、ҡܭ
ॿ事ۀとしてॲ理はされた。ただその࣌のલఏがิܖڧを中৺とするのではなくできるݶ
り営施行というࢥもೖれてほしいという指ಋはされたものと理ղしている。水利ݖなど
については関༩していないというか然ܧঝされるものと考えている。もともと地域用水事
っていた土地を利用させ࣋については土地のങ収というのは定していないので、場がۀ
てもらったりなどैདྷのݖ利は่さないようにのඋをし、出དྷたものは地ݩの方引き
能は変わっていないػは変わったがੲのܗを取っているので、のܗがせてもらうというܧ
という考え方ではないかとࢥっている。
牛尾：かなり地域的な面では水性やܠ観的にॏཁな意ຯを࣋つとࢥうが、市は関༩していな
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いのか。
北川：作る際に市など場からิॿはもらっているがそれҎ上のことはない。先ほどのҡ࣋

理協定書には立会人として市ொ長からҹをもらっているので全く関༩しないということはな
い。
牛尾：水ลの問題などをඋする際に、ྫえば防火用水などをඋするとなると市のফ防との

関など出てくるのではないかとࢥうのだが、地ݩと土地վྑ۠とのܖとなっている
ということか。
重森：ϋード面のܖはそのようなܗである。ただし、市ொが全く外ということでもなく֬

かิॿۚそのものは市ொܦ由であったとࢥうので、市ொが文書ॲ理はされて全てঠѲされて
いる。ただ、Ҏ߱は集མの中でܭըなどされているので市ொが関わるということはҡ࣋理
の立会人ということҎ外ではないと考えている。
吉岡：この地域のۀ生࢈の変化やそれに対するۀ用水などのधཁの変化はどのようで

あったか。ྛも戦後、֦大ྛによってྛۀ生࢈を૿やしていったが、それらが減গして
いくにしたがってྛの公ӹ的ػ能というものが政策的にॏ視され、そこにࡒ政資ۚがೖっ
ていったという変化のߏある。
重森：धཁは૿Ճしている。一൪大きな理由として、全域でะ場උをしたことにより用ഉ水

を離となり、ඞཁな用水は૿えた。は͡めの方にもਃしたようにॳはダム一本でまかな
えるࢉܭであったが、実際にやってみたら全く水がりない状態となった。よってݱ状は
෮水や༙水などありとあらΏる水を利用している。営ܗ態の変化というものも多きく、水
がඞཁとなる営と変化していった。ฏ成20年から営実態というものは変わってきた。
牛尾：土地վྑ۠としてはダム用水のみの理なのか用水全ମなのか、どちらか。
重森：用水全ମである。よって土地վྑ۠が一൪大変なのは、ダムは県のࢧԉをಘて理を

しているが、実際理しているのは̐つのװઢ水࿏の調や500台ۙいポンプのӡస
理や෮水のためのポンプの理など実࣭地域全ମの用水を理していることになる。本
དྷ、װઢ水࿏など関わったものだけの理だけでよく、の水࿏などはะ場උの際に
られたものでะ場උにはะ場උの土地վྑ۠がଘࡏしているのだが、実際に水の話にな
ると家の方などはะ場උの土地վྑ۠ではなくこちらに電話をしてくる。よってݱ実的
には土地վྑ۠が全域にۙいエリアの理をしている。
牛尾：༙水などになると地域性がॏཁとなってくるとࢥうが、地Լ水の水利ݖも理している

ことになるのか、用水の理からདྷる事実上の理なのか。
重森：用水には水利ݖはかかっていないが、།一あるのがྫで༙水をある一定のൣғについ

ては地Լ水をあげてはいけないという市ொもあるが、基本的にはଞの用にӨڹをٴばさな
いൣғでポンプから水をあげることは੍نはないと考えている。また、国営や県営がઃஔし
たポンプと先ほど話にも出た500台ۙい土地վྑ۠のポンプはผである。ೝ定ポンプという
ੲから家の方が自の力でうちࠐΜだ༲水ػをೝ定し、電気を土地վྑ۠がうという
ルールをઃஔしている。それは水がෆしているためにやΉをಘないાஔとして行っている。
今ճの湖౦ฏ事ۀが終わればそのようなೝ定ポンプをどのように外していくか考えている。
家の人にとっては自で理するポンプから水を取った方がダムからの水をうよりָで
ある。しかし、そればかり利用されるとどΜどΜ電気が上がってしまうのでそのようなこ
とがແいようにઅ水࣌にはポンプの水も利用しないように指ಋしている。よって಄にもਃ
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した太ཅޫパネルでิ͓うとしている。
谷垣：地域用水૿進事ۀというのは۩ମ的にはいつから始まったのか。
北川：ฏ成11年から27年までの間で行った。
谷垣：これはこの地域だけなのか滋賀県全ମ的に始まったのか。
北川：滋賀県全域で大ମಉ͡ظ࣌に開始した。
谷垣：このような取り組みは滋賀県ಠ自のものなのか全国的なものなのか。
北川：全国的なものである。
牛尾：ダムのஷ水ྔのઅ水対策を50�に変ߋしたということだが、基本的にはこれまでよりも

અ水基४をԼげて水を出すようにしたということだとࢥうが、実際にやってみて応ややっ
ていけるという見ࠐみなどはどのようなものか。
重森：ॳめは৺するもあったが、方針変ߋして今年߱水ྔが非常にྫ年よりもগなく、࠷

水Ґも16.2�であったことは、16.2�ですΜだと考え今後ेにやっていけるのではないか
というײ৮を࣋っている。しかし、もし水Ґも10�を切り水をૹれなくなるという場合はポ
ンプでまかなえるところはまかなってもらい水をૹらない。ポンプがແいという地۠が３
ׂあるのでそこだけの水は֬保しようと考えて͓り、本にݫしいׇ水࣌にはどれだけ͓ۚ
がかかってもΦールポンプでやっていこうと考えている。
鈴木：ダムの水理自ମは県の任になるのか。
重森：ダムのՏ法上の理任は100�滋賀県が࣋っている。これはダムの水利用نଇ、

理ن定が国土交௨লからԼりてくる。土地վྑ۠としては理をしている滋賀県に対して
˓月ʷ日にはこれだけの水をૹってくださいという。土地վྑ۠が࣋っている水利ݖはϐー
クでも13t。ۙ࠷、先付けܭըが行家が૿えたこと、法人化したことによりฏ४化され
てきている。滋賀県であれば水ڸなど取りೖれてฏ४化されている。今年、土地վྑ۠が
Ήということはできないのࠐりߜ上ߏ15tに対し10tであった。そのりݖったのは水利ࡱ
でແବ水をྲྀしていることもある。
鈴木：ポンプを開いたときに水が出やすいところと出にくいところというようなことはないか。

地域的にルール化されていたりはしないか。
重森：զʑの理している水ྔというのはこれまでの実をベースにしてஅしているので

大きく変わることはແく万หに出ると考えている。本はٯにզʑの意向がಇいて、զʑか
ら家の方ここにはこれだけの水をૹっているのでօさΜでॱ൪性をकって水を出しても
らえれば水はेありますよと言えるのだが、そこの組みがまだまだ総がそこまでのݖ
っていないためうまくճらない。今後は水をどのようにしていくか、ळ山先生は࣋をݶ
水൪と言ってもらっているがそういうことを集མのօ様と話、出དྷるݶりその様な人をஔい
てくれとཔΜでいこうと考えている。
鈴木：話は変わるが、用水は用水の土地վྑ۠があり、ะ場උにはะ場උのそれͧれの地

۠の土地վྑ۠があるわけだが、ො課ۚに対して家がࢧっているֹۚなどわかるか。
重森：一ྫだが、զʑは5550ԁのො課ۚをもらっている。組৫のҡ࣋だけでもそれくらいのඅ

用はかかる。今後、施ઃのٺ化などにいิमなどをする際にそのො課ۚ難しいかもしれ
ないが今のところそのくらいである。
牛尾：琵琶湖保全再生法など水に関する法などがどΜどΜできているなかでそれとの関

やӨڹを受ける部はあるか。
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重森：ݱ実の話としてはແいとは言い切れないが、そことのڞ生は難しいとࢥう。大きな問題
は水をྲྀして琵琶湖にӨڹを༩えているということがある。の΅りについては各市ொの
指ಋをԼに行っている。この地域の問題としては̎つあり、一つはダムよりも上ྲྀの山が
だいͿ荒廃しているため、かなりっている。このりはダムにཷまって̍ϱ月は取れ
るのにかかる。これらのӨڹはやはり琵琶湖にもٴͿとࢥう。もう一つは෮水を多用に利
用している。෮水というのはഉ水࿏から中খՏにྲྀれམちて、それをまたとって利用す
ることだが、Լྲྀの地域ではひどい年では̍ϱ月から̍ϱ月の間、が૬ྔながれてき
てػցなどにӨڹを༩える。これらをどのようにղ決していくかというのが大きな課題と考
えているが、これらについては土地վྑ۠だけでできるものではないので市ொや集མにもة
。ってもらいやっていくしかない࣋をײػ
秋山：今年から新たな対応をは͡めたというのは各集མに水൪をஔいたり、୲いखさΜのݺ

びかけをされているのか。
重森：それをやりたい、とࢥっている。なかなか土地վྑ۠だけでは地ݩのなどルートを

っていないので市ொさΜに協力をしてもらって話し合っていこうと考えている。組৫化に࣋
向けてやっていこうと考えている。
田中：ะ場උを୲う土地վྑ۠はこの土地にどれくらいあるのか。
阿野：30 〜 40ଘࡏする。
田中：ということは大ن模なะ場උをするときは県とその30 〜 40の土地վྑ۠がそれͧれ

。ըを立ててやってきたということかܭ
重森：土地վྑ法上は、ะ場උ事ۀの࠾択を͓ئいする際に土地վྑ۠をઃ定するというこ

とになっている。よって土地վྑ۠というのは一つの事ۀ୯Ґでできてくる。զʑが๛国で
ะ場උをする際は集མをまとめたะ場උのվྑ۠をઃけ、県のะ場උܭըにԊって
行った。ീ日市市のपลではほとΜど集མ୯Ґでะ場උをしてきたというܦҢがある。推
ଌではあるがڪらく今後、650hBくらいの大ن模۠ըをイメージしたะ場උܭըを౦ۙߐ
市がܭըしているようなのでその࣌は、چのվྑ۠を全て統廃合してしまい新しい650hBの
土地վྑ۠を作られるとࢥう。
田中：用水理とะ場උをけた土地վྑ۠がこの地۠では長いྺ࢙を࣋っているがこれは

特घな話なのか。
重森：土地վྑ۠の੍度からすればะ場උのվྑ۠はどこにでもできる。7000hBのะ場

උ事ۀというものはありಘないのでそれͧれ合意の出དྷた集མ୯Ґでะ場උܭըがつ
くられそこでվྑ۠が出དྷていった。զʑは用水であり、ましてやダムを࣋っているので
7000hBの土地վྑ۠を作っている。事ۀがもともとҧうのでಉ͡になることはない。
田中：Ӭࣉݯダムというものが出དྷたことにより7000hBを理する大ن模な土地վྑ۠が出

དྷたということであり、もしできなければখさな集མ୯Ґで土地վྑ۠ができ水の理など
もやっていたということか。
重森：大ن模なダムがແければそのようになっていただろうし、もしかしたら水利組合などが

行っていたかもしれない。
田中：2000hBから7000hBにダムができることによりڅڙ面ੵが૿えたわけだが、ྫえばാ作

からถ作に切りସわったというのはないか。Ӭࣉݯダムۙくの੨地۠はもともとാしか作
れなかった。
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重森：実はこの地۠にはچの開地というものがたくさΜあり、開地はまたผに開ാという
Ճさࢀにۀաがある。今ճの広ൣғのᕲᕱഉ水事ܦで山ྛを切り開いてാを作ったというܗ
れるということになると然そこはڪらく水田になるというલఏでࢀՃされているとࢥうの
でാ作からถ作になったというέースもあるとࢥう。また、うちの地域にೖらずにってい
るところでそのようになったところがあるかもしれない。だから開ാというのは明治ࠒの事
。であるۀ
田中：ാが水田化したというのはだいたいその地۠なのか。
重森：৯ྐ૿࢈のབྷみもあって政策సされたものと考えている。
田中：水田に関しては水が生໋ઢのため上ྲྀの地域に挨拶に行くなど人間関がॏཁであるが、

ാ作についてはそこまで横のつながりというのはඞཁがແいためそのような気࣭のҧいとい
うものはあったりするのか。
重森：そのようなことがあったかもしれない。うちは大ମ2000Օ所ほどポンプにཔってきた土

地ฑのため、ݪଇ開ࠖ開ാというのは特घなྫである。ੲからఱ水と井ށにཔった水田ߞ作
が行われてきたのを、8000࣌hBの土地をғってダムを作ったわけである。井ށであって
も一人の井ށというものはগなく、খさくでも人の人が水利組合をつくってӡ営していた
ので、人と人のつながりというのは全地۠でそれなりにあったとࢥう。ただ、開ࠖされてい
るところについてはԿとなく気࣭を見てみると人と人とのつながりがബいような気෩は見ら
れる。
中川：ѪԊ؛と言っているがӉીྲྀ域もೖっている。その理由はなΜなのか。
重森：ैདྷの水利ݖというのはӉીにもあるが、Ӊીの׳行水利ݖというのは非常にগな

い。࣌ݱでもӉીのダムはۀの水利ݖはுり付いていない。ੲの׳行の保ূ用水的な
ものだけって͓り、地域の全ମは滋賀県の考え方ではӉીのྲྀ域もؚめてすべてӬࣉݯ
ダムにっかったもとで水利のܭըが成り立っている。その様になった理由としては地域の
一ମ性だとࢥう。
中川：Ӊીྲྀ域の水争いというのは大ੲからあるがそのようなものも関しているのか。
重森：そこまでわからない。言えることはӬࣉݯダムというのは大きなن模のダムであり、ど

こまでӬࣉݯダムにれるかというࢉܭをされてӉીྲྀ域もؚめてғいࠐめるというલఏ
でೖったという可能性はेにある。
田中：水利に関し滋賀県はڷのࡇりがあることが༗名である。ڷのࡇりは水利の上Լ関を

֬ೝするようなࡇりだが、そのようなࡇりはݩ気になってきているのか。それとも今のよう
に上ྲྀに関なく利用できるようになり、ࢀՃしなくなってདྷたりしているのか。
重森：向として一൪大きいのは、地域のܨがりなどだけではなく集མのաૄ化、ྸߴ化であ

る。
牛尾：ߞ地面ੵが૿えたことにより地域が๛かになったとࢥうのだが、変化が地域に༩えるӨ

。というものはԿかڹ
阿野：ある先生の言༿をआりると「土地վྑはঁ性を自由にした。ঁ性に多くの࣌間を作っ

た。」。ダムができるલは営することに非常に࿑力がいた。ダムが出དྷたことによりかける
࿑力がだいͿ減され、そのଞのۀ࢈などに͓ۈめされたりできるようになっている。大
きな家などが立っているのはۀによるものではなくやはりଞۀ࢈の進出によるものだと
。る͡ײ
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重森：滋賀県は意外とۀ県でありながら工ۀ県でもある。զʑの生活をकってきたのもۀ
というよりもサラリーによるものである。その様な実態の中で、ウェイトとしては୲いखが
減গしていることがすべてにつながっているとࢥう。एい人にとって͓ࡇりなどに関わるの
がݏだとなっている。これは方がないことだともࢥう。ੲはࠗҽ関というのはほとΜど
あ͟ない（ࣈ内？）であった。またなͥࣈ内集མが多かったというと水にۤ࿑した地域で
あった。よって外の集མ、ྫえば水のແい集མなどにՇをやるなというܗでੲからࠗҽ関
は集མ内ですましていた。しかし、ࡏݱはߴ学ྺ化であり一୴大学に出る。出ると外でその
対に人と出会う。集མ外の人が集མにきて生活することは難しいためօさΜ外で家だけ
をकっている。
田中：ೝ定ポンプを国営事ۀ終了と外していくという話があったが、国営事ۀというのはݶظ

付きで終わるという事ۀなのか。
重森：大ମ今は̕か年である。
田中：Ӭࣉݯダムをつくるときに事ۀが始まって、これまで今まで৭ʑなܗでଓいてきたのか。
重森：国営事ۀで行っていたのはত58年まで。վྑ事ۀは土地վྑ۠のஂମ事ۀとしてࡉʑ

と͓こなってきた。
田中：国営事ۀでなくなるというのはどういうことを指すのか。
重森：水লの事ۀというのはエンドレスでやっていくというものはほとΜどなく、工ظが

あって事ۀはԿ年からԿ年、事ۀඅはいくら、対工事内༰などを家の人にಉ意を取って、
非常に大きな国අをって行っているものでありۀ関の事ۀでエンドレスという考え方
はແい。
田中：土地վྑ۠というのはいろいろなレベルのஂମとの交ྲྀがඞཁで大変なஂମだと͡ײた。

その中でも一൪ۤ࿑されるのは集མや自治会との交ྲྀがۤ࿑するのか。
重森：国や県など上Ґػ関とは一定のルール上でやっているので特ஈの問題はない。やはり地

う。家の方にとってはผに県がࢥに対してどのようにえていくというのが課題だとݩ
උしようと国がඋしようと土地վྑ۠がඋしようと関がແい。しかし、家の人に੍
度の組みを説明してこちらではできないということをೲಘさせることは非常に難しい。
田中：大ن模な土地վྑ۠であるがނにෳの市ொが関わっているというのはӡ営上どのよう

なӨڹがあるか。
重森：ۤ࿑するのは、ྫえばۙߐീ഼市はうちでは̍�の面ੵしか࣋って͓られずあとは大中

湖などたくさΜのվྑ۠があり、たくさΜの事ۀを行ってきた。そうなるとۙߐീ഼の行政
からすると౦ۙߐ市からとってみれば国営事ۀの土地վྑ۠は一つである。しかしۙߐീ഼
市ではෳあるため横ฒびの議がはいってくる。よって理۶としては౦ۙߐ市の言うこと
はわかるがۙߐീ഼市としては市ொଜのෛ୲をどうするかなどの話をする際になかなか話が
付きにくい࣌なども然ある。ただ、今は౦ۙߐ市がかなり大きくなったので向としては
౦ۙߐ市がいいと言えば方がないのかなとఘめてもらえたりすることもあるかもしれない。
田中：ということは土地վྑ۠としては話をしやすくなったのか。
重森：いろΜな面があるので一֓そうとは言えない。これまではࡉかくখさな市ொが૬談に

のってղ決していたのが、広域になったせいでѪԊ؛土地վྑ۠に話を࣋ってこられる。
今の県営の受ӹ面ੵは20hBであり、県営でԿかするときは20hBまでは事ができると֦ॆ
されそれは非常にありがたいことだが、市ொの立場から見ると事後の͓कりはѪԊ؛に
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してもらい、自たちのエリアをԼげていきたいとなっている。広域化すると個ʑの家と
のつながりはرബになることもある。そのカόーを୭がするかとなると難しく、ѪԊ؛
もಀげるわけにはいかないが土地վྑ۠にもΩϟパがあるので非常に難しい。

ᶈݱ地視

　౦ԁಊ水公Ԃ

写真 1　ヒアリングの様子 写真 2　愛知川水域図を説明してくださっている
　　　　重森専務理事様
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Ѫ調水公Ԃ

写真7　調整池

写真9　親水公園の水路

写真11　愛知川調整池親水公園の様子

写真8　調査池と公園の間の草原

写真10　愛知川調整池親水公園の説明看板

写真12　愛知川調整池親水公園の様子2
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　౦ԁಊ水公Ԃはώアリングの際にもྫとしてڍげられたように水公Ԃの中でも自治会や
地域ॅ民の方の協力のもと理が行われている公Ԃである。それでもྸߴ化により地۠の28�
がྸߴ者となっている。また子ڙの༡び方も変わってきたため利用ස度がߴいかといわれると
難しいところがある。の水は༲水ポンプで引き上げて͓りѪではなくখՏである҆ᆵ

（あΜこ）からの水である。基本的には水がずっとྲྀれているが、ౙ場は田Μ΅が࣪気るか
らࢭめてほしいという方もいる。もとは田でะ場උの際に༨地となりグラウンドとしてっ
ていたところを水公Ԃとした。
　Ѫ調水公Ԃは県営事ۀによってられた公Ԃである。ダムの水をઅ水するために
られた調であり、水ਂは͓よそ1.5〜̎Nである。調のपลを行政は公Ԃにしたい
と考えていたが地ॅݩ民は対であった。そのためࣸਅからもわかるように自治会などによる
理もされず、公Ԃとॅ宅のフェンスにはນがுられていた。この地域は３〜̐つの集མと新
。げられる。調の理は土地վྑ۠が行っているڍ宅が多い地域であることも理由にॅڵ
調にはなどをۦআするためにڕが100ඖほどॳظに์たれている。ࡏݱどれだけ生ଘ
しているかはෆ明だが、自ମにώシなどの水は見られなかった。
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ଂݩ	ډ౻ຊՈώアϦングௐࠪใࠂ

龍谷大学里山学研究センター・ത࢜研究員
太田　ਅ人

龍谷大学社会学部・教授　里山学研究センター・研究員
田த　　滋

京都ঁࢠ大学・名誉教授　里山学研究センター・研究員
ਐ　　܂ߴ

龍谷大学理工学部・実ݧॿख　里山学研究センター・研究員
ྛ　　च೫

　2017年̐月18日に౦ۙߐ市にある「ଂډ౻　ݩ本家」を๚れ、滋賀県地ञ組合会長で౻ډ本
家ࣣ目ଂݩ主である౻ډ也様のώアリング調査を行った。今ճのώアリング調査は琵
琶湖തؗ環境学शセンターの山本౻थ様からをかけていただき実施することができた。

日　2017：࣌年̐月18日（火）13：00〜16：00
場　所：ଂډ౻　ݩ本家（滋賀県Ѫ܊Ѫொ長793൪地）
͝対応：滋賀県地ञ組合会長・౻ډ本家ࣣ目主　౻ډ也様
研究員、ྛ研究員、太田PD܂ߴ、Ճ：田中研究員　ࢀ
　　　　山本౻थ様、ย山ਸ਼様（琵琶湖തؗ　環境学शセンター）

・滋賀県下における地酒生産の特徴について
　滋賀県はまるでネックレスのように琵琶湖पลに多くのञଂがしている。その理由とし
て、一ൠ的に内地で広いฏと水ݯがあるところは全国的にগないが、滋賀県には琵琶湖が
あること大きくӨڹしている。湖౦エリアはઔ状地が広がっているが、西の方は地֪変動によ
り琵琶湖のఈにજりࠐΜでいるのでڱい。とても特的な地ܗである。実際にੲは湖西よりも
ฏのある湖౦の方が๛かな生活をしていた。また、主ཁ֗ಓが多く௨っていたことから情報
が広く、ೖखできる情報ྔや全国の文化などが多かった。
　ञଂは大ਖ਼࣌のは͡めが࠷もが多く滋賀県で200ݢくらいあった。全国的にถが๛かに
取れるところでは大きなଜに一ݢであった。生活のඞधとしてりञが大খあり、巨大な
ところはଘࡏせず、ຯやে༉などを作っていて全国どこにでもあった。それが࣌とともに
౫ଡされてきた。その中でも滋賀県は琵琶湖のपりにネックレスのようにしているが、ٰ
ྕ地にはあまりञはແい。ٰྕ地には水がແく、山のۙくでは井ށがਂく۷らなくてはいけ
ないがそこまでのٕज़がແかったためである。౦ۙߐのઔ状地であれば自然に水が༙いてきて
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いた。ダムが出དྷるલは、ۙ 所の田Μ΅などは地面がジϡクジϡクであった。「φガノ（長）」
というのはアイψ（ೄ文言༿）などの言༿では「水の༙き出るところ」という意ຯにղऍをす
ると、৴ָにも「φガノ」という地名がある。能ొの「ノト」という言༿を「ಥき出た」と
いう෩にղऍすると（能ొౡなどもಥき出ている）能ొもݩʑは琵琶湖にಥき出ていたの
ではと（౻ډ様の）が言っていた。

・大きな都市だけでなく郷荘などに中心となる小さな村があって、その周辺の大きな村と交流
し、それらが大都市などと交渉していたのではないか。この土地であれば長野荘が中心だった
のではないか？
　1000年くらいલはイチが立っていて中৺であり、͓宮さΜが立っていたり、所が立って
いた。もっとݹくであればダイドウ長者の͓ఉだった。খࣈなどをಡみ取っていくと૬な力
を࣋った者がいたので中৺だったのではないかとࢥわれる。しかし、中৺的な力を࣋っていた
のはށߐલには終わっていた。つまり、౦ۙߐなどはやはりૣくにかれていた。

・湖西湖東の比較だけでなくその他の特徴などはあるのか？
　滋賀県は大きく̑つのエリアにけられる。まず湖西は長い間、閉されてきた中で生まれ
た文化がある。次に湖であり、ઇਂくどちらかというと井などと交ྲྀがあり湖౦とは行き
དྷがແかった。湖౦は広く、滋賀県で一൪๛かな土地であり力があったであろう。湖ೆ（琵琶
湖大ڮҎೆ）もࠄ地ଳがあった。大がӫえたのは京都がۙいことや౦ւಓが௨っていたか
らだとࢥう。特に資ݯがあるわけではແい。ߕ賀エリアは、ಠ特な෩土、気෩がある。そのଞ
に֗ಓԊいとඦのところの人では気෩がҧう。֗ಓԊいはやはり人が行きདྷしていたので॓
場などもӫえたりしたのではしかい（ଛಘצ定がある）だった。田ࣷの方（ඦ）ではॿけ合
いのਫ਼ਆだった。
ࢥいとݹ的に࢙に多かった。日がྺߐ宮など౦ۙߴ、個ޒ、ീ഼ߐۙ、商人は日ߐۙ　
うが、日はༀやৢが多く、全国にࢄらばっているࣣۙߐのりञは日出がほとΜど。
ళ（͓うみだな）といい、関౦などに出ているళの３の̍ほߐҎ外に出していたళをۙߐۙ
どはۙߐళである。ۙߐ商人とۙߐళであればۙߐ商人の方が先だとࢥう。そのଞにણҡۀ࢈

（ຑ）がΜであった。ຑは࣪気がແいと切れてしまうため݅としてよかったのでણҡۀ࢈
での৬人はほとΜど日の出であった。よって滋賀Ҏ外でۙߐ商人が商売を行っていたのは
。ञ・ༀであった・ࢳ

・近江杜氏など聞いたことが無いが近江商人はどうやって醸造技術などを外に持って出たの
か？
　もともとై੍ࢯ度は後からできたものであり、ੲは地ݩのものでやって͓り、見様見ਅࣅで
伝わっていた。そしてൡからԿ石までってよいなどڐしをಘてやっていた。その後、商ۀの
ためだΜだΜڝ争ਫ਼ਆが出てきて、ྑい͓ञ（ফඅ者に求められるもの）を作るためにౙ場は
出Ք͗に大にあった「くちいれさΜ」行っていた。そこでは能ొから৬人をひっͺってདྷ
て͓り、各ଂにࠩしたため一࣌、滋賀県のञଂのׂ̕は能ొైࢯであった。ైࢯをޏうにあ
たって、やはりञりのすべてを任すのでٕज़や統力がある人などを選Μで一ଂに10〜15人
のైࢯを引き連れてきていた。ࡏݱの能ొైࢯにはもともと能ొの出者でٕज़をಘた人と能
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ొษڧに行きٕज़をಘた人の̎パターンある。౻ډ本家ではずっと能ొైࢯをޏって͓り、
子三でやってもらっていたكなέースである。四目には೦ながらདྷてもらえなかった
ので能ొྲྀのٕज़をಘた人をࢯై、ࡏݱをしてもらっている。

・醸造技術を近江商人が外に持っていくということはそれほど盛んだったということ？
はわりにདྷ系の文化もೖってきている。石切りやਇなどもそうである。ৢٕज़にߐۙ　
ついては࣋ってきたか日本でվྑしたかのどちらかわからない。߿の文化自ମは日本でॳめて
できたのではないか。日本に四قや࣪度があるから可能なものである。あと日本はೈ水であり、
自然界から生でҿΉことができるエリアであるということが世界的にもكである。これらのこ
とによりΜになったと考えられる。

・渡来人の存在があったから文化が育ったというのは日本人感覚としては微妙でないのか？
　ྑいものはらしに取りೖれるという気෩があったのではないか。外のものだから/Oとい
うのではなくߠ定していいものだけ取りೖれていく。それが1000年ܦてばそこのΦリジφルに
なるのだから。ౡからのことをよく言われるがあれはਖ਼௨աでしかなく、ここ日本が終
ணである。終ணの日本にདྷてՖ開いていると考えている。

・５つのエリアで酒造りに影響などはあったのか？
　特にӨڹというものはない。ݩʑ地域のくらしのために発生したのが͓ञであるので、この
エリアにどうのというものではなかった。もっと୯७で、ۙ所の人に͓いしいͶと言ってもら
う様にするにはどうすればいいか、商売があΜ͡ΐうよくいくためにはどうすればいいかなど
商いのਫ਼ਆがいいものに発展したのだとࢥう。

・三方五湖の酒蔵で造られているのはその地域の食事（淡水魚を甘辛く煮つける）のに合わせ
て甘えの濃い目の酒を造っていて、他の蔵の淡麗辛口ではなくてすみませんと謝られたという
話について。
　滋賀県ももともとは地ݩの人がҿΉञは、ڕのྉ理が多かったのでޱのものがいいञと
されていた。Ԙਏいものに୶ྷਏޱなど合うはずがない。いものにはいञ、ਏいものに
はਏいञが合う。ۙߐの͓ञもそういうところが多かったが、ࡏݱではۙߐでできる͓ञをۙ
の方がҿΜでいるがগない。地ञのൺはよく言って３ׂ。アルコールのҿまれているߐ
が25ˋであり、滋賀県でҿまれる全アルコールの中の日本ञが大ମ̔�。よってその中の３ׂ
なので2.5ˋでしかない。全国的に地ݩにتばれるञではなく広くにتばれるものが主ྲྀとなっ
てきている。コンクールがあってۚなどを取って売れるというような、日本人の目立つのが
みになってたものになってきている。৹査員のࣅというような気෩が出てきて͓り、よくݏ
いるྲྀれが、৯文化のありようとしてはどうかとࢥう。コンクール自ମがѱいのではないがそ
れを全部に࣋ってくるのはҧう。滋賀県の͓ञは、ޥのࣽ付けやエϏなど生षさを取るため
にԘਏくするのでみのあるものがよく合う。しかし、ࡏݱの滋賀県ॅࡏの方にຖ日、の
もの（ڕなど）をઁっているかとアンέートを取ればほ΅100ˋ /oとฦってくる。৯生活の変
わった状況にੲ、ྑいとされていたものをڧ引に結び付けるのも間ҧっている。実際に͓ۚを
ってتΜでもらえる͓٬さΜのᅂに合うようなఏҊをしていかないとこれから先のݫしい
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社会はりӽえていけないのでみΜなそれͧれ力をしている。滋賀県の地ञはネックレࡁܦ
スであり、玉खശのようなだと。各ଂにいろΜな՚のいろΜなًきの͓ञがあるのでָしΜ
でくださいと言っている。みΜながࣅたような͓ञをっているのであれば一つ大きなところ
でまとめて生࢈効を上げればいい。খさなଂが地方でそれͧれの生き͟まを示すことにより、
地方の文化であったり、ถのいようなどいろΜな発৴ができるというところにզʑが作りख
としてؤுらせてもらえる大きなཁ素があるとࢥう。文化の面、くらしの面から見ていただく
とりञがແくなったところというのはその土地の人の৺がශしいところだとࢥう。

・日本国中が文化的に均一化している中、個性的な酒屋つくりなどが地域で成り立っているの
は、インターネットなどを通じて全国でいろんな嗜好性を持った人たちが支持しているから生
き残れるのではないか？　
　それに関してはあまり地域というものは考えていない。ଂがどう生きるか、どのようなఏҊ
をしていくかである。日本ञのパイが೦ながらখさくなっている。まずはみΜなで力を合わ
せてそのパイを૿やしていこうというのを言っている。日本ञに対する理ղとঌし上がりも大
きくしていく。いろいろな方が͓られるとࢥうのでその中でそれͧれのଂがಠ自の考え方、ಠ
自のఏҊで、どの方向を向いていてもいいので自の任で͓٬様とを࣋っていく。まず
はパイを大きくする。これは組合としての全ମ的なׂ。͓٬様とのやり取りはଂ͝とのׂ
でありそれはもう自ݾ任である。౫ଡされるかもしれないし、ٸに人気が出るかもしれない、
あとはやり様次第。どれがྑいѱいというのはແいと考えている。ۙ࠷、ଂ開きを行っている。
ੲはଂに人をೖれず閉的であったのを開์し、ञଂにしΜでもらえるような活動（ଂでの
コンサートなど）をしてきている。

・酒蔵の残ったところと残らなかったところの大きな違いとは？
　ञଂは自由ۀ࢈ではなく໔ۀ࢈ڐである。明治࣌のࠒには国家ࡒ政の３の̍がञ੫だっ
た。それほどݫしく੍نされている。つまり、しっかりと੫ۚを100ˋೲできるとஅされ
たところにしか໔ڐは出されない。૬ݫしいञ੫法の中で動いている。するとだΜだΜいい
͓ञが作れないところは売れ行きがѱくなってくる。もう一つはەという目に見えないものを
めばඞずいいञができるというわけでもない。Լखすればଂのञが全໓すࠐっているので
るということもある。また、戦争になると৯ྉෆになり、ञのが多す͗るとして੍ڧ的
にࣙめさせられるということもある。ञのݪྉはถであるので৯べるถがແいのにञなΜて
るなとされ、そういうところを国੫ہがうまくコントロールしていた。そΜな中、ࡉʑと生き
、されڐったञがいてだΜだΜถが出དྷてくるようになるとগしずつ作るྔを૿やすことが
任で作っていいよとなった。そしてその後は販売戦ུやϚーέティンݾ終的にはউखに自࠷
グが上खなところがってくる。一生໋ݒしていても࣌に合わないとやめていく。これは自
然の商売のݪ理である。どΜな商売でもྑい࣌のことばかり考えているといけない。商売にも
がある、ଉをしているのでそれを見ۃめてどこに目標をஔくのかॏཁになってくる。今のよ
うに୯年度で利ӹを出さないといけないとなるとܦ営者にとって૬ݫしい。ञりとなると
もうগし長ظ的に考える気෩がある。ただ、Ϗジネスのやり方が変わってきた。今までは販売
は問行って問からଜʑにあるখ売ళにԷして、খ売ళが地域の方に売るというのがྲྀれ
であった。それが販売の自由化によりコンϏニエンスストアをは͡めいろいろなところで販売
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している。商ྲྀが変わるとそれに合うところと合わないところが出てくる。͓ञのञٕज़だ
けであればみΜなߴい。あとは商ྲྀにれるかれないか。

・戦後、灘や伏見のメジャーな会社が全国の地酒を「桶買い」した経緯とは？
　国が全ମのྔを੍نして͓り、それͧれのञଂが作れる幅のݖ利を࣋っていた。ߴ度ࡁܦ成
長ظになるとϚーέティングが上खなところが売れるようになり、テレϏのC.などになると
ころがいいञだとなってきた。しかし、地方のञଂはもともと土ணの商売しかしていなかった
ので宣伝するඞཁもなかったのに、པりにしていた問ےが大खの営ۀにより大खの商を売
り出したことにより、地方のञଂのञが売れなくなってきた。だが、れるݖ利は࣋っている。
大खは多く売れるがたくさΜ作るݖ利がແい。その様なྲྀれから「Գങい」というものが始
まった。国の੍نの中で生まれてきた方ศである。ߴ度ࡁܦ成長ظにはどこでも๛かになり出
して、๛かになると活力としてօ、ञをҿみたがっていた。よってどのエリアもञଂもり上
がっていたが、ある一からϚーέティングなどが変わってきてそこで༏উྼഊが出དྷてきて
売れないところは大ख売っていた。その࣌は大खもߴくߪೖした。ങいたたいたりしなかっ
たのは国がちΌΜと地方のଂも成り立つようにしていた。ただ大खからは名が変わって売ら
れ、それがまたかってくるというѱ॥環を生Μだ。

・高度経済成長期は酒蔵と地元の人とのつながりが切れた一つのきっかけだと考えられるが、
そんな地元の人が再び戻ってきたのはいつ頃か？
　滋賀県でいうと15、̒年લ（2002年ࠒ）に地ञ組合が一本化していろΜな活動をみΜなでし
始めたࠒから。

・大手の酒屋に売っていた時代というのは酒造りの工夫というのは止まっていたのか？
まっているというか大खがങってくれるということは͓٬さΜ（大ख）の望Ήञにしなくࢭ　
てはいけない。求められるものを作らなくてはいけないのは然であり、一ൠফඅ者の方に売
るものとはまたผのり方で行っていた。作りखとしては面白ຯはແいが、生きていくために
はそうするしかなかったのと、営ۀしなくてもいいのでָであった。ۙـは෬見、ಿにۙいこ
ともあって大खもٵ収しやすく、滋賀県では「Գ売り」のメーカーがほとΜどであった。そう
いう意ຯでは販売に関してはࠊはऑってདྷていた。そしてどΜどΜ౫ଡされていき、の
自由化として国੫ہがを外した瞬間に大खも自社で作る方が効がいいのでどΜどΜ地ݩの
ଂを切っていった。そこでࣙめてしまうところとࡉʑでもやっていこうかというところがあっ
た。そΜな中で࣌を୲う人たちが、こΜなところでෛけられるかと౿Μுりを効かしている
のが滋賀県のݱ状である。ੲはそΜなに意ࣝもされなかったଂがۙ࠷ΆつΆつと出てきている
のはٯόネが効いてؤுっている。みΜなでؤுる部とここでؤுる部をしっかりやって
いこうというのが今の滋賀県のݱ状である。よって今後、ظ待ができる。ただ滋賀県は࣭素݆
の気෩があるのでなかなか͓ۚを出してくれないので都会や世界にૂいを定めていかないと
いけない。
。ʑは੫務ॺ୯Ґで組合があり、それは法で決まっていたݩは組合が一本化していたがࡏݱ　
滋賀県では７つあったが、ঃʑにメーカーが減ってきて組合を保つのがࠔ難になってきたので
一本化をした。それが10年લであり、その࣌ଂは50ݢであった。ちなみに40年લは80ݢあっ
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た。

・昔の酒米を復活させたことについて
　もともとࠄ地ଳであり、ࡢ年「りધ」が滋賀県の事ݧࢼ場で系統離されて100प年
であった。今年出すञはその100प年ه೦のถをったものである。それҎલからよそから
ೖってきたものをっていた。「りધ」はഎがߴくて生にۙいछでありഓが難しい、
台෩やප害にもऑいということで生࢈効がѱく途ઈえていた。しかし、ࡏݱはԿか活性化
していかなくてはいけないため、家の方が研究室にっていた「りધ」を見つけコツコツ
と૿やしてこられたものをわせてもらっている。今は全国どこでも地ݩのものをうという
ことが大事にされているので、その中のひとつとして「りધ」をっている。滋賀県は、ଂ
は多いがن模的にখさいため今後、新しい͓ถなどをҭてていくための商力や販売力があ
るかどうかはわからない。また、新しいถが出དྷたとしてもそれがいい͓ञになるかどうかも
からない。新しいถを作ってもそこから࠷̑年はかかる。
っ࣋県ݿっているが̎߸というのもある。̎߸はฌは̒߸というのを「りધ」、ࡏݱ　
ていかれฌݿ県の「山田ึ」というのとֻけ合わされて「山田ۋ」が出དྷた。つまり滋賀県が
事ݧࢼ場で७系離というૢ作を行っていなければ「山田ۋ」は生していないというഎܠ
があるので、今はそれを໋ݒにޠっている。滋賀県のถのす͝さというものをってもらいた
い。家が෮活させた「りધ」は̒߸であり、̎߸も作ってもらいたかったがわなかった
ため、ಠ自で୳してདྷて౻ډ本家のܖ家に作ってもらっている。

・戦前、戦後などの地下水の水量、水質の変化や井戸の深さなどはどのように関連している
か？
　ີに関している。Ըܙも受けながら人間の社会の変化の中でࠔったことも出てきている
というのも事実である。ञଂがあるのはほとΜどがઔ状地またはےである。その一൪の理由
は水をӡͿことがとてもࠔ難であるから。ྑい水がでるところでしかञがҡ࣋できない。ۚ
削りはઈ対にダメ。からࡉʑ商売をしていても水だけは見て͓くように、そしてۚ気のถ
はઈ対にങってはいけないと言われた。それだけ水はञりにとって໋である。たまたま水の
ѱいところにञが出དྷても長くはଓかない。ありがたいことに౻ډ本家では自然そのままの
水を利用できている。
　また、Ӭࣉݯダムができるまではや水࿏は常水であった。西の方にカόタ（）がある
がここらลの地域はカワト（ށ）であった。から引いてきた水と井ށの水をҲれさせてそ
こにྲྀしࠐみ、カワトの中でڕをࣂって൧などを৯べさせていた。水࿏がすべてுり८らさ
れていて、どの家ఉにも井ށがあり、ށがあり、台所があってらしがあった。自然の༙水
なので水にとてもܙまれているのがઔ状地である。
　今はもう༙水が出ない。出るには出るがいい水が出ない。自動車社会となってタイϠのすり
減りによるԚછがひどい。水ྔが減ってԚછにもあっただけでなく、౻ډ本家のあるपลはॳ
め、ダムが出དྷてۀ用水がくるとされていたが、ここまでདྷるまでにわれてしまい全くདྷ
ていない。よってここではٯ水ではなく地Լ水をポンプアップしている。もう一つにѪの
࠭利を取りす͗た。మがແいためࡐࠎにうってつけであったがނに取りす͗、水面がԼがっ
てしまった。人間の社会活動のઞりは受けている。
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・井戸は何本あるのか？
　各ଂに̍本ある。ࡏݱଂは３ݢなので３本ある。ઙ井ށよりগしਂいところ、۩ମ的な
ਂさは言えないが100年લからଘࡏしている。がᔾれても井ށの水がރれるということはな
かったがߑ水などにより井ށがඃるということはあった。Ѫの൙ཞなどはす͝いものが
あったのでダムが求められたことも理ղはできる。しかし、ࠔることもやはり多く、Ѫの
Տޱ部ではがけもىこっている。

ʹޙ࠷Β͔༷ډ౻
　日本全国そうだとࢥうが、そこの土地でしかない෩土とらしの中でզʑの土ணのͮくり
というものが成しಘられたわけなので、そのことをもう一度しっかり地ݩの方に理ղしてもら
い可Ѫがっていただけるように力していかないといけない。またॅΜでいる方もそちらの方
に向いてもらえるようにօさΜの͓力もआりながらやっていければいいなと考えています。

藤居本家七代目当主　藤居鐵也様

酒蔵（見学用）

醸造庫

井戸水の試飲
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ࠂௐࠪஂの๚ใࠃؖ

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
丸山　徳次

　2017年10月10日、ؖ国からの調査ஂの๚問を受け、༗意ٛな意見交と交ྲྀの議会をಘまし
た。調査ஂのߏ成メンόーはҎԼの方ʑです。

　ቐ　ݩ（C)O* 8O/4U,）
　　国立ܚ㘋大学ߍ℗授・名山文化研究センター長（ؖ国文化地理学会会長）
　ᒟ　ળ政（,8O/ 4EO/JEO/(）
　　౦方文化大学Ӄ大学ߍটᡈ℗授（ؖ国文化地理学会会員）
　ᜎ　ਖ਼ඒ（8OO JU/(.*）
　　 国立ܚঘ大学ߍ名山文化研究センター研究員（ؖ国文化地理学会会員）

から連བྷを受け、日本の「里山」͓よび龍谷大学の里山学研究センターとࢯॳ、丸山がᜎ࠷　
その活動について調査したいとのґཔを受けました。『里山学のすすめ』（তಊ、2007年）͓
よび『里山学講ٛ』（晃洋書房、2015年）をಡΉことによって、龍谷大学の調査をاըされ
たようで、龍谷大学に͓ける里山研究・教ҭについてͥひ話を聞かせてほしいというґཔでし
た。あわせて「龍谷の」の見学もر望されていました。
　ቐݩ͓ࢯよびᒟળ政ࢯは、いずれもྺ࢙地理学のઐ家であり、素らしい௨༁をしてԼ
さったᜎਖ਼ඒࢯは、࢙ۙをઐとする日本࢙研究者です。一行は、ؖ国の山ྛிが「山」
の調査研究をؖ国文化ྺ࢙地理学会にҕしたのに応͡て、その調査研究の一環として日本の

「里山」を調査するという目的でདྷ日しました。
　日は、ޕલ10࣌ա͗からன৯をはさΜでޕ後３ࠒ࣌まで、いろいろな࣭問を受けながら、
基本的には私が日本の「里山」֓೦の意ຯの変ભ・స・֦大について話し、龍谷大学に͓け
る「里山学」の講͓ٛよび「里山学研究センター」のܦҢと活動内༰について話しました。
　ቐݩࢯによれば、ؖ国に͓ける「山」は、ேԦே࣌に全国で330Օ所指定された

「ொのϠϚ」であるようで、ொの防Ӵというػ能を࣋つとともに、日本の里山とྨࣅの山ྛ利
用もなされたようです。まだまだからないことが多いようで、目Լの方向性としては、「
山」の文化的な意ٛを明らかにして、保ޢ（保全）することが考えられているようです。
　私自は、日本ޠの「里山」という言༿の用ྫがྺ࢙的には૬ݹい（室ொ࣌まで
る）ということはあっても、ݱに͓ける「里山」֓೦のܗ成は、1990年લ後の生態学者たち
による問題ఏىに基ͮくものであるというをڧ調しました。すなわち、あくまでも環境問題
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の一つとしての「里山」問題というଊえ方のॏཁ性をڧ調しました。こので、ؖ国に͓ける
「山」が、ؖ国の自然、ひいてはؖౡ全ମの自然の中でどのような意ຯと意ٛをもちうる
のかということは、ඞずしもݕ౼されているようにはࢥえませΜでした。
、研究員の協力をಘて࢜ա͗からは、宮浦副センター長、ྛच೫研究員、太田ਅ人ത࣌後３ޕ　

「龍谷の」͓よび田上地域をҊ内しました。「龍谷の」のなかでは、里山ྛの「աগ利用」
問題の一つとして「φラރれ」の問題があることや、「๖ժߋ新」を利用したҭྛख法などに
ついて、宮浦副センター長を中৺に説明がなされ、࣭ٙ応が行われました。
　終わりにあたって、今後とも交ྲྀを࣋ちたいとのر望をቐݩࢯからいましたので、こち
らもಉ様の考えであることを伝えました。
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里山学ͱ๏࣮ՈのかかΘΓ
෦ձʣޢҕһձʢࣗવ保ڥ・ձެ࢜ޢหژ─	　
ୈþ÷ظબత࣮मशʢڥମݧίーεʣの࣮ࢪ─

龍谷大学里山学研究センター・リサーチ・Ξシスタント
西लҰ郎

̍ɽژห࢜ޢձެɾڥҕһձʢࣗવอޢ෦ձʣʹΑΔબత࣮मशʢڥମݧίʔεʣ
　龍谷大学里山学研究センターでは、京都ห࢜ޢ会公害・環境ҕ員会のґཔを受けて、2017年
11月01日（月）に、京都ห࢜ޢ会公害・環境ҕ員会（自然保ޢ部会）による第70ظ選択型実務
मशの環境問題ମݧコースの一環として、第70ظ司法मश生に対するセンター研究員による里
山学の講ٛレクチϟーと「龍谷の」（滋賀県大市田）に͓ける実地レクチϟーを行った。
　֘मशは、第70ظ司法मश生に対して、環境問題ٴび里山問題に関する研मを目的とする
ものであり、龍谷大学里山学研究センターから、牛尾洋也（ಉセンター長ٴび研究員、龍谷大
学法学部教授）、ଜᖒਅ保࿊（ಉ研究員、ಉ社会学部教授）、宮浦富保（ಉ研究員、ಉ理工学
部教授）、ྛच೫（ಉ研究員、ಉ理工学部実ݧॿख）、太田ਅ人（ಉത࢜研究員）、西ल一郎

（ಉリサーチ・アシスタント）がࢀՃした。実務मशの୲ห࢜ޢとして、෬見߁司ࢯ（หޢ
ひとみݪ上、ࢯ司法मश生からは、ே日༏Ӊ、（࢜ޢห）ࢯ西調、（࢜ޢห）ࢯઙ井྄、（࢜
౻、ࢯኍ見ޫ二郎、ࢯل新内谷ૣ、ࢯٱ中本ོ、ࢯ明日߳ݪ௩、ࢯԬ൏人ߴ、ࢯՂ࢙ࠤ、ࢯ
。Ճがあったࢀのࢯ山࡚༑ᣦ子、ࢯ田達也、ࢯีߒ田、ࢯちひろࢤتਅ、ࢯ健太ࢬ

̎ɽબత࣮मशʢڥମݧίʔεʣͷ֓ཁ
⑴　講義レクチャー

　まず、京都ห࢜ޢ会公害・環境ҕ員会（自然保ޢ部会）の෬見߁司ห࢜ޢと牛尾洋也セン
ター長による挨拶の後、里山学研究センタースタッフٴび司法मश生、ห࢜ޢによる自ݾ介
が行われた。司法मश生からは、「環境問題について関৺があり本मशを選択した」、「里山に
ೖることをָしみにしている」、「ロースクールで環境法を選択していたために環境関連のमश
選択を行った」などといった理由で自然保ޢ部会の実務मशを選択したとのコメントがあった。
　講ٛレクチϟーは、ଜᖒ研究員、宮浦研究員、牛尾研究員によって行われた。
　第一に、レクチϟー̍として、ଜᖒ研究員から、「自然ڞ生型社会と里山学」と題するレク
チϟーが行われた。まず、エコロジカル・フットプリント（EP）についての֓説が行われた。
再生可能な地ٿの生生࢈力を環境༰ྔとઃ定すると、その一人たりの༰ྔがエコロジカ
ル・フットプリントであるとされる。そこでの生生࢈力とは、自然が࣋つࡐや水࢈、҆
全に利用できる水などをもたらす生࢈力や、ࡐが大気中のCO2をٵ収するػ能といった「生
態系サーϏス」のڅڙ力を意ຯし、それは(DPとൺྫ、生多様性とൺྫする向がある。
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ฏۉ的生࢈力（生生࢈力#iocBpBcitZ）の1hBを1ghB（グローόルϔクタール）とஔきえ、
国際ൺֱをすることの༗用性がఄ示された。また、環境༰ྔと生多様性はີな関性を༗
して͓り、ྫえば༌ೖを௨して、先進国が第三世界の༰ྔをফඅする可能性がある。このよう
な環境༰ྔの֦大の主たるཁҼは、都市化であるとされ、そのྺ࢙的展開と山ଜ部との対ൺ
を௨͡たߏੳがఄ示された。そのうえで、地نٿ模の都市化、市場化、ۀ࢈化が人ྨの生
ଘ環境のػةのഎܠにあり、その問題ղ決のためには脱都市化とローカル生活圏のճ෮、生
多様性と二次的自然のճ෮、新たなローカル生活文化の（環境༰ྔのൣғ内での集合生活
するඞ౼ݕ態の再発見）が考えられ、その意ຯに͓いてかつての里山利用や里山的生活を再ܗ
ཁ性が示された。
　第二に、宮浦研究員からは、「龍谷の：大学が所༗するかつての里山」と題するレクチϟー
̎が行われた。ۭࣸߤਅを用いて、琵琶湖や龍谷ののҐஔ関や、わが国のや自然のྺ࢙
的変ભやྛ減গの変ભなどについて講ٛがなされた。1864年の࣌ށߐに͓ける౦山の再ક
Ֆབ名উਤ会（౦山全ਤ、その三）では、一本ਿがඳかれて͓り、࣌ށߐظのൺӥ山が
山一部ಝ山という状況であったことがうかがわれること、主ཁな֗ಓےはಝ山が多かったこと、

「ຖ日מ」としてඦの主な事がמりであったことなどが介された。また、大ࡕの地
域では、ॳはカシなどの広༿थをにして利用していたが、̒世ل後にアカϚツを用す
るようになり、そのظ࣌から日本的な里山的ܠ観がܗ成されてきたといえること、デレーήの
山ෲ工法によるྛ再生、ࡏݱのφラރれの実態、などが示された。
　第三に、牛尾研究員から、「里山学と法学との　その̍、その̎」と題するレクチϟー
３が行われた。特に法学ຢは法学と里山学の関性にॏをஔいた講ٛがなされた。まず、
いくつかのࡋྫの素ࡐとして、につき「長市巨大トチノΩૌু」、水につき「長ொೖ
ݖૌু」・「大౦水害ૌু」・「多ຎ水害ૌু」、ಓにつき各छの௨行ݖૌু、らしにつき、

「国立ܠ観ૌু」・「の浦ܠ観ૌু」が取りѻわれ、理ٴびࡋྫによる課題ࠀのಓےが
報ࠂされた。その上で、司法的ղ決の可能性とݶ界、水やՏに関する自治ମの理任や
ॅ民のݖ利との関、ಓやॅ環境、ܠ観などに対する日常ෆ可ܽのݖ利利ӹの評価のあり方に
ついて問題ఏىがなされた。その問題の対応としては、࣋ଓ可能性（4VTtBinBCiMitZ）のある
社会のҡ࣋・出として里山の理೦やӳの活用の可能性があり、۩ମ的には、ྛ理や水
的組みや、イΪリスのパブリックݱಉ理に向けたڞ水ྲྀ理についての自的な・ݯ
フットパスに関する法など、里山学的アプローチがఄ示された。ଞ方で、ݖ利性とパブリッ
クۭ間との関について、「公・ڞ・私」の意ٛをଊえすことのඞཁがあるとされた。

⑵　実地レクチャー
　その後、ன৯ܜٳをڬΜで、実地レクチϟーについてのಋೖレクチϟーがྛच೫研究員から
行われた。ಋೖレクチϟーでは、龍谷大学田ྡ地である௨শ「龍谷の」についての取ಘ
Ң、研究エリアと里山保全エリアのκーニングの実施、མ༿थを用いた༿土作り、コφラܦ
二次ྛの誘ಋを目指したখ面ੵօെ、里山にݱの生活にあった価を見出し里山での活動自
ମに新たな価を見出すこと、地域にੵされたܙや科学的ࣝを生かして生態系サーϏス
を࣋ଓ的に利用できるようにする意ٛがఄ示された。
　実地レクチϟー（レクチϟー̐）では、田Ωϟンパスにྡする龍谷のにてྛ研究員ٴ
び宮浦研究員の実地ガイドが行われた。ྛ観ଌタワーのొや、ドローンを用したྛ
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観、φラރれの実態やコφラのの২生などについて観ଌないし実शが行われた。

⑶　意見交換会
　実地レクチϟー後に開かれた意見交会では、司法मश生から次のような࣭ٙٴび意見がな
された。
　「Ѫඤ県で山のۙくにॅΜでいたが実際に山にೖったことがなく今後は୭が山を理するの
かといった問題を考えるඞཁがあると͡ײた」、「۩ମ的にイメージすることがࠔ難な山の保全
のॏཁ性やあり方などについて実ײとしてイメージすることができた」、「理されている山か
されていない山なのかのஅ基४を一定ఔ度理ղすることができた」、「地ݩの井県ではクϚ
が出るݥةがあり子どもは山にೖることができないために、理がなされない山は्害のか
らも課題があるといえる」、「自څ自と世界的なグローόル化のྲྀれとの調の問題を考える
すڧ性があることをษ会となった」、「人のखがしっかりとೖることにより生み出される関ػ
ることができた」、「ಸྑ県出であるがこれまで山との関わりがेでなく、それを再ೝࣝす
ることができたこととともに、コンクリートをาくよりもർ࿑がগないと͡ײた」、「里山学と
いうワードについてॳは૾がつかなかったが、様ʑな学際的研究の活用についてر望をײ
͡、今後は法のղऍにもଞの見や主観的なཁ素を取りೖれていく可能性を考した
い」、「֮ײ的に࿙れ日や土など自然のྑさにつき実ײすることができた」、「広ౡ県の土࠭
災害ඃ害などを౿まえると里山の保全のඞཁ性についてより考えることができた」、「人のखが
全くՃわっていないことが究ۃの自然として考えていたが、里山として人のखがՃえられるこ
とのॏཁ性をೝࣝした」、などといった意見ٴびײがड़べられた。
　その上で、司法मश生から「目指すべき里山૾やϞデルέースはあるのか」といった࣭問が
あり、宮浦研究員から、かつての里山理をࢀরとして生多様性の保全を行っていくこと
がॏཁであること、牛尾研究員から、ྛۀとしての山の自څには課題があるが、環境ྛや市
民のために開かれたとしては環境লのϞデルフΥレスト੍度があり、龍谷のもその指定を
受けているࢫが指ఠされた。
　さらに、「大学が里山の理をする際にはどのఔ度のコストがかかるのか」との࣭問が出さ
れ、宮浦研究員からは、理について個人にඅ用がかかることはないが、大学自ମが山をߪೖ
したときにはല大なߪೖコストがかかったことが指ఠされた。Ճえて、「地災害の際にや
Ϳにආ難することはྑいのか」という࣭問に対して、宮浦研究員からは「やͿはࠜがઙいた
めに斜地では土่࠭れのݥةもありඞずしも地の際に҆全ではない」とճがなされた。
　そのほか、「本དྷの里山に͓いて、ྫえば、̍年間田Μ΅を利用するといった一定のリζム
や生活のリζムなどが特ผに意ࣝされずに人間と自然とがڞଘしていたとすれば、ݱに͓い
てそのような関のߏஙが難しい場合には、কདྷ的にどのようなղ決を考えていくべきである
のか」という࣭問について、牛尾研究員から、ੲにるのではなく人と自然との࣋ଓ可能な関
、などを「里山学」として考えていることܙをճすࡁܦのӳから学び、地域的にڈ性をա
スクラップアンドϏルドといった資ݯ利用のੋ非やエネルΪー研究について考えるඞཁがある
ことなどが指ఠされた。また、ଜᖒ研究員からは、日本では多くの市民が里山とはԑのない生
活を営Μでいる一方で、ශࠔ国などの自然をա収奪しているという問題もあり、「社会的公
ਖ਼」を考えて自国内で生࢈とফඅを行い、ա収奪を減গさせるඞཁがあるとされた。また、
個人主ٛのもとで個人を中৺に考える際には全ମ的なエネルΪーফඅྔがඞ然的に૿えるため
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に、あるఔ度のڞಉ化やڞ༗化を௨͡てエネルΪーの観から一定の੍ݶや集化の可能性が
あることがఄ示された。
という࣭問に対「すことが理であるのか生自然と里山のどちらをどのఔ度ݪ」、後に࠷　
して、牛尾研究員から、そのఔ度や考え方については多様な議があるが、今後は特に「աগ
利用」について問題が生͡、ݱ行の法੍度に͓ける所༗ݖのը一的な۠や離が人と自然と
の関をૄԕにしているଆ面もあるために、その再ߏஙが求められるとされた。宮浦研究員か
らは、खつかずのݪ生自然についてもඞず理がඞཁとなり、そこでの理とは「人がෆ注意
にखをೖれないようにコントロールすること」を意ຯし、「ա利用」であろうと「աগ利用」
であろうとڞに理問題をݕ౼しなければならないとされた。
　それらにՃえて、෬見ࢯから、京都府ُԬ市に͓けるスタジアムݐઃにうアϢϞドΩ保全
についても、それを保全する意ٛや価については常に考えさせられ、法੍度と保全との関
を考することは実ફ的な意ຯがあることが指ఠされた。ઙ井ࢯからは、個人のݖ利と੍度と
の関について考える場合に、実際にମݧしたというݧܦがないと実ײとして問題をଊえるこ
とができないため、そのݧܦがॏཁであることが指ఠされた。

Figure 1：講義レクチャー

Figure 3：ドローン実習

Figure 4：意見交換会

Figure 2：里山実地レクチャー
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ཾ୩࠲ߨʷ里山学ڀݚηンλー

シϦーζ「෬ݟの͍͖のΛる」の࣮ࢪใࠂ
　	

龍谷大学ࡦ学部・講ࢣ　里山学研究センター・研究員
谷֞　岳人

　2017年度後ظ龍谷講࠲では、里山学研究センターとのڞ催により、෬見の里山の生きものた
ちを介する室内講࠲を３つ、外実शを̍つ実施した。外実शは、さらに「෬見連ଓ講࠲
〜;れて、しって、みて෬見〜」の連ܞ講࠲として実施した。室内講࠲は、いずれも龍谷大学
ਂ学ࣷ21߸ؗ603教室にて1330࣌から15࣌まで実施した。各講࠲の定員は200名で事લਃし
30まで実施࣌30から19࣌みෆཁかつແྉで実施した。外実शは、෬見Ҵՙ大社にて17ࠐ
した。定員は35名で事લਃしࠐみඞཁかつແྉで実施した。ҎԼに講演ཁࢫとࢀՃ人（アン
έートճ収）を報ࠂする。

第１回：2017年10月７日（土）
　　　　「京都の里山と昆虫たち」谷垣岳人（龍谷大学政策学部講師）
　本講࠲では、人のらしをࢧえてきた里山のྺ࢙や、そこにらすࠛ達について介した。
広ٛの里山には、水田などの地や、炭のࡐྉとなるࡐなどを࠾取する里山ྛがؚまれる。
水田は、自然࣪地のସ࣪地としてػ能して͓り、本དྷ多様な生が生ଉする環境である。地
域の子どもたちは、田Μ΅や水࿏をで「がさがさ」しながら生き୳しをしてきた。しかし
ۙ年、ะ場උやۀスέジϡールのૣظ化やༀの用などにより、水田からは多くの生き
がফえていった。里山ྛをߏ成するथछのうち、クψΪは多くのथӷを出すためカブトムシ
やクワガタムシ（げΜ͡）の֨のえさ場であった。げΜ͡࠾りを௨͡て、子どもたちはथӷ
に集まるࠛの名લ（ਤؑに載っている名ではなく「あだ名」）を֮えてきた。つまり、人
のらしに利用されてきた里山は、多様な生きの生ଉ場所でもあり、子どもたちのࠛ࠾集
文化もৢ成してきた。しかし、戦後の炭利用の減গにい、クψΪやコφラは大ܘとなり、
౦山では2006年ࠒからφラރれのඃ害を受けるようになった。ٺちたφラރれඃ害は、カブ
トムシやクワガタムシの֨の発生ݯになり、ࢥわ͵ܗで里山の生きのわいがっている。
講࠲アンέートのճ収は87であった。

第２回：2017年10月21日（土）
　　　　「伏見とかかわる身近な鳥、渡りをする水鳥たち」須川　恒（龍谷大学非常勤講師）
　ௗྨ学者が「෬見」を見るとどう見えてくるのかをテーϚに、まずௗ観ೖの話をし、
りをするௗྨの生態ղ明の面白さを話し、またௗと文化や保ޢについても৮れた。龍谷大
学ਂ学ࣷで文系学生向けにやっている講ٛのさわりの介である。また、かつて京都教ҭ大
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でי全域で行ったӽౙ水ௗの調査実शの結果についても介した。講演内༰はҎԼの̒で
あり、内༰をそれͧれগし介する。
̍ɽௗ観ೖ		খ学生から大学生まで：ۙなௗのイメージを࣋つことによって、ௗ

を௨して自然が見え、قઅが実ײできるという基本を話した。
̎ɽ෬見Ҵՙ大社に͓ける୳ௗ		ௗと文化：લ日に学生にମݧしてもらうことができた෬見

Ҵՙ大社に͓ける外実शの内༰を介した。෬見Ҵՙではスζメのমきௗが名である一
方、Ҵՙपลに「ਂ」といった՛子が売られているように、スζメをѪする文化もあ
る。

３ɽ「෬見」、աڈの࣪地とௗのखがかり：学生の講ٛ中に「（ਂ学ࣷのある）「෬見」
は୭（Կ）がԿを෬し見ているのか、͓もいつくことを書け」と࣭問するとさま͟まなճ
がある。万༿集にある֟本人ຑ࿊の「巨ໆ（͓͓くら）のೖりڹߐ（どよ）Ήなりࣹ目人

（いめびと）が෬見が田ډにأるらし」を௨して、かつて巨ໆをඈび立ったأの大܈を
෬し見ているङྌ者がいたこと、龍谷大学と関のਂい西本ࣉئの書Ӄに「أの間」があり、
。の࣪地の様子のखがかりがಘられることを介したظॳ࣌ށߐ

̐ɽ都市Տとしてのיと水ௗ：市֗地をྲྀれるיに、1970年ばからϢリカϞメ（ݹ
শは「都ௗ」）が多ӽౙを開始し、また1980年からྨיがӽౙを開始し、יは文ࣈ
௨り「י」となった。ϢリカϞメは̔ઍӋまでӽౙが૿Ճしたがۙ࠷は減গ向にある。
ௗྨ標ࣝ調査や発৴ػをった調査によって明らかになったϢリカϞメとカϞྨのダイφ
ϛックなりを介した。

̑ɽツόメの集ஂͶぐらとなるӉ治向ౡのヨシݪ：Նからळにかけて෬見ೆ部で観される
ツόメの集ஂͶぐらを、ツόメの営・り・ӽౙという広い視から介し、ヨシݪ保ޢ
のॏཁ性を指ఠした。

̒ɽະདྷΉけての課題：「巨ໆなど貴ॏな࣪地が、20世لの間にഁյされた。これらの࣪
地の価を再ೝࣝし、࣪地の再生を模索することは、今後ඦ年かかるかもしれないが大切な
課題と考える。」と講演を閉めた。

講演後の࣭ٙでは、ツόメ、コシアカツόメ、ϢリカϞメの減গについての࣭問があった。ௗ
ྨの生ଉ状況はどΜどΜ変化しているので、ܧଓ的に調査をして実態をѲすることがまずは
ॏཁだとえた。講࠲アンέートのճ収は７̑であった。

第３回：2017年11月18日（土）
　　　　「伏見に暮らすけものたち」好廣眞一（龍谷大学名誉教授）
　講演内༰はҎԼの̑であり、内༰をそれͧれ介する。
̍ɽ෬見にくらす/くらしたけものたちの標本を会場にฒべた：ムササϏ、テン、ϋクϏシン

のṞ、イノシシ、ニホンジカ、Ωツネ、タψΩ、ଞの಄ࠎや֨ࠎをฒべ、見て、৮れても
らった。

̎ɽ෬見のけものクイζ３題：2 ̍ɽ日本にはԿछのけものがいますか？、2 ̎ɽ෬見にはԿ
छのけものがいるでしΐう？、2 ３ɽけもの̎つの大きい特は？それͧれえてもらった。

３ɽ３छྨのけものたちʜ世界には"ɽཛを生Ήけもの（ྨ्ݪ）、#ɽະख़ࣇを生み、ମ外
のାでҭてるけもの（༗ାྨ）、Cɽ子宮内でかなりҭてた子どもを生Ήけもの（ਅ्ྨ）
がいる。世界を、ॅΜでいる動の組み合わせで7つにけた動地理۠で見ると、"と#は
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Φーストラリア۠と新ଳ۠（中・ೆถ）だけにいるが、Cは7つの۠すべてにしている。
̐ɽ日本のけものたちは、成り立ちから、３つの地域にけられる（ද̍）。ᶃとᶄは世界７

つの動理۠のچ۠、ᶅは౦洋۠（アジアଳ۠）にଐす。ʜᶃւಓ：̍万年લまで、
Ϣーラシア大とܨがるւಓౡだった。ଞ方、本भとはܨがらず。大とのڞ௨छ17छ
が日本では、ここだけにॅΉ。ώグϚ、クロテン、φΩウサΪ、ଞ。ϚンϞスの化石も、日
本ではここだけ。/ܰւڦ（ブラΩストンઢ）/ᶄ本भ・四国・भ：࠷終ණظの終わる1.4
万年લまでϢーラシア大とܨがらず、30万年間ほどݽ立したため、ಠ自に進化したݻ༗
छが24छ（38.8ˋ）と多い。ここに෬見あり。ニホンカϞシカ、ノウサΪ、ムササϏ、リス、
ニホンβル、Ϟグラは地域ݻ༗छで、ϠϚネ、ώϛζ、ώメώϛζは地域ݻ༗ଐ/トカラւ
ॾౡ：ᶄとは100万年Ҏ上લにかݪౡ・ԭೄॾౡ・先ౡॾౡ・খּ܈ᶅԄඒ/（ઢ）ڦ
れ、その後Ϣーラシア大とも離れたので、ݻ༗छ、ݻ༗ଐが多い。イリΦϞテϠϚネコな
どは地域ݻ༗छ（58.3ˋ）。アϚϛノクロウサΪ、トήネζϛ、έφガネζϛはݻ༗ଐ。ւ
्ジϡΰンやΦΦコウϞリもいる。ଐは科とछの間の୯Ґ。イψ科の中にイψଐ、Ωツネଐ、
タψΩଐがあり、イψଐの中にイψ、ΦΦカϛ、ジϟッカルなどがいる。

ද̍ɽ日本のᄡೕྨの地域ผछとݻ༗度

地域 地域ݻ༗छ（ݻ༗ଐ）日本ݻ༗छ 大とのڞ௨छ 動地理۠界　　ܭ		

ᶃւಓ 1（0） 4 38 　　 43　　

ᶄ本भ・四国・भ 24（3） 4 35 　　 63 ۠چ　

（対അ・Ӆذౡ・ࠤౡをؚΉ）

ᶅೆ西ॾౡ・খּݪॾౡ 14（4） 1 9 　24　౦洋 （۠アジアଳ۠）

ܭ 39（7） 4 54 　　 98（7）

　39ʴ̐ʹ43छが日本ݻ༗छで、98छの43.4ˋ、日本ݻ༗ଐは７つもある。খ宮（2002）より作成

̑ɽ෬見のけものたち
　⑴　ムササϏ（ᴩࣃ目リス科）ʜ本भ・四国・भのݻ༗छ。थ間をۭし、னはथಎや

ఱ井ཪでਭ、ٳଉ。২৯（の༿、༿、Ֆ、果実、छ子）。ݹདྷङྌされ、ೄ文Ҩ
からも出土。「京都では、ۙ߫の͓ࣉやਆ社のにはたいていॅΜでいます。しか動き
ճらないので気ͮかない人が多い（ಓஉ）」。1980年は͡め、۠太田ਆ社、上賀ໜ
ਆ社、ࠨ京۠法然ӃでムササϏ観会開かれる。2000年は͡め、ኍ、෬見Ҵՙ大社ਆ
田付ۙで、ムササϏの৯べ、フンをは͡めて見る。1976年よりຖ年学生のྛ観実श
を行ってきたのだが。三௰上のళで、「ムササϏがఱ井に作りし、ຖ൩にඈΜでい
た」と聞く。2005年ࠒ、૬ྑ（京大名誉教授、龍大非常ۈ講ࢣ）大社内でムササϏの
っていた。2015年上西࣋খ学生がからམちたムササϏの子どもを、ࠒମճ収。2010年ࢮ
実（龍大非常ۈ講ࢣ）ムササϏを見る。Ҏ後ີに観。ムササϏは2000年は͡めࠒ、෬
見Ҵՙ大社にを֦げてきたらしい。

　⑵　ノウサΪ（ウサΪ目　ウサΪ科）ʜ本भ・四国・भݻ༗छ。ݪ、ྛにくらす。২
৯。や༿、ए༿、थൽを৯べる。行性。作らない。௨っていた෬見۠୮ڮのখ

⾁
⾂
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学ߍߍՎに「（ౙ）くるͿし会にウサΪङり」あり。̒年生のౙ、ウサΪङりをମݧした。
ٰのԼから子どもたちがで地面をたたいてウサΪをいあげ、で待つ教ࢣがでたた
いて取る。この࣌は取れず、פい中のウサΪो？はうまかったがブタだった。かつては
。に行われたଜ総出の行事ظؓ

　ᾉ　イノシシ（ܵۮఙ目　イノシシ科）ʜϢーラシア大とۙลのౡに広くするࡶ৯者。
主に行動する、ङྌ्。෬見Ҵՙ大社でよく見られるようになったのは、3�4年લから

（上西実）。うまい、かつ田ാを全໓させる害्としてわれ、ङられるが、Ҵՙ大社で
はわれず、৯がखにೖりやすく、ମをٳめるྛもあるためډ付いているのだろう。
次のニホンジカڞʑ、かつてはۮఙ目とされていた。ところが20年ほどલ、Ҩ伝子やήノ
ム（Ҩ伝子情報の総ମ）の研究から、クジラྨに࠷もۙԑなݱ生ᄡೕྨはカόだと定まり、
。ఙ目が新たにઃけられた。ちなみに、シカのほうがイノシシよりクジラྨにۙԑだۮܵ

　ᾊ　ニホンジカ（ܵۮఙ目　シカ科）ʜ日本ྻౡ３地域と中国౦部にし、中国では
ക
㈣㈝㇢㈭㉃

Ֆࣛとݺばれる。খࣛに顕著に見られる白ൗを、കのՖに見立てた。২৯で主にே༦
に行動するが、交尾ظは中৺にらす。イノシシとڞに、ݹདྷङྌ्の中৺だ。

　ᾋ　Ωツネ（৯目　イψ科）ʜٿほ΅全域にらし、৯性のڧいࡶ৯者。主に行
動する。݀を۷って、を作り、子とϔルパーでらす。ϔルパーはલ年やそれҎલ
に生まれたメスで、自の子どもを࣋たず、のもとでຓ、ఋをҭてる。

　ᾌ　タψΩ（৯目　イψ科）ʜւಓ・本भ・四国・भとϢーラシア大౦部にし
ていた。1927年ໟൽ्としてロシア西部にҠೖされ、50年後フランスまで広がる。ࡶ৯で
行性。自で݀を۷らず、アφグϚなどが۷った݀や、く΅みを利用して出࢈、子ҭて。
一一࠺でらし、Φスは出ظ࢈はメスに৯べをӡび、生まれた子どもを世話し、༡び
૬खとなる。いくつものタメフンでۙลのଞのタψΩと交ྲྀするため、タψΩಓができる。

　ᾍ　イエコウϞリ（アブラコウϞリ）（ཌྷख目　ώφコウϞリ科）ʜ本भ・四国・भ・ೆ
西ॾౡとϢーラシア大౦部に。෬見の֗中にもらし、༦れにඈび出してたくさ
Μのգやի、ߕをつかまえる。龍谷大Ωϟンパスでもඈびճり、ޫに集まるࠛをัえ
る。ࢮମも̎度、３度रった。

　ᾎ　ニホンβル（ྶ長目　Φφガβル科）ʜ本भ・四国・भのݻ༗छ。২中৺のࡶ৯者
で、ΩノコやࠛもΉ。ன行性。1996年10月22日-11月21日の間、ൺӥ山#28܈಄の܈
れがಥ然大Ҡ動し、෬見۠にೖり、11月̎日に名ਆߴಓをってメス1಄ワカϞノ̎಄
がࢮΜだ。܈れは11月３日から෬見۠、山科۠でカΩやാのࡊを৯べて、11月18日に再
び大Ҡ動してൺӥ山にったが、この࣌は名ਆがトンネルにೖる上を௨り、事ࢮނせず。

　ᾏ　トウヨウκウ（長ඓ目　ステΰドン科）ʜ෬見۠ਂҌϲ谷と山科۠খ܀でトウヨウ
κウ、ステΰドン・Φリエンタリスが発見されている。

　　講ࢀ࠲Ճ者は80名ほど、アンέートのճ収は49であった。

野外実習：2017年11月10日（金）
　　　　　「夜の野生動物観察会」谷垣岳人・須川　恒・上西　実
　JRҴՙӺد࠷りのௗډલに1730࣌に集合し、े石ڮからਆ田にճり、Ҵՙ大社ٴびҴՙ
山で見られるほೕྨを中৺とした生動（ムササϏ・Ωツネ・タψΩ・イノシシ・イタチ・
アライグϚ・ϋクϏシンなど）について、ࣸਅパネルをいながら生ଉ状況や生態をղ説した。
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ղ説の途中にムササϏの子がݱれたため観した。さらにീౡϲܦ由で新（熊ୋ社）ま
でࢀಓをาいた。新では、カラスが火の付いた৪をӡͿことでෆ৹火が発生していること
などをղ説した。奥社、ઍ本ௗܦډ由で集合場所のJRҴՙӺલのௗډとり1930࣌にղ
。Ճ者は34人であったࢀ。したࢄ
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ϑοτύεΛ׆かͨ͠域ͮ͘Γ׆ಈௐࠪ
　	

龍谷大学法学部・教授　里山学研究センター・センター長
牛尾　洋也

龍谷大学法学部・２ճ生ɺ３ճ生
本田　大ً・山本　ӳथ・༝ྑ　߁太・ถॅ　京ࢠ・井্　༏大・த田　ࢠܠ
҆田　ಸԙ・౬　ࡊ౻ࡈ・ر೫ࢠ・ᖒଜ　ಸ・ླ࠼༗里・த　ݪ貴

ؒ　៉ݩ・ਧ　྅ฏ

　　ᶗ　は͡めに
　　ᶘ　フットパス総	 ：本田大ً　山本ӳथ　由ྑ߁太
　　ᶙ　౦ۙߐ市	 ：ถॅ京子
　　ᶚ　ւಓ	 ：井上༏大　中田ܠ子
　　ᶛ　౦京都ொ田市、山ས県ߕभ市	 ：҆田ಸԙ　౬　ر
　　ᶜ　熊本県ඒ里ொ	 ೫子　本田大ًࡊ౻ࡈ：
　　ᶝ　龍谷ࡇの取組について	 ：ᖒଜಸ　ླ࠼༗里
　　ᶞ　コースҊの説明	 ：中ݪ広貴　間៉ݩ　ਧ྅ฏ
　　ᶟ　総　ׅ	 ：由ྑ߁太

ᶗ　͡Ίʹ
牛尾洋也

　里山学研究センターで取り組Μでいる「琵琶湖を中৺とする॥環型自然・社会・文化環境の
総合研究─4BtoZBNBϞデルによる地域・環境政策の新展開─」というプロジェクトに͓いて、

「資ݯとۀ࢈」研究൝では、地域ಠ自の「৯」の研究を行い、地域に͓ける࣋ଓ可能な生࢈と
ফඅのߏを求することを目的とし、「人とらし」研究൝では、地域のྺ࢙的文化的資ݯ
やۀ࢈資ݯを活用し、地域ͮくりに資する新しい自然調型社会の関性ߏஙに向けた研究を
行うことを目的としている。
　今ճは、琵琶湖にする౦ۙߐ市に͓いて、フットパスのコースͮくりの活動にணखしてい
るが、そのલஈの調査として、後ड़のように、全国のフットパスの先進地域の取り組み事ྫを
調査し、学内でアンέート調査を実施し、౦ۙߐ市でいくつかのコースҊを作成する४උを
行った。
にҕͶるが、フットパス調査の意ٛについてࠂに調査にたった後ड़の学生の報ڞ、はࡉৄ　
एׯ৮れて͓く。
　Լهのهड़にもあるように、パブリック・フットパス（PVCMic FootpBth）はイΪリスに͓
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いて長いྺ࢙のなかでҭまれた公ऺのาくみちであり、今日、ݖ利として֬立したものである。
すなわち、ۙ世のいわΏるғいࠐみをػܖに問題化した人ʑのาくݖ利は、様ʑなલ࢙をܦ
て、1932年の「าくݖ利法（RightT oG 8BZ "ct 1932）」੍定にࢸり、さらに、2000年に、ムー
アのような田ࣷの地域を一定のಓにԊって「าくݖ利」をೝめる、いわΏるパブリック・フッ
トパスのݖ利法（the RightT oG 8BZ BnE "cceTT to the CoVntrZTiEe "ct 2000）の੍定ʦ#BMM
2006 : 10ʧに͓いて結実した。
　フットパスのݖ利は、ଞ人の土地上の一定のಓ上で、ԟདྷし、ܠ৭をָしみ、௨行人と話を
し、ࣸਅをࡱり、ಓでϐクニックをするために立ちࢭまるなど、௨行だけでなくそれに付ਵ
する合理的な目的（pVrpoTeT reBTonBCMZ inciEentBM thereto）のためにଞ者の私的な土地を
うことができるものである。もっとも、それをえた用については、ଞ人の土地にいる資֨
をえ৵ೖ者となる。また、ಓがわれなくてもݖ利はফ໓せず、Ԋಓの土地所༗者は、土地
の༗者として、ྫえばಓの状態によって引きىこされる事ނなどについて、フットパスのา
行者に対する理ٛ務をෛうことがある。フットパスのݖ利は、土地に関し、ഉଞ性がなく、
様ʑな利用ݖとڞଘしうるา行する開かれた公ऺのݖ利である（RiEEBMM. J 5reWeMZBn.Jʦ2007ʧ
Right oG 8BZ 4th eEition p. 11-14）。
　このݖ利の面白さは、日本のいわΏるݖというഉଞ的、ઈ対的ݖ利の組みにとらわれる
ことなく、ڞಉでಓを利用しあう調的なݖ利が土地やۭ間上に層状的にॏなってଘࡏするこ
とೝめていることにある。すなわち、イΪリスでは、フランス人ݖ宣言第17に͓けるような、
෧ݐ的な֓࢈ࡒ೦から「ઈ対的֓࢈ࡒ೦（the concept oG BCToMVte propertZ）」のసがな
されなかったため、ෆ動࢈統一ݪଇがܽして͓り、࢈ࡒはݖ利のଋ（propertZ iT B CVnEMe
oG rightT）などと理ղされ、大法では地ݖとしてܖにより特ผにઃ定されなければな
らない௨行ݖが、コϞンロー上、所༗ݖに付ணするݖ利として׳श法的にೝめられている

（#BMM. Jʦ2006ʧʠ5he #oVnEBrieT oG PropertZ RightT in EngMiTh -Bw Report to the 9V**thʡ
*nternBtionBM CongreTT oG CoNpBrBtiWe -Bw JVMZ）。
　その結果、コϞンランドをؚめ、土地の利用は層状にॏなり合っているため、売ങなどによ
り土地を所༗した者も、それまでの利用関をഉআできず、全くҟなった土地の開発に対する
。に結び付いているޢや環境保ޢめとなり、自然保ࢭࣃ
考とはҟなるが、人ʑのࢥ利に関する理や取引上の؆ศ性を求するैདྷの日本の法的ݖ　
生活の多様性、生態系をؚめた環境の多様性と༗ݶ性をࢥう場合、日本に͓いても、新しいݖ
利のあり方を考えるうえで༗用であるとࢥわれる（ৄࡉは、牛尾洋也・٢Ԭॆ・清水万由子
ฤ著『琵琶湖水域圏のݱ状と可能性─里山学からの展望─』（晃洋書房　2018）をࢀরされた
い。）
　Լهの報ࠂ書は、もっͺらฤ集ଆの任に͓いて、ώアリングの結果をฤ集しまとめたܗ式
で報ࠂを行っている。
　今ճのώアリングٴびݱ地調査、コースͮくりにたっては、౦ۙߐ市をは͡め、各市ொଜ
͓よび各छの/POஂମに多大な͝ਚ力をࣀった。関者各Ґには、この場を͓आりして৺よ
りँײをਃし上げたい。



153

研究活動報告

ᶘ　ϑοτύε૯
本田大ً　山本ӳथ　由ྑ߁太

１　フットパスとは
　フットパス（GootpBth）とは、イΪリスを発とするʠྛや田Ԃ地ଳ、ݹい֗ฒみなど、
地域にੲからあるありのままの෩ܠをָしみながらาくことʲFootʳができるখܘʲPBth ʡr
のことであり、ひいてはこのಓをาくことの総শである。

２　イギリスにおけるフットパス
　⑴　背景
　イΪリスに͓いて土地は貴や資࢈家などが大きな۠ըを所༗する大土地所༗が多く見られ
る。そこでは地主たちがඒしい田Ԃ෩ܠをकることがステータスとされた。そΜな中イΪリス
でフットパスがొ場したのはֵ໋ۀ࢈の後であり、ֵ໋によってもたらされたܹٸな都市化に
よりロンドン市民はྼѱなॅډ環境のԼでの生活を༨ّなくされた。
　このような環境問題がਂࠁ化するなかで、1860年にロンドンのශࠔ地۠で、社会վྑӡ動
として出発したのがݪであるとされている。ֵ໋ۀ࢈でർฐした࿑ಇ者たちが、土地をғい
こし、そしてその結果উちಘたىまれてしまった国土を「せめてาかせてཉしい」とӡ動をࠐ
ものがาくݖ利なのである。このาくݖ利をもとに発展したものがࡏݱのフットパスである。

⑵　歩く権利について
　イΪリスのフットパスに͓いて࠷大の特といえるのが「าくݖ利」というもののଘࡏであ
る。パブリックとは公ऺを意ຯして͓りそのཁ求と戦いがあってこそา行ಓが֬ೝされ、ྫ
や法によってาくݖ利がೝめられた。つまりフットパスとは国民にਖ਼にೝめられたݖ利の
上に成り立つଘࡏであるといえる。またイΪリスに͓いてフットパスが௨っている土地の多く
が私༗地であるということも大きな特である。また、าくݖ利とはาくことのみを目的とし
たものではなく、「าくݖ利」が実行されるフットパス（า行ಓ）をकることの動ػになりそ
のことがपғの自然環境、ܠ観保全につながるという実に幅が広いׂを୲っているݖ利であ
るといえる。

⑶　内容
　イΪリスのࢄ策のѪ家がތりにしているパブリックフットパスとは「長ڑ離า行ಓ」であ
る。長ڑ離า行ಓには公式なものと非公式なものがଘࡏし、公式な「φショφルトレイル」と
する。උされた「φショφルࡏ離า行ಓは50本ほどଘڑばれるา行ಓは15本、非公式な長ݺ
トレイル」はिの̎ധ３日、あるいは̍ि間Ҏ上のࢄ策を求めてઃஔされた。

⑷　経済効果
　ウΥーΩングの࠷大ஂମであるランブラーζ協会によると年間8000ԯԁ、ਖ਼ޏن用だけで年
間24万̑ઍ人と発දされている。॓ധྉとして、またϏールやチーζなどの特࢈販売の観
ޫ面だけでなく、地վྑや環境保全などのからもޏ用が発生している。
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３　日本におけるフットパス
まっているが、これはイΪリスのフットパスを୯ߴでは日本でもフットパスの関৺がۙ࠷　
に模฿したものではແい。日本では今から20年ほどલ、自の地域をาいて新たな発見をָし
Ή活動が自然発生的に日本の各地で始まった。イΪリスでֵ໋ۀ࢈の後に人間性のճ෮を求め
てフットパスが始まったように、日本でもόブルࡁܦが่յした1990年後に始まった。た
だ日本のフットパスはイΪリスのような法的なݖ利ではない。

⑴　フットパスの採用
　ैདྷの観ޫ政策の主ྲྀは、イベント開催の観ޫ٬の集٬をૂうものであった。しかし、Ծ
に注目が集まったとしても一࣌的なものになりやすいというܽがあった。そこで、࣋ଓ可能
なࡏ型観ޫ、つまりフットパスを࠾用するようになったのである。
観自ମを一つの文化ܠ、にண目し「能ػ成ܗ観ܠ」されているࡏ能として内ػདྷ、ಓのݩ＊　

としてೝࣝすることによって、その文化的な価をਖ਼しく評価し、地域でकり、次世ࡒ
とܧঝしていくものとして社会的にҐஔ付けたのである。これによってܗ成されてきた
文化的ܠ観を、よりੵۃ的な意ຯで活用していこうという動きがあり、それがフットパス
なのである。

⑵　フットパスの魅力
　าくひとをָしくさせるだけでなく、地ݩの人をも地域のັ力とތりを目֮めさせ྆者をま
ちͮくりに引きࠐΉ力を࣋っている。フットパスを始めることにより自然とまちͮくりが進み、
地域ॅ民がָしく交ྲྀする中で素らしいொができていく。また、طにまちにある資ݯを活用
し、ڧ化させ、長ଓきさせることができる。

⑶　フットパスの特性
　̍）まちͮくりにඞཁなほとΜどのཁ素をؚΜでいる
　フットパスを作るաఔでまちͮくりにඞཁな効果をڗ受することになるので、ノウϋウを
Ѳすることができればフットパスを作ることで活性化につながる。

　̎）どΜな地域でもできる
　資ݯがなくても、資ۚがなくても、どΜなまちでも作ることができる。このことからそのま
ちのΦンリーワンのັ力がුきூりになると言える。

のであるݱ（３　
　フットパスは新たな࣌の「観ޫ」としてظ待されて͓り、今後のண地型観ޫのԦಓとなる
べき可能性をൿめている。෮ࢧڵԉや౦京Φリンϐックを見ਾえると、フットパスがこれから
の観ޫの主ྲྀとなっていくと考えられるだろう。

参考

ㅡਆ谷由ل子（ฤ著）『フットパスによるまちͮくり』（2014　水༵社）
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ᶙ　౦ۙࢢߐ
ถॅ京子

１　概要
　౦ۙߐ市は、滋賀県のೆ౦部にҐஔし、はࠜ市、Ѫொ、多賀ொ、ೆはཽԦொ、日ொ、
は౦西にܗീ഼市として͓り、౦は三ॏ県との県境になっている。市の地ߐ賀市、西はۙߕ
長く、౦にླࣛ山、西に琵琶湖があり、市の中ԝをѪがྲྀれ、市のೆ西部には日がྲྀ
れて͓り、この྆のྲྀ域にはฏ地やٰྕ地が広がり、の๛かな田Ԃ地ଳをܗ成されている。
さらに、地域内にはຳ作山や៳山など山ʑがࡏし、๛かな自然にܙまれている。

２　経緯
年月日

ฏ成17年̎月11日 ീ日市市・Ӭࣉݯொ・ޒ個ொ・Ѫ౦ொ・湖౦ொの̑つが合ซして౦ۙ
市がઃஔされるߐ

ฏ成18年̍月̍日 ̑つの市ொଜにՃえて、新たにו生ொ・能ొொが౦ۙߐ市に合ซした

３　東近江の各地域
　⑴　五個荘地区
個ொは、湖౦ฏのほ΅中ԝにҐஔし、पғを田山やຳ作山などにғまれているととޒ　
もに、౦ଆにはѪがྲྀれて͓り、自然の๛かな地域である。集མにはொの由དྷとなった
徳太子によってݐされたと言われるࣉ社がって͓り、ྺ࢙のݹいொであると考えられる。
　そういった中で、特に特と考えられるのが、三方よしのਫ਼ਆをもってۙߐだけでなく、日
本全国をඈびճって商いを行っていたۙߐ商人である。ޒ個のۚಊ地۠では中ߐ४ޒ郎ఛや
外ଜӉฌӴఛをは͡めとして今な͓多くのۙߐ商人のෑがきれいな状態でって͓り、࣌
の商人の生活を͡ײることができる。
　また、2015年（ฏ成27年）には、滋賀県が文化ிのೝ定する日本Ҩ࢈に「琵琶湖とその水ล
ޒ、観」というテーϚで選ばれたことから、水と生活のかかわりが注目されている。ここでܠ
個と水のかかわりがॏཁであると考えられる。ޒ個の֗中では、商人ෑをは͡めとして
白นやࠇくমいたस൘ญが様ʑなॅ宅で見ることができるが、この̎つよりもよく見られるも
のが、水࿏である。これらの水࿏は、水のしかったޒ個の࠷大の難問であった火災対策の
ためである。この水࿏はۙくの水ݯから人工的に引いてきたもので、ࢸるところにுり८らさ
れている。そのことから、水࿏や࣫۬、ࠇくমいたนをは͡めとして、ۙߐ商人がॏཁ視して
いたࡒを火災などの災害からकる一環として水が生活の一部としてଉͮいて͓り、注目すべき
であると考えられる。

⑵　八日市地区
　ീ日市地۠は太郎宮のࢀഈのためのࢀಓや中৺部には֗چಓであるޚ֗ࢀಓとീ෩֗
ಓが౦西ೆにわたってଓいて͓り、ྺ࢙をொ全ମから͡ײることができる֗ฒみである。
　ここで、まず༗名なものとしてڍげられるのが、太郎宮である。太郎宮は標350ߴメー
トルの場所にあり、ߚ༿のظ࣌のܠ৭は多くの観ޫ٬をݺびࠐΜでいる。Ճえて、太郎宮は
京都のҌഅの次郎ఱۡと関連する太郎ఱۡがकޢしていることから由ॹあるਆ社であり、
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名લの由དྷになっているとも考えられる。また、ݹくからमݧ者のमۀの場となっていたり、
。していたり、パワースポットとしても人気があるࡏഈのಓ中には多くの巨石がࢀ
　次に、֗چಓについてである。まず、౦西をる֗چಓとしてീ෩֗ಓがある。この֗ಓは、
くは三ॏ県のҏまݹ、名までをつないでいる֗ಓで܂ീ഼から三ॏ県のߐの滋賀県のۙࡏݱ
でଓいているものであった。ଓいて、ޚ֗ࢀಓである。この֗ಓは、࣌ށߐには京都の公
家の間で、ҏਆ宮と多賀大社͓ࢀりするためにΜに用いられた。そのほとΜどは、公家
本人ではなく、者をࢀとしてૹって͓り、それらの者のほとΜどがこの֗ಓを௨ったた
めޚ֗ࢀಓとݺばれるようになったと言われている。
　これらのことから、ീ日市のྺ࢙のݹさや由ॹのਖ਼しき地域であると考えられる。

⑶　能登川地区
　　̍）ழ子山公Ԃ
　向ؠे一面観Ի（きたΉきいわや͡ΎういちめΜかΜのΜ）や、40基のݹ（こ;
Μ）がある。山からは市֗が一望でき、;もとにあるழ子山公Ԃはࡩの名所で、ຖ年大の
Ֆ見٬が๚れる。また、य़だけではなく、ळのߚ༿も特のひとつである。
　ழ子山では、ຖ年̕月ॳ०から10月Լ०にかけて、タカのりが各地で観されている。一
ൠにタカのりをするものは、ϋチクϚ、サシό、ノスリ、ϋイタカྨ、そしてϋϠブサྨで、
ϋクチョウやツルのように家୯Ґで行わず、個ʑผʑに͓こなう。

日本ௗの会公式)P（http://www.wCTK�ThigB.Kp/）より

　　̎）エクレレ
　௨常よりもࡉ長いエクレアが特的な洋՛
子ઐళで、োがい者の自立をࢧԉするワー
クセンターのׂを୲っている。よく売し
てしまうほどの人気商で、その可Ѫらしい
見た目も人気の理由のひとつである。

エクレレ公式フェイスブックより
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⑷　永源寺地区
　Ӭࣉݯはਸ਼石山（൧ߴ山）とѪ（Իແ）の山中、੩かにဣΜでいる。境内はカエデを
は͡めとする様ʑな自然のʑに෴われている。ݐ࣌のݐは全てฌ火にমかれ、ݱଘ
するものはなく、ࡏݱのՀཟはށߐ中ظҎ߱に再ڵされた。Ӭࣉݯはݹくからߚ༿の名所とし
てもられている。
　山は、ೆே࣌のݩ҆ڵ年（1361）に、࣌のۙߐकޢ৬、ࠤʑ֯ࢯཔ公が、ೖ求
法のߴૐ、ऐ室ޫݩષࢣ（ਖ਼౯国ࢣ）にؼґし、ྖ内の土地をد進してՀཟをݐしたことが
始まりである。ષࢣがೖࣉ、開山されると、そのߴ徳をูって二ઍ人あまりのम行ૐが集い、
山中にはेޒの҇を༗したとهされている。

　Ӭࣉݯホームϖージより
　http://eigenKi�t.Kp/BCoVt/inEeY.htNM

参考

ㅡ౦ۙߐ市ホームϖージ　www.citZ.higBThioNi.ThigB.Kp/（Ӿཡ12月26日）
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Ⅳ　北海道調査
井上༏大　中田ܠ子

　ʦ日࣌ʧ2017年̕月̐日〜̕月７日
　ʦメンόーʧ　井上༏大　中ݪ広貴　ᖒଜಸ　中田ܠ子
　ʦώアリング先ʧ
　　⑴　エコ・ネットワークද খ様　ද行 খߒ一郎様
　　⑵　えにわフットパスѪ会　会長݉事務ہ長 લ田孝༤様　三浦政හ様
　　ᾉ　ւಓࠇদ内ொ場　اը環境課　主査　ઔ谷ஐथ様　主事　າઔོ広様

１　共通質問事項まとめ
　⑴　エコ・ネットワーク
　1992年までւಓには環境ஂମがなかったため、スタッフ13名でઃ立し、ࡏݱは家̑名で
活動している。環境ボランティアを中৺に活動して͓り、ݹ本を売ったり、会員からの会員අ、
イベントྉ、また学生がデβインしたϚップやಓ標の売上により、活動資ۚを೧出している。
フットパスのコースを作成するうえ意ࣝしたに͓いてはาいていて面白いということ。特に
าくଆの気࣋ちを主ମ的に考えて͓り、人がීஈาかないようなところをコースにೖれるよう
にしている。าいていて気࣋ちいか面白いかを考えているほかに、ܠ観がいいか、าきやすい
かを意ࣝしている。また、ストーリー性に関しては、あるにӽしたことはないが、それをい
求めていると、ただのྺࢄ࢙策になるڪれがあり、面白みがなくなる。だから、ストーリー性
だけをい求めていない。またフットパスの効果としては、一つとして地域に͓ۚがམちると
いうことがڍげられる。͓ۚのམち方はやはりϚップの売上と、৯である。しかし、ࡳຈの
フットパスは日ؼりが大をめるため、ホテル͓ۚがམちているとは͡ײられていない。
しかしルートにҿ৯ళがある場合、そこに͓٬さΜがೖったり、ಓに生えているのखೖれや
Ֆを২えたり、家の۩のย付け、見ӫえをよくする方が出てくる。つまり地ॅݩ民の意ࣝ
の変化。ॅ民が地域を見すいいきっかけになる。
　フットパスの課題としては、ロングトレイルの事ྫにはなるが、人の家をいたりする
ウΥーカーがݱれ、地ॅݩ民からۤ情が発生し、人の家をかないというルールが作られた。
また、ւಓは͡Όがいもの࢈地で༗名だが、छҶは非常にऑく、ײછにかかりやすいため、
人छҶാの出ೖりは非常に੍ݶされている。しかしフットパスをしにこられた方がそこにೖっ
てしまいछҶが全໓するということ問題もىきた。そこでࠇদ内ではウΥーカーに対するルー
ル作りがなされている。またޱఙӸがྲྀ行った࣌もগしาくことをաහに考えることもあった。

様一郎様　中ԝ　খߒからখࠨ



159

研究活動報告

　今後の展望としては、एい方にࢀՃしてもらうため、インスタグラムやツイッターをੵۃ
的に利用し、いいࣸਅがࡱれるスポットをいれたコースをೖれたイベント開催である。また、
フットパスフΝンを૿やし、ւಓにもっとフットパスをつくる。

⑵　えにわフットパス愛好会
　Ѫ会にՃೖして͓られる方ʑは50から70が主ମとなって͓り、ࡏݱは員14名会員53
名で活動されている。
　活動目的方針は人と人・人と地域・地域と地域を結び৮れ合うこと、車のҠ動では͡ײられ
ない地域のྑさを再発見し、その素らしさを発৴することにある。また、それによって地域
に対するڷ土ѪをҭΉ。ӡ営については市民活動ஂମとして市から10万ԁのॿ成ۚと会の活動
අ３万ԁの13ܭ万ԁを一年間の活動අとしてӡ営している。行政は基本的にフットパスにੵۃ
的な関༩はしていないが、の௨行ಓに۵をෑきྸߴ者のࠊのෛ୲をܰ減するといった取
り組みを行っている。地ॅݩ民との間では、ΦープンガーデンというOpenの൘が出ている
は自由に出ೖりすることができるఉの開์などを促している。Φープンガーデンを行うにあ࣌
たり、一ݢ一ݢをӡび、ॅ民にフットパスコースの一部として組ࠐΉことにڐ可をಘている。
　地域ॅ民の会員からは、フットパスコースの選定の際に公Ԃの公ऺトイレが用できるよう
にすべきの意見をもらい、それをコースにөさせている。
　そして、ॅ民はՖのொとしてのތりから、དྷ๚者にָしΜでもらえるようにखೖれをଵって
いない。コースの特として、Ҋ内൘は̑コースのスタート地と中間地に、コースシグ
φルは交ࠩのかりͮらいՕ所にઃஔしている。
　また、དྷ๚者の多くがྸߴ者Ώえに、アップダウンのগないコースを選定している。ಓ標は
ҹを用いて、フットパスコースのಓॱをҊ内している。しかし、དྷ๚者などにҹの向きを
変えられ、次のདྷ๚者がすることもある。ガイドはඞずԼ見をして、四ંقʑの২を説
明できるようにして͓き、ガイドはࢀՃ者と地域ॅ民の交ྲྀをࢧえるଘࡏを理としている。
また、̑コースの「コースガイドϚニϡアル」を作成し、དྷ年の全ಓ大会に向けて会員にコー
スガイドを指定してஞ次࿅शを行って͓り、ࡏݱはՖのアドόイβーとして３名、ௗのアドό
イβーとして̍名がいる。また、フットパスの効果としては、人と地域、地域と地域を結び৮
れ合う事、そして、車のҠ動では͡ײられない地域のྑさの再発見し、その素らしさを発৴
できる事。地域の文化・ྺ࢙に৮れ、地域に対するѪணとތり（ڷ土Ѫ）をҭΉことがڍげら
れる。

からલ田孝༤様、三浦政හ様ࠨ
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⑶　北海道黒松内町役場
のொである。ཙをԟ෮したり、Վ的෩ࢱொ内ொは3000人がॅΉொであり、ཙとࠇ　
を目で見てָしΜだりしながらาこうと組৫を立て、ฏ成16年にボランティアをืり、ஂମܠ
を作ってコースを࿅り、ࡏݱまでで̑コースが成した。ࠇদ内フットパスの見所や特、作
成する際にこだわったとして、全̑コースの内、どのコースをาいても、ொのシンボルであ
るブφの見える所があるようにコースઃ定したことである。また、ொの交ྲྀ施ઃである自然の
家や温ઘはொ外れなところも多いが、あえてそれらとブφの見える所とを結Ϳようなコースに
したこともڍげられる。
　またイΪリスにも視に行き、実際に目で見てษڧし、その上でࠇদ内ொに合う取り組みを
考えた。フットパスを行う上でのྀについては、事ނをආけるため、フットパスのコースは
ほ΅ฏୱでద地దਖ਼の理をして͓り、ةないՕ所がないようにઃ定している。また、フット
パスで田ാの横を௨ったりするため、そのに関する注意事߲（作を࠾ってはいけない
）もϚップにه載している。
　また、フットパスの効果として、ࠇদ内ொは年̐ճ、フットパスイベントを開催して͓り、
各イベントで、40〜50人ほどのࢀՃ者がいる。イベントにࢀՃしたあとは温ઘにدってもらっ
たり、॓ധしてもらったりしている。また、イベントがない࣌でも、フットパスϚップをങっ
て実際にொをาきにདྷる人もいることから、フットパスによるࡁܦ効果は出ていると考えられ
る。
　しかしフットパスに関する取り組みを࣋ଓさせていくうえで、ொのॅ民のྸߴ化が進Μでい
るため、コースのن模ॖখを考えている。また、観ޫ協会にフットパスのӡ営をҕୗしていく
考えもあり、その際に、観ޫの受けೖれもؚめたプログラムを組ΜだܗでҠ行していく方針で
ある。

２　小括
　フットパスを行う上でのルール作り、特にาくଆに対してのルール作りはඞཁだと考える。
コース上にあるॅ宅や私༗地に対するྀをどのように行えばྑいか、௧ײした。また、ॅ民
のことを考え、コースを策定することは非常に大切なことであるが、าくଆの気࣋ちを࠷大ݶ
өすることも非常に大切なことである。やはりリスクばかりڪれて͓もしろみがないコース
にフΝンはできないと考えるため、ॅ民のྀをしつつ、࠷大߈ݶめのあるコースを作るべ
く、今後、地域の方との関ͮくりに力をೖれていきたい。

からາઔོ広様、ઔ谷ஐथ様ࠨ ࣸਅはࣉのコース
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ఉ市はՖのまちとして、特に地域ॅ民のఉをղ์するΦープンガーデンにより、地域ॅ民ܙ　
のՖのまちとしてのތりが֞間見えた。また、の中のಓではウッドチップがෑかれ、དྷ๚者
の大をめるྸߴ者のࠊのෛ୲のܰ減やࡶの防ࢭにྀしていた。
　Ҏ上のことから、フットパスを行うことによりདྷ๚者に͓ۚをொにམとしてもらい、Ֆに関
わることを௨して地域ॅ民のコϛϡニティが生まれ、地域の活性化がਤられていると考えられ
る。
দ内ொは日本のフットパス先進地として著名である。コースの特としては、ொ全ମでཙࠇ　
がΜであることから、Վ的෩ܠをָしみながらาくことができることだ。Ճえて、ݥ
৺を࣋ってาくことができるよう、山ಓがコースとして組みࠐまれている。
　定ظ的に行われるフットパスイベントには、ொ外からのࢀՃ者が多く見られることから、
名度・人気度ともにߴいことがӐえる。
　しかしながら、資ۚ面の問題から、観ޫ協会にフットパスのӡ営をҕୗすることやコース
を削減することがݕ౼されて͓り、ࡏݱがターニングポイントであるといえる。

Ⅴ　東京都町田市、山梨県甲州市
҆田ಸԙ　౬ر

　ʦ日　࣌ʧ̕月̑日〜̕月10日
　ʦメンόーʧਧ྅ฏ　間៉ݩ　ླ࠼༗里　҆田ಸԙ　౬ر
　ʦώアリング先ʧ
　　⑴　ொ田市所　ۀ࢈観ޫ課　観ޫまちͮくり୲：牛࢙様
　　⑵　みどりのΏび：特定非営利活動法人「みどりのΏび」理事݉事務ہ長　ਆ谷由ل子様
　　　　　　　　　　　尾ཹ　࿕様
　　ᾉ　特定非営利法人つなぐ理事長：山本　ҭ様
　　ᾊ　ߕभ市所　山ས県ߕभ市観ޫ協会　観ޫ交ྲྀ課 交ྲྀイベント୲：三ࢬ俊様

１　共通質問事項のまとめ
⑴　町田市役所
　౦京都ொ田市が実施している政策の中でフットパスは観ޫ面を切りޱとして取り組まれてい
る。ொ田市は部ٰྕのੲながらの里山෩ܠが広がる三層ߏで、フットパスはそれを生かし
たニϡーツーリζムとしてҐஔͮけられている。ॳظから市の৬員も一市民としてフットパス
活動にࢀՃし、行政が主ಋしている。
　ொ田市は/POにコース作成の事ۀをҕୗし、/POに資ۚݯをࢧえている。҆全ྀの面
に͓いては土地の所༗者に一任して͓り、情報発৴についても市としての関わりがബれつつあ
るが、市民の活動が中৺でも、市や৬員が協ࢍ的なׂを果たすことで、ࡏݱ๚問者による日
常的なフットパスが実ݱしている。ொ田市がѲしているフットパスのཁ素としては、地域で
Կかしたいというよその者、Ωーパーソン、市のόックアップの３であった。
をどのように生かしていくかが課題となっている。今後はフットۀ部ٰྕのや、ࡏݱ　
パスを࣋ଓ可能なものにしていくため、ෆ法投غなどの׳行公害防ࢭのܒ発活動を行い、ॅ民
のෛ୲につながるա度な宣伝をせずにݱ状ҡ࣋にめていく方針である。このことは市とॅ民
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がಉ͡ϖースで取り組まなければならないという考えがදれている。そして、外国人観ޫ٬や
౦京Φリンϐック開催にってւ外と交ྲྀし、8"8を௨͡てொ田市の介をしていき、ए者
をݺびࠐΉために学生とのఏܞは行っていきたいと話された。

⑵　みどりのゆび
　みどりのΏびは地保全を目的にઃ立されたஂମで、120名の会員でߏ成されている。ิ
ॿۚを取ってしまうとその内༰にറられてしまうということでิॿۚは受څせずに活動されて
いる。ۙ࠷ではメンόーのྸߴ化により事務ػہ能がԼして͓り、࣋ଓ的な組৫ӡ営の工
として会ܭ理や公ӹ理のできる人ࡐのҭ成がඞཁෆ可ܽである。
　行政との連ܞとしては、市の৬員が৬務をえて、一市民として組৫の総務的な事を୲っ
てきた。そしてॅ民の理ղをಘて、協力をಘるために、その地域の୭もが৴པをஔく人を見つ
けるの工をしてこられた。カントリーコードをઃஔしϚφーのपをపఈされた。
　コースを作成する際はܠ観を࠷ॏཁ視し、アクセスも考ྀして作られた。コースの選定には
̍年かけられた。イベントを行う࣌にはϚスコϛに対して情報ఏڙをして広報をされている。
Ճされるということだがガイࢀの方が多く、イベントでは多いと120人もの方がྸߴՃ者はࢀ
ドのཆ成は行わず、地ݩの方が࣋っているࣝだけでָしΜでもらえるように工されている。
　ொ田市には年間350万人๚れているがフットパスによりどのくらいの人が๚れたかはかっ
ていない。しかし実際にֹۚ的なことには目に見えて効果がある。今後のொ田フットパスの
課題としてそれͧれの地域が目的・Ϗジョンを明֬に࣋って活動していくことがॏཁである。
フットパスを行う上で学生にはए者目ઢで地域資ݯを見つけることが大事であると話された。

⑶　NPOつなぐ
　/POつなぐはまちのよさ・͓もしろさを伝えたいというࢥいからフットパスを始められた。
会員੍は300人ଘࡏして͓り、まちのひとが３ׂ、そのଞの人７ׂでߏ成されている。　
　山ས県立തؗ・山ས県立文学ؗと連ܞされて͓り、「文学者のΏかりの地ツアー」を開
催された。フットパスを行うにあたってॅ民の方からۤ情がདྷると言うことは特になく、Ήし
ろ自のまちでもしてཉしい。というの方が多かったため、ॅ民の方に理ղをಘるために
力をしたことはなかった。
　コースの作成にあたっては、集合場所にཹ意するとڞに、ற車場や公的な施ઃがあるところ、
トイレܜٳができるところを考ྀして作成された。ツアーの広報として、༣ૹでフットパスツ
アーの情報を会員全員に༣ૹし、/POつなぐのホームϖージにもアップされている。ガイド
ϚップはϞノクロであるが、「Ϟノクロだからృりֆができる」として売り出されている。そ
して「かりやすく」をϞットーに、面白く今෩に、୭もがָしめるように工されて͓り、
地ݩの大学生も作成にࢀՃされている。このガイドブックは月に100200売れるほど人気で
ある。
　フットパスを学生が行う上で一年ܭըだからこそのฐ害があり、それをしっかり理ղした上
で、地域の人たちだけでܧଓしていけるような組み作りがॏཁであると話された。
　今後は全国にガイドϚップを広げていくことが目標である。
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⑷　山梨県甲州市役所
し、PR活動やイベントが取り組ܞभ市所では観ޫ政策を行うために、ۙྡの市と連ߕ　
まれている。ߕभ市ではフットパスは観ޫとしてҐஔͮけられている。ߕभ市所には「ある
〜く　こうしΎう推進協議会」がઃஔされて͓り、市内でフットパスを行っている11ஂମがՃ
ໍしている。市はこのようなՃໍஂମに対し、コースϚップ作、コースの宣伝の事ۀを推
進し、ஂମにはイベント開催の活動をしてもらう。そしてその際の活動අをॿ成し、民間ஂ
ମに対して活動のࢧԉを行っている。また、市はイベント開催にあたり、それにってかかる
Ϛップのҹもิॿされている。
　フットパスコース全ମにڞ௨する注意はパンフレットにه載し、҆全ྀについては市が
開催するイベントには市の༧ࢉより保ݥがかけられ、各ஂମが主催するイベントはࢀՃඅに保
भ市ではガイドのҭ成にも力をೖれて͓り、年に一ߕ、となっている。またܗがؚまれるݥ
度観ޫボランティアガイドのཆ成講࠲が開かれている。
　フットパスを取り組Ήにあたり、地ݩのॅ民からۤ情や対意見がدせられたことはなく、
フットパスに関わる市民関者や地域のද者にフットパスのझࢫなどがうまく伝わっていき、
理ղがಘられた。それは、もともと観ޫ٬が集まりやすいߕभ市ならではだと考えられる。
　今後はߕभ市のັ力がさらに発৴され、ߕभ市のフΝン、定ॅ人ޱの૿Ճつながることに
。待していると話されたظ

２　小括
　౦京ொ田のフットパスはܠ観・自然環境の保全のखஈとしてフットパスを取りೖれているこ
とが特である。市の৬員が৬務をえて、一市民として組৫の総務的な事を୲っていたと
いうことがॏཁである。山སのフットパスは/POつなぐが中৺的なׂを୲って͓り、Ϟノ
クロҹのガイドブックだからこそѪணを࣋って多くの人がフットパスをָしΉことができる
のだと͡ײた。
　౦京都ொ田市所では、৬員の方ʑの中でまずはフットパスというものの理ղをもっと広め
ていくඞཁがあると͡ײて͓られる。୲いख問題やෆ法投غの課題である一方で、フットパ
スは市の協力と民間の方の行動のόランスを考えていくことが非常に大切だと学Ϳことができ
た。
　また、山ས県ߕभ市所ではフットパスが観ޫとしてҐஔͮけられている。ଞの県や地域で
課題となりがちな地ॅݩ民の理ղなどの問題は生͡ることなく、受けೖれられてきた。それは、
ੲからߕभ市が観ޫ地として広くれっていた地域だから、ということではないだろうか。

カントリーコード みどりのΏび
尾ཹ࿕様とフットパス

つなぐ/PO
主催のイベントにもࢀՃ
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Ⅵ　熊本県美里町
　೫子　本田大ًࡊ౻ࡈ

　ʦ日࣌ʧ　2017年̕月̑日
　ʦメンόーʧ　ࡊ౻ࡈ೫子　本田大ً　山本ӳथ　由ྑ߁太　ถॅ京子
　ʦώアリング先ʧ　
　　⑴　ඒ里フットパス協会　井ᖒるり子様　ᖛ田孝ਖ਼様　
　　⑵　ඒ里ொ場ྛ務観ޫ課　石ܙݪ様　本ଜ༑一郎様

１　共通質問事項まとめ
⑴　熊本県　美里町　美里町役場林務観光課
　ඒ里ொのフットパスを୲しているのはொ場のྛ務観ޫ課である。ඒ里ொではフットパス
を民間主ಋのものとしてҐஔ付けている。また、行政は一定ظ間での部ॺ変ߋがあり、フット
パスに関する取り組みに向いていないため、広報や交௨උの民間ஂମをサポートすると
いうܗをとっている。行政では、フットパスは様ʑな活動のベースコンテンツとなりಘるもの
であり多様性のある活動であるため、民間ஂମが取り組Μでいる活動をࢧԉするとともにフッ
トパスと関連付けたプログラムを行政で実施することもできると考えられている。
　次にフットパスの効果について介する。ඒ里フットパスは年間600ܭ万ԁの収ࢧがある。
ྫえば、̍セット500ԁのフットパスϚップは年間500セットの売り上げがあり、ࢀՃඅ2500ԁ
のフットパスイベントに年間1300人がࢀՃしている。そのଞには100ԁのトイレ用ྉや会අ、
ଞのフットパス推進地域のアドόイスがある。
　イベントには人をѲできるメリットがあるが、地域の活性化はあまり望めないた
め、フットパスをイベント型ではなく、日常型のものにすることが大切である。ඒ里ொの観ޫ
は一ա性のイベント型であったのだが、フットパスによって日常型と変化した。これによっ
てඒ里ொが観ޫの目的地になってきていることは大きな成果である。イベントのࢀՃ人から
も交ྲྀ人ޱは૿Ճしたと考えられ、また外部の人に評価されることにより地域ॅ民が地ݩにތ
りを࣋つようになった。このようにඒ里ொはフットパスを地域活性化のツールとしてうこと
を目的としたಠ自のフットパスをつくっている。

山ས県ߕभ市　ボランティアガイドの方、
俊様とのフットパスࢬभ市所の三ߕ

౦京都ொ田市所でのώアリング調査
様࢙ޕ



165

研究活動報告

⑵　熊本県　美里町　美里フットパス協会
　ඒ里フットパス協会が、取り組みを始めたきっかけはաૄを防ぐために始めたଜৼڵであ
る。ࡁܦল・ྛ水࢈ল・ް生࿑ಇলのิॿ事ۀとして、ඒ里ொ地域ৼڵ協議会、商工会が協
力し、2011年から̎年間、交付ۚによる活動を行っていた。その事ۀの終了後、自立した活動
を行うためにඒ里フットパス協会をઃ立した。協会の目的は、フットパス活動を௨して多様な
事ۀを実施し、ඒ里ொでの観ޫ٬の࣌ࡏ間の૿Ճや交ྲྀ人ޱの૿Ճによってඒ里ொのৼڵに
活動にめたいٴ༩することである。活動方針としてඒ里ொをϞデルとしたフットパスのීد
としている。会員は100名ఔ度で、地域の人だけでなくフットパスを௨͡てඒ里ொを๚れた外
部の人もೖ会している。また、ӡ営や事務はフットパス研究会にҕୗしている。
　地域ॅ民と行政、/POが連ܞをとる際は、ॅ民の理ղをಘるために地域に取り組みの資ྉ
を全ށにし、またコース作成の際にワークショップを開催し地域ॅ民に自たちがって
いるいいܠ৭のಓを出し合ってもらうことでコース作りにࢀՃしてもらうなどの工をした。
コース作成の際にԿ度もその地域を๚れて地域ॅ民と交ྲྀすることでより多くのॅ民にフット
パスに関৺を࣋ってもらうとともに、ॅ民との৴པ関をߏஙしまちͮくりのࢀՃを促して
いく。これらの工によって、ࡏݱフットパスのコースがઃ定されている地域に͓いてॅ民か
らのۤ情などは出ていない。このように、/POのׂとして地域ॅ民全員にまちͮくりにࢀ
Ճしてもらえるようにすることがڍげられる。۩ମ的に、ॅ民の理ղをಘるためにコースを作
成する際には次のようなखॱを౿Ή。まず、地域ॅ民の方ʑと関をஙき地域をาかせていた
だくڐ可をもらう。フットパスに関のないイベントにもࢀՃし、またԿ度も地域を࿅りาく
ことで地域ॅ民の方ʑとの交ྲྀをਂめるとಉ࣌に、地域外の人ʑが地域を๚れることに׳れて
もらう。次に、地域を一௨りาいた中から「話しかけられるճの多かったところ」に目を
つけて、Ϟデル地۠となる場所を決め、࿅りาく。࠷ॳはෆ৹者がられるかもしれないが、Կ
をしているのかと聞かれた際に「フットパスをしている」とフットパスについての説明をする
ことがॏཁである。その後、ワークショップを開催し、地域ॅ民の方ʑに自たちがってい
るྑいܠ৭のಓを出しあってもらう。また、地域外の方ʑもটき地域のັ力発見にめる。こ
の際に、ඃってもྑいのでどのようなコースがいいかをࢀՃ者に聞くことで様ʑな意見を取り
ೖれることができる。これによってճしてくださった方ʑもコース作成にࢀՃしたことにな
るため、地域ॅ民の方ʑに「自もࢀՃ者」であることを自֮・意ࣝしてもらうことができる。
　҆全ྀに関しては基本的には自ݾ任で、イベントの際には保ݥのՃೖを促すことや注意
などにとどまっている。また、コースはすべて公ಓにઃ定されて͓り、地域ॅ民が主ମとىש
なって理のできるಓのみを࠾用し、ຢ、าきにくくյれる可能性のߴいあͥಓなどはコース
にೖれないように考ྀしている。
　そのଞにコース作成の際にいくつかの工をしている。まず、ظ待ײをઞる工である。ࡔ
ಓやճりಓをೖれることでظ待ײをઞることができる。またスタート地をわ͟とԿもないと
ころにઃ定することでϏϡーポイントやΦススメポイントでのフットパスࢀՃ者のຬ度を上
げることができる。ϏϡーポイントとはࡱӨポイントのことである。次にಓ標に関するもので
ある。ඒ里ொでは、ࢀՃ者がಓにわないようにコースのかれಓ͝とにҊ内൘や目ҹのリボ
ンをઃஔしている。リボンをઃஔすることで、ࢀՃ者はどのಓがコースになっているのかをੵ
策するため、フットパスのຬ度を上げることができると考えられる。また、フッࢄ的にۃ
トパスを実施する上でいくつかのཹ意があげられる。まず৯事に関するものであるが、地ݩ
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のҿ৯ళがなければ、イベント࣌のみでもߏわないので地ݩの方ʑにීஈから৯べているྉ理
をいただけるようにґཔすることで対策をਤっている。次にトイレに関するものである。フッ
トパスコースのڑ離が̐kNલ後の場合、コースが面白ければコース途中にはඞཁないと考え
られ、またਆ社やࣉにトイレをିしていただけるように交渉し、トイレの用ྉをいただきؐ
Ճࢀ、をとるという方法をとっている。さらにಓ標に関するものである。ඒ里ொではܗするݩ
者がಓにわないようにコースのかれಓ͝とにҊ内൘や目ҹのリボンをઃஔして͓られる。
リボンをઃஔすることで、ࢀՃ者はどのಓがコースになっているのかをੵۃ的にࢄ策するため、
フットパスのຬ度を上げることができると考えられる。
　Ϛップは、主にࣸਅとイラストの地ਤでߏ成されて͓り、コースの大ےとϏϡーポイント、
Φススメポイント、्害対策用の電気ࡤの取りѻいのコースをาく際の注意をه載してい
る。また、ࡉかいಓはه載せず、コースの大ےのಓをه載することにとどまることでࢀՃ者の
かいಓにೖる際には地域の人ࡉ策を促している。ଞ方で、コースを外れてࢄ的なコースのۃੵ
にڐ可をいただいてからというルールをઃけることで地域ॅ民の方ʑのྀもされている。
　/POとしてのPR活動は4/4などを利用してイベント情報、活動情報などを発৴している。
また、年10ճほど行われるイベントに際して四͝قとのັ力をしっかりと伝えることでリϐー
ター֬保にめている。
。後にガイドཆ成についてである。ガイドは始めの̍年間でコースの基本的ࣝをशಘする࠷　
その後、コースをҊ内する際にどのようにҊ内するのがよいのかについて考える。特にコース
をาいているときには、あえてガイドから説明をしないようにすることで、からないことや
気になったことをガイドに࣭問することにܨがるため、ࢀՃ者のָしみが૿える。そのために
࣭問をしてもらうٕज़をえ、าく人たちが能動的にָしΉことができるようにするඞཁがあ
る。また、ガイドはࢀՃ者と地域ॅ民の交ྲྀのݒけڮのようなଘࡏになることを理としてい
る。

２　小括
　今ճフットパスに取り組Μで͓られる地域やஂମを๚れたことで、行政と民間のڑ離間の大
切さを学Ϳことができた。行政は一定ظ間でҟ動があり長ظ間の取り組みであるフットパスに
向いていないため民間ஂମのサポートをするܗにとどまり、民間ஂମが主に取り組Ήܗをとる
ことでフットパス活動の長ظ化を実ݱしていた。行政と民間ஂମがどこまでの連ܞをとるのか
という方のڑ離間がཹ意するべきとして考えられるが、ඒ里ொではPR活動に͓ける広報
や交௨のඋの行政にしかできないにߜり取り組み、そのଞのには関わらないこ
とでྑな協力関をஙいていた。྆者がਂく関わるのではなく、明֬に୲をわけるこ

ώアリングの様子 実際にඒ里のフットパスをาく
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とで協力関をஙいていたに大変ײをうけた。また、フットパスは地域ॅ民が主である
ことを再ೝࣝすることができた。ಓの理ҡ࣋や地域ॅ民とࢀՃ者の交ྲྀなどでもかるよう
に、地域ॅ民が主ମ的に行動していかなければフットパスは成り立たないといえる。地域ॅ民
が主ମ的に行っていくためには、自がࢀՃ者であるという自֮を࣋ち、ແ理のないൣғでָ
しく行うことができることがॏཁである。

ᶝ　ཾ୩ࡇͷऔʹ͍ͭͯ
ᖒଜಸ　ླ࠼༗里

１　龍谷祭アンケート結果について
　今ճ、2017年第95ճ龍谷ࡇに͓いてདྷ場者にアンέートを行った。དྷ場者のஉঁൺはややஉ
性が多いが、フットパスのڵຯ関৺が性ผによるภりがないといえるだろう。年ྸ層は学Ԃ
Ճしている年ྸ層は60ࢀ状フットパスに多くݱ、であるということをՃຯすればଥでありࡇ
Ҏ߱であるためए者世にフットパスを介できたことは大きなલ進である。
　またフットパスの展示についての情報ݯは龍谷ࡇ広報ࢽࡶが࠷も多く、次いで日アφウン
スがڍげられた。プロジェクト内でのチラシも作成したが、あまり成果がಘられていないこと
がಡみ取られる。次年度に向けてߋなるվળがඞཁであり、また龍谷ࡇからの広報により力を
ೖれたいと考える。
　フットパスのೝ度としては、ѹ的にらなかった人が多く、っていたという人はわず
か̔名であった。今ճの私たちみらプロによるポスターセッションに大変ຬしてくれた方が
多であることから、フットパスのັ力を多くの人にपできたといえるのではないか。
　また、フットパスにࢀՃした際のன৯にࢧえるֹۚについて、࠷も多かったのが1000ԁ、
次いで1500ԁであった。গではあったが1500ԁҎ上というճも見られ、もし今後フットパ
スにڵຯを࣋ってくれる人が૿えていけば、フットパスの目的の一つである、地域に͓ۚがམ
ちることは大いにظ待できそうだ。
৭やܠ後にフットパスをする際にどのようなものにண目するかという問いに対し、やはり࠷　
グルメにண目する人が多見受けられた。「インスタөえ」が今年のྲྀ行ޠ大にも選ばれた
ように、フットパスにもそのようなཁ素をೖれることは大変ॏཁであると再֬ೝできた。
　今ճの活動を௨し、山の人にフットパスをってもらい、ポスターセッションのでの͓٬
様との会話やアンέートで、私たちだけでは考えつかなかった多くの情報をಘることができた。
今後に生かせる大変貴ॏなػ会になったと͡ײる。

２　龍谷祭アンケート質問内容
。の性ผについて可能なൣғで͓えくださいࡏݱ　2̍　
。の年ྸについて可能なൣғで͓えくださいࡏݱ　2̎　
　2３　今ճのポスターセッションが行われることをどのように͓りになられましたか。
　2̐　フットパスについては͝ଘでしたか。
　2̑　ポスターセッションについての説明はຬのいく内༰でしたか。
　2̒　あなたがフットパスをするなら、どのようなものにண目しますか。
　2 ７　あなたがフットパスにࢀՃした際に、͓ன͝൧にࢧえるֹۚについて͓聞かせくだ
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さい。
　　˞ҎԼアンέート集ܭの結果である。
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３　小括
　私たちがこれまでフットパスを主࣠として行ってきた活動を多くの方にってもらい、フッ
トパスとはどういうものなのか、まずはそのັ力を理ղしてもらい、࠷終的にこの活動が滋賀
県౦ۙߐ市の活性につながる一つのきっかけとなることを龍谷ࡇでの目標とした。
　をӡΜでくださった方の年ྸ層は学Ԃࡇということもあり、ൺֱ的ए者が多かったҹで
ある。ݱ状フットパスに多くࢀՃしている年ྸ層は60Ҏ߱であるため、ए者世にフットパ
スを介できたことは大きなલ進である。展示していたポスターは、今年度みらプロが取り組
ΜだՆ合॓調査の報ࠂと౦ۙߐ市に͓けるコース地の説明を中৺として作成したものである。
そのポスターをલにڵຯʑに説明を聞いてくださっているのを見て、͓٬様の࣌間のڐすݶ
りフットパスのັ力をできるだけ多く伝えたいといういがࠐみ上げてきた。
　ϏデΦ上өは、ࡏݱ日本の地方が๊えている問題、地方生の意ٛ、そして今年度みらプロ
が取り組Μできた活動ܦҢ、フットパスの意ٛ、ັ力をे伝えられる内༰になっていた。ま
た、常࣌スクリーンを用してྲྀしていた動ըは、能ొのඒしい水やྺ࢙を中৺としたө૾
と、それに合ったԻָが会場全ମのงғ気をつくっていた。
　アンέートでは、私たちだけでは考えつかない多くの意見をいただいた。やはり、フットパ
スをする際のண؟として࠷も多かった意見は、インスタөえのするܠ৭やグルメであった。
ए者のڵຯを引くཁ素として大変ॏཁなཁ素であるとվめて͡ײた。
　３日間の龍ࡇで、༧していたよりもはるかに多くの方にདྷ場していただき、山の人に
フットパスをってもらうことができた。今後に生かせる大変貴ॏなػ会になった。

ポスターセッションの様子 活動報ࠂの動ը上ө
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ᶞ　ίʔεҊͷઆ໌
中ݪ広貴　間៉ݩ　ਧ྅ฏ　

１　五個荘コース
⑴　コースのストーリー
。のもと全国各地で活༂していましたࢥ商人は、日本三大商人の̍つで「三方よし」のߐۙ　
力はղମしたसࡒの৴用問題とも大きく関わって͓り、その࣌力をアϐールすることは商売ࡒ
൘の再利用やෑ・ଂの白นで֞間見ることができる。
Җである火災からकるためのものڴ大の࠷をࡒ、Օのあちこちにுり८らされた水࿏はޒ　
でした。中地ଂは火災からकり、まちの発展をئفしたものと考えられています。
の変化قそして文化をは͡めとして、四、࢙Օの水を८るྺޒ商人の;るさとであるߐۙ　
と100年のྺ͡ײ࢙るߚ༿公Ԃをめ͟してาきます。（स൘น、白นのࣸਅ）

⑵　コース詳細
個ޒ（̍　
、成された集མߏ里੍地ׂを基ૅとしてݹ、個は湖౦ฏのほ΅中ԝにҐஔして͓りޒ　
そしてその外ଆには水田ܠ観が一面に広がっている。またޒ個は日本三大商人の内の一つで
あるۙߐ商人のΏかりの地としてられている。その内ۚಊ地۠にはその商人らの本宅や社ࣉ
のྺ࢙を͡ײさせるொฒみが国のॏཁ伝統的ݐ܈保ଘ地۠としてೝ定されている。

商人ෑ　外ଜӉฌӴఛߐۙ（̎　
　ॏཁ伝統的ݐ܈保ଘ地۠に指定されているޒ個ۚಊொにあるޒ個商人のෑ。文化
10年（1813）に商いを始めた外ଜӉฌӴは、力のに౦京・京都などにࢧళを༗しޖྨの
販売を中৺に商圏を広げ、明治࣌には全国の長者൪付にも名を連Ͷた。また、家のఉは、
作ఉ࣌ਆ࡚܊内一൪のఉとも言われていた。

　３）水࿏
個で、ここまで水࿏が目状にྲྀޒ　
れているのは、ޒ個にॅΜでいたۙߐ
商人たちが火災から࢈ࡒをकるためで
あった。水のしいޒ個では࢈ࡒをࣦ
う࠷大のڴҖが火災であったことから、
すぐに火をফせるようにしなければなら
なかったからである。

ࣉ߂（̐　
　このࣉを開基した۪ᄉ（ぐとつ΅う）はಹਢ༩一（なすのよいち）の（ちΌく）子で、
本ࣉئ三の֮上人（かくにΐしΐうにΜ）が関౦Լる際にఋ子となり、ݘ上܊石ാ（い
͵がみぐΜいしはた）に一Ӊをݐ立した。ਖ਼応̑年（1292）にはࡏݱのࣉ߸を受け、その後ਆ
地のۚಊにӬॅすることにࡏݱଜにҠり、ఱਖ਼̕年（1581）には（たいこう͡）ࣉޫ᪻܊࡚
なった。そしてࡏݱのݐはๅྐྵ̑年（1755）、ߴ作ӈӴ（たか͗さくえもΜ）によって

個ொ内の水࿏ޒ
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。にೝ定されているࡒと市指定文化ࡒてられたもので、国のॏཁ文化ݐ

清ಓܠ（̑　
ฏ合戦のੲ、ฏ家方の༐কであるݯ、ಓでありݹ個内の中ԝをೆにるޒ、清ಓとはܠ　
に௨ったಓであると࣌でたܮにࣉって京都の清水فの目のճ෮をݾ清が目となった自ܠݪ౻
されている。
　またܠ清ಓは「ӄ清ಓ」とも書かれていることから、中山ಓの間ಓとして利用されていたと
も言われている。

　̒）ધ൘น
ばれているݺはધ൘とࡐくযげたࠇ　
もので、実際にધの一部としてわれて
いたࡐをղମしてݐのுり付けたも
のである。なͥ、ࡒ力を示すことになる
かというと実際にધをղମしてಘられた
ࡐをうためには、多くのધをݐの
外装のためだけにߪೖしなければならず、
さらにそれをߪೖするにはたくさΜのࡒ
がඞཁとなったためである。　　　　　
　　　　　　

　７）ϋクϞクレン
　)BkNokrenはጯࣉのલ方にҐஔして͓り、アート作とカフェとが一ମとなった͓ళで
ある。ここでは800ԁのέーΩセットとしてほΜのりいロールέーΩと自家のコーώーを
৯べることができ、全ମとしてくつろぐことができるۭ間が広がっている。

༿公Ԃߚ（̔　
商人の௩本ӈӴߐۙ、༿公Ԃはߚ　
が自然の地ܗを生かして、100年લに
Ԃ。൩ळのߚ༿は非常に見事で、山全ମ
がやԫ৭にછまる࢟は、人ʑの৺をな
͝ませる。ߚ༿は෨が中৺。一ଳに広が
るམ༿थや༡าಓでϋイΩングやྛ浴
などがָしめる。

⑶　五個荘デザインマップの紹介
的なま࢙商人Ώかりの地としてྺߐ個がۙޒ個デβインϚップの特としては、主にޒ　
ちฒみが多くっているというを考ྀし、ݹ地ਤをϞチーフとしたものを作成した。
　またԫ৭いઢでコースが示されているϚップについては、৯事ॲ、ࣉ・ਆ社、公ڞ施ઃを

ધ൘น

観ܠのޱ༿公Ԃೖߚ
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৭けすることによってかりやすくなるように工している。
　今後の方向性としてはॅ民の方ʑから、ޒ個のポイントとなるをৄしく͓聞きした上で、
私たちがリライトしたものをϚップにөするとともに、ॅ民の方ʑの視や考えなどもՃえ
ていきたいと考えている。

２　能登川コース
⑴　コースのストーリー
　このコースの特は、JRのӺからెา30Ҏ内でొることができるழ子山をొっている途
中のܠ৭と上からのઈܠである。また、この山はྺ࢙と言う面や生の面でもָしめる山で
ある。そして、そののϢニークかつόラエティーに富Μだ地域の৯事をָしめるコースと
なっている。　

⑵　コースの詳細
　̍）ழ子山のற車場
　ழ子山ののற車場がコースのスタート・ΰール地となっている。そしてこのற車場には、
トイレもඋされている。

　̎）ழ子山
　このழ子山は、ెา20ఔ度でొれるため、ࢄา֮ײでొることができる山である。この山
の上から能ొのઈܠをோめることができる。そして、このழ子山はタカが一年に一万ӋҎ
上も見ることのできるタカの名所でもある。また、ここには石をਆ様としてਸめる自然৴ڼが
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ଘࡏし、山の中ෲ、上ではその様子を見ることができる。

　３）エクレレ
　௨常よりもࡉ長いエクレアが特的な洋՛子ઐళで、োがい者の自立をࢧԉするワークセ
ンターのׂを୲っている。よく売してしまうほどの人気商で、その可Ѫらしい見た目も
人気の理由のひとつである。

　̐）二ஸ目২ಊ
　JR能ొӺからెา̎くらいのところにある。「২」と「৯」をテーϚにした͓ళで、

ழ子山の上からのܠ৭

ழ子山中ෲ

エクレレのエクレア一ཡ 二ஸ目২ಊのళ内

ழ子山中ෲで石をไっている様子
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外観やళ内にはたくさΜの২がஔかれているとても͓しΌれなۭ間である。土日ݶ定でΩー
Ϛカレーも৯べられる。テイクアウトも可能である。

　̑）丸ୢ
　こちらは、コロッέ、ソーセージ、玉子、とり۲、۲カツ、トンカツなどを༲げたてのもの
がける͓ళ。このళの͓すすめは、コロッέである。

３　八日市コース
⑴　コースのストーリー
　玉本ళはޚ֗ࢀಓとچീ෩֗ಓとが̩ࣈ型で交わり、ീ෩֗ಓはࡏݱの滋賀県のۙߐീ
഼から三ॏ県の܂名までをつないでいる֗ಓで、ݹくは三ॏ県のҏまでଓいているもので
あった。ޚ֗ࢀಓは、࣌ށߐには京都の公家の間で、ҏਆ宮と多賀大社͓ࢀりするた
めにΜに用いられた。そのほとΜどは、公家本人ではなく、者をࢀとしてૹって͓り、
それらの者のほとΜどがこの֗ಓを௨ったためޚ֗ࢀಓとݺばれるようになったと言われ
ている。
ಓとീ෩֗ಓを௨っていて、商売で発展したまちで֗ࢀޚから商人や公家が࣌ށߐ　
あった。ۙߐ商人は౦京などの都市に出て利ӹを出し、ྡ家との火事防ࢭのための「うだつ」
があがることにより、ۙߐ商人と名ることができます。
られます。そして、౦ۙ͡ײある֗ಓの෩情が࢙商人やཱྀ人が行きདྷした400年のྺߐۙ　
。市のローカルઢである長谷Ӻを目指してาきますߐ

⑵　コースの詳細
　̍）太郎宮Ӻલ
　太郎宮લӺにはற車場があり、そこからࡩの名
所である太郎宮ࢀಓを௨ります。太郎とはҌഅ
の次郎ఱۡのܑであり、まさにそのҦれの͝とく、
Ήき出しの大ؠとٸ斜のそそり、立ちっりがप
ғをѹするଘײࡏを์っている。

ീ෩֗ಓچ（̎　
ീ෩֗ಓԊいの用水࿏やಓ࿏には地ଂがあچീ෩֗ಓを௨ると田Μ΅が広がります。このچ　
り、それは水のँײ、のྲྀれの҆全や交௨҆全をفるという目的のԼられたとされて
いる。

　３）新ീ日市Ӻ
　「新ീ日市Ӻ」は1913年ஙのݱӺࣷであるվޱࡳ、૭なども෩֨ඬうϞダニζ
ムをࡏݱに伝えている。

　̐）玉本ళ
　「玉本ళ」はޚ֗ࢀಓとچീ෩֗ಓとが̩ࣈ型で交わり、ޚ֗ࢀಓは三ॏ県のҏに
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ଓく。玉はޚ֗ࢀಓから見たಥきりにᰴ಄である。࣌ށߐから商人がޚ֗ࢀಓ
とീ෩֗ಓを௨っていて、商売で発展していた。

　̑）レンガのえΜとつとまれ
　「レンガのえΜとつとまれ」は地域のʡ͓さΜʡたちが作るख作りランチと͓ࡊが人気。
。がਂいレンガのԎಥが目ҹである࢙ྺ
　　　　　　　　　　　　　　　　
　̒）中ϰィレッジϋウス
　「中ϰィレッジϋウス」はۭ家活用Ϟデル事ۀの一環であり、200年のྺ࢙を࣋つଂを
վஙしたコϛϡニティースϖースである。地域のྺ࢙資࢈でもあるଂの༗効利用を模索してい
た所༗者と地ݩ༗ࢤがಉ事ۀに名りを上げೝめられたଂにはॅ民が気ܰに૬談できる地域ີ
ண型ボランティアセンターをಉ市社会ࢱ協議会が新ઃすることも決まっている

　７）とび太くΜ
　「とび太܅」は滋賀県چീ日市市の社会ࢱ協議会が中৺となり、૿ٸしていたඈび出し事
田工ܳさٱのۀ൘作。ち上がりました࣋ըがܭ発活動を展開するというܒをະ然に防ぐނ
Μがܒ発資ࡐの作をけෛうこととなり、ද者ٱ田ହฏさΜのखによって、「や」がඈ
び出す様子をかたどった「ඈび出し注意」を促す合൘൘「ඈび出しや」が考Ҋされた。

　̔）今ງ日٢ਆ社
　「今ງ日٢ਆ社」の文書は日本の中世࢙研究上、ॏཁな文書܈で、特に商ۀ関文書とଜ
関文書を多くؚΉが注目される。

　̕）ऄ࠭
　「ऄ࠭」は൴؛Ֆが࡙いて͓り、また地域ॅ民が再生に取り組Ήことで新しい田Ԃܠ観の
。りにつながる可能性があるތ成や価のによりそれらを௨͡た地域のܗ

４　コースの展望
　フットパスでは、地域ॅ民や様ʑなઐ家などとともにコースをาきコースを作成するのが
一ൠ的である。そのաఔで地域のັ力を地域ॅ民が発見・ڞ༗し、地域にތりを࣋てるように
なるということもフットパスの目的にஔかれている。

中ϰィレッジϋウス
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　今ճ作成した３つのコースは、զʑ大学生のみの観で大学生のみで作成したものである。
よって、これらのコースを作成したことで、地域ॅ民がތりを࣋てるようになったとは言えな
いだろう。また、大学生の視で作ったコースであるため、地域のັ力を一面的にしかଊえる
ことができて͓らず、地域のྺ࢙、文化などのັ力を࠷大ݶөさせたものとも言えない。ཁ
するにෆ全なものである。
　しかし、զʑが行ったこれまでの活動はࣦഊであったとは考えていない。これらの活動は、
地域ॅ民に対して、大学生から見える地域のັ力、地域に受けೖれてもらうための意を伝え
ることができるのである。実際、これのコースを地域で発දさせてもらうことで、地域ॅ民と
のつながりを作り、フットパスにרきࠐΉことができたことができた。これらはフットパスを
大学生が行うための第̍ステップである。ཁするに、よそ者である大学生を受けೖれてもらう
ため、フットパスに地域ॅ民をרきࠐΉためのϚップ・コース作成である。
　第̍ステップでフットパスに地域ॅ民をרきࠐΉことができたため、今後は第̎ステップに
ೖっていく。このステップでは、地域ॅ民、様ʑな（ྺ࢙や文化、২など）のઐ家と
զʑ大学生で、ワークショップ、まちาきをڞに行い、地域のັ力を発見しڞ༗していく。こ
れにより、地域ॅ民がその地域のらなかったັ力をることができ、地域をތりにࢥうこと
につながる。また、様ʑな֯度からの視を集させることができるため、地域のັ力を࠷大
。өさせたコース、Ϛップを作成できると考えるݶ

参考
ㅡ/PO法人ྺ࢙資ݯ開発ߏػ『日本Ҩັ࢈力۷りىし調査報ࠂ書』（)29.3౦ۙߐ市）
ㅡ一ൠஂࡒ法人౦ۙߐ市観ޫ協会「滋賀県౦ۙߐ市ޒ個─白นとଂෑまっ」
ㅡ一ൠ社ஂ法人ീ日市まちͮくり公社「౦ۙߐ市ീ日市Ϳらり市֗地."P」（)29.3）
ㅡ౦ۙߐ市観ޫボランティアガイド協会「౦ۙߐ市ീ日市地۠市֗地観ޫ."P」（)29.3）
ㅡຖ日新聞「ଂվங、交ྲྀの場Φープン、ۭき家༗効活用　౦ۙߐ」
　（httpT://NBinichi.Kp/ch170462724i/�E4�#8�"D�E9�87�8E�E3�83�#4�E3�82�"3�E3�83�"C

�E3�83�83�E3�82�#8�E3�83�8F�E3�82�"6�E3�82�#9）

ᶟ　૯ׅ
由ྑ߁太

　私たちは今年度౦ۙߐ市に͓いてフットパスをテーϚとしたまちͮくりに取り組Μできた。
ۙ年、環境、ࡁܦなど様ʑな、方面に͓いて「࣋ଓ可能性」というものがॏཁ視されてい
る。まちͮくりに関してもྫ外ではなくどのように࣋ଓ可能な発展を目指すのかということが
大きな課題とされている。そうした状況の中、日本でີかにਁಁしつつあるのが「フットパ
ス」である。フットパスはྺ࢙、伝統、文化、自然といった地域のありのままのܠ、࢟観をつ
なぐことで地域のັ力を発৴することができる。࣋ଓ可能なまちͮくりを可能にするためには
地域にݩདྷଘࡏする資ݯを༗効に活用していくඞཁがある。このような意ຯに͓いて「フット
パス」は地域にるજࡏ的なັ力を引き出すことができる可能性をൿめているといえる。私た
ちはこの調査を௨͡て日本に͓けるフットパス先進地の調査を行った。そこで私たちはそれͧ
れの地域に͓いて活動されている多くの地域ॅ民の方ʑからたくさΜの͓話を聞くػ会をಘた。
ւಓ、౦京、山ས、भ場所はҧえどもどの地域に͓いても様ʑな工をڽらしてフットパ
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スに取り組Μで͓られた。また、地域ॅ民の方ʑのみならずフットパスを௨͡てまちͮくりに
を行った。そこでは大Ճしているभ大学のኍ先生とそのゼϛ生のօさΜとも意見交ࢀ
学生がフットパスにࢀՃする意ٛや目的などについて議を行った。このような議や意見交
もॏཁ࠷Μでいくのかということがࠐきרを௨してフットパスには地域のॅ民をどのように
であるということを学Μだ。
　私たちが実際フットパスに取り組Μできた౦ۙߐ市にはフットパスをするのにܽかせない資
観のಓをつないでܠがあ;れている。そのような素らしい環境の中で私たちは地域のྑいݯ
コースを作成してདྷた。今後の課題としては地域ॅ民の方ʑと一ॹにまちあるきを行ってフッ
トパスを地域のものにしていかなければならないと考えている。また、Ϛップ作成に際しては
さらにܝ載すべき情報を理ݕ౼し、ಓ標のデβインやロΰϚークなどをݕ౼していくととも
に౦ۙߐಠ自のフットパスのスタイルの֬立を目指していきたい。



178

里山学研究センター 2017年度年次報告書

మ߭৮ഔにΑるετーϒ೩মΨεத$0ɺ

)$ೱの減にؔ͢るૅجతڀݚ
　	

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
部　生

龍谷大学理工学部・ॿ教　里山学研究センター・研究員
水ࢺ　ݪ治

̍ɽ͡Ίʹ
　化石೩ྉのׇރ、温ஆ化対策の対策としてόイΦϚス資ݯのエネルΪ利用が注目されてい
る。そこで、家ఉ向けόイΦϚスの用途としてストーブにண目し、問題になるとࢥわれる
ストーブ೩মガス中CO（一ࢎ化炭素）ೱ度の৮ഔによる減に関する研究を行ってきた。こ
れまでの国内の࢈地ผమ߭を用いた調査により、َ൘とݺばれるమ߭がCOೱ度の減に
効果のあることがわかった1-4）。ここでは、ストーブの௨常用࣌の温度ԼでCO͓よび)C

（炭化水素）のよりڧ力な減効果を༗する৮ഔを୳すため、これまでݧࢼしていなかった国
内外࢈のమ߭をؚΉమ߭石やϚンガン߭石、それにۚଐシリコンのಋମ系にൣғを広げ
てそれらのࢎ化৮ഔ効果を調べた。また、付ਵして/OYのڍ動についても調べた。

̎ɽௐࠪํ๏
2.1　触媒試料

　今ճ用いた৮ഔࢼྉは全部で17छྨで、その֓ཁをද̍に示す。今ճはค状のものはආ
け、いずれもմ状のものを選Μだ。մ状のものはম成がෆཁで、ഁࡅと;るいけによりॆర
層として用できる。మ߭石では国内外のమ߭系だけでなく、మ߭、࣓మ߭をؚΉも
のもࢼྉとした。Ϛンガン߭石はϚンガンの多価ࢎ化をؚΉ滋賀県࢈のものを選Μだ。ま
た、5iO2のۚଐࢎ化のಋମがྭىによりڧいࢎ化力を࣋つとの報5ࠂ）があることから、
ۚଐࢎ化ではないがಋମであるۚଐ4i（シリコン）、4iC（炭化έイ素）をؚΉものもࢼྉ
とした。

2.2　触媒試料化学成分の含有量分析
。ઢ法で定ྔしたྔݕ9ઢੳ装ஔを用いޫܬ、間Ճしたあと࣌し、600ˆで̎ࡅྉはඍคࢼ　

2.2　薪ストーブでの触媒のCO低減率、HC低減率の測定方法
用したストーブはரమのE/CORE（VerNont　 CBTtingT社）である。は市販の
ストーブ用コφラ30cNを用いた。
　作成したストーブでの৮ഔによるCO、)C減のখ型ݧࢼ装ஔをਤ̍に示す。　ストー
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ブ上面の調理用グリドルに1/2インチの4U4304をストーブの೩মガス中に௨し、2.5〜5.5NN
の৮ഔࢼྉを̔cNのߴさ（༰ੵとして18cc）にॆరした。ଌ定に用いた೩মガスは、この
ストーブطઃの貴ۚଐ系৮ഔϋニカムを௨さない೩মガスの一部をٵ引した。
　ストーブのϚニϡアルにैって、調理用グリドルのද面温度が上ݶの300ˆを保࣋するよ
うをదٓ投ೖした。しかし、を投ೖして̑間ఔ度は೩মがܹしく、ݧࢼ装ஔೖޱのガス
温度が700ˆҎ上のߴ温になりやすかった。そのため、このガス温度が650ˆҎԼにམちணい
たのちにখ型ݧࢼ装ஔをストーブ内にૠೖした。な͓、450ˆҎԼでは炭火೩ম的になりやす
かったので、そのલにをదٓ投ೖした。ݧࢼ装ஔೖޱ付ۙと出ޱの೩মガスをಉ࣌にϚスフ
ローコントローラ付きポンプで1.5-/、2間ఔ度̑-テドラόッグに࠾取した。೩মガスの
間の間に̑〜15ճఔ度行った。テドラόッグに࣌̎〜取は、೩মガスの温度をみながら̍࠾
にଌ定できる5E45O࣌取したガス中のO2、CO、)C、/OYೱ度は、これらのガスೱ度がಉ࠾
350-4（5E45O社）でଌ定した。このとき、ೖ͓ޱよび出ޱガスೱ度は、それͧれ10〜20
ഒرऍ、رऍなしにઃ定してଌ定した。な͓、ガスೱ度のଌ定はݪଇとしてガス࠾取日に行っ
た。O2ೱ度のଌ定はガルόニ電法、COと/OYೱ度は定電Ґ電ղ法、)Cは৮೩ম式による。
な͓、)Cはメタンࢉしている。
　CO、)C、/OYのೱ度減は、式⑴により求めたO2 ࢉೱ度を用い、式⑵によりࢉ�12
出した。これにより、今ճは୯ಠ৮ഔࢼྉ͝とのCO、)C、/OY減をଌ定した。

　C�（21ʵ12）
（21ʵO2）̫

Co　　　	 	 	 	 	 	 ⑴

　ガスೱ度減　（�）　�（1ʵCoVt
Cin ）ʷ100　　	 	 	 ⑵

　ここで、O2はಡࢎ素ೱ度、CoはCO、)C、/OYのಡガスೱ度（ppN）、CはO2 12�ೱ度
したガスೱ度（ppN）である。Cin、CoVtはO2ࢉ 12�ೱ度ࢉしたガスのೖޱ、出ޱでのガ
スೱ度である。
　考に用いた温度は、ݧࢼ装ஔೖޱのガス࠾取部で電対によりଌ定し、ガス࠾取の開始࣌、
中間࣌、終了࣌のฏۉを用いた。な͓、今ճのݧࢼは、ۭ間度4Vが5140)ʵ1の݅Լで
行った。

̏ɽଌఆ݁Ռ
3.1　触媒試料中化学成分の含有量測定結果

　ଌ定結果をද̎に示す。今後、༗害࣭関では、4がߴ目にؚまれているものは用࣌の
4OYガスの発生、Crがߴ目にؚまれているものはփの廃࣌غのCr6�の༹出について調べるඞཁ
がある。

3.2　触媒K1使用時の経過時間（燃焼ガス温度等）とCO、HC低減率の関係
　ਤ̎とਤ３より、,1を用した場合೩ম温度が650ˆఔ度ҎԼではCO減はߴいままで
あるが、750ˆఔ度ではCO減がその温度ҎԼ࣌にൺべてくなっていることがわかる。こ
れは一定の温度をӽえると、৮ഔのߏ変化がىこったためとࢥわれる。そこで、ҎԼのݧࢼ
では、2.2でड़べたように೩ম温度が650ˆҎԼにམちணいたのちにখ型ݧࢼ装ஔをストーブ内
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にૠೖしてݧࢼを行うようにした。

3.3　ブランクおよび貴金属系触媒のCO、HC低減率の測定結果とNOxの挙動
　ਤ4-1のブランク（,#）ݧࢼでは、ガス࠾取ޱが4U4304Լの1cNఔ度Լであるためか、
CO͓よび)C減はほ΅̌を中৺にしたばらつきがみられた。/OYもೖޱ、出ޱ間で意ຯの
ある変化はないとࢥわれる。
　次に、ൺֱ用として行った貴ۚଐ系৮ഔ（,/）のݧࢼでは、これのみྫ外として投ೖ
̑Ҏ内のଌ定も行った。ਤ4-1の,/より、CO減はೖޱガス温度が440〜740ˆの広ൣғ
にわたり99.6〜99.9�のߴいを示した。)C減は温度600ˆ付ۙまでは100�にۙかったが、
それҎԼではঃʑにԼし、440ˆで49�になった。/OYは600ˆ付ۙҎԼでٯにए૿ׯՃする
。向がみられた

3.4　触媒の種類別CO、HC低減率の測定結果
̍）装ஔೖޱガス温度と৮ഔのछྨผCO、)C減の関
　খ型ݧࢼ装ஔをストーブにૠೖして5〜10ఔ度のガスには、৮ഔによってはそれにؚまれ
る༗ػに由དྷするCOガスがݕ出されることがあったので、それらのデータはআいてҎԼの
ղੳを行った。
　ଌ定結果をਤ4-1〜ਤ4-3に示す。௨常の೩মガス温度域（450〜650ˆ）に͓いて、CO
減では,1と,2が特に༏れ、410〜640ˆの広い温度域で99�ఔ度とߴかった。それにଓいて
,3が96〜99�、,4が92〜99�、,5が83〜99�、,6が82〜98�、,7が84〜90�であった。,8〜
,11は500〜550ˆ付ۙҎ上では85〜90�であったが、450ˆఔ度の温度で20�ఔ度Լする向
がみられた。,12〜 ,15はߴくても20�ఔ度で、温度のԼでԼがる向がみられるものが多
かった。,16のCO減は全然ೝめられなかった。
　)C減で࠷もよかったのは,3〜 ,6で、550ˆ付ۙҎ上で95�ఔ度、550ˆ付ۙҎԼで減
গ向を示し、450ˆ付ۙで80�ఔ度になった。ଓいて,1、,2、,7は広い温度域で80〜90ˋ
を保࣋した。また、,8〜 ,11は550ˆ付ۙҎ上で80〜90�、550ˆ付ۙҎԼで減গ向を示し、
450ˆ付ۙで60�ఔ度になった。,12、,13は550ˆ付ۙҎ上で40〜70�で、550ˆ付ۙҎԼで減
গ向を示した。,14〜 ,16は20�ఔ度ҎԼであった。
̎）　৮ഔのछྨผ/OYのڍ動
　,1〜 ,4、,6、,8、,11はわずかながら/OYの૿Ճ向がみられ、,12、,15はٯにわずか
ながら/OYの減向がみられた。

3.5　その他
మ߭はҐがྼる、用されているのはమ߭でありの߭石として世界的にݯమ資、ࡏݱ　
の理由からほとΜど用されていない。国内でかつてはమ߭を۷࠾していた߭山があった
が、ࡏݱはすべて閉山しているようである。国外でははগないがమ߭をഁࡅ選ผして用
している所があるようである。
শであり、針మ߭（ήーサイト、Ћ-FeOO)）とྡྷమ߭（Ѝ-FeOO)）ݺమ߭は総শ的な　
からなるとされている。針మ߭を多くؚΉとされる,1、,2が貴ۚଐ系৮ഔにۙいࢎ化能力を
༗していることは非常にڵຯਂい。国内࢈のమ߭でもߴいCO減と)C減を࣋つもの
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があった。ところで、ࢎ化৮ഔとしてఱ然߭石を用する場合は、一定ྔを҆定的に֬保する
ඞཁがある。今後は、こうした問題についても調査を行うඞཁがある。
　̍でड़べたように、ۚଐࢎ化のಋମがྭىによりڧ力なࢎ化力を࣋つとの報ࠂがある
ことから、今ճはࢎ化ではないがಋମの,14のۚଐ4i（シリコン）と,16の4iC（炭化έイ
素）もࢼྉにՃえた。ݧࢼ結果から、いずれも顕著なࢎ化能力はみられなかった。しかし、ۚ
ଐࢎ化のうち多価ࢎ化をؚΉ,7のϚンガン߭石は、మ߭ฒみのߴいCO減、)C
減を示した。これまでࢎ化能力のあるಋମのۚଐࢎ化として、5iO2、Cr2O3が報ࠂさ
れているが、今ճのݧࢼでమ系、Ϛンガン系のࢎ化でもࢎ化能力の༏れたものがあることが
わかった。

̐ɽ·ͱΊ
　ストーブで৮ഔのCO減͓よび)C減がଌ定できるখ型ݧࢼ装ஔを作成し、これま
で用しなかった国内外࢈のమ߭をؚΉమ߭石やϚンガン߭石、それにۚଐシリコンの
ಋମ系にもൣғを広げてそれらの減を調べた。ࢼྉは2.5〜5.5̼̼ఔ度の大きさでۭ間
度は5140)-1とした。その結果をまとめと次の௨りである。
̍）ൺֱ用の,/の貴ۚଐ系৮ഔのCO減はݧࢼ装ஔのೖޱガス温度が440 〜 740ˆの広ൣ

ғにわたり99.6 〜 99.9�のߴいを示した。)C減は温度600ˆ付ۙまでは100�にۙかっ
たが、それҎԼではঃʑにԼし440ˆで49�になった。

̎）௨常の೩ম状態Լに͓いて、ே࢈の,1、,2のమ߭は貴ۚଐ系৮ഔにۙいߴいCO
減を示した。

　　国内࢈の,3、,4はこれにগしྼるが、それでもかなりߴいCO減（92 〜 99�）、)C
減（71 〜 100�）を示した。500 〜 550ˆ付ۙҎԼで、छྨによってࠩはあるが減
がԼするものがみられた。

３）௨常の温度ൣғでߴいCO減がಘられた,1で調べた結果、750ˆఔ度のߴ温࿐で
減のԼ向がみられた。

̐）,7のϚンガン߭は,3にۙいCO減と)C減を示した。
̑）ಋମである,14のۚଐシリコン、,16の炭化έイ素のCO減、)C減はいずれも

かった。

参考資料
̍）Ӭ田、活性৮ഔを用いた一ࢎ化炭素͓よびش発性༗ػ化合（VOC）の減に関する基ૅ的研究、

龍谷大学म࢜文、2011
̎）玉井、部、ストーブ೩মガスのమ系৮ഔのద用に関する基ૅ的研究、第124ճ日本ྛ学会大

会学ज़講演集、pp. 2-169（2013）
湖、部、ストーブ೩মガスの৮ഔによるクリーン化に関する基ૅ的研究、里山学研究、龍谷ࠤ（３

大学里山学研究センター、pp. 88-92（2013）
̐）部、水、ݪమ߭৮ഔを用いたストーブ೩মガス中COの減に関する実用化研究、里山学研究、

龍谷大学里山学研究センター、pp. 135-140（2014）
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ετーϒ೩মΨεதະ೩ΨεʢҰࢎԽૉɺԽ水ૉʣ

のమ߭৮ഔにΑる全೩মԽ࣮ݧ
─લՃԹのӨڹ─　	

龍谷大学ŋ名誉教授ŋ研究フェロー　里山学研究センター ŋ研究員
部　生

龍谷大学理工学部ŋॿ教　里山学研究センター ŋ研究員
水ࢺ　ݪ治

̍ɽ͡Ίʹ
　化石೩ྉのׇރ、地ٿ温ஆ化の対策としてόイΦϚス資ݯのエネルΪ利用が注目されて͓
り、զʑは家ఉ向けόイΦϚスの用途としてストーブにண目している。年間のストーブの
販売台は日本では͓よそ̍万台、アメリカでは120万台と大きなࠩがある1）。日本ではԤถ
からの༌ೖが多いが、ۙ࠷では҆価な国࢈や中国࢈のものが૿えている。
　Ԥถではද̍に示すように1990年から೩মガス中ཻ子状࣭（P.）の੍نが行われ、࠷
ۙでは、さらに੍߲ن目の֦大や੍نのڧ化がされている2、3）。日本ではこうした੍نは行
われて͓らず、ストーブの開発も国内向けだけにとどまっている。ストーブの೩মガスに
関わる研究報ࠂもԤถでは非常に多いが、日本ではほとΜどなされていない。また、Ԥถでは
第３者ݕ査ػ関による定められたݕ査方法によるチェックが行われているのに対し、日本では
ストーブに対するݕ査方法も定められていない。
　アメリカでは、EP"（アメリカ環境保ޢி）により定められたݕ査方法により評価された
データが公දされている4）。ਤ̍の2015年のデータによれば、貴ۚଐなどの৮ഔを用いたもの
が、これを用いず̎次೩মなどを活用したC#式（クリーンόーン式）のものにൺべてP.はগ
なく、೩ম効もߴい。すなわち、৮ഔを用いればよりগないで環境ෛՙもগない効的な
利用ができることを示している。

̎�　೩মΨεதະ೩ΨεʢҰࢎԽૉɺԽਫૉʣͷ৮ഔʹΑΔશ೩মԽ࣮ݧ
　2.1　目的
　P.の主ମはෆ全೩মにより発生するഗであり、৮ഔにより全೩ম化をਤれば、ݻମで
あるP.とともにガス状のະ೩成である一ࢎ化炭素（CO）、炭化水素（)C）もࢎ化して೩ম
効の向上にݙߩできる。そこで、ストーブの実ガスを用い、多くの৮ഔ候ิࡐの中から༏
れたCO、)C減を࣋つものを୳索してきた5、6、7）。その結果、લ報に示すような貴ۚଐ系
৮ഔにۙいࢎ化能力を࣋つమ߭を見出した8）。
　ところで、మ߭がߴ温になるとߏがݩのFeOO)からFe2O3に変化することなどから、
実用化にたって調査して͓くべきことの一つに、温度とCO、)C減との関がある。そ
こで、ここではલॲ理で電気を用いՃ温度を600ˆ、700ˆ、800ˆ、Ճ࣌間はいずれも
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。を調べたڹ間としたのち、ストーブの実ガスでCO、)C減をଌ定し、Ճ温度のӨ࣌̎

2.2　実験方法と試料
用したストーブはரమのE/CORE（VerNont　CBTtingT社）である。は市販の　
ストーブ用コφラを用いた。アメリカEP"法のP.のଌ定法がかなり大がかりでզʑにはで
きなかったことのわりに、ಉ͡ෆ全೩মで生成するCOと)Cೱ度をଌ定することにした。
1/2インチの4U4304からなるখ型ݧࢼ装ஔを作成し、この中に2.5〜5.5NNの৮ഔࢼྉを̔
cNのߴさ（༰ੵとして18cc）にॆరした。Ϛニϡアルにैって、調理用グリドルのද面温
度が上ݶの300ˆを保࣋するようをదٓ投ೖした。しかし、を投ೖして̑間ఔ度は೩ম
がܹしく、ݧࢼ装ஔೖޱの೩মガス温度が700ˆҎ上のߴ温になりやすかった。そのため、೩
মがあるఔ度མちணいたのちにݧࢼ装ஔをストーブ内にૠೖした。ଌ定に用いた೩মガスは、
このストーブطઃのϋチの状のϋニカムߏである貴ۚଐ系৮ഔを௨さない೩মガスの一
部をٵ引した。ݧࢼ装ஔのೖޱと出ޱの೩মガスをಉ࣌にϚスフローコントローラ付き
ポンプで1.5-/、̎間ఔ度̑-テドラόッグに࠾取した。೩মガスの࠾取は、ೖޱガス温度
をみながら̍〜̎࣌間の間に̑〜15ճఔ度行った。テドラόッグに࠾取したガス中のO2、CO、
)Cೱ度は、5E45O 350-4（5E45O社）でଌ定した。O2ೱ度のଌ定はガルόニ電法、CO
ೱ度は定電Ґ電ղ法（)2ิঈ付き）、)Cೱ度はղ法による。な͓、)Cೱ度はメタンࢉ
ೱ度とした。9減はࢎ素12�にೱ度ࢉしたೖޱ、出9ޱೱ度を用い、Լ式により求めた。

　C�（21ʵ12）
（21ʵO2）̫

Co	 	 	 	 	 	 	 ⑴

　9減　（�）　�（1ʵCoVt
Cin ）ʷ100		 	 	 	 ⑵

　ここで、9�CO、)Cで)Cはメタンࢉೱ度である。Coは9ೱ度ಡ、O2はࢎ素ೱ度、
Cin、CoVtは式̍でO2　12�ೱ度にࢉしたそれͧれೖޱ、出ޱの9ೱ度である。ݧࢼ装ஔೖ
3〜000のCO、)C、O2はそれͧれ1ޱ000ppN、500〜1000ppN、10〜16�であることが多かっ
た。装ஔೖޱガス温度は、装ஔೖޱのガス࠾取部で電対によりଌ定し、ガス࠾取の開始࣌、
中間࣌、終了࣌の温度のฏۉを用いた。௨常の用状態の装ஔೖޱのガス温度が480〜600ˆ
ఔ度であったので、CO、)C減の評価は、この温度ൣғの減のฏۉ（9ฏۉ減
という）を用いて行った。な͓、ۭ間度4Vは5100)-1である。
ではே࢈మ߭（外国かったද̎に示す̎छྨのߴ化能力のࢎでݧࢼྉはこれまでのࢼ　
としてストーブのࡐの45）を用いた。な͓、ൺֱ࢈ではւಓே里߭山࢈の42、国内࢈
付ଐである貴ۚଐ系৮ഔを用い、またԿもॆరしないブランクݧࢼも行った。

2.3　実験結果
１）貴金属系触媒（SN）試験とブランク（SB）試験
　ਤ３のଌ定結果より、4/のCO、)C減は装ஔೖޱガス温度が450〜700ˆの広いൣғで
ほ΅一定であった。そのCOฏۉ減は99.9�と非常にߴかったが、)Cฏۉ減は78�と
それほどߴくなかった。一方、4#の減は42、45のCO、)C減に大きくӨڹする大き
さではなかったので、Ҏ߱のղੳはこれらをແ視して行った。
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２）　S2、S5試料の前加熱温度のCO低減率への影響
ۉをそれͧれਤ３とਤ̐に示す。また、COฏڹྉのલՃ温度のCO減のӨࢼ45、42　
減をද̐に示す。これらのਤදよりCO減は装ஔೖޱガス温度の減গとともにԼす
る向がみられた。また、CO減は42、45のいずれもલՃ温度を600ˆにしても、CO
減はແՃ࣌とほとΜど変わらなかった。しかし、લՃ温度を700ˆ、800ˆに上げていく
とCOฏۉ減は減গし、લՃなしにൺべて800ˆՃでは42が99.2�から69�、45が96�
から62�に減গした。మ߭MiNoniteの42と45を800ˆにՃすると、それらのߏはమ߭
とಉ͡heNBtiteになっているはずであり、మ߭にはࢎ化能力がないことがわかっているので、
લड़のݧࢼ結果が出た理由はࡏݱのところෆ明である。

３）　S2、S5試料の前加熱温度のHC低減率への影響
ۉをそれͧれਤ̑とਤ̒に示す。また、)CฏڹྉのՃ温度の)C減のӨࢼ45、42　
減をද̐に示す。これらのਤදより、)C減は42、45のいずれもલՃ温度を600ˆ
にしても、CO減とಉ様ແՃ࣌とほとΜどಉ͡であった。また、લՃ温度を700ˆ、
800ˆに上げていくと)Cฏۉ減は減গし、લՃなしにൺべて800ˆՃでは42が95�か
ら69�、45が83�から66�に減গした。800ˆલՃでこのఔ度の)C減を࣋つ理由もࡏݱ
のところෆ明である。

４）　S2、S5とSNのCO、HC低減率の比較
　42、45を600ˆఔ度ҎԼで用すれば、4/にۙいߴいCO減がظ待でき、4/の)C減
がൺֱ的いことから4/Ҏ上の)C減がظ待できることがわかった。

　2.4　まとめ
̍）42、45৮ഔを600ˆఔ度ҎԼで用すれば、4/にۙいߴいCO減がظ待でき、4/の

)C減がൺֱ的いことから4/Ҏ上の)C減がظ待できることがわかった。
̎）ただし、42、45৮ഔはガス温度がߴくなりす͗るとࢎ化能力がԼすることから、後ஈ

の600ˆఔ度の所にઃஔし、ストーブ立ち上げ࣌などストーブ内がߴ温になる際は、طଘの
Ϛニϡアルにあるようにダンパーૢ作で৮ഔのある所をόイパスさせるなどのྀはඞཁに
なる。

３）温度とCO、)C減の関をؚΉࢎ化メカニζムのղ明、長ظ利用性のݕ౼などは今後
の課題である。

̐）な͓、ࡏݱ、మ資ݯとしてはほとΜどమ߭が用いられているが、మ߭はۚଐమにؐݩ
されやすく、మ߭を用するҎલにはమ資ݯとして用されていたといわれている。まだ
ೖखしていないが、ヨーロッパで用されていたڕཛ状మ߭であるNinetteにڵຯがある。
また、౦ೆアジアではమ߭をഁࡅ選ผして७度を上げることなどが行われているようであ
る。これらをؚめೖखしやすくࢎ化能力の༏れたものがあれば、ストーブだけでなくଞの
でも༏れたࢎ化৮ഔとして用される可能性があるとࢥわれる。

引用文献
̍）　ߴ、日本ஆストーブ協会がめ͟すもの、ストーブライフ、52-53（2017）
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̎）　新たなステージに進Ή2020年のEP"ഉԎ੍ن、ストーブ、ストーブライフ、34-35（2017）
３）　JZtte、"EWBnceE CoNCVTtion ControM Gor B 8ooE -og 4toWe、EYpert workThop-)ighMZ E⒏cient

BnE CMeBn 8ooE -og 4toWeT、#erMin 2015
̐）　-iTt oG EP"　CertipeE 8ooE )eBter、2015　http://epB.goW
̑）　玉井、部、ストーブ೩মガスのమ系৮ഔのద用に関する基ૅ的研究、第124ճ日本ྛ学会

大会学ज़講演集、pp. 2-169（2013）
湖、部、ストーブ೩মガスの৮ഔによるクリーン化に関する基ૅ的研究、里山学研究、龍谷ࠤ　（̒

大学里山学研究センター、pp. 88-92（2013）
７）　部、水、ݪమ߭৮ഔを用いたストーブ೩মガス中COの減に関する実用化研究、里山学研究、

龍谷大学里山学研究センター、pp. 135-140（2014）
̔）　部、水、ݪమ߭৮ഔによるストーブ೩মガス中CO、)Cೱ度の減に関する基ૅ的研究、

龍谷大学里山学研究センター（2017）
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ϝλόーίーσΟングに͓ける"/%ڥのྨڕ

౼ݕに͍ͭてのग़छのؔݕ水ํ๏ͱ࠾
　	

龍谷大学理工学部・講ࢣ　里山学研究センター・研究員
山த　༟थ

͡Ίʹ
　どこにどのような生が生ଉしているのかという情報は生܈集の動態をるうえで࠷も基
ૅ的な情報であり、生態系の理やرগछの保全を進めるためにෆ可ܽなものである。
　ۙ年、環境D/"ੳとݺばれるٕज़が生のを調査するख法として新たにొ場した

（FicetoMB et BM. 2008 .inBNoto et BM. 2012）。ั֫や観のようなطଘの調査ख法とൺֱする
と、ݱ地調査では水を࠾集するだけである環境D/"ੳは生や生ଉ場所に対して非ഁյ的
であり、かつ、ั֫調査などよりײߴ度に生ଉしている生もݕ出することができるٕज़であ
る（5BkBhBrB et BM. 2013 らݪߴ 2016）。土やଯੵ中の環境D/"とൺֱすると、水中では
よりۉ一にD/"がࢄしていることから、水をࢼྉとする環境D/"ੳは特に利が多いと
考えらえる。これまでは環境D/"ੳに͓る主力ٕज़はPCRをもちいた特定छのݕ出であり、
対となるرগछやগのいくつかのछをݕ出する場合には非常にߴいײ度の͓かげで多くの
研究に͓いてྑな結果がಘられている。しかしながら、このߴいੳਫ਼度の一方で、このख
法は対とする生ଉ場所にΉ生܈集のߏ成をまとめて明らかにするという事はできない。
　͝くۙ࠷になって、環境D/"ੳに新たなΦプションがՃわり、これは環境D/"メタόー
コーディングとݺばれている。D/"の特定のྖ域のԘ基ྻをಡみ取ることでόーコードの
ようにछをࣝผしていく方法で、生܈集のछߏ成を一度に明らかにすることができる。環境
D/"メタόーコーディングはछのࣝผのためにಉ定のઐ家がෆཁであるというや、サン
プルたりの調査・ੳコストがい事、そして水をࢼྉとしていることで、ۭ間的にカόー
されるൣғが大きいことなど、様ʑな利を࣋っている。
　この新ٕज़をもちいた研究ྫはܹٸに૿Ճして͓り、水ؗの「ਖ਼ղ」がわかっている状
況でのテストを行った研究では、非常にߴいਫ਼度で生ଉするྨڕのछߏ成を推定できることが
報ࠂされている。外調査の展開も進Μで͓り、୶水域のみならずւ域でもྨڕのݕ出に利
用され、また、྆生ྨやᄡೕྨ、そして水ແ動といったଞのྨ܈の応用も始まっ
ている。このײߴ度、かつ൚用性のߴい環境D/"メタόーコーディングٕज़は今後、ۭ࣌間
的に広がりを࣋った広域調査での利用が広がっていくはずである。
　広域での生多様性調査に環境D/"メタόーコーディングをద用する場合、そのٕज़のも
つߴいݕ出能力をできるݶりԼさせずに、しかし、調査力ྔをうまくઅする方法を考Ҋ
することがඞཁになる。環境D/"ੳはݱ場では水をټΉだけであるという؆ศさがその特
৭ではあるが、広域・長ظでの調査を実施することになれば、それでも調査の効化が求
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められる。ただ、छをཏ的にݕ出することを目的とする場合、調査地を減らすと生多
様性をաখ評価する可能性があり、これはこれまでの水域での環境D/"メタόーコーディン
グのྫが示す、水中の環境D/"は大きなۭ間ن模ではۭ間自ݾ૬関をもってしているよ
うであるということから推ଌされる。調査・ੳの力ྔを減らしうるもう一つの候ิは、࠾
水した水をࠞͥる、という方法である。これはෳ地から࠾取した水ࢼྉをࠞͥてからᖤ
ա・D/"ந出ことでサンプルを減らすख法である。このpooMingとݺばれる方法は土ඍ生
などの܈集ߏのղ明を目的としたաڈの研究では一ൠ的に利用されてきたものであるが、
ऍされてしまう事で、ແ視رগなछのD/"が૬対的にك、である場合ࡶが非常にෳߏ集܈
できないׂ合でݕ出されなくなるྨ܈がでてきてしまうという問題が指ఠされている。ただ
し、ྨڕの܈集ߏ成は土ඍ生のそれにൺべると明らかに୯७であるため、pooMingは広域
的なྨڕの生多様性評価に͓いて効的なख法となりうると考えられる。
　本ߘでは、このল力化のख法と̍地͝とにಠ立にੳするख法とでݕ出される܈ྨڕ集の
情報がどれほどҧうのかについてݕ౼した研究ྫを報ࠂする。調査は滋賀県にҐஔする琵琶湖
、水࿏によってଓしている付ଐ水域である内湖のうち、大きさのҟなる̐つの内湖で実施
した。結果のൺֱから、লུ化ख法が生多様性の評価というで環境D/"メタόーコーディ
ングによる調査の効をԼさせることがないかについてূݕした。

ௐࠪͱੳํ๏
水調査は琵琶湖౦部にҐஔする、面ੵが大きくҟなる̐つの内湖を対として実施した࠾　

（ਤ̍）。田প、ીࠜপ、ҏఉ内湖、西ノ湖はそれͧれ面ੵが84,、216,、490,、2219,ฏ
方メートルであり、࠷খである田পは西ノ湖の͓よそ26の̍のن模である。今ճの研究の
目的は水域内のྨڕ૬組成を環境D/"メタόーコーディングによって明らかにするにあたっ
て、水ࢼྉをࠞ合するというল力化ख法が結果にどのようにӨڹするかをることにある。対

ਤ̍ɽ調査地を示す。琵琶湖本湖の౦؛にҐஔする̐つの内湖。そ
れͧれの内湖の名લのԼにカッコ書きで面ੵを示している。丸ҹは
Ԋ؛部の࠾水地、三֯ҹはԭの中ԝ部の࠾水地を示す。4Bto et
BM.（2017）をվ変。
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水域の大きさと࠾水地間のڑ離がಠ立性を決めていると考えられるため、水域のن模が水
しているはずである。よって、今ճはこれら面ੵが大きくҟなڹྉࠞ合の効果に間的にӨࢼ
る内湖を対として選択した。
　各内湖ではपғを͓͓よそ8ׂするように̔地の࠾水地をઃ定した（丸ҹ：ਤ̍）。た
だし、࠷大の内湖である西ノ湖には16地をஔした。また、さらに各内湖のԭଳをදする
地として、͓͓よそ中ԝに各̍地をஔした（三֯ҹ：ਤ̍）。それͧれの地で0.5リッ
トルの水ࢼྉを2ݕମ࠾取し、一方を個ผに(F/FフィルターによるᖤաとD/"ந出を行うࢼ
ྉとし、ଞ方をࠞ合したのちにᖤաとD/"ந出を行うࢼྉとした。ࠞ合ࢼྉでは、ࠞ合した
水ࢼྉから0.5リットルを取り出したものをᖤաしてදࢼྉとした。
　フィルターࢼྉからのD/"ந出は:BNBnBkB et BM. 2016にैって実施し、それͧれのフィ
ルターࢼྉから࠷終的に100�MのD/"༹ӷをಘた。これらの環境D/"ࢼྉそれͧれに対して
.iZB et BM. 2015にほ΅४͡て環境D/"メタόーコーディングを実施した。؆୯には、各D/"
ྉ̎�Mに対して.iFiThプライϚーをもちいた15繰りฦしのPCRを行って、できるか͗り各ࢼ
D/"ࢼྉ中にଘࡏしているྨڕのD/"を࿙れなく૿幅することをࢼみて、それͧれの繰りฦ
しからಘられたPCR࢈をಠ立にղੳできるよう、次のステップで個ผにインデクスを付Ճし
た。個ผࢼྉ、ࠞ合ࢼྉのすべてにಉ様のॲ理を行ってライブラリーを調した。次世シー
έンシングはiMMVNinB社の.i4eRをもちいて150CpY2のϖアエンドシーέンスを行った。ಘられ
たシーέンスデータは.iZB et BM. 2015のղੳパイプラインにैってॲ理され、#-"45ݕ索に
よって各ࢼྉ中（かつ、各PCR෮の中）からಘられたシーέンスにछをׂりててಉ定作ۀ
を行った。

ਤ̎ɽ各内湖から環境D/"メタόーコーディングによってݕ出され
た出ݱछを示す。それͧれの内湖に個ผࢼྉとࠞ合ࢼྉのੳ結
果を示す。લ者は横࣠に水ࢼྉの、後者は横࣠にPCRの෮を
とり、それͧれ力ྔ（ੳࢼྉとੳճ）の૿Ճによる出ݱ
छの変化をදしている。4Bto et BM.（2017）をվ変。
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݁Ռ
もؚ܈終的に、全ମで43छ（छのレベルではなく、ଐレベルでまとめられているྨ࠷　
Ή）がݕ出された。個ผࢼྉでは、田প、ીࠜপ、ҏఉ内湖、西ノ湖でそれͧれ31、22、33、
31छがݕ出された一方で、ࠞ合ࢼྉではPCRの繰りฦし15ճの結果として、それͧれ30、20、
29、27छのݕ出であった。個ผࢼྉからはݕ出されるがࠞ合ࢼྉからはݕ出されないछのは、
内湖の面ੵが大きいほど多くなる向がみられた。個ผࢼྉでは内湖͝との࠾水地を૿や
すほど、そしてࠞ合ࢼྉではPCRの繰りฦしを૿やすほど、ݕ出छが૿える向があり、
それͧれしつつある状況であった（ਤ̎）。こののۂઢから推定される࠷終的なݕ出
छは、いずれの内湖についても個ผࢼྉの場合に大きくなった。次世シーέンシーέンシ
ングでಘられたD/"のシーέンステータのうち、それͧれの内湖で個ผࢼྉから0.05�ະຬの
ྔしかݕ出されないようなछは、ࠞ合ࢼྉからはほ΅ݕ出されなかった。

͓ΘΓʹ
　今ճの結果からは、୶水ྨڕの環境D/"メタόーコーディングでは多くの地からগྔの
水を集めてੳしていくと、छのݕ出が૿Ճしていくことが明らかになった。内湖でݕ出さ
れたछのを個ผࢼྉとࠞ合ࢼྉでൺֱすることで、水ࢼྉをࠞ合するというল力化ख法は作
出छがݕྉを個ผにѻう方法にൺべるといくらかࢼ力ྔの削減には立つものの、水ۀ
Լするであろうことが明らかになった。そして、このような効果はより大きな内湖で顕著で
あった。よって、छの多様度を評価しようとする場合、環境D/"メタόーコーディングでは
このল力化ख法は用しない方がݡ明であると考えられる。しかしながら、ࠞ合ख法は࠾水地
によるछߏ成のҧいをฏۉ化するようであり、ද的なྨڕの組成を水域間でൺֱするのに
は༗効であろうことも示された。كগなछまですべてݕ出してछ多様性を明らかにしようとす
るような場合にはえないであろうという注意はඞཁなものの、水をࠞ合するল力化ख法はそ
の水域でのද的なछ組成の状況を長ظ的にখ࿑力でϞニタリングする場合などに、調査戦ུ
の選択ࢶとなるであろう。な͓、本研究ྫは4Bto et BM.（2017）として4cientipc ReportTで発
දされた。

引用文献
FicetoMB (F .iBVE C PoNpBnon F 5BCerMet P（2008）4pecieT Eetection VTing enWironNentBM D/"

GroN wBter TBNpMeT. ┆┭┳┰┳┫┽ⓤ┐┩┸┸┩┶┷⓰ⓤ4 : 423-425.
.inBNoto 5 :BNBnBkB ) 5BkBhBrB 5 )onKo ./ ,BwBCBtB ;（2012）4VrWeiMMBnce oG pTh TpecieT

coNpoTition VTing enWironNentBM D/". ┐┭┱┲┳┰┳┫┽⓰ 13 : 193-197.
.iZB . 4Bto : FVkVnBgB 5 4BEo 5 PoVMTen J: 4Bto , .inBNoto 5 :BNBNoto 4 :BNBnBkB )

"rBki ) ,onEoh . *wBTBki 8（2015）.iFiTh B Tet oG VniWerTBM PCR priNerT Gor NetBCBrcoEing
enWironNentBM D/" GroN pTheT: Eetection oG Nore thBn 230 TVCtropicBM NBrine TpecieT. ┖┳┽┥┰ⓤ┗┳┧┭┩┸┽ⓤ
┓┴┩┲ⓤ┗┧┭┩┲┧┩⓰ⓤ2 : 150088.

4Bto ) 4ogo: Doi ) :BNBnBkB )（2017）UTeGVMneTT BnE MiNitBtionT oG TBNpMe pooMing Gor
enWironNentBM D/" NetBCBrcoEing oG GreThwBter pTh coNNVnitieT. ┗┧┭┩┲┸┭╓┧ⓤ┖┩┴┳┶┸┷⓰ 7 : 14860.

5BkBhBrB 5 .inBNoto 5 Doi )（2013）UTing enWironNentBM D/" to eTtiNBte the EiTtriCVtion oG Bn
inWBTiWe pTh TpecieT in ponET. └┐┓┗ⓤ┓┒┉⓰ 8 : e56584.

状とख法֬立に向けたݱඒ子（2016）環境D/"ٕज़のتɼ内井लډ利文ɼ土ݯɼ山中༟थɼًݪߴ
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展望. 日本生態学会66ࢽ : 583-599.
:BNBnBkB ) .oto[BwB ) 4BtTVki 4 5TVKi 4 .iZB[BwB RC 5BkBhBrB 5 .inBNoto 5（2016）On�

Tite pMtrBtion oG wBter TBNpMeT Gor enWironNentBM D/" BnBMZTiT to BWoiE D/" EegrBEBtion EVring
trBnTportBtion. ┉┧┳┰┳┫┭┧┥┰ⓤ┖┩┷┩┥┶┧┬ 31 : 963-967.
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里・里に͓けるホλルྨの生ଉڥ
　ʕѪྲྀ域͓Αͼాٰྕに͓ける༧උௐࠪʕ

龍谷大学理工学部・教授　里山学研究センター・研究員
༡ຏ　ਖ਼ल

̍ɽ͡Ίʹ
　発ޫࠛであるホタルྨはɼ里地・里に広くしていたがɼこの世لほどの環境վ変
の結果ɼその生ଉ域がڱめられてきたと言われている（大場1988ɼ༡ຏ1993）。うちɼ༮が
水生であるήンジボタル（┐┹┧┭┳┰┥ⓤ┧┶┹┧┭┥┸┥）はྲྀ水域が主な生ଉ場所でɼ自然Տのみならずɼ
ۀ用水࿏や生活用水࿏にもॅみணいているछである。ಉ͡く水生のϔイέボタル（┐┹┧┭┳┰┥ⓤ
┰┥┸┩┶┥┰┭┷）はࢭ水的環境に生ଉするछでɼՏ・用水࿏にも生ଉするがɼもっͺら水田によく
見られるものである。またɼ༮が生のώメボタル（┐┹┧┭┳┰┥ⓤ┴┥┶┺┹┰┥）はɼ滋賀県ではҏਧ
山山付ۙに生ଉすることがられているがɼ里地にもہ所的に生ଉしていることが֬ೝされ
ている（滋賀県立琵琶湖തؗ　ۚ尾滋࢙ɼ私৴）。
　今ճ調査対としたѪྲྀ域はɼҴ作地ଳが広くɼӬࣉݯダムが成してからは広域に田
用水が水されている。これによりɼѪ中Լྲྀ部पลには水࿏が広がって͓りɼこれら
人工の水࿏がさま͟まな水生生に対して生ଉ場所をఏڙしている可能性がある。しかしな
がらྨڕや水生ࠛ全ൠを調査するのは࿑力がいることからɼまずは間に発ޫするために見
つけやすいホタルྨを対としてɼ水࿏・水田の人工水系を中৺ɼにその環境評価のための
༧උ的な調査を行った。
　一方ɼ里地のथྛଳは開発によりஅされたりɼ里山理が途ઈえて里山としては荒廃が進
Μだりしていることが指ఠされて͓りɼこのについても生のώメボタルを用いて環境評価
することをࢼみみた。とくにώメボタルのメスはඈᠳ能力がなくɼしたがってҠ動能力がし
いことからɼ生ଉ地のஅが本छの個ମ܈のଘଓに大きなӨڹをٴ΅すち言われて͓りɼώ
メボタルの状態からٯに里山地の連ଓ性について評価できると考えた。ώメボタルの調
査はɼ上هの水生ホタルྨ調査とซせてѪྲྀ域に͓いて行うとともにɼ田ٰྕに͓いて
も行った。な͓ɼこれらの調査域に͓いてはաڈにώメボタルの生ଉが֬ೝされている。

̎ɽѪྲྀҬʹ͓͚ΔήϯδϘλϧ͓ΑͼϔΠέϘλϧͷ
　水生ホタルྨのの༧උ調査を2017年̑月20日にѪྲྀ域（Ӭࣉݯダム〜Ѫொ付ۙ）
にて行った際にはɼホタルྨを֬ೝすることはできなかった。そこでɼήンジボタルとϔイέ
ボタルの྆छが発生している可能性がߴい̒月Լ०にվめて調査を行うこととしɼ̒月26日
21：30〜ཌ日01：00にѪの主にӈ؛ଆɼѪொからӬࣉݯɼ͓よびӬࣉݯダムの上ྲྀの政
所ொɼය谷ொに͓いて再度の調査を行った。
　その結果ɼѪ第̎װઢ水࿏ɼѪ第３װઢ水࿏のにあたるѪொ付ۙではɼήンジボ
タルの生ଉを֬ೝすることができずɼӬࣉݯダムのԼྲྀଆɼӬߴࣉݯொ付ۙに͓いてগを
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֬ೝした（ਤ̍）。またɼӬࣉݯೖޱの͓よびѪにೆଆからྲྀೖするೆには多の
ήンジボタルを֬ೝすることができた。一方ɼೆपลではɼその؛ࠨଆはಓ࿏のর明が明
るくɼ͝くগの個ମをೝめただけであったがɼೆӈ؛ଆの山は҉くɼここには多くの
ήンジボタルの発ޫを֬ೝした。またɼӬࣉݯダム上ྲྀの政所ொやය谷ொではήンジボタルの
生ଉを֬ೝすることはできなかった。
　な͓ɼ調査したൣғではϔイέボタルの生ଉを֬ೝすることはできなかった。

̏ɽѪྲྀҬʹ͓͚ΔώϝϘλϧ
　աڈのه（ۚ尾ɼ私৴）をࢀ考にɼ౦ۙߐ市ඦࣉࡁ付ۙからӬࣉݯにかけてɼӬࣉݯダム
湖ӈ؛ଆɼӬࣉݯダム上ྲྀޚԊいの政所ொɼය谷ொɼさらにೆ؛ࠨの೫ொから日
ொにかけての山中をɼ2017年̑月20日͓よび̒月26日のਂに୳査をࢼみたがɼώメボタル
の生ଉを֬ೝすることはできなかった。

̐ɽాٰྕʹ͓͚ΔώϝϘλϧ
　աڈのه（ۚ尾ɼ私৴）をࢀ考にɼ大市石山ೆڷொの立観Ի付ۙɼ大市大石富ொ
य़日ਆ社付ۙɼಉ富トンネル付ۙɼߕ賀市৴ָொਆ山のܲ໐のୌ付ۙɼߕ賀市৴ָொから
大市上田上大ௗډொをܦて܀౦市ޚԂの間の山中を中৺にɼ2017年̒月18日（21：15-23：
00）ɼ̒月23日（21：20-23：00）ɼ７月３日（23：00-01：00）ɼ７月11日（21：00-23：00）に
調査を行った。しかしながらɼこれらの調査ではώメボタルの生ଉを֬ೝすることはできな
かった。
　な͓ɼ調査地の付ۙにՏがある場合はɼいずれの場所に͓いてもήンジボタルの生ଉが
֬ೝされたがɼ水田の地があってもϔイέボタルは֬ೝできなかった。

図１．愛知川流域におけるゲンジボタルの分布。
　　　　　多数の生息確認地点，　　少数の生息確認地点，　●生息が確認できなかった地点。
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̑ɽ·ͱΊ
　Ѫ用水はɼ滋賀県湖౦ฏのѪԊ؛のઔ状地に֦がる7500hBの地に水をڅڙ
するۀ水利システムである。その水࿏Ԇ長はɼװઢ水࿏から水࿏まであわせて175kNあ
るとされɼ国営Ѫ土地վྑ事ۀ（1954年度〜1983年度）によりɼ水ݯ施ઃであるӬࣉݯダ
ム（1972年成）とڞにஙされた（http://www.preG.ThigB.Mg.Kp/g/kochi/pMeT/echigBwB.pEGɼ
http://www.NB⒎.go.Kp/kinki/kotoV/KigZoVgBiZoV.htNM）。このように長大な水࿏システムがଘ
しているもののɼ今ճの調査ではその付ۙに͓いてはήンジボタルの生ଉが֬ೝできなࡏ
かった。これはɼװઢ水࿏のྲྀれがす͗ɼまたװઢ水࿏から田ะのڅڙの多くはຒに
よる水となっていることɼのഉ水࿏はྲྀれがΏるくట࣭のՏচとなって͓りɼいずれも
ήンジボタルの生ଉにはෆదな環境となっているからと考えられる。すなわちɼద度なྲྀれの
ある開削࿏（開ڎ）がしいۙ的な水利システムはɼ水生生にとってॅみྑい環境ではな
いところが多いと言えるであろう。
　一方ɼѪྲྀೖՏであるೆはൺֱ的Տচޯの大きなՏであるがɼਵ所にۀ用
水֬保のためのԃがઃけられɼԃ間のՏচޯはɼήンジボタルの生ଉにదしたɼൺֱ的Ώ
るやかなものとなっていたことからɼ多のήンジボタルの生ଉがೝめられたものと考えられ
る。ただしɼそのपลのۀ系を中৺とする水࿏に͓いてはɼಓ࿏র明がڧいところでは生ଉ
がগなくɼ҉い環境であれば多く生ଉしていたことからɼর明のあり方についてもྀが求め
られるところである（༡ຏ2017）。
　ಉ͡水生ホタルであるϔイέボタルに関してはɼかつては広くしていたとは考えられる
がɼその実態については情報がしくɼまた今ճの調査に͓いてもԿら情報をಘることができ
なかった。ϔイέボタルがܹ減あるいは࢟をফしたいくつかのଞ地でのݧܦではɼะ場උが
行われɼ田面のഉ水性がよくなって非ᕲᕱظに͓ける田面のס૩がڧくなったことɼあるいは
非ᕲᕱظに͓いて水利ݖにかかる水څڙが途ઈえたことが大きくӨڹしたとࢥわれるがɼこの
ことがѪྲྀ域にもあてはまるかどうかについては今後のਫ਼査がඞཁである。
　一方ɼ生のώメボタルについてはɼその生ଉ域がかなりہ所的な場合があることやɼ成
の発生ظがいことɼさらに間のうち活動࣌間がݶられている場合があることもが日本各地
で指ఠされて͓りɼ今ճ調査を行った地域に͓いてもいっそうの調査をॏͶるඞཁがある。し
かしながらɼ今ճの調査域に本छが広くまたは多く生ଉしている可能性はくɼやはり里山あ
るいはྛ地の連ଓ性ɼあるいはそれら地ଳの状態について今一度ɼ目を向けるඞཁがあるこ
とを示ࠦしていると言えるだろう。

参考文献
大場৴ٛ（1988）ήンジボタル、文一総合出൛ɽ
༡ຏਖ਼ल（1993）ホタルの水、人の水ɽ新評/土社ɽ
༡ຏਖ਼ल（2017）総説　動২に対する「ޫ害」ɼ特にホタルྨのӨڹɽ全国ホタル研究会50：25ࢽ-

40.
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ù÷øþ里山Λڭڥͨ͠༺׆ҭ׆ಈใࠂ

京都ঁࢠ大学・名誉教授　里山学研究センター・研究員
ਐ　　܂ߴ

１）自然観察会の実施：４回　175名参加
　京ঁの 自然観会　　：ฏ成29年̑月７日（日）一ൠと学生25名ࢀՃ。
　京ঁௗ部の 自然観会：ฏ成29年10月11日（日）学生69名ࢀՃ。
　京ঁの 自然観会　　：ฏ成29年11月̑日（日）一ൠと学生40名ࢀՃ。
　龍谷の 自然観会　　：ฏ成29年11月11日（土）学生41名ࢀՃ。

２）龍谷の森で炭焼き用の薪集め作業（里山の保全活動）：４回　参加者37名
　ฏ成29年11月19日（日）13：00〜16：00　学生10名ࢀՃ。
　ฏ成29年11月26日（日）13：00〜16：00　学生̐名ࢀՃ。
　ฏ成29年12月17日（日）13：00〜16：00　学生18名ࢀՃ。
　ฏ成29年12月26日（火）13：00〜16：00　学生̑名ࢀՃ༧定。

３）環境教育プログラムとしての炭焼き活動：４回　参加者29名
　ฏ成29年11月19日（日）̕：00〜16：00　学生10名ࢀՃ。
　ฏ成29年12月３日（日）̕：00〜16：00　学生̔名ࢀՃ。
　ฏ成29年12月25日（日）̕：00〜16：00　学生10名ࢀՃ༧定。　
　ฏ成29年12月27日（日）̕：00〜16：00　学生̍名ࢀՃ༧定。
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ঢ়ͱมԽΛるݱのڥͲͨͪͱ生͖のΛௐɺࢠ
─ཅ生͖のௐࠪୂのù÷─

龍谷大学・名誉教授・研究フェロー　里山学研究センター・研究員
ኍ　ᚸҰ
ക工

田த　ত
立໋ؗӉ治த学ߍ
内　　߁
大ಉ大学
田　生ٱ
向ཅߍߴ
্田　員也

कる会ද・ཅ͓ͪΌපӃදݟをڙࢠ۠ߍ田ࣉ

田部　富உ
ཅࢢࢢຽ活動ࢧԉセンター

奥田ಸʑඒ
ཅࠓࢢ۠ߍ
ฏ賀ඒࢠ

͡Ίʹ
　京都府ೆ山の、ཅ市੨谷中地۠に引っӽした1984年̎月、࠷ॳのҹは水が͓いしく、
太ཅが明るいொ、だった。̑月の、ࡏ所の田Μ΅を௨ってϏックリした。Կඦものϔイέボ
タルが、ޫりながらཚしていた。なΜとྑい所ӽしてきたことよʂখ学ߍから大学Ӄまで
す͝した京都市Լ京۠の田Μ΅では見られなかった෩ܠで、ήンジボタルを見るためԕくまで
出かけたものだった。それがここでは、大学のؼりಓ、自宅から̑のところで見られるのだ。
しかしせはӬくଓかなかった。̎年後、田に水をೖれていたࡉいが３面コンクリートுり
となり、ホタルの༮が土खにもぐりࠐめなくなった。中地۠のϔイέボタルはܹ減し、ༀ
のい౼ちも受けて年後にઈ໓した。環境݅を̍つ、人工的に変えることで、̍つのछが
地域からいなくなってしまった。
　そのࠒ、ผの大問題が公දされた。第̎名ਆߴಓが、ཅ市の中ԝをೆにஅして௨
るという。੍࣌ݶ120kN、̔車ઢのߴՍಓܭըだった。૽Ի、ഉガスによる環境ѱ化が৺
だし、市のকདྷܭըをどう考えるかの問題でもある。そこで、『第̎名ਆを考え、行動する会』
を༗ࢤとڞに作り、市民集会を開いて問題ఏىし、ཅ市も৻ॏに৹議するようཁしたが、
ཅ市議会、京都府議会であっさり可決されてしまった。さて、どうするべきか？
　第̎名ਆߴಓܭըをきっかけにして、̎つの活動が始まった。̍つは、市民のखによる
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市内各所の大気Ԛછଌ定で、今日までଓけられている。もう̍つが、「ཅセϛガラ調査ୂ」
とそれを引きܧいだ「ཅ生きもの調査ୂ」だ。࠺に、「あなたはࢤ賀ݪߴ、ٱౡと調
査に行っているけれど、地ݩのこともやりなさい」と指ఠされ、子どもたちをؚΉ市民と一ॹ
にセϛガラを集め、市内のྛのり方を調べよう、と考えた。ཅ市のখ学ߍで「わΜͺく
学ߍ」を実施していた田中তと૬談し、খ学ߍ・中学ߍߴ・ߍの生系教員、͓よび「わΜ
ͺく学ߍ」ӡ営の主්の方ʑとཅ市のセϛガラ調査を始めた。

１．はじまりは城陽セミガラ調査隊（1996年７月-1997年２月）
　ཅ市内の、どこにどΜな生きものがॅみ、どΜならしをしているか、を観することで、
市内の自然環境やそのյされ方、Ԛれ方のݱ状をり、どう変化していくのか、を見て行こう。
自然界のどのཁ素をりたいか、に応͡て、調査する生きもののछྨは変ってくる。
　セϛたちは、やྛのり方をදすよい指標になる。छ͝とにみの環境がҟなり、連ଓし
たྛをΉώグラシやϛンϛンゼϛがいる一方、明るく開けた所の୯をΉクϚゼϛがい
る。アブラゼϛはその྆方にいる広域型だし、ニイニイゼϛは果थがみだ。セϛたちの
は、どΜなやྛがどれほどのや広さあるのかとਂく関している。多छྨのセϛのか
ら、多छの生きものから見た環境のࡏݱやその変化がかり、人にとっての環境も評価できよ
う。成のセϛはԕくまでඈͿが、ൈけ֪を調べれば༮がどのྛのどののथӷをٵって
ҭったかかるので、やྛとの関がはっきりつかめる。
　人ڞಉでセϛガラ調査をݺびかけると、子どもをؚめ165人の市民が調査にࢀՃしてくれ
た。1990年と1995年に京都市内で行われたセϛガラ調査（京都市৬࿑、1991ʀ1996）にࢀՃし
たମݧから、調査法やコツを教わり、セϛガラの標本をいただいた。その標本をって、छと
性の見け方を実शしてから、1996年７月から12月まで市内７カ所のコϛϡニティーセンター
にセϛガラ#oYをஔき、セϛガラをどこでいつरったかهೖした用ࢴと一ॹにೖれてもらった。
そのଞ、̐ճの集中調査日をઃけ、また個人調査を行った。
　環境ிが『自然環境保全基ૅ調査（の国調査）』用にした地ܗਤのメッシϡを、さ
らに̐した地ਤを֦大コϐーして用いた。32kN2のཅ市を、ೆ450Nʷ౦西550N
のメッシϡ139個に۠切り、各メッシϡにどのセϛの֪がԿ個見つかったか、を調べた。139
メッシϡのうち、自Ӵୂ長ࣹܸ演श場と̎つのΰルフ場の̐ܭメッシϡは調査できず、ଞの
11メッシϡは̍つのセϛガラも見つけられなかった。そのଞの124メッシϡで合̒ܭछ、1903
個のセϛガラが発見された。̑月に自Ӵୂࣹܸ演श場横のϚツྛで໐いていたϋルゼϛだけは、
のԼを୳してもセϛガラを見つけられなかった。ཅ市ॅࡏのセϛ７छ、ϋルゼϛҎ外の̒
छのうちで、、個ମとも࠷も広く、多かったのはアブラゼϛで、次がニイニイゼϛとツ
クツクボウシ、そのあとώグラシとクϚゼϛがଓき、チッチゼϛとϛンϛンゼϛは、個ମ
ともڱく、গなかった（ኍଞ、2000）。
　７छのセϛのを見て、ҧいがくっきり出たのは、ώグラシとクϚゼϛだ。ώグラシは市
内౦ೆ部のྛ内で見つかり、クϚゼϛはொ中のಓ࿏Ԋい、特に国ಓԊいで発見された。「ྛの
ώグラシ、ொのクϚ」である。
　この調査で、ྛはもとより、ொ中のখ地の大切さがුきூりになった。学ߍ、༮ஓԂ、保
ҭԂ、ਆ社、ࣉӃ、公Ԃ、生֞などの立で、市֗地のセϛガラの大が見つかった。༮は、
アブラゼϛやϛンϛンゼϛで̑年ほど、ツクツクボウシで３年ほど、土中でथӷをٵってᥳに
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なる。この間に土が۷りฦされたり、が切られるとࢮΜでしまうだろう。今年のセϛは、ա
してになった。ொ中のখ地は、セϛたちばかりではなࢉ年ほどの環境変化を総決̑〜３ڈ
く、ଞの生きものたちにとっても͓そらく大切な生活環境であり、ொ中の生多様性をकるࡆ
と言えよう。

２．城陽生きもの調査隊、発足す（1997年２月16日）─20世紀の記録を残そう─
　લ年のセϛガラ調査で、わがொの自然のݱ状の一を、子どもたちとڞに、多くの市民の力
でهできた。様ʑな生きものたちのらしͿりを子どもたちとڞに調べて、わがொの20世ل
の࢟をそう。環境変化をするための、もとの資ྉを࣋って͓きたい。
　長年の広ൣғにわたる山࠭利۷࠾によって、山とྛはいくつも削られてなくなり、ॅΜでい
た多くの生きものたちがઈ໓、減গ、Ҡ動しただろう。多くのは、ట水と༗ಟ化学࣭に見
われ、水生生もઈ໓、減গしただろう。ήンジボタルはઈ໓したかもしれず、ϔイέボタ
ルも気ଉえΜえΜだ。より多くの生きものたちとらせるொを目指して、子どもたちとともに、
市民のखによる生きもの調査をଓけて行こう。ۚやϞノをたくさΜ࣋つのではなく、より多く
の生きものたちとともにらすのがせなΜだ、と考えを変えて行きたい。こうしたいから、
1997年̎月、「ཅセϛガラ調査ୂ」の調査結果を報ࠂした場で、「ཅ生きもの調査ୂ」を結
成した。
　そのॳ৺は、⑴子どもたちとともにཅ市の生きものを調査し生ଉ状況をって、かった
ことを市民に報せる。⑵Կらかの問題が見つかれば、ଞஂମ、ଞ者や行政と૬談して、問題
ղ決を目指す、というものだった。

３．ツバメの巣しらべ（1997年７月-1998年）とツバメのねぐら観察（1997年６月28日
-1998年８月７日）

　セϛたちのらしは、やྛのࡏり方とີۓに結びついていた。ツόメのらしは、人の
らしと切り離せない（1985、ޱ）。ツόメは人のջにඈびࠐΜで、ڪい外ఢたち、カラスや
ネコ、ϔϏなどからकってもら͓うと決意したௗだ。པられた人の方も、ツόメはをݺͿ
ௗとして大切にしてきた。人との間に特ผな৴པ関をஙいてきたツόメの作りの変化を
うことで、人のらしの変化が実にかるだろう。
　1997年は７-̔月に調査したが、始めが遅す͗、調査法にも׳れていなかったため、全༰が
からなかった。1998年には̑月より調査し始め、ཅ市内の市֗地全域をճって、その年に
。われていたわれたツόメのを୳した。ツόメのが826個、コシアカツόメのが31個
イワツόメのは見つからず、ώメアϚツόメの成ௗは見たものの、は見つからなかった

（ਤ̍）。
　ツόメのは、人௨りの多い所の、田Μ΅やのۙくに多かった。田やのۙくにはࠛ
が多く、そのۙくだとまでӡびқいためだろう。特に多く見られたのは、富地۠（چଜ）、
ۙమ富ঙӺ付ۙ、JR長Ӻ付ۙ（چଜ）、ۙమࣉ田Ӻ付ۙ（商ళ֗）、੨谷地۠（چଜ）で
あった。چଜでは多くのが見られたが、ࣉ田のچଜだけはほとΜど見つからなかった。ここ
は、日中閉め切られた家が多く、पりが੩かで外ఢにૂわれқいためか？ここではϔϏにを
ऻわれてからツόメがདྷなくなったという話を聞いた。やかな商ళ֗の方にをҠしている
らしい。ࡏݱの長はさほどやかではないが、かつてはಸྑ֗ಓの॓場ொとしてӫえたとこ
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ろで、ੲからツόメが多かった、と聞きࠐΜだ。その子ଙたちが今も作りしているのかもし
れない。੨谷のچଜでは、作をけして収ೲするೲや、家の中のたたき、࣌には̎֊
にもೖりࠐΜで作りしているྫが多く見られた。ݰ関に作りしていたが、ϔϏにऻわれて
からは、家の中にೖりࠐみ、̎֊で作り、子ҭてしているྫもあり、人もそれをྑしとして
いた。
　֗中で、ツόメにとって一൪のڴҖはカラスだ。やかな人家のݢ先に作りしていても、
ちΐっとしたܺをૂってώφをऻって連れڈる。それも、あすは立つか、といった大きいώ
φをऻうのである。ຖ日、成長を横目で観しながら、ऻう࣌を待っているのか？ネコもڪろ
しいఢで、のԼにネコがඈびりそうなฏらな台ができると、作りをࢭめた、との話を聞
いた。
　コシアカツόメのは、山ྛۙくの学ߍ、පӃのนやఱ井に見られた。山ྛのࠛを取って
子ҭてしているのだろう。ツόメとは、主な࠾Ӥ場をけているようだ。ཅߍߴでは、̎つ
のࣷߍをつなぐり࿓Լのఱ井にたくさΜのがあった。しかし、これも、12年લに、ཅߴ
でもコシアカのは減っている。山ߍとൺֱしてܹ減していた。ਂ谷খ学࣌生部が調べたߍ
ྛにしてݐつೆ京都පӃでは、น面にあった多のコシアカのをམとし、また新たな作
りをさせないための工事が行われた。山ྛの減গと作りのࠔ難で、コシアカツόメの生活

ਤ̍　ツόメの調査結果



207

研究活動報告

݅はѱ化し、はܹ減、ઈ໓に向かっている。　
　ツόメの調査の終りࠒ、Ӊ治Տෑヨシݪの、ツόメのͶぐらの観を行った。京都ຍ
地で子ҭて終わったツόメたちが、एௗをؚめてここに大集結してから、ೆっていくのだ
という（ਢ、1986）。
　日ࠒ、෩になびくヨシを見ていると、ԕくからࠇくてૣいӢの͝ときものがۙͮいてくる。
ヨシݪの上を行き交うこと度、ಥ、の༿よりૣく̎万Ӌものツόメがヨシݪにམちる。
わずか20くらいの間に、ツόメがアシݪに߱る。子どもも大人も、そのと迫力にѹされ
てしまう。とっても貴ॏなମݧだった。

４．キノコ調べ（1998年４月25日-2017年）
　世のありとあらΏる生きものや、そのࢮମにΩノコは生えて、それらをղ・ٵ収してし、
๔子を作る。そのաఔで、それらをଞの生きものたちが利用しやすいものに変えてくれる。Ω
ノコがいなかったら、世界中が生きものやそのࢮମであ;れてしまう、と٢見ত一先生に教え
ていた（٢見・ߴ山、1986）。龍谷大学の学生実शや、社会人講࠲で、とても人気のߴかっ
た٢見さΜのΩノコ実शを「ཅ生きもの調査ୂ」でも、と͓ئいして、1998年̐月25日に始
めてから３年、13ճもཅにདྷていた。
　1998年にߵノ山で、1999年は੨谷؛ࠨとߵノ山で四̐ܭقճ教えを受けた。2001年11
月３日までの13ճ、٢見さΜのはࢀՃ者、とりわけ子どもたちにく伝わった。この࣌まで
に見つかったཅのΩノコは、475छに上った。
　٢見さΜは、2003年３月、ଉをひきとられた。そのҹは、われわれの৺にমき付いている。

５．ホタル調査（1997年６月-2017年）
　山࠭利࠾取やΰルフ場作り、ಓ࿏作りに水࿏のコンクリート化、ༀԚછでইついた
ྲྀࢧՏや、水田、の生きものたちはどΜなݱ状か？各学ߍなどでاը、ӡ営されている

「ϏΦトープ」も、これら水系の水環境と関連させて考えたい。次の̎つを始めた。
　ᶃ　水生生の生ଉ状況と、水環境のݱ状を調べる。
　ᶄ　聞き取りや文ݙから、ੲの水生生の生ଉ状況と水環境を෮ݩすることを求めて、まず

ホタルの生ଉ状況を調査した。ώメボタルなど生のホタルは調査していない。

　⑴　ヘイケボタル
市内各所の水田や水田のۙく、水田に水をڅڙするや水࿏に生ଉしていたが、ۙ年個ମが
減り、かなりの生ଉ地でઈ໓した。減গ、ઈ໓のݪҼは、減、ߞ作法の変化などによる水田
ઃなどによる水田ഁյ、Տվमによる水࿏のコンクリート化、ༀにݐ田化、ಓ࿏סとغ์
よる༮のエサとなるのࢮ໓、ޫ害（間র明ա多）が考えられる。
ౡというԚれた、খさいがある。ここはかつてޒౡはॅ宅地で、その中にޒ੨谷、ࡏݱ　
大きいがあって人でわい、地の人は、「ڕをങわなくてよい、でれるから」と言わ
れたらしい。ここには、ϔイέボタルがいたかもしれない。

　⑵　ゲンジボタル
　かつては、市内各所の、ྲྀࢧにήンジボタルが見られた。ྫえば੨谷は੨谷地۠の
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子どもやॅ民の水ӭ場であり、はήンジボタル見をָしΜだ、という（੨谷খ学ߍඦप年
取の࠾刊行会、1989）。੨谷や長谷では、1960年に始まった౦部ٰྕ地の山࠭利ࢽ೦ه
Ԛછట水ྲྀೖにより、ઈ໓した。
　ところが、੨谷本ྲྀでは一୴ઈ໓したものの、それにྲྀೖするখՏには、生きってい
たようだ。2002年-2004年、井上ହߐさΜ（ಉࢤ社大理工学部）たちの、「山地۠の環境と開
発」研究には、「ཅ生きもの調査ୂ」もࢀՃし、੨谷の水生生を年̐ճ調べた。この中
で、੨谷にྲྀれࠐΉখՏには、カワニφも、ήンジボタルの༮も発見された。ここで
ҭった成が੨谷にඈΜで行ったらしいが、੨谷本ྲྀは、また༮がҭつにはࢸっていな
かったようだ。

６．木津川魚取り（1998年５月-2005年５月）
　水は人を開์する。、湖、ւのほとりに立つと、৺は৳びやかになり、をひたしてײ動
する。特に子どもたちは、水にೖるのが大きだ。まして、そこにたくさΜの生きものが͓り、
それらをつかまえるָしさよ。զと൴の̍対̍のউෛだ。ڕ取りはङりの本能をもݺび֮ます、
ָしみにຬちた取組だ。大の子どもや͓となが集まってくる。
　2004年̑月15日、井ܙさΜ（੨谷খ学ߍ）を先達にのྲྀれڮ付ۙでڕ取り、子ど
も、͓となあわせて67人のࢀՃだった。きもちよくれたஆかい日、しかし水ྲྀが多くةない
のでೖってはならないところを注意し、ڕの取り方を教えていて水にೖると、ॳめはタϞの
れず、取れなかったが、水かさが減ってくるといろΜな生きものが取れ出し、もう׳い方に
ເ中。子どもたちはઙいところで、Ϗショ͵れになるまで大はしΌ͗。Տݪいっͺいに༡びճ
る子どもたちのまことにうるわしい෩ܠ。னはϠΩソόを͓いしく৯べて、さらににೖって
ひとかせ͗。をணସえて全員集合。今日取ったڕをみΜなで֬ೝすると、11छ、水生ࠛ̒
छ、そのଞの生きものもあわせて水の生きもの23छ、ௗྨはコアジサシ（京都府ઈ໓ةዧछ）
は͡め13छݱれた。رগなछもؚめ、多くの生きものたちがすだが、৺ない車の৵ೖ
で、コアジサシのཛがつͿされたりもしている。

７．虫取り（1997年10.19-1999.9.23、2002.9.7-2017）と虫の音を聞く会（2002-2017
　年）
　ཅ市の西はで、対؛は京田ล市だ。このはあばれで広いՏෑに࠭地、࣪地、
様ʑなݪ、ྛ、ྛ、ാ、公Ԃなど多様な自然環境を࣋ち、いろΜなࠛがいる。
　2004年̕月11日、ࣉ田コϛϡニティーセンター主催のόッタ取りをڞ催し、Տෑ公Ԃに集
まった。子ども中৺に20人のࢀՃだ。始めるલから、子どもたちはόッタをເ中でいかけて
いる。Կせ̍าาくといろΜながとび出してくるのだから。ۙくの࠭地にはトノサϚόッ
タやクルϚόッタ、があるとショウリョウόッタやΦンブόッタ、ΩリΪリスにϚツムシが
いる。地もີにໜったりރ༿があると、コΦロΪྨがたくさΜいて、ۙͮくと໐きࢭΉが、
離れると໐き出す。ัえてみると、ΦカメコΦロΪ、ϛツカドコΦロΪは名の௨りΏかいなإ
で、エンϚコΦロΪはでかい。きれいなࣶ模様のセスジスζメの༮とڞに、ຖ年人気者だ。
　2002年̔月-10月に、市内３つのਆ社でのԻを聞く会を催した。ٱ世ਆ社ではϚツムシが
よく໐いていた。水度ਆ社ではアΦϚツムシ（外དྷछ）がうるさく໐いていたが、ཌ年はカン
タンのԻを聞き、࢟を見た。水主ਆ社ではԿが໐いていただろう？
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８．カエル調べ（1999年５月29日-2016年）とカエルの声を聞く会（1999年６月-2017年）
　水環境のѱ化を的に示しているのがカエルྨの減গだ。カエルの一生は水と切っても切れ
ない関にある。ཛは水中や水気の多い環境に࢈みつけられ、ΦタϚジϟクシ世をఱఢだら
けの水中でૹり、になっても水っΆい場所からԕくは離れられず、ときどき、あるいはずっ
と、水中でらす。ൽෘはബく、ༀなどの化学࣭やײછに৵されқい。世界中でカエル
のػةがڣばれ、国際自然保ޢ連合は2005年を国際カエル年にして、世界のカエルのݱ状調査
と保ޢをૌえた。
　1999年より、水田のカエルを調査しは͡め、ཌ2000年̎月、ώΩガエルの調査をしていると、
࣪地があり、アカガエルྨのཛմが多࢈みつけられていた。ཌ年の調査でニホンアカガエル
とϠϚアカガエルの̎छと明。その後も観をଓけている。
　カエルのを聞く会は、1999年̒月Ҏ߱、市内の水田各所でଓけてきた。ۙ年を減らして
いるトノサϚガエルやダルϚガエル（京都府ઈ໓ੇલछ）は、見られる年と見られない年があ
る。の田Μ΅は子どもたちになかなかの人気で、カエルྨのଞ、タウφΪなどもタϞですく
い取るとがあがる。

９．野鳥観察会（2000年２月7日-2017年）
　「水のࡏる所生きものࡏり」。にྲྀれࠐΉՏには、多いগないのࠩはあれどௗが͓り、
とても๛富なもある。
　1999年12月̑日のཅ市文化協会主催のௗ観会にࢀՃしたことがきっかけで、中फ孝
さΜ（環境生研究会）を先達に、ຖ年όードウΥッチングをָしΜでいる。水ௗのଞ、ݪ
のௗやタカྨも出てくる。中でもέリは、田Μ΅で作りして子ҭてするௗで、ೆ山地域は
日本༗の生ଉ地だ。
　３年લ、出かけてのؼりに੨谷খ学ߍの田Μ΅の中のಓを௨ってくると、デジタルカメラ
でௗをࡱろうとしている人が͓られた。੨谷中地۠ॅࡏの西尾長太郎さΜで、「੨谷のௗをࡱ
Өしている」と͓っしΌる。アルόムを見せてくとたくさΜのௗたちʂしばらくして、京都
新聞に「੨谷のௗ100छࡱӨ」のه事がܝ載された。ムムʂここにももう̍人の先達が͓られ
た。「次は120छを目指す」と͓っしΌる。ޚ自宅には、ࡱӨしたࣸਅパネルが০られている。

10．木津川堤防桜堤についての問題提起（2000年４月）と木津川植物調査（2003年５月25
　日-2017年）
　1999年ཅ市はӈ؛（ཅ市ଆの土ख）にࡩをҠ২し、Լをࣳ生にするܭըを発දし
た。自然ભҠのままだと、ϛϛζが૿え、それを৯べるϞグラやネζϛྨが۷って݀をあける
ため、అ防としてऑくなり、災害のڪれがある。ࣳ生にして人工的に理し、あわせて市民が
ཁ望するࡩฒに、という意ਤだ。
　ところが、のఅ防は、自然ભҠにまかせつつも、എのߴくなる、主に外དྷछのをຖ
年מってきたため、日りがྑくなってҡ࣋されてきた২たち、ଞのՏではもう見られな
くなったアϚφなどの২たちがある。これらはらしい২といえる。అ防のද土をは
͗とってࣳ生にしてしまうと、そういった২がࣦわれてしまう。
　そこで2000年̐月̑日、「ཅ生きもの調査ୂ」として、ཅ市長にཁ望書をఏ出するとと
もに、都市ܭը課と࠙談し、「はがしたఅ防の土を保ଘして͓き、అ防にり土をする際にݩ
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のҐஔにすことで、土にؚまれているछ子や地Լܪによってが再生するのでは」とఏҊ
し、ٕज़的なݕ౼をґཔした（ද̍）。

表１　木津川桜堤についての要望書
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　2002年̕月、ࡩఅの֦ு工事༧定が決まったので、再度都市ܭը課と話し合い、అ防
のڧ化のためり土はやΉをえないが、一部にもともとのを෮活させる۠域を作ることと
なった。そこで2003年̑月అ防の২調査をݺびかけ、ࡩఅ༧定地に多いΦニϢリの観
。会と৯べる会を催し、工事༧定地のを保ଘする取組を行った
　2003年11月24日、అ防上で࠷もʠらしいʡ২生の見られるところを୳った。২の
先達༗അさΜ（২生態学）、౬さΜ（山里山の会）にདྷてき、国土交௨লཎՏ事
務所͓よび、ཅ市都市ܭը課の୲者と一ॹに、అ防̐カ所の২生調査を行い、「保
ଘする۠域」150N2を定めた。༗അさΜは「ཎではもう見られなくなった২がここでは見
つかる。は২の域とも言える」と͓っしΌった。ಉ年12月にվम工事が始まり、こ
このද土は保ଘされた。2003年のय़からळにかけて、観会や保ଘして͓く会を行った。
2004年̐月17日、ཅ市の取組として、保ଘして͓いたද土を২えす際、「ཅ生きもの調
査ୂ」の取組で保ଘして͓いたʠらしいʡ২たちも২えした。2013年̎月̕日には
アϚφٹ出作戦を行った。ཅ市所都市ܭը課と協ಇし、国土交௨ল、西日本ߴಓ࿏新名
ਆ京都事務所の協力もಘて、工事によりࣦわれる܈生地のアϚφを۷って、一୴২え変え、工
事終了後に২えすࢼみだ。
　その後、ຖ年̑月に「保ଘ地۠」の২生調査を行って、本དྷの২の生ଉ・෮活
を見कっている。

11．青谷くぬぎ村（1999-2017年）
　1999年̒-７月にཅ市੨谷の「みつばちԦ国」にࢀՃしたのがきっかけだった。この取組
に࣋ち山をఏڙされていた੨谷കྛৼڵ会の会長さΜが、「子どもが自由に༡べる広場を作り
たい」と考えていた「ཅと子のܶ場」に「ここでやったらい」とఏҊされ、「ཅ生き
もの調査ୂ」も協ಉして、1500௶の山ྛに子どもが自由に༡べる場を作る事にした。
　西はಓに面したウメとカΩのാで؇やかな斜面、中ԝはϋチクとϞウソウチクがϏッシリ生
いໜったよりなだらかな؇斜面、౦とは広༿थの、ೆはਿྛのٸ斜面だ。1999年ळから、中
ԝのなだらかな斜面に広場を作ろう、とをെ࠾しは͡めた。子どもたちはെ࠾したϞウソウ
チクで৯ثやָث作り。ࡐྉはいっͺいあるから作り์題だ。2000年、2001年とタέノコをָ
しみ、ようやく広場がݱれた。
　炭でόーベΩϡーするかたわらで、さすが子どもたちは༡びのఱ࠽、ීஈの生活とҧう場
に立つと、いろΜな༡びを工する。あちこちに開けたٸ斜面をొり、ࢬからਨたツルにͿら
ԼがってΏすり、ブランコしては、;か;かののソフΝーでன৸する。టだらけになって༡
びまくる子どもたちを見ると、アー、きつい切りをやってよかったなΝ、とࢥう。̕月23日
Ճでみࢀʑに行ってみると、広場は΅う΅う。切りしたが山になっていたが、多のٱ
るみるย付き、子どもたちはターβン͝っこや、ൿີ基地作りして༡Μだ。
　2001年11月、かつて「ཅと子のܶ場」の「੨年」だった山田խ࢙さΜ（山כ෪）がく
͵͗ଜ作ۀにདྷて、「カϠͿきの୦݀ॅډを作りませΜか？」とఏҊ、൴はをܧいでカϠブ
Ω৬人の౩ྊになっていた。山田さΜの書いたઃܭਤにґり、2002年̍月20日、ೆ̐N、౦
西̒Nほど地面を50cNくらい۷りۼめた。この際、ނ谷ຬさΜの地面をฏらにするٕが
発شされた。
　̐月28日ݐて始めたが、この日は山ࡊఱらの会でもあり、70人Ҏ上がࢀՃ、ݩ気よく作ۀ
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は進Μだ。まずபにするコφラのを̒本切り出してӡΜだが、生はとてもॏい。୦݀のೖ
ݹったつງり、பを立てた。いਲ਼を̒ܭ、Ҏ外の３面に土ཹめし、ப݀を̎ྻ３つずつޱ
火ىこしも、田中人さΜのվྑ力が実り、Կ人もの子どもや͓となが成ޭさせた。子ど
ものखによる༡び場作りでは、のアスレチックができた。山ࡊ集めとてΜらも、ָしく
͓いしかった。
　その後、ຖ月の作ۀでは、でนとࠜを作り、Ӊ治Տෑでמってסかしたヨシをࠜ
に̍ஈずつ;いていった。どっさりמったはずのヨシは次ʑとࠜとなってফえていく。2003
年、୦݀ॅډはݢ付けにೖり、谷さΜは山田౩ྊとともに৬人作ۀをこなされ、ࠜ;きで
も、自લのಓ۩をい中৺になってಇかれた。この間、炭মきもࣦഊをॏͶたあと成ޭし、
ਣӷも取れた。
　2004年̑月23日୦݀ॅډが成し、11月20日ॕいのコンサートを催した。この日のために
ାに݀をあけて؏಄ҥを作り、ೄ文人෩の化হでָثを演してָしΜだ。しかしながら、
୦݀ॅډを作るաఔで、ઐ的な作ۀが૿すにつれて、ࢀՃ者が減っていき、成後はガタン
とগなくなってしまった。2005年３月、୦݀ॅډのपりにഉ水ߔを۷ったが、この࣌谷さΜ
の࢟はなかった。ガンとかってೖӃされた後も、しばしばපӃをൈけ出してく͵͗ଜ作ۀを
ଓけ、ཹめてもདྷられଓけた谷さΜは、̐月26日にくなられた。୦݀ॅډ作りの中৺とな
り、「生きもの調査ୂ」のଞの取組でも、その「ྑいものを作るこだわり」で、ଞの人にでき
ない事をされた。ちΐっとݻؤな৬人෩の人ฑで、ʑとまめに作ۀされていた谷さΜ。
子どもたちやしい者のتͿ࢟を見るのが大きだったのだろう。

12．青谷川調査（2001年秋-2004年）と青谷川再生の試み（2008年-）
　੨谷はのྲྀࢧཅ市࠷ೆで、井出ொとの境界をྲྀれるఱ上であり、中・Լྲྀは
コンクリート３面ுりで、JRಸྑઢの上をߴՍで௨っている。しかし上ྲྀは３面ுりでなく、
土ຒめ立て地のڞ取地や公࠾には山࠭利؛Ή。ӈࠐの山մからԿ本ものখՏがྲྀれ؛ࠨ
ད地が֦がっている。　　　
　かつて੨谷は清ྲྀで、੨谷۠民の水ӭ場であり、ήンジボタルがඈΜでいた。しかし1965
年に始まった山࠭利࠾取のためににはట水がྲྀれࠐみ生きものたちはほ΅ࢮ໓した。2001年
ळから始まった井上ହߐさΜ（ಉࢤ社大理工学部）たちの༧උ調査で、ೆの山մから੨谷に
ೖるখՏには、水生生たちがっているとかった。੨谷本ྲྀに多くの生きものたちが
らせる環境݅がれば、再び生きもののわいを取りせるだろう。
　2002年-2004年の本調査では、੨谷の本ྲྀとྲྀࢧ各所の水࣭、度、水生生૬を年̐ճ
調べた。その結果、中・Լྲྀ部はॅ宅地の家ఉഉ水により、多くの生きものがすみͮらいほど
水がԚれているが、上ྲྀ部は水࣭がྑいにもかかわらず生きものがগない。どうも水中にؚま
れているԿかが水生生にѱさをしているらしい。特にシルト（ࡉかいట）のたまりやすい所
で水生生がগなく、ヨシがີにໜっている。
　上の結果を;まえて、2008年より੨谷再生の実ݧ的取組として、ヨシמりを始めた。実ݧ
۠のヨシをמり取って、その本、ৎ、ܘとそこにいる水生生のछྨと、の幅とྲྀ
、水࣭を、מり取りのલ後でൺべることをՆとळに行った。あわせて੨谷のクϞ૬と地上
ࠛ、২の調査を各ઐ家にґཔして行った。੨谷؛ࠨには貴ॏ・رগなものもؚめ多様
な২がある。またクϞྨは京都府で発見されたもののが見つかるほど๛かだとかっ
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た。ヨシמりの成果はどうだろうか？（ද̎）

表２　東部丘陵整備計画についての要望書

13．４つの部会に分ける（2004年-2014年）
　く͵͗ଜ୦݀ॅډ成ه೦コンサートが終わった後、ࢀՃ者はめっきり減った。また、ྫ年
௨りカエルのを聞く会、セϛガラ調査、のԻを聞く会、Ωノコ調査、όードウΥッチング
を行う中で、子どもたちのࢀՃが減ってきた。子どもたちのやりたいことに合っていないの
か？
　2004年̐月、「子ども部会」をॳめて開き、保ޢ者の方ʑに取組内༰をݕ౼していた。そ
こで出された意見は、ᶃのࢀՃを基本とせず、子どもだけでࢀՃしてもよい。ᶄଓけてࢀՃ
する子どもがগないため、子どもಉ࢜のつながりができていない。子どもಉ࢜の৺のつながり
を作りたい。ᶅ取組に調査活動が多いので、もっと༡びのཁ素をೖれていく、というものだっ
た。
　そこで、̑月、でڕ取りしてࢥいきり༡Μだ。70人のࢀՃで子どもたちのがڹき、
মきソόをඒຯしくいた。̔月にはՆٳみ工作教室を行い、中ѪඒさΜを先達に、ジー
ジーゼϛとダイコンమ๒を作り、谷さΜが४උしていた30NのそうめΜඉを、͓さ
Μ達も一ॹにやぐらに組Μで、そうめΜをྲྀしていただいた。これにも50人をӽえる人が集
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まった。保ޢ者と一ॹに取組を考えたことにより、子どものࢀՃはグッと૿えた。2005年もಉ
͡取組を行ったଞ、７月30-31日にླࣛ山系のӬࣉݯでΩϟンプ、子どもも͓さΜ達もָ
しΜだ。
　しかし、ଞのॾ取組にࢀՃする子どもは૿えなかった。̐月の山ࡊてΜらの会や̑月のڕ
取りにはやかにࢀՃするが、その後ガタンと減ってしまう。ただ2006年10月22日のく͵͗ଜ
でָしΜでいたݩりには子ども中৺に150人Ҏ上の人達が集い、「子どもたちは৺から、ҟ次ࡇ

（田உさΜ談）」との評価をいた。
　2008年３月の「ཅ生きもの調査ୂ」総会で、̐つの部会にかれて活動するとのఏҊがあ
り、議してঝೝされた。ᶃ子ども部会、のちにվめʠເΦークʡ、ᶄക工房（調ຯྉʠകび
し͓ʡの・販売）、ᶅく͵͗ଜワークショップ（く͵͗ଜとക・֟ാのҡ・࣋理）、ᶆ調
査研究部（生きもの調査や観会のاը・ӡ営）の̐部会だ。2009年̎月21日、੨谷、中地۠
にക工房が開ళした。
　ເΦークには新たな子がՃわり、子どもたちとڞにָしΉ活動で༂進した。子ども主ମの
場をઃけると、子どもたちはޓいに協力しあって達成し、目をًかせ、子どもの৺がҭってい
ると実ײできた。2010年̍月、കのڷ事務ہ主催の会で、子どもたちは、大人とアイデアを出
し合ってつくったシφリΦで「੨谷く͵͗ଜ」を介した。
　く͵͗ଜക工房は、കのڷ੨谷の地域ڵしにつながるകの開発・販売をՙうとともに、
੨谷の࢈の販売を行い始めた。
　く͵͗ଜのワークショップは、新しくകを২えたり、く͵͗ଜҎ外のക・֟ാの世話も始め
た。
　調査研究部会は、これまで行ってきた調査と観会のܧଓを目指した。

14．解散の危機（2013年-2014年）
、事でしくなりえてきた人達が、それͧれのࢧ化した。中৺になってࡏは2013年に顕ػة　

「生きもの調査ୂ」にࢀՃしͮらくなってきた。また、̐部会にかれて取組Ή中で、部会間
ののつながり、人と人とのつながりがرബになってしまった。とりわけ大きかったのは、̐部
会の取組すべてに関っていた人が、ക工房にઐ೦せ͟るをಘなくなり、全部を見し、ܨぐ人
がいなくなってしまったことだった。ເΦークにࢀՃر望者がいても、今のମ੍では҆全を֬
保しͮらいためஅる事態すらىこった。ղࢄか？しかし、ࡩఅの保全۠域ઃ定や২生調
査、アϚφٹ出作戦、੨谷く͵͗ଜとく͵͗ଜകまつりなど、ॅ民のظ待や社会的評価がある。
　2014年のय़、各部会の中৺の人達が集まって૬談し、素Ҋを作り、̒月の総会で決めたのは、
ക工房Ҏ外の３部会、ເΦーク、く͵͗ଜワークショップ、調査研究部会を一本化し、月̍ճ
のྫ会を、く͵͗ଜ中৺に行う、というものだった。『ཅ生きもの調査ୂ』を、「子どもたち
とともに、生きものに৮れる」ݪにし、੨谷く͵͗ଜをڌに活動すること、にした。
　લ年はできなかった「く͵͗ଜകまつり子ども広場」を2015年３月̔日に行い、350人ほど

（ཅ市民は250人ほど）がࢀՃしてくれた。子どもたちは生き生き、はつらつと、ਅにか
つָしく༡Μでいإをしていた。力をਚくして༡Μだあとのղ์ײ、みがいのある༡び

（ジϟンボブランコや自作ٷでの的て、など）に戦して、ۓுを͡ײつつָしΉମݧと
なった。
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15．『生きもの博士にチャレンジ』（2015年４月-2016年３月）
　ある会員がఏҊして、新しく年間テーϚ「カブト・クワガタのҭつͮくり」をܝげた。く
͵͗ଜपลの様ʑな生きものたちを調べ、生きものリストを作り、自然の中で༡΅う、との
と名付けて、4"VE『にチϟレンジʂ࢜生きものത』みだ。年間12ճの取組のうちの̑ճをࢼ
J"P"/ PROJEC5に応ืし、ॿ成を受けて実施した。うち̍ճはӍఱ中ࢭだったが̐ճを行
い、会員Ҏ外の多の方ʑにࢀՃしてもらい、活動も֦がった。ࢀՃ者はഒに૿え、活発に
なった。
　2014年̒月の総会で立てた新たな目標は、次のものだった。
　⑴　く͵͗ଜとपล地域の、生きものリストを作る。
　⑵　く͵͗ଜに「カブトムシ・クワガタムシのൟ৩場」を作る。
　ᾉ　クψΪのएをܭը的にҭてる。
　ᾊ　これまで̎カ月に̍ճ発行してきた「生きもの調査ୂニϡース」を、年̐ճ発行する。
　ᾋ　ຖ月第̐日༵を取組の日とし、第̎土༵のに生きもの会議を行い、取組を総ׅし、ܭ

ըを話す。
　ᾌ　新しい中৺メンόーをՃえる。
　これらのうち、⑴、⑵、ᾊ、ᾋはண実に進行しているが、ᾉ、ᾌは進まなかった。2016年

（2016年̐月-12月）も、લ年とほ΅ಉ͡取組を行ったが、12月に、Ӊ治大٢山のムササϏ観
を新しくՃえ、これは評だった。

16．竪穴住居萱葺屋根をふきかえる（2016年１月-2017年11月）
　੨谷く͵͗ଜに୦݀ॅډを作って10年あまりたち、לͿきࠜのてっΜがইΜでӍ࿙りし
てきた。2011年に౩を取り付けるิमを行ったが、今度はࠜの各所が࿙り出した。ຖ日、中
のでを೩やせば、Ԏでࠛはدり付かないはずだが、月̍度だけの൵しさでইみがૣい。
2015年７月、山田խ࢙さΜにݱ状を見て、ל෪ࠜ全面;きかえܭըを立てていた。2016年
と2017年の各̍月にヨシמりしてס૩させて͓き、2017年य़から;きかえ始めた。
　̐月のࠜはがしでは、子どもたちが༂動した。خʑとしてל෪きࠜをは͗とって行く。
山田先達ᐌく、「子どもはյすのが大きや」。まことその௨り。ݐっている家̍ݢを、日か
けて௵すなど、そうそうମݧできない面白い༡びだ。コφラのபはもとより、のࠎ組もしっ
かりして͓り、ははずして再利用した。̑月より、מってסかして͓いたヨシをたっり
。って、લճ（2002-2004年）よりもްく、ࠜを一ஈずつ;いては๓い付けていった
　ところがࡢ年の̕月、10月はӍがଓき、̕月17日には台෩がܸ、10月もӍఱ中ࢭで、11月
３日にඈೖり作ۀした。山田先達たちל෪き৬人３人が交して౩をあげ、ೖޱ作りし、調査
ୂ員たちはࠜを෪いては๓い付けていった。11月23日にようやく成し、11月26日の成式
をܴえられた。式のあとは「カブト・クワガタ୳し」で、子どもが自のखでൟ৩場のヨシを
取りআいて、カブトの༮を発見するتびをຯわった。ヨシの中にೖれたをׂるとクワガ
タ・カφブンの༮やカϛΩリムシが見つかった。

17．終りに─城陽生きもの調査隊のこれから
　2017年12月23日の、第̎ճムササϏ観会では、上西実先達の力でたくさΜのムササϏ
子が見られ、子どもたちは大تびだった。2017年̍月は೪土をひͶって土ثを作り、̎月にข
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火でমいてみる。মきࢣの会員が先達さΜだ。
　く͵͗ଜपลの生きものリスト作りでは、Ωノコのリストが先行、ॆ実してきた。٢見先生
に指ಋをうけ、関西ྨە学談話会の方ʑに教わりながら、コツコツとཅのΩノコを調べてき
たٱ田生（大ಉ大学）は、2017年にはཅで500छをهするまでになった。
　ཅ市は、今、大ن模土工事の࠷中にある。新名ਆߴಓは͡め各所のಓ࿏作りや、౦部
ٰྕ開発というԚછ土Ӆしが、人や生きものたちの生活する場を大きく変え、らしをڴか
している。生きものたちのԿが、どう変わっているのかを、的֬にるにはԿがඞཁか？ཅ
市の生きものの20世لのهをෆ全ながらしてきたが、それがどう変わっているか調べる
ためにすべきことはԿだろう？そして、子どもたちに、された一൪ྑいを、面白い༡びを
介するには？

ँࣙ
　「生きもの調査ୂ」の活動をࢧえてԼさった先達ॾࢯにँײいたします。

引用文献
京都市৬員࿑ಇ組合　1991『セϛガラから見た京の自然度Ϛップ』京都ɽ
京都市৬員࿑ಇ組合　1996『 `95セϛガラの調査報ࠂ書』京都ɽ
ਢ　1986　߃　ツόメの集ஂᆞ（Ͷぐら）　ौ谷ฤ『京都の動ᶗ』法文化社、京都.
ޱ一　1985　ツόメ　日本自然保ޢ協会ฤ『指標生─自然をみるものさし』ࢥ索社　౦京ɽ
ཁ22（̍）：129-156ل子、2000　龍谷॔ܡ・田生・খౡ༟子・大谷૱ඒٱ・ኍᚸ一・田中ত
٢見ত一・ߴ山　ӫ　1986『京都のΩノコਤؑ』京都新聞社、京都ɽ
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ͦのଞۀڀݚҰཡ

１．研究論文･図書リスト
　⑴　査読付き論文リスト（口頭発表のための資料集に掲載された論文等は含めない）

ʦ1ʧ.BrVZBNB ". 5BnBhBThi E. )irBZBNB 5. BnE :onekVrB Rʠ" coNpBriTon oG chBngeT
in TtBCMe iTotope rBtioT in the epiEerNBM NVcVT BnE NVTcMe tiTTVe oG TMow-growing BEVMt
cBtpThʡɼEcoMogZ oG FreThwBter FiTh. 26 : pp636-642ï2017ð

ʦ2ʧ4higetB ,. 5TVNB 4 :onekVrB R ,BkBNV ). .BrVZBNB ".ɼʠ*Totopic BnBMZTiT oG
epiEerNBM NVcVT in GreThwBter pTheT cBn reWeBM Thort-tiNe Eiet WBriBtionTʡɼEcoMogicBM
ReTeBrch . 32 : pp633-641ï2017ð

ʦ3ʧ*wBi /.� ,oZBNB /.� 5TVKi 4.� .BrVZBNB ".�ɼʠFVnctionT oG inEigenoVT BniNBMT
in pBEEZ GieMET: "n in TitV eYperiNent on their eGGectT on wBter RVBMitZ phZtopMBnkton
weeET ToiM TtrVctVre BnE rice growthʡɼPBEEZ BnE 8Bter EnWironNent. *n preTT.ʦ�: eRVBM
contriCVtionʧ

ʦ4ʧਆদ߂・富田৾介・丸山　ರ・ધߞฏ・司、ʠメコンԼྲྀ水田域に͓ける生
.土地利用、生態系サーϏス：水Ґ変動Լに͓けるద応ʡ、環太ฏ洋文明研究、ۀ 1 : pp69-92

（2017）
ʦ5ʧ西大ਹथ・丸山　ರ、ʠニジϚスの࠾Ӥ応に見られるルアー৭と度の交ޓ作用ʡ、ྨڕ

学64、ࢽࡶï2ð、ҹ中（2017）
ʦ6ʧ今ଜজ生・ڮ本果ึ・丸山　ರ、ʠ2015年Նقに琵琶湖西؛でั֫されたڕ৯性ઈ໓ة

ዧڕछϋス（OpTBriichthZT VnciroTtriT VnciroTtriT）のۭとମ型についてʡ、ҏ౾প・内
প研究報ࠂ、ҹ中（2017）

ʦ7ʧ田　൏・ถཽ次・丸山　ರ、ʠアϢの炭素ɼ素҆定ಉҐମൺੳのためのิྔ࣭ࢷ
ਖ਼式とےɼཛɼ೪ӷに͓けるೱॖʡ、ྨڕ学ࢽࡶ. 65ï1ð、ҹ中（2018）

ʦ8ʧ4Bto ) 4ogo: Doi ) :BNBnBkB ) ɼʠUTeGVMneTT BnE MiNitBtionT oG TBNpMe pooMing Gor
enWironNentBM D/" NetBCBrcoEing oG GreThwBter pTh coNNVnitieTʡɼ4cientipc ReportT
VoM.7 pp14860（1 /oW 2017）

ʦ9ʧळ山ಓ༤、ʠラムサール࣪地としての琵琶湖─ొが果たしたػ能を中৺に─ʡ、『地
理科学』VoM. 72 /o. 3 pp. 166-181（2017年10月）

ʦ10ʧ8BtBnBCe 4. ,Bneko :. .BeTBko :. /oNB /. ɼʠDetecting the eBrMZ genetic e⒎ectT
oG hBCitBt EegrBEBtion in TNBMM Ti[e reNnBnt popVMBtionT oG .BchiMVT thVnCergii 4ieC. et
;Vcc.ï-BVrBceBeð ʡɼ*nternBtionBM JoVrnBM oG ForeTtrZ ReTeBrch VoMVNe 2017: pp1-7.（2017
年3月）

⑵　その他の誌上発表リスト（図書を除く，査読のない雑誌等）
ʦ1ʧਆদ߂・丸山　ರ、ʠ変態の遅ԆするϞリアΦガエルïRhBcophorVT BrCoreVTð༮生の観

:ɽ2017ï1ðࢽよび炭素・素҆定ಉҐମੳによる生態的地Ґの推定ʡ、ᗡ྆ྨ学会͓
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pp30-36ï2017ð
ʦ2ʧ༡ຏਖ਼ल ฤ、ʠホタル関連文ݙ目2016年൛ʡ、全国ホタル研究会. 297 pp（2017）
ʦ3ʧ༡ຏਖ਼ल、ʠ総説動২に対する「ޫ害」ɼ特にホタルྨのӨڹʡ、全国ホタル研究会ࢽ

50 : pp25-40（2017）
ʦ4ʧळ山ಓ༤、ʠ水ྮにきていた工ۀ用水問題のੳʡ、『水資ݯ・環境研究』VoM. 30 /o. 2

pp. 25-26（2017年12月）
ʦ5ʧਢ　߃、ʠの国からのདྷ๚者─ΦΦϛζφΪドリ・ϢリカϞメ・コクガン─ʡ、

"-U-"（/o.542017य़߸ð: pp36-42（2017）
ʦ6ʧਢ　߃、ʠϢリカϞメのカラーリング調査は世界を結Ϳ─大ࡕ自然࢙フェス2016ブース

展示報ࠂ─ʡ、"-U-"（/o.542017य़߸ð: pp43-48（2017）
ʦ7ʧڮߴՂ孝、ʠѨોݪの自然再生と資ݯのଯං利用ʡ、(REE/ "(E 2017年7月߸ pp30-

33（2017年7月15日）
ʦ8ʧڮߴՂ孝、ʠ෩ܠをޠる　第1ճڮߴՂ孝ࢯ（Ѩોݪ再生協議会会長）ʡ、文化的ܠ観だよ

り（Ѩો܊市世界文化Ҩొ࢈事ۀ推進協議会事務ہ（Ѩો世界文化Ҩ࢈推進室））1߸ pp3
（2017年3月）

⑶　図書リスト
ʦ1ʧ西ຑ子・ळ山ಓ༤・中ౡஉฤ、ʠ琵琶湖؛からのメッセージ　保全・再生のための

視ʡ、サンライζ出൛ pp. 248（2017年10月5日）
ʦ2ʧڮ本࢙ܒ・ਢ߃、ʠ第７ষ　水ௗのݱ状とその変ભ─価ある湖࣪؛地保全のためにʡ、

西ຑ子・ळ山ಓ༤・中ౡஉ（ฤð『琵琶湖؛からのメッセージ　保全・再生のための
視』（pp248ð、サンライζ出൛ pp176-193（うち　7-1 7-4はਢ・ڮ本）

ʦ3ʧਢ　ڮ・߃本࢙ܒ、ʠ7-14　水ௗʡ、琵琶湖ϋンドブック三గݕ౼チーム会議（ฤð『琵
琶湖ϋンドブック三గ൛』、滋賀県琵琶湖環境部環境政策課（2018༧定）

ʦ4ʧ:oTitBkB 5BkBhBThi "nEereBT /eeG )iroThi :okogBwBɼʠConTerWBtion BnE ReTtorBtion
oG 5rBEitionBM (rBTTMBnET in the .oVnt "To Region oG ,ZVThV JBpBn─5he roMe oG
coMMBCorBtiWe		NBnBgeNent		BnE		pVCMMic		poMicZ		TVpport─ʡɼ4hiGting		CVMtiWBtion		PoMicieT:		
#BMBncing EnWironNentBM BnE 4ociBM 4VTtBinBCiMitZïCBirnT . eE.ð. Centre Gor "gricVMtVre
BnE #ioTcienceT *nternBtionBMïC"#*ð pp174-192（2017年11月）

ʦ5ʧ横　洋・ڮߴՂ孝（ڞฤ著）、ʠѨો地域に͓けるܠߞ観と生態系サーϏス─文化的ܠ
観で地域価を再発見し世界文化Ҩొ࢈をࢧԉする─ʡ、ྛ統ܭ出൛ pp1-378（2017
年4月11日）

２．口頭発表リスト
ʦ1ʧ田　൏・౻ݪฏ・༡ຏਖ਼ल・丸山ರ、ʠ҆定ಉҐମൺで明した琵琶湖に生ଉするア

Ϣに͓ける各生活࢙型の࢈ཛ特性ʡ、第65ճྨڕ自然࢙研究会（龍谷大学、大市）（2017年
11月19日）

ʦ2ʧ谷फ़೭・༡ຏਖ਼ल、ʠアジメドジョウのઁӤ生態と付ணྨをめぐるछ間関ʡ、第65ճ
日本生態学会大会、ࡳຈコンベンションセンター（ࡳຈ市）（2018年3月༧定）

ʦ3ʧଜক一郎・༡ຏਖ਼ल、ʠ琵琶湖Ԋ؛部に͓けるΦΦクチόスஓڕの৯性ʡ、第65ճ日本生
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態学会大会、ࡳຈコンベンションセンター（ࡳຈ市）（2018年3月༧定）
ʦ4ʧ田　൏・౻ݪฏ・༡ຏਖ਼ल・丸山ರ、ʠ琵琶湖水系に෧されたアϢの҆定ಉҐମൺ

からわかること〜ҟなる࣌間スέールの৯性を示すෳ組৫を組み合わせて〜ʡ、第65ճ日
本生態学会大会、ࡳຈコンベンションセンター（ࡳຈ市）（2018年3月༧定）

ʦ5ʧ谷֞岳人、ʠ里山の自然ʡ、（ট待講演）京都府ߴ学ߍ理科教ҭ研究会連བྷ協議会実शॿ
ख部会（京都市）（2017年5月18日）

ʦ6ʧ谷֞岳人、ʠ減りΏく日本の生多様性と自然再生ʡ、੨ౡۀ大学─龍谷大学研究交ྲྀ会
（中国੨ౡ市）（2017年9月13日）

ʦ7ʧ谷֞岳人、ʠ日中૬ޓ๚問型里山実शʡ、大学間里山交ྲྀ会2017（ฌݿ県三田市）（2017年9
月24日）

ʦ8ʧळ山ಓ༤、ʠ琵琶湖保全再生ܭըのҐ૬Ʃ琵総終結後20年間のଯੵと変༰をめぐってƩʡ、水
資ݯ・環境学会2017年度研究大会（大ࡕ府ҵ市）（2017年6月3日）

ʦ9ʧਢ　߃、ʠ京都府ףౡに͓けるΦΦϛζφΪドリの生推定ʡ、（ポスター発ද）日本
ௗ学会大会（つくば市、ஜ大学）（2017年9月17日）

ʦ10ʧਢ　߃、ʠ京都府ףౡに͓けるΦΦϛζφΪドリの標ࣝ調査による生推定ʡ、日本
ௗྨ標ࣝ協会出Ӣ大会（出Ӣ市）（2017年10月1日）

ʦ11ʧਢ　߃、ʠりௗは世界を結ͿPBrt11『の国からのདྷ๚者─ΦΦϛζφΪドリ・Ϣ
リカϞメ・コクガン─』ʡ、（連ଓ講演）西自然教室ົ見山合॓（本瀧ࣉ、大ࡕ府๛能܊）

（2017年5月13日）
ʦ12ʧਢ　߃、ʠ文化ࡒの中の୳ௗʡ、ീ尾市چ২田家ॅ宅اը展「২田家にજΉʠௗ�」講演

会（ീ尾市）（2017年11月25日）
ʦ13ʧ谷֞岳人、ʠ京都の里山とࠛたちʡ、龍谷講࠲ʷ里山学研究センターʪシリーζʫ෬見

のいきものをる第1ճ、龍谷大学（京都市）（2017年10月7日）
ʦ14ʧਢ　߃、ʠ෬見とかかわるۙなௗ、りをする水ௗたちʡ、龍谷講࠲ʷ里山学研究セ

ンターʪシリーζʫ෬見のいきものをる第2ճ、龍谷大学（京都市）（2017年10月21日）
ʦ15ʧኍᚸ一、ʠ෬見にらすけものたちʡ、龍谷講࠲ʷ里山学研究センターʪシリーζʫ෬

見のいきものをる第3ճ、龍谷大学（京都市）（2017年11月18日）
ʦ16ʧ谷֞岳人・ኍᚸ一・ਢ߃・上西実、ʠの生動観会ʡ、龍谷講࠲ʷ里山学研究

センターʪシリーζʫ෬見のいきものをるݱ地学श（京都市）（2017年11月10日）
ʦ17ʧڮߴՂ孝、ʠभのๅzઍ年のݪʡをどうकりҭΉかʡ、第31ճං後の水とみどりのѪޢ

シンポジウム（熊本市）（2017年10月25日）
ʦ18ʧ横ণ࢙・井上խਔ・అ　ಓ生・白উ৴・ڮߴՂ孝、ʠ熊本県Ѩો౦外ྠ山に͓ける

再生にう7年間の২生の変化ʡ、২生学会第22ճ大会ԭೄ大会（ಹ市）（2017年10月22ݪ
日）

ʦ19ʧڮߴՂ孝、ʠ火山とݪʡ、Ѩોガイドཆ成講࠲（主催：Ѩોガイドཆ成講࠲実行ҕ員会）
（Ѩો市）（2017年10月21日）

ʦ20ʧฏؘ俊太郎・ೇ本ྑԆ・田ࠫҁ߳・খ༄・横ণڮߴ・࢙Ղ孝、ʠද層土の化学
特性͓よび理ख法がݪに͓ける出ݱ২छにٴ΅すӨڹ〜Ѩોのݪに͓ける事ྫ〜ʡ、
日本土ංྉ学会भࢧ部ྫ会（ࠤ賀市）（2017年9月22日）

ʦ21ʧ܂ߴ進、ʠ日本のྛ資ݯの保全と༗効利用について〜ए者のメッセ〜ジʡ、第̍ճ大
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（2017年7月29日）（市ࡕ大）エコパートφーシップ交ྲྀ会講演ࡕ
ʦ22ʧ܂ߴ進、ʠ生໋環境教ҭしていますʡ、大ࡕベンチϟー研究会（大ࡕ市）（2017年8月19日）
ʦ23ʧ܂ߴ進、ʠ環境教ҭプログラムとしての新しい炭মきの取組みʡ、第12ճ大学間里山交ྲྀ

会（ฌݿ県三田市）（2017年9月24日）
ʦ24ʧ܂ߴ進、ʠఱ然スΪのݯىと利用のྺ࢙ʡ、宮ਿ保ଘ会研究会（宮市）（2017年10月9

日）

３．報道掲載リスト
ʦ1ʧʠϐンクのΩリΪリス見つけた　京都、৭素が変ҟʡ、京都新聞、2017年9月23日
ʦ2ʧʠήンΰロウ見つけたよʡ、京都新聞、2017年7月9日
ʦ3ʧʠౡと人とւௗのҨף・࢈ౡʡ、京都大学新聞（8eC൛　http://www.kZoto-Vp.org/

BrchiWeT/2575）、2017年7月1日
ʦ4ʧʠΦΦϛζφΪドリ　府ௗ、ൟ৩にӄり？　・ףౡで生態調査ʡ、ຖ日新聞（京都地方

൛）、2017年8月29日
ʦ5ʧʠ龍谷講࠲ʷ里山学研究センター　ۙなௗに関৺をʡ、龍谷大学新聞（625߸、8eC൛　

http://www.rpreTT.net/BrticMe/625/07.htNM）、2017年11月15日
ʦ6ʧʠ「カブԦ国」滋賀　छ子保ଘのࢧԉମ੍をʡ、京都新聞、2017年11月24日
ʦ7ʧʠかΜさい情報ネット̴̓̽.ʡ、ಡ売テレϏ、2017年12月1日
ʦ8ʧʠઍ年のݪ　地Լ水ҭΉ　「ං後の水とみどりのѪޢ」දজ式　講演　Ѩોݪ再生協

議会　ڮߴՂ孝ࢯʡ、熊本日日新聞、2017年11月24日
ʦ9ʧʠήンΰロウถ　地域活性　龍谷大生がブランドఏ言　京୮後、աૄの三ॏ・本地۠

ʗ京都ʡ、ຖ日新聞（地方൛、httpT://NBinichi.Kp/BrticMeT/20180116/EEM/k26/100/394000c）、
2018年̍月16日

４．ホームページによる研究成果の公表等
ʦ1ʧhttp://www.eTt.rZVkokV.Bc.Kp/eTt/ZVhNB/:U."@hotBrVD"42017.htNM
ܦ載情報の֓ཁ：里山学研究センターに͓ける京滋の里に͓けるήンジボタルの発生ྔのܝ

年変化に関する研究について、所ଐ研究室のweCに͓いて公දした。（༡ຏਖ਼ल）
公ද日：2017年7月

ʦ2ʧhttp://www.rZVkokV.Bc.Kp/nc/newT/entrZ-982.htNM
、の販売ࡊഓػ載情報の֓ཁ：政策学部「政策実ફ・୳究演श（ւ外）」京୮後市にて༗ܝ

ઈ໓ةዧछήンΰロウを活かした「ήンΰロウถ」収֭の実施報ࠂを龍谷大学)Pに͓い
て公開した。（ۚߚ実・谷֞岳人）

公ද日：2017年9月27日
ʦ3ʧhttp://www.rZVkokV.Bc.Kp/nc/newT/entrZ-1341.htNM
会ࠂのFD報「政策実ફ・୳究演श（ւ外）ೆ京プログラム」ۀ載情報の֓ཁ：龍谷̞̥事ܝ

の開催報ࠂを龍谷大学)Pに͓いて公開した。（ۚߚ実・谷֞岳人）
公ද日：2017年12月18日

ʦ4ʧhttp://www.worMEwetMBnETEBZ.org/EiTpMBZ-eWent p@p@iE�eWentEiTpMBZ@8"R@
rBNwwEBZportMet�p@p@MiGecZcMe�0�p@p@TtBte�NBYiNi[eE�p@p@NoEe�Wiew�p@p@
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coM@iE�coMVNn-1�p@p@coM@coVnt�2�@eWentEiTpMBZ@8"R@rBNwwEBZportMet@NWcPBth
��2FhtNM�2FeWent�2FEiTpMBZ�2FWiew.KTp�@eWentEiTpMBZ@8"R@rBNwwEBZportMet@
reEirect��2FNBp�@eWentEiTpMBZ@8"R@rBNwwEBZportMet@eWentEntrZ*E�4595

世界࣪地の日2017のウェブہ載情報の֓ཁ：ҎԼのポスター資ྉなどをラムサール事務ܝ
サイト上で公開した。（ਢ߃）

ポスター発ද資ྉৄࡉ：ਢ߃・ଜ༞ඒ子・২田५、ʠ世界࣪地の日2017in湖─࣪地と防
災/減災・Տとྲྀ域のまな͟し─ʡ

公ද日：2017年4月

５．その他（各種委員会活動、成果頒布等）
ʦ1ʧ谷֞岳人、京都府外དྷछઐҕ員会でのࠛ･クϞ൝のとりまとめ
ʦ2ʧਢ߃、環境লϞニタリング1000ガンカϞྨݕ౼ҕ員会ҕ員、2004年〜ࡏݱ
ʦ3ʧਢ߃、環境লϞニタリング1000ւௗ調査ݕ౼員会ҕ員、2008年12月〜ࡏݱ
ʦ4ʧਢ߃、京都府カワウ対策協議会（副会長）、2009年〜ࡏݱ
ʦ5ʧਢ߃、滋賀県カワウ総合対策協議会ҕ員、2010年7月〜ࡏݱ
ʦ6ʧਢ߃、三ॏ県لҏ長ౡௗ्保۠ޢカワウ対策連བྷ協議会ҕ員、2011年8月〜ࡏݱ
ʦ7ʧਢ߃、関西広域連合関西地域カワウ広域保ޢ理ܭըݕ౼ҕ員会ҕ員、2011年11月〜ݱ

ࡏ
ʦ8ʧਢ߃、大ࡕ府ᴳ尾上ྲྀ部自然環境保全対策ݕ౼ҕ員会ҕ員、2012年4月〜ࡏݱ
ʦ9ʧਢ߃、滋賀県カワウ総合対策協議会個ମ調部会ҕ員、2013年11月〜ࡏݱ
ʦ10ʧਢ߃、新名ਆߴಓ࿏、滋賀県域自然環境保全ݕ౼会8(ҕ員、2014年8月〜ࡏݱ
ʦ11ʧਢ߃、新名ਆߴಓ࿏、京都府域自然環境保全ݕ౼会ҕ員、2015年10月〜ࡏݱ
ʦ12ʧਢ߃、京都府外དྷछ実態調査ઐҕ員会（ௗྨ൝ද）、2016年〜ࡏݱ
ʦ13ʧਢ߃、滋賀県カワウ特定ܭը（第３次）ݕ౼ҕ員会、2016年〜ࡏݱ
ʦ14ʧਢ߃、京都府رগ生生保全ઐҕ員会（2017年京都府生多様性戦ུݕ౼）2017

年10月〜ࡏݱ
ʦ15ʧ܂ߴ進、京都伝統と文化の推進協議会ྛඋ・ܠ観対策ઐҕ員会ҕ員長、2016年4

月〜ࡏݱ
ʦ16ʧۚߚ実、特定非営利活動法人ۙـ環境市民活動૬ࢧޓԉセンター（/PO法人エコネット

ࡏݱ〜理事、2017年̎月（ـۙ





จڀݚ．̐
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の里ͱԂ܊ऱࠃߐۙ

龍谷大学理工学部講ࢣ　里山学研究センター・研究スタッフ
த　ߊ

̍ɽ͡Ίʹ
ຍ地は里のฏである。琵琶湖をとりまくฏ部を一ொ方֨（一ொは108N）の田ߐۙ　
ะが広くຒめਚくす࢟は日ʑのな͡みの෩ܠであった。里研究の๖ժをみたのはۙߐ国内で
あったし（中、1913、1922、1926ʀࠇ田、1927）、その後も里の࢟がࣸしֆともなり繰り
ฦしྺ࢙や地理研究の台となってきた（ྫえば、ถ、1949ʀ谷Ԭ、1964ʀ部、1984ʀߴ
里地ׂは、あるいはそれからのҳ脱もؚめ、その様૬は、その土地自やそこ。（2006、ڮ
にಇきかけてきた人びとの作用のདྷྺをॏ層的にදݱしたものであり、自然環境を人とのかか
わりのなかで理ղしようとするܠ観研究に͓いても、そのѲはॏཁな基ૅ見のひとつとな
る。ྫえば、中（2018）は、里ࢺや地ׂのあり方から、Ѫ中ྲྀ域のਆ࡚ݐ܊部ڷと
Ѫ܊大国ڷにはさまれたあたりに͓いて、Ѫのݹྲྀ࿏が500Nから̍kNほどྲྀݱ࿏よ
り౦にあった可能性を指ఠした。
　ここでは、ۙߐ国のྩ੍12܊のうち、ऱ܊の里についてとりあげる。ۙߐ国内のうちߕ
賀܊をআく11܊はいずれも琵琶湖؛にしているが、そのうち、国境の山岳ྲྀݯ域をؚまない
のはऱ܊のみである。本܊は、ลの日ྲྀ域をআき、ऱのઔ状地͓よび三֯भが大
部をめていて（一部は܀太܊まで渉る）、それがᔻཆしてきた大地からなるといえる。ਤ
̍の標ߴஈ࠼ਤが示すように、ऱのઔは標ߴ110Nに（110-115Nはԫに࠼৭）、ઔ
は95Nఔ度に（95-100Nはԫ）Ґஔする。琵琶湖の湖水Ґの̌Nは標84.371ߴNとされ（ઔ
から湖؛までは੨系統でஈ࠼）、本܊の͓͓かたは湖水Ґからߴ度ࠩ30NにຬたないΏるや
かでฏな土地であり、そこにݱれるඍ地ܗとしてのߴࠩがऱの൙ཞの繰りฦされてき
たཤྺをޠっている。ࡏݱのऱ࠷Լྲྀ部は、ઔ部あたりでかれていたかつてのೆ
二大ྲྀを廃して、一本のऱ์水࿏（1971年ண工、1979年௨水）となった。ऱ܊はその
大部がऱの൙ཞݪであるとする一ମ性を༗し、かつԁܗにほ΅収まるようなひとまとま
りのコンパクトなܗ状となっている。
　ऱ܊の里ઢを܊境とともにਤ̎に示す。里Ҩߏが、山地域と湖؛Ԋいの地をআいて、
広くほ΅あまͶく܊のฏ部を͓͓っていることがわかる。܀太܊との܊境はऱのྲྀچ࿏
のひとつにԊう自然境界であるのに対し、ו生܊とのそれは水ܪԬ山の主ๆ上とڸ山尾ࠜے
の一つをઢで結Ϳ人工境界となっている。ちなみに、ݹの܊境のҐஔについては、里地
ׂのるところであれば、その施工状況からのࣝผは難しくない。ྫえば、ו生܊とのઢ܊
界は、ҎԼに示すਤ３に͓いてऱߐ܊಄とו生܊田中ߐのあいだに明ྎに視ೝできる。
　本܊の里については、『ऱ࢙܊』（ڮ、1927）が、܊内にあるޒ・・ޒ೭里・
े二里のଜ名に言ٴし、あるいは௶のࢺҨশもཏし、その施工が広くٴΜでいることをड़



226

里山学研究センター 2017年度年次報告書

べた。࢙܊では里ਤのఏ示にはࢸらなかったが、それをは͡めて行ったのはླ（1941）で
ある。ۙ年、（2006）ڮߴはۙߐ国についての里࢙ྉをཏし、あらためてۙߐ全܊の里
ਤの理ఏ示を行った。これにܹされ、新たな里࢙ྉの発۷やط࢙ྉの再ݕ౼の動きに
つながっている。ऱ܊については、ݹ（2011B、2011C）と田中（2012）が、それͧれ里
のൺ定の新たなҊを示した。しかし、ґ然、里についてະ理のままであったりٙ問のが
域ڷする。あわせて、里と関連のਂい域や౼ݕっていて、ҎԼではこれらのいくつかを
に関しても言ٴする。

̎ɽऱ܊ͷཬ֓؍
　ਤ̎に示したऱ܊の里ઢの作成は、中（2018）がݘ上・Ѫ・ਆ࡚܊について行った
のとಉ͡方法によっている。それは、ߴ度成長ظの大ن模な国土վ変のなされるҎલの1961
年に国土地理ӃがࡱӨした大ॖईのۭ中ࣸਅからਖ਼ࣹը૾を作成し、そこから里地ׂのಡ
を行うものである。その際の里地ׂのಉ定ਫ਼度はNҎԼ（ਖ਼ࣹը૾の作成に用いた基൫地
ਤ情報のਫ਼度とಉఔ度）となる。ਤ̎では、̒ொ͝との里界ઢのみをඳいている。
　ैདྷ、里の施工は౦山ಓなどのݹಓのෑઃとಉ一のܭըのもと実行され、その際先行
施工されたこうしたಓが里の基४ઢとして用いられたものと考えられてきた。実際、ߴ
ಓについてもݹの里ਤを示すだけでなく、里の基४ઢとなった܊各ߐۙ、は（2006）ڮ

ਤ̍　ऱ܊の水系と標ߴ（国土地理Ӄの基൫地ਤ情報を用いて作成）
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考し、里ਤにその推定ܦ࿏を付けՃえている。ところで、ऱ܊の場合は、ۙߐ国内のଞ
の܊とҟなり、ݹಓである౦山ಓのैདྷの定࿏は܊の౦ଆの山Ԋいに里に斜行する。
そのため、（2006）ڮߴは、ऱ܊内での౦山ಓについて、里ઢにԊうようなܦ࿏をҊ出す
ることともなった。上ड़のようなਫ਼度で里ઢの再ݱを行なったਤ̎をվめてோめてみると、
そこからは、里の基४ઢについてのこうした考えとはややҟなるҹを受ける。
ಓはひとの場合（中、2018のਤ̍）もそうであったが、֬かにઢ܊上・Ѫ・ਆ࡚ݘ　
つの基४であったかもしれないが、܊内をදするようなスパンも長くઢ性もよい里ઢは
ଞにଘࡏすることもある。ऱ܊に͓いては、ਤ̎のઢ（ו生܊との܊界でない方）で示し
たものがそれで、そのԆ長ઢ上に水ܪԬ山の副ๆがҐஔしていた。10kNఔ度のڑ離で地上に
ઢをඳ引しようとするとき、このようなۙࡏのٰ山地はよい目標となろう。しかも、この
ઢܦ࿏は܊内のى෬のよりগない地部を௨って、ほ΅࠷からほ΅࠷ೆまでを؏い
ている。ただし、܊ೆ部の方がやや標ߴがߴくそこからは見Լろすかたちになるものの、࣌、
Ԭ山ܪೆ部からऱՏ൞ྛをӽえてこの副ๆが見௨せたかは定かではない。あるいは、水܊
のഎ後にある長໋ࣉ山ମの主ๆが目標であったかもしれない。里の方向の基४にಓを用
いたことはあったであろうが、それがಉ࣌に里施工の際の基४ઢとなったかは、ਤ̎が示す
ような里ઢの実際のܗ状からஅすると、ややٙ問であろうと͡ײる。このはߘをվめて
͡たい。
　さて、ਤ̎に͓いては、ここでఏҊするऱ܊里に͓ける里のࢺのൺ定Ҋを、里界ઢの
中のࣈで示した。ࣈは、ൺ定を行う里࢙ྉのあるところのみهした。また、ʠ（̎）ʡは
各の̎里の推定Ґஔをදす。このఏҊの里ਤは、上ड़の（2006）ڮߴのそれとは1、2、3、

ਤ̎　ۙߐ国ऱ܊の里（എܠਤは国土地理Ӄの基൫地ਤ情報を用いて作成）
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4、8、9、15をআいては一கしない。実は、そのはݹ（2011C）と田中（2012）につい
てもಉ様であった。（2006）ڮߴҎདྷ、里のࢺのൺ定の༳るがなかったは、ޒ೭里やे二
里のଜ、保里ਤ、中ਆ࡚四ࢸ௶付けのଘࡏするで、つまり、ٯにこのようなద切
に利用できる里࢙ྉなどのないݶり、里のൺ定が成ޭしないことを示している。
　ऱ܊の里࢙ྉをද̍に示す。田文書（1319-1321年）の16３里と17̍里は三宅ଜ、
1512里は三宅ڷ内े二里ଜに૬する。16̎里はそれにྡするۚଜとなる。田顕
文書ࣉ内の地಄৬をேఊより҆ూされている。ઘ༚ڷ年̕月26日に三宅（1334）ݩݐはߝ

（1376-1456年）の1215里と1316里は、ともにຏ田ڷのうち荒見ଜにؚまれる。大徳ࣉਅ
च҇文書（1501-1561年）の1217、18里と1317、18、19里はౢଜとなる。ಉ地のগྛࣉ
は一ٳまたはそのߴఋۅባのݐとされ大徳ࣉࣉである。また、ౢのਅޫࣉ系ਤは、࿇
が長３（1459）年11月28日にԼ付した方ศ法ଚ߸のཪ書に「ऱೆ܊Լ中ଜಓ場本ଚ
也」とあることをهし、『ӂྋݢ日』長（1487）ݩڗ年̔月23日は、૬国ྖࣉとして「
ऱ܊内ౢԼ中ଜ田地」をهしている。いずれも、Լ中ଜの地名がಉ地にあったことをূする。
ࣉޣ文書（1530-1539年）の17３里はཉ賀ڷのうちՏݪଜとなる。ಉ文書の『ෑৡ
状Ҋ』（文書൪߸2177）には「ཉ賀ڷ೭内Տݪಊ೭ʦલ也ʧ」とهす。࠷後に、҆治ଜ里ࣈ
ਤ（1578年）は戦国ظのものであり、ه載ࣈ名からのݱ地ൺ定は༰қである。Ҏ上に͓い

ද̍　ऱ܊の里࢙ྉ	ॏෳはॳ見࢙ྉのみを示す
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て、12、13のൺ定を示したのはݹ（2011B）、̑、̒はݹ（2011C）、16、17は田中
（2012）である。ݹ（2011B、2011C）は҆治ଜ里ࣈਤや٦ྖޚঙ௶付け、田中（2012）は
土地売݊のࣈ名ಉ定などを用いて、（2006）ڮߴをิし里ਤのվ定にࢸった。しかし、こ
こで示したਤ̎のൺ定Ҋも、ݹ（2011C）のそれと14、16、17に͓いて、田中（2012）の
それと10、11、14に͓いて、ґ然ҟなっている。この૬ҧについてड़べることが本ߘの主
題のひとつとなる。
によりڌまでにൺ定の֬定していた1、2、3、4、8、9、15にՃえ、Ҏ上の（2006）ڮߴ　
̑、̒、12、13、16、17についても、それらの里のࢺのൺ定はਖ਼しく֬定されたと考えて
よい。７については、今のところ里࢙ྉがないが、里のىに͓ける地ܗ的特のみから
அするとすれば、̒とಉ͡（̔ではなく）であろう。さて、ҎԼで問題とするのは、10、
11と14についての里のࢺのൺ定である。લ者は中ਆ࡚と法ོྖࣉऱの境域、後
者はޚ上ਆ社文書に͓ける௶付けのղऍが問題となる。લ者に関連して、ऱとについ
ても考する。また、࠷܊部にあたるਔ保の里については、里のࢺのൺ定は֬定して
いるものの、その里ਤと実際の里地ׂとの૬ҧについて理ղがेでないとࢥわれるが
ある。ҎԼ、のࣈのঢॱにड़べ、࠷後に域とڷ域の問題に৮れる。

̏ɽอ
　ऱ܊の̍-̐については、『࢙܊』に͓いてすでに保里ਤの言ٴがあり、これら
のの里のࢺのൺ定についてはॳから問題がなかった。ただ、その࣌には、里のݺশが
にڞ௨であることが҉のલఏで、この里ਤの示すように、により里のىがҟなるこ
とはやや特ҟなことであると理ղされていたようである。その後、ଞの܊もؚめこのような事
ྫが多֬ೝされ、ۙߐ国に͓いては、里のىは͝とにಠ立して͓り、それͧれのでの
地もしくはそのようにೝࣝされた地に発するのであることが、ঃʑに明֬ߞは山ଆの可ى
になってきた。したがって、ີݫにいえば、͝とにద切な里࢙ྉのないݶり、そのの里
のࢺは֬定しない（地ܗ的特より推定は可能であるが、里のىのઃ定は人ҝ的になされ
るものであるので、自然地ܗの教えるところそのままであるかはผ問題である）。また、中

（2018）は、ਆ࡚܊に͓いて、里のࢺが連ଓしない事ྫを指ఠした。連ଓしないところは̒
ொ四方全ମがߞ地の定しಘない山地地ܗ（この場合は៳山）であった。こうした里のࢺの
あり方は、里がもっͺらߞ地についての地൪ݺশ法であったことを示ࠦしている。
　さて、保里ਤを理ղする際の問題が̎ଘࡏする。ひとつは、３と̐とで௶Ґ
ஔが৯いҧうようにඳかれていることである。３̑里30௶にೆྡする௶は、৯いҧいがなけ
れば、̐７里25௶のはずであるが、里ਤは̐を̍௶౦ずらし、７里31௶とし、そ
こに「ଜ井ޱ」とهす。これに対して、実際の地ׂと௶付けは、ٯに̐が西（౦でな
く）̍௶ずれているとの指ఠがあった。ྫえば、（2006）ڮߴは「四Ҏೆの௶地名をݕ౼す
ると、ਤのようにٯに西に一௶ずれることになる。ֆਤ੍作者の一௶ずれるという意ࣝが
西にずらすべきものをٯに౦にずらしてඳいてしまったというޡղとしか考えられない」とし、
田中（2012）は「ච者も四Ҏೆのݺশ法をݕ౼したところ」「里ਤの書き間ҧいとղऍす
る」とする。ここにある考えは、ݹ（2011C）が「三に対して四〜は西に一௶ずれ
るとの指ఠにैって͓きたい」とड़べるように、３全ମと̐全ମとでそのようにずれてい
るとのೝࣝとࢥわれる。実際、（2006）ڮߴのऱ܊里の෮ݩਤはそのようにඳかれ、ݹ
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ਤ３　保とそのपล域の里	（എܠに国土地理Ӄのۭ中ࣸਅʦ1947年11月３日ࡱӨʧを利用）ઢは
里の里界ઢ、੨ઢは܊境をදす（どちらもਤ̎でඳいたものとಉ͡）。ᒵ৭の丸ҹは、保里ਤ
に͓いてࣈ名をهしている௶、ҹは「井ޱ」のه載のある௶である。
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（2011C）や田中（2012）もそれを౿ऻしている。
　ところで、1947年ࡱӨのۭ中ࣸਅのਖ਼ࣹը૾による保とそのपล域の௶ฒみはਤ３のよ
うになっている。ここで、ᒵ৭の丸ҹをهした௶が、保里ਤでࣈ名がه載されているそ
れで、ݪଇ的にはそこが里ਤの࣌にಉのߞ地のଘࡏした௶であると考えられる。ਤで

「খ田」ଜの主ཁ部のଘࡏする里が３̑里に૬する（ਤ̎もࢀর）。そのあたりでは̐と
のずれはそれほど明ྎではない。ところが、その౦ଆではঃʑにずれが明֬化する。ྫえば、
３̎里と３里の里界ઢは、̐での里界ઢと̍௶ఔ度もずれていて、しかも、֬かに里ਤ
とはٯの向きである。ところが、一方の西ଆに目をҠすと、ྫえば３̒里と７里の里界ઢは
かなり斜行していて、それΏえ、̐での里界ઢとずれることになる。こちらଆでのずれの向
きは、Ήしろ里ਤのそれとಉ͡である。
　つまり、３と̐とで௶ฒみにずれはଘࡏするが、ずれの生͡る向きは場所によってҟな
るのである。今一度、里ਤを֬ೝしてみると、̐がඳかれるのは、主に３̑里にྡす
る̐７里̍௶から̔里̍௶までの౦西にわずか７௶だけにݶられ、̐の保ྡ地の
全ମをඳいているわけではない。ۭ中ࣸਅでは、͓͓ΉͶ３̑里より西ଆで里のೆઢの
斜行がだΜだΜ目立ってくることが֬ೝできる。ಉ͡ྖ域を1961年ࡱӨのۭ中ࣸਅで見たのが
ਤ̐である。実は、このときにはখ田ଜの３̑里と̒里の部ではߞ地理が施工ࡁみで、
その際のߞ地ׂはਤ３の1947年ࡱӨのஈ֊での里ઢとはҟなるところで行われ、里のೆ
ઢと౦西ઢが斜交していたچ観は全くࣦわれている。この部の里研究の基本資ྉに、ྫ
えば1960年Ҏ߱の地ܗਤ、あるいはۭ中ࣸਅを用いてはならない。
　今ひとつは、湖؛のຒ里についてである。その指ఠを行なったのは谷Ԭ（1964）で、特
に、̍̐里について、「22௶タカソネをআき、19-24௶Ҏ西の地が、ׯલの水ܪ内湖に全く
していたことは、はなはだڵຯਂい」、「23・24・26Ȃ30のॾ௶にଐする合７ܭொが、ֆਤ作
の࣌Ҏ߱水してしまったことはڻきにする」とした。また、部（1995）も、里ਤ
のখࣈと「ࡏݱのখࣈ」との対ൺਤを示し、一部のࣈ名が࣌とともにҠ動することを指ఠし、
特に、「ֆਤ中一三里、四里にهされた『ヨコソウϔ』『タ』『カチϠカソネ』などが全
て内部にҠ動していることは、ߞ地水のөではあるまいか」とした。
　֬かに、̍̐里に૬する場所は、明治ॳظ地籍ਤでも水ܪ内湖水域としてඳかれる（ۙ
Կزのようなࡏݱลは؛ฤ集ҕ員会、2004）。しかし、実際のところ、この内湖の࢙ീ഼市ߐ
学的にඋされݻ定された؛ޢではなく、非常に出ೖりの多いܗ状をして͓り、しかも、খさ
なౡや離れౡが内湖にいくつもಥ出してଘࡏするような様૬を示している。また、ਤ３から
も֬ೝできるが、谷Ԭの言ٴしたࣈタカソネは面ੵ̑、̒ொにもなる大きなࣈである。こうし
た状況は、1961年ࡱӨのਤ̐に͓いては、水ܪ内湖ׯ地であるܗะ場の中での非ܗなߞ
地として視ೝできる。また、里ਤの̍̐里のうちには、「ϋス」や「ウシフチ」などの
名がؚまれることにもཹ意したい。したがって、上ड़の֘௶それͧれの̍ொ全ମがもとかࣈ
らߞ作地でそれがそのまま水域にసしたととらえるのは実態とはҟなり、「全くしていた」
とするのであれば言いա͗のようにࢥわれる。ଞ方、こうした௶付けはྫえば課੫のための評
価、つまり、ۙ世の言༿ではදߴであった可能性もあり、࣌のߞ地の実情をそのままөし
たものであるかについては、一定のཹ保もඞཁであろう。
　さらに、ผの視としては、田にચԃがઃஔされるҎલに͓ける琵琶湖水Ґの自然変動
がどのようなものであったかについても注意をって͓きたい（中ほか、2017）。そうした
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ਤ̐　ਔ保とそのपล域の里（എܠはਤ３とಉ͡だが、1961年̑月22日ࡱӨ）
。ೖしたه名をࣈ地籍ਤに͓けるظ内湖पลの明治ॳܪ಄ଜ・খ田ଜ・ଜについて、水ߐ　　
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の特のひとつは、ひとたび上ঢした湖水Ґが༰қにはԼしなかったことである。その࣌
ため、あるఔ度の߱Ӎが引きଓいて発生する場合には、それͧれの上ঢが次ʑՃࢉされてΏ
き、その結果、ߴ水Ґが長ظ間ҡ࣋されてしまうことになる。ਤ̍にも示されるように、特に
琵琶湖の౦؛では、湖؛Ԋいにݱ湖水Ґ̌Nを基४にʴ̍、̎Nఔ度の標ߴしかない土地が広
くଘࡏする。そのような所では、その࣋ଓ的なߴ水のظ間はߞ地は「一୴水」してしまうこ
とになる。ଞ方、この特性は、湖水Ґがい࣌にはさらなる水ҐԼをえるようにಇく。し
たがって、߱Ӎの集中がਙだしくなくいわΏるฏ年とݺべるようなときには、ચԃがなくとも
湖水Ґの年変動幅は̍Nをえないことも多く、また、Ꮲఱがଓいても著しい水Ґにはなか
なかなりಘなかった。そのため、多くの田で上ྲྀからの用水がಘられずෆ作となるような年で
も、湖؛Ԋいにあって௨常なら࣪ڧ田であるはずの田での収֭がかえってよかったりした。つ
まり、そういうఱ候の際のඋえとして、௨常ظにはば水するようなෆྑ田も場合によって
はҡ࣋してきたことに意ຯはあったのである。

̐ɽதਆ࡚
　̔から10の௶付࢙ྉのある中ਆ࡚について、क山市（1974）࢙やۚ田（1992）の
ൺ定をվめ、࠷終的にਖ਼しいものにしたのは、ݹ（2011C）である。その際、10について、
क山市࢙Լרが引用する『ଚউӃࡶঠ注進状』にみえる「٦ྖޚঙ」の௶付けにより、ۙ世の
立Ֆଜのଜ域と対ൺさせたのは؟ܛであった（ਤ̑）。田中（2012）はな͓も10のൺ定にچ
Ҋをとる。しかし、その場合にはಉの٦ྖޚঙのҐஔが新ঙとּݪにはさまれるऱೆྲྀ
の水域に֘してしまう。また、ۙ世に立Ֆ（ࡏݱは立田の一部）はਤ̑で٦ྖޚঙの域
にあたる部の౦ଆにも௶のଜ域を࣋っていたが、そこはࣈ名がすべて「ݪ」である。な
͓、かつて新ঙଜは、ऱೆྲྀをはさΜで向かい合うּݪଜと中ଜとともにּڷݪとして一
。であったܗ域は里の里界ઢにԊう౦西̎里・ೆ３里の長ۣڷであり、そのڷ
田・今をあわށ・・立Ֆ、（2011C）の明らかにした中ਆ࡚のこの境域はݹ　
せたそれとほ΅一கする。ݩ応（1319）ݩ年の『日٢社社ྖ注進ه』には、ࡔ本日٢大社のྖ
地のひとつとして「中ೆঙ内本ਆ田ኂ今ਆ田」があり、「ेષڙޚࢣྉ所」とする。実際、
ਤ̑の今のʠ;ʡのҐஔ、里では1013里12௶に、थԼਆ社が࠲する（थԼ社はेષࢣ
社のҟশ）。長保３（1001）年の中ਆ࡚௶付けは、「ेे三里े四里	ቮѵݪ、ᦒෆ注௶
付、օҎྖ者、န任本ࣉ注文載೭」とし、これにූ合するように、ਤ̑のۭ中ࣸਅに見る10
の里のあり方も、֬かに13里から湖ଆでは一ொ方֨からのҳ脱が顕著である。しかし、こ
の௶付けから300年後となる上ड़の注進هの࣌には、すでに今の本ଜのあたりはॅډの
可能な土地にసしていたとしてよいかもしれない。実際、ঝྐྵ３（1079）年の『立݅文
Ҋ』は、「ʦ今ʧᖛೆұொ」の開ࠖ立を示している（ಉ文Ҋのղऍは、『ऱொ࢙』（1987）
による。『क山市࢙』（1974）は「ʦখʧᖛ」とするが、ここではそのղऍはとらない。྆書は
。（によるとした࢙ଇ的にはऱொݪ、ྉのղऍに見ղをҟにするがগなくない。その場合࢙
な͓、15里より西ଆのҐஔとなる今新田はށߐ後ظの開発である。
　ද̎には、中ਆ࡚とそのपลのଜʑについて、ଜ名のみえる࢙ྉを理した。このう
ち、ਖ਼（1312）ݩ年の『三上社家政所ஔ文Ҋ』には「ࣛౡ開ᚙ保えり」と書かれる。この

「ࣛౡ」は立Ֆにあるࣛౡਆ社の意ではないか。立Ֆとށ田は明治ॳظに合ซして立田、開ᚙ
（開ᚙ中౦）と大ۂ（開ᚙ西）はऱ本となった。খと水保をআいては、どのଜも上ड़の注進
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ਤ̑　中ਆ࡚とそのपล域の里	（എܠに国土地理Ӄのۭ中ࣸਅʦ1961年̑月22日ࡱӨʧを利用）ଚউӃࡶ
ঠ注進状に͓ける「法ོྖࣉ」と「٦ྖޚঙ」とされる௶に、৭系統でそのࢺをهೖした。ᒵ৭のࢺは、
田地売݊などにみえる௶を示す。ʠ)ʡは「京法Ֆࣉ」、ʠ:ʡは「ϠϚシφ」のࣈ名を࣋つ௶、ʠ;ʡはथԼਆ社
のҐஔをදす。
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までにはଜ名が֬立していたようである。あるいは、水保はもࠒظとಉ͡年となる室ொલه
とは開ᚙか今のうちであったかもしれない（थԼਆ社は水保にも二社ある。だたし、うち一
社はچऱྲྀのچՏಓ上となる）。খについては、લ年11月29日のఱਖ਼大地で่յ
したఱຬ宮を再ݐした際のఱਖ਼14（1586）年の౩ࡳに「খᖛ主ఱຬఱ社	ࢸ徳（1384）ݩ年ߕ
子ീ日ไ立」とある。খと水保についても、里地ׂがひろく֬ೝされ、かつ、খにࣈ
三े・四ノ௶など、水保の1112里にࣈ三े一、13里にेޒᔹ・三े内など、多くの里Ҩ
শがるので、その土地の開発自ମは、ここにྻڍしたपลଞଜとಉ͡くݹにもれるとࢥ
われる。な͓、ะ場උでফ໓するまで、ऱ本には法ཽ（ๅྲྀ）のྲྀである「二े里
。があり、そのҐஔが1320里に૬したことに由དྷしたもののようである「ߺ

̑ɽ্ࡾ�
用ாを所ଂする。こࢉとද書きのある『Ӄػ年े一月٢日大（1487）ݩڗ長』上ਆ社はޚ　
れは、౦ࣉౝ಄大ػӃྖであった三上が、市三宅・ٱ部・ࡩ生・খࣰࣉޫົ・ݪ・中
ാ・三上のಉࡏࢄ地̒ொ̔からのߩೲ45石༨の内༁を書き上げたものである。そのཪ
දࢴに、「ຢ新田」「े四四里一௶ニീेา」「ಉे三里ീ௶　一ஈ」「े四ޒ里ࣣ௶
ࣣेา　これϋՏニ成候」とする௶付けهड़がある。さらに、Ӭ３（1560）年の܀太܊出
ఉଜとの૬文書『ۘࣕ言上─書三上ऺ』には、「三上ঙ೭内౦ྛࣉલऱ೭Տݪද೭ّ」と
して、14̑里1-6௶、7-12௶をಉଜと争ったことがهされる（܀౦ொ࢙ฤさΜҕ員会、1988、
p.	395）。これらの௶Ґஔをਤ̒に示した。あわせて、長ࢉڗ用ாにه載のࣈ名のうち、明治
ॳظ地籍ਤ（ऱொொ࢙ฤさΜҕ員室ฤ、1986）でҐஔが֬ೝできるものもهした。その
からஅすると、ಉӃྖのこれらߞ地は、里地ׂのないところ、あるいは里地ׂのཚれの
目立つところにଘࡏしたようである。
　上هの௶付けه載のうち、13のものは大徳ࣉਅच҇文書よりの里ൺ定と合するҐஔにと

ද̎　中ਆ࡚とそのपลのଜのॳ見࢙ྉ
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ਤ̒　三上とそのपล域の里（എܠに国土地理Ӄのۭ中ࣸਅʦ1961年̑月22日ࡱӨʧを利用）
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ることで֬定できる。14については、ਤ̒では、長ࢉڗ用ாの௶付けをݕ౼した田中（2012）
とは̍里౦にずれるҊを示すことになった。
　14、15とも三上ଜのこのあたりでまだ̐、̑里であるから、里のىはさらにその౦ଆ、
つまり、ೆࡩにҐஔすることになる。ਤ̒からもわかるように、֬かに、ೆࡩには里地ׂが
明ྎに֬ೝされる。そこではऱ܊中৺部の里ઢの方֯からはऱにԊうようҳ脱しては
Ώくが、ఏࣉ山౦に͓けるこのҟ方里もまた܊主里の一部とೝࣝすべきである。ただ
し、ਤ̎やਤ̒にඳいたೆࡩでの里界ઢのҐஔは定的なものである（̍௶ほどずれるかも
しれない）。12、13については、さらにその౦ଆに里のىがҐஔするはずで（ਤ̎）、それ
はఏࣉ山ଆの山間の谷地地ܗの部に૬する。つまり、ࡏݱはߕ賀܊となっているఏ
地のߞ全ମの܊、ではこの部もؚめて܊であったことになる。ऱ܊山もॳはऱࣉ
可能性のあったところを統一里としてܭըしたことが推定される。

̒ɽऱͱ
　名ঞにみえるのऱ܊の７ڷ、三上・ෑஐ・部・明見・保・ࣰݪ・Ӻ家（അಓ）のう
ち、ࡏݱでもෑஐڷのҐஔは֬定したものと考えられていないようである。また、Ԃ名とし
てみえるऱも、܊名とಉ͡こともあってかえってѻいͮらい。これらについては、『࢙܊』

など（2006）『ฤ࢙ྺ	ࢽक山市』。（1987）『࢙ऱொ』、（1974）『࢙क山市』や（、1927ڮ）
でもѻわれてきたが、ここではそれらを理し、またいくつかの指ఠを行う。中にՃえ
ऱとについての࢙ྉの一ཡはද３に示す。これらより۩ମ的なҐஔൺ定が可能なものも
あるほか、Ԃ間の૬のあることでともにۙいҐஔにあることが推定できる。な͓、ऱの
名を࣋つは౦大ྖࣉ、Ԃྖࣉ、三Ӄ田などられているが、ここではѻわない。

　6.1　大҆寺ྖ	野ऱ荘・荘
　大҆ࣉは、ఱฏの『ྲྀه資ࡐா』によると、࣌すでにۙߐ国で܀太・ऱ・ਆ࡚・Ѫஐ・
にԂを所༗していて、さらに、これとはผにఱฏ16年に「今ࠖ田」とし܊田・ઙ井の̒ࡔ
てऱ܊とѪ܊で100ொずつの施ೖを受けている。࣌がԼがって公家ղ由খ࿏ޫܦの日
一国のߐの際にۙݣのོݪ౻年̕月26日に、ҏ（1231）３تの『هܦ民』ه
ԂにあまͶくӺ家ࡶ事をො課されたうちには、「大҆̕ྖࣉϲ所」とする。ۙߐ国内のಉྖࣉ
としてられるのは、結Ԃ・ऱ・（ऱ܊）・ਆ࡚・（Ѫ܊）・খໆ（Ѫ܊）・ࡔ田・
ઙ井・水（ઙ井܊）の̕であるから、ఱฏҎདྷ３が૿Ճしたとして、֬かに民هܦの
と合する。このうちの、結ԂΏうその、あるいは、໖ԂΏうその、౬生Ώどの、はいずࣈ
れもಉ͡で、ऱ܀太܊境をまたぐݹよりのԂ名である（ද̐もࢀর）。このは֬かに
ऱ܊内にも域を࣋つものの、大҆ࣉでは܀太܊にえたとղすべきではないか（܊をまた
ぐԂのྫとしては、ఱฏউๅ３（751）年の『ྲྀଜࠖ田地ਤ』で著名な౦大ྖࣉྲྀが
ある）。とすれば、ྲྀه資ࡐாのه載௨りの̒܊となる。また、その後חظまでに、ऱ・
Ѫ・ઙ井の３܊で̍ずつ૿Ճ、または離ಠ立したものとの定すれば、上̕هに合க
する。
　ऱ܊内の大҆ྖࣉは、治҆３（1023）年の大҆ࣉ長ݪ౻ॏሩあてのࠨหԼに「ऱ
ঙঙ」とあり、また、「݅ঙঙ水田、ੋဉ明ఱޚߖ世ඦொ、ఱఱޚߖ世三ඦொ、ఱߖ
これを৴͡れ。（でූ合するظ上ड़のఱฏの今ࠖ田100ொは、）世ඦொ」の施とあるޚ



238

里山学研究センター 2017年度年次報告書

ば、ఱฏ࣌にすでにऱ܊内に500ܭொもの域を࣋っていて、11世لલまでにऱと
の̎に離したことになる。さらに、૬国ࣉౝ಄ૐの日ه『ӂྋݢ日』のԆ徳̐（1492）
年̔月̑日に、খに「大҆ܖࣉถ」のهड़がある。応ਔのཚをܦたあとでも、な͓大҆ࣉ
ྖは部的にはଘଓしていたことがれる。Ґஔൺ定のखがかりとしては、中と૬をى
こしている݅とڵࣉ文書にもه載があり、これらについてはҎԼにड़べる。

　6.2　中津荘
　中ਆ࡚は、̐ষでड़べた௨り、・立Ֆ・ށ田・今のଜ域に૬する̔、̕、10
の湖؛のۣܗ域である。上ड़の『民هܦ』（1231）３ت年からは、その࣌には、京都Ԭ
࡚にあったউࣉのひとつ、（1149）̑҆ٱ年立のԆউྖࣉとなっていて、ೆに離し
ていたことがわかる。とり３ଜとのଜ境が、̔、̕、10をちΐうどೆに1.5ず

ද３　ऱ・・中ਆ࡚についての࢙ྉ
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つ中するҐஔにあり、それͧれೆとに૬していたものとしてよいであろう。ちなみ
に、「中」はتのҏのො課をෛ୲したが、「中ೆ」はそれを໔れることがで
きたらしい。
　ਖ਼中̎（1325）年、中（࣌のྖ家はଚউӃૐਖ਼）ଆによる田ാの横ྖを、大҆ྖࣉ
によりࠂ発されている。大҆ࣉଆの主ுは、中ଆが上ड़の本དྷの域をえて大҆ࣉ
ྖをҧཚしたとする。京法Ֆྖࣉऱと中との૬は次にड़べる。

　6.3　京法花寺ྖ	野ऱ荘
内の荒ࢸऱが中の四ྖࣉは、京法Ֆ（ฏ҆Ҩ文1319）ූ治７（1093）年の太政　
田30༨ொをҧཚしたことをఀࢭするものである。このとき、京法Ֆྖࣉの「本໔田118ொ」は、
中の四ࢸ外にあったとする。したがって、京法Ֆྖࣉऱは中外でそのۙという
ことになる。
　ैདྷから、京法Ֆྖࣉを中域のೆଆとする考えはあったが、はたして、ຏ田のう
ち、ਤ̑のʠ)ʡのҐஔ、里で1314里14௶に「京法Ֆࣉ」のࣈ名がଘࡏする。また、『֯
地名ࣙయ	滋賀県』（1979）のࣈ名一ཡには「京Ֆࣉ」も載るが、『क山市ࢽ	ݹֆਤ』（2003、
p128）のຏ田ࣈڷֆਤには見あたらない。今市と荒見をؚΜだかつてのຏ田ڷは̒里ほ
どの面ੵとなるので、ಉྖࣉऱの118ொとされる௶は、ಉڷのఔ度に૬となる。
12、13あたりにあった京法Ֆྖࣉのҧཚは、10Ҏの中にまでٴΜだことになる。

　6.4　法ོ寺ྖ	野ऱ荘
と題されてい「家௶付内ଞྖ૬交所事ڢ民部」は『ঠ注進状ࡶଚউӃ』治̔（1094）年の　

ද̐　『ऱ܊ଜࢽ』（明治16、17年）に͓ける76 ϲଜの
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て、この民部ڢとはఱܚ年中（938-947）に中を૬伝したとされる౻ݪ文である。そこ
には、ଞྖとあわせてこのとき中と交わっていた「法ོྖࣉ」の௶ʑがهされる。それら
をਤ̑に示したが、それは主に中のうちとなる。Ճえて、௶は示されないが、ྖࣉとし
て、「े一ᑍे一े二े三े四里」のهड़がある。
　ਤ̑に͓ける11の里のࢺのൺ定は、ݹ（2011C）とಉ͡であるが、（2006）ڮߴと田
中（2012）のҊからは̍里西にずれる。ただし、ݹはその理由をड़べていない。ここでのਤ
̑の11のൺ定のࠜڌは、そのようにすると、౦西にࡉ長く11に̐里をめるこの法ོࣉ
ྖのྖ域が、水保のଜ域とちΐうどූ合するからである。また、1113、14里はऱೆྲྀの
ऄ行によりそのೆଆにҐஔすることになるが、そこでの今と水保のଜ界がこのےԊいでな
く౦西里ઢにԊっているにもཹ意したい。ちなみに、水保のೆྡりとなる開ᚙ・大ۂ（ऱ
本）をྲྀれる法ཽというのは、もしかすると法ོࣉのࣉ名に由དྷするともࢥわれるがどうだ
ろうか。ただし、このは水保にはྲྀ域を࣋たない。また、このとき、11の̍里に૬する
۠ը内には、ົޫࣉ山に可ߞ地（ਤ̒でも֬ೝできる）を࣋つ。ڮߴや田中の11のҊで
は、̍里がそのさらに౦ଆの山地域となってしまう。
　上ه注進には名はهされないが、߁治（1142）ݩ年の文書は「ۙߐ国法ོྖࣉऱޚঙԼ
司ղ」であり、『民هܦ』によると（1231）３ت年のҏでො課されたのは「法ོࣉ
ྖ	ऱೆঙ」となっている。上هにه載の域が中ೆをはさΜで、ଆの̔、̕とೆ
ଆの11に離しているは注目される。

　6.5　最উ四ఱԦӃྖ	野ऱ新ঙ
　ऱ新ঙについては、ּڷݪのうちの新ঙとするのが定説となっている。境域は、̕̕里
10里に૬する。もし、この名をऱのうちの新ঙとղऍするなら、ಉ地はऱのうち
ということになる。

荘	寺ྖڵ　6.6　
としてしたとさࣉ֊に山ظは、もと山എ国山科にあり、ఱஐࣉڵであるࣉࢯのࢯݪ౻　
れる。のちにฏ京ભ都とともにࡏݱ地にભされてからも、このظのࣉ名はよく用いられ
た。このࣉのݹ名「ϠϚシφ」を名るࣈが、ਤ̑のʠ:ʡのҐஔ、里では1217里のೆล
に̐௶౦西にฒͿ。このࣈ名より、ڵྖࣉをౢのうちにൺ定してよいのではないか。
には、નのׂてと（Ҩ文15590ח）『ຎ会ෆถҊޢࣉڵ』のࠒ年（1285）̔҆߂　
して「ঙेຕ」とともに「ࡔ田ঙඦຕ」とྻڍされるڵࡔྖࣉ田は、のちにこのظ
のࣉ名に由དྷして山֊ともݺばれた。ಉはࡔ田܊のうちڮ本・中・保田・ޱ田・ୢ
າ・ፅҫ・࡚の౦西̎里・ೆ３里のۣܗの̒ܭ里のଜ域に૬する。ಉظ࣌の『ڵࣉ
人ঌ注文』（חҨ文9372）にも、「ঙे人」「ࡔ田ঙზ人」とある。このように、ࡔ田
とൺֱした場合、ಉ͡ྖࣉでありながら、ڵྖࣉのはそのの一のن模であったよう
である。ౢのۙ世ଜ域は̐里ఔ度の面ੵになるので、ಉྖࣉはその一部であったと考えるほ
うが自然であろう。
　文̎（1353）年、ڵࣉから大҆ྖࣉに関してேとࠤʑࢯにૌえがされている。
ૌえの内༰はෆ明である。
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　6.7　位置比定の試み
　本ߘで新たに指ఠしたのは、ڵྖࣉ（ౢ1217里12、18、24、30௶）と京法Ֆྖࣉ
ऱ（ຏ田1314里14௶）の関連ࣈ名、͓よび法ོࣉऱ（1111-14里）と水保ଜଜ
域との関である。ところで、滋賀県県政࢙ྉ室が所ଂする明治16（1883）年とཌ年作成の

『ऱ܊ଜࢽ』には、࣌の܊内76ϲଜすべてについてのه載があり、そこに各ଜの所ଐ名
がهされる（ද̑）。それによると、田中のうち、ऱ・খౡ・ຏ田・今市・荒見を「田
中ෑஐڷ」としている。これは、1212、13、14、15里と1311、12、13、14、15、16里に
֘する。ڵྖࣉのౢは、ここにはؚまれない。
　域をݕ౼するલに、ऱ܊のݹڷの境域についてのࢼҊを༩えて͓く。名ঞによるڷ
名は、三上・ෑஐ・部・明見・保・ࣰݪ・Ӻ家で、このほか、ฏ宮（ਗ生）出土؆
にഅಓڷ、ఱฏ̑（733）年『山എ国Ѫౠܭ܊ா』に山本ڷがみえる。ここでは、അಓڷはӺ
家ڷのҟশ、山本ڷは三上ڷまたはࣰڷݪのうちとԾ定することにする。ऱ܊のଜは里に
Ԋうઢ境界を࣋つことが多い。しかも、それが里界ઢであることもগなくない。また、ද̐
に示したように、ۙ世に͓いてもとしていくつかのଜの間での結びつきがみられる。こうし
たことをࢀ考にݹڷの境域ઢを推定したものをਤ７に太ઢで示した。名ঞでは、明見・
保・Ӻ家の三ڷのみ「ೆにࡏり」とされる。そこで、ここでは、保ڷにখೆ、Ӻ家ڷに
ऱをԾにؚめることにした（લ者はࣰڷݪ、後者はෑஐڷのうちかもしれない）。ද̐の明
富は明見ڷと考える。な͓、ここにඳいたڷ界ઢで里の地ׂの方向に斜行する部はՏ
（日とऱ）によるもので、本དྷはઢ化されない自然境界である。ਤ７には、明治
ॳظ地籍ਤなどをࢀ考に決定したଜ界をփ৭で示して͓く。ただし、Տがଜ界となる部は
ඳいていない。
　ここでݕ౼したऱとはすべて湖؛域ۙくになり、しかもかつてのऱೆྲྀのपล
にଘࡏするようである。これは、ਤ７のڷ域ではෑஐڷと明見ڷにほ΅૬する。ひとつの
考え方として、そのうち、̔から11をऱ、12と13をとすると、ここでݕ౼した
事߲の多くに合する。ྫえば、「」のԂ名でҐஔのखがかりがあるのは、田中ෑஐڷ

（12、13）とڵྖࣉ（ౢ1217里）である。「ऱ」については、ऱ新ঙが̕̕、
10里、法ོྖࣉऱが̔、̕の中のうちと1111、12、13、14里となる。しかし、
ྫ外もあり、京法Ֆྖࣉऱが13内となる。また、ڵྖࣉの1217里はౢで、ଜ
。にはؚまれない「ڷ田中ෑஐ」のࢽ
　ैって、Ήしろݹෑஐڷ内のԂには、あるいはऱの名শがともに用いられたと
ೝࣝして͓く方がよいかもしれない。また、Ԃには中ਆ࡚のような一定の۠ըを༗す
るྖ域型のԂだけでなく、個ผߞ地の集ੵからなるࡏࢄ地型のԂもଘࡏしたし、また、上
ड़の૬の示ように域のҧཚもස発していたから、あるいは࣌的な変ભもあり、域をݻ
定的に考えることにはそもそもແ理があるのであろう。
　また、ここで考したほかに、ऱ܊内のԂという意ຯでऱとݺばれるものもあった
ようである。ྫえば、Ԃྖࣉऱೆがそれで、ಉࣉはݐ̐（1337）年に山賀ڷを利
ଚࢯによりد進されている。また、ࣈ名「Φンジョウジ」は、܊内で広くޒ೭里、ౢ、石田、
井にみられる。な͓、ฏ҆後ظには܊内は͓͓ΉͶऱྲྀを境に܊ೆ܊にׂされ
ていて（ॳ見࢙ྉは、中ਆ࡚の四ࢸ௶付けを示した上ड़の長保３（1001）年の「ऱೆ܊
司」の国司ූ）、ऱೆの名শがこのೆ܊内での所ࡏを意ຯすることもあった。
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܊にみえるऱ『ாࡐ資هྲྀ』のఱฏ19（747）年ࣉ後に、これまで定説のなかった大҆࠷　
ࠖ田ඦொの「自܊ݪኂѵݪ/四ࢸ	౦ඦख़田	西	ೆ里	山೭ݶ」のҐஔൺ定Ҋを示して
͓く。これは、ऱೆྲྀの࠷Լྲྀ部の؛ࠨଆのౢと開ᚙ（ऱ本）にまたがる地、里で
言うと1217、18、19里あたりに૬するのではないか（ਤ̑もࢀর）。３里ʷ36ொ�108ொと
なる。「౦ඦख़田」はּݪからຏ田にかけてのߞ地、「ೆ里」はౢ・井・े二里に
ଓくਖ਼ೆ方Ґの地ׂの۠域上にҐஔしたであろうଜམ、「西」はࡏݱの法ཽにあたるՏ
、「山೭ݶ」はऱೆྲྀの؛ࠨ自然అ防とそのՏ൞ྛ、としてそれͧれهड़内༰とద合
するようにࢥわれる。「自܊」については、খࣰݪの܊ᦰ定地（11̎里に૬）よりҢ
度（ਖ਼方Ґೆ）では֬かにになる。また、「ݪኂѵݪ」というهड़もこの湖؛の地の
。観にූ合しているであろうܠݹ

̓ɽ͓ΘΓʹ
　ここでは、ۙߐ国ऱ܊の里やڷとについて、ैདྷからの研究のੵがあるもののະ
理のままされていたり、理ղのेでなかったとࢥわれる事߲を中৺に、いくつかのݕ౼を
Ճえ、それらのҐஔൺ定をࢼみた。ࡏݱでは、20世لばࠒまでよくっていたۙߐຍ地の
里地ׂも、ߞ地理やะ場උ事ۀ、あるいはॅ宅開発などによる۠ըվ変により、૬ఔ度
ࣦわれてしまった。そのため、そのѲには明治ॳظ地籍ਤやこうした土地վ変の生͡るҎલ
のظ࣌にࡱӨされた大ॖईのۭ中ࣸਅなどを利用した。その際、ۙ࠷国土地理Ӄの基൫地ਤ情

ਤ７　ۙߐ国ऱ܊のڷの境域Ҋ	（എܠਤは国土地理Ӄの基൫地ਤ情報を用いて
作成）推定したڷ域境界をઢでඳく。փ৭実ઢはۙ世のଜ界、ࡉ実ઢは
里の里界ઢ（ਤ̎とಉ͡）である。
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報をԉ用することで、そのҐஔਫ਼度ఔ度での地ׂのਫ਼ີな෮ݩが可能となる。一次資ྉとして
のۭ中ࣸਅは、地දの事をありのままࣸし取っていて、それΏえそこから土地の本དྷ的なܠ
観の࢟を見出すことができる。಄にもड़べたように、そうした࣌を௨してܗ成された地ׂ
のあり方は、ときにݫしくときに༏しいこうした付༩の෩土を総ମとしてܙみとなるよう生か
そうとしてきたひとの営みのདྷྺをॏ層的にදݱしたものともなっている。ここにみるような
၆ᛌ視的観は、それͧれの土地にݻ༗のܠ観的ཁ素をѲೝࣝし、またಉ࣌にকདྷにって
その営みの利害事者が自らの営みの公ਖ਼なܧଓを୲保してΏくためにも༗ӹなものであろう。

　　『ऱ܊ଜࢽ』は、滋賀県県政࢙ྉ室保の県によるものを利用させていただきまし
た。利用に際してのಉ室の方ʑの͝協力にँײいたします。
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「ཾ୩の」に͓けるࠜࡉಈଶの؍ظଌ

京都大学学研究科
ാ　　ྃ

京都大学地ٿ環境学ಊ　里山学研究センター・研究員
大ᖒ　　ߊ

ং　
などを目的としたయ型的な里山の利用は著しく減গしてきてい࢈生ݯ日本に͓いて、資ࡏݱ　
るが、ྛのもつ水ݯᔻཆや炭素ݻ定などの公ӹ的ػ能に関連して里山生態系のػ能評価が求
められている。
　ྛ生態系に͓ける地Լ部ثのׂやػ能の理ղは地上部のそれとൺֱして著しくしい
が、थのࠜ系はथମの࣋ࢧなどの力学的特性のみならず、生態系全ମの࣭॥環に大きく関
わっていることが注目されている。ྛ生態系に͓けるथのࠜはそのػ能とܗ態のҧいから
ૈࠜとࠜࡉに大ผされる。一ൠ的に̎ܘNNҎԼのࠜとして定ٛされるࠜࡉは、ཆ・水
のٵ収ػ能をもつ。また地上部の༿とಉ͡ように生࢈とࢮރを繰りฦすため৳長・ࢮރのճస
がく、生態系の炭素やӫཆԘの動態に͓いてॏཁなׂを果たしている（/BEeMho⒎er	BnE	
RBich	1992）。いくつかの先行研究では、ྛの७一次生࢈の40�Ҏ上がࠜࡉに投資されてい
るという結果が報ࠂされて͓り（e.g.	Vogt	et	BM.	1996）、それΏえに、ྛ生態系の࣭॥環
をѲするためにはࠜࡉ動態の理ղがඞཁෆ可ܽであるといえる。
　しかしながら、थのࠜࡉはීஈ土中にଘࡏするため目にすることは難しく、その動態を
ଌ定することは༰қではない。ࠜࡉ動態を評価するख法として、これまで、ࠜࡉを۷り取って
調べる࠾取的ख法と、ࠜࡉのڍ動を観する観的ख法が開発されてきた。࠾取的ख法は、
特定の大きさの土コアを࠾取してコア内のࠜࡉを定ྔしたり（PerTTon	1980）、༧めઃஔし
たແࠜ土に৵ೖしてくるྔࠜࡉをଌ定する（FinÉr	et	BM.	1997）方法である。࠾取する際に
はඞず土のཚをともない、また土からࠜࡉをચい出す作ۀに࿑力をཁするが、ࠜࡉのݱ
ଘྔや生ྔ࢈を࣭ྔベースで推定することが可能である。一方、観的ख法は、ガラス൘やಁ
明アクリル൘を土中にઃஔして、൘ӽしにݱれるࠜࡉをスΩϟφーなどを用いてฏ面上で観
�	1979	する方法（#ÖhN	)enErick	BnE	Pregit[er	1993	�	DBnnoVrB	et	BM.	2008	�	中ଜ	2015）で
ある。ॳめにアクリル൘などのࡐػをઃஔする際に土のཚをともなうが、࠾取的ख法とは
ҟなり、特定の場所のಉࠜ͡ࡉを連ଓ的にすることが可能であるため、ࠜࡉの৳長パター
ンなどをߴいଌ定ස度で明らかにする際に༗用である。
　本研究ではߴ、 ස度のଌ定が༰қな観的ख法の一つであるルートスΩϟφー法（DBnnoVrB	
et	BM.	2008	 �	/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017）を用いて、ྛ生態系に͓けるࠜࡉの生࢈パターン
をղੳすることを目的とした。本研究は中ଜ（2015）が龍谷のに͓いて࠷ॳに行ったルート
スΩϟφーによる研究を発展させたものである。
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ྉͱํ๏ࢼ
　調査地
動態の調査を滋賀県大市にҐஔする「龍谷の」（34ࠜࡉ　 5˃8�/	135 5˃6�E）内の༏छの
ҟなる̎つのྛで行った（ਤ̍）。常針༿थྛのώノΩ（┇┬┥┱┥┩┧┽┴┥┶┭┷ⓤ┳┦┸┹┷┥ⓤEnEM.）人
工ྛとམ༿広༿थྛのコφラ（┕┹┩┶┧┹┷ⓤ┷┩┶┶┥┸┥ⓤ5hVnC.）二次ྛである。対としたώノΩ人
工ྛは80年生であるが、গなくとも2010年までの40年間は理がされて͓らず、ࡏݱも研究
調査Ҏ外の目的では利用されていない（宮浦2009）。調査地の標ߴは130Nであり、調査地か
ら̐kN離れた大気観ଌ所（35 0˃0�/	135 5˃5�E）に͓ける年ฏۉ気温は14.9ˆ、年間߱
水ྔは1530NNである（1981-2010年、気ி）。
　対としたώノΩྛのྛ面ੵ、ྛີ度、ฏߴڳۉܘ（D#)）は2014年に͓いてそれ
ͧれ600N2、1033hB-1、24.4cNであり、ߴڳஅ面ੵ合ܭの97.2�をώノΩがめていた（ද̍）。
一方で、コφラྛのྛ面ੵ、ྛີ度、ฏߴڳۉܘ（D#)）は2014年に͓いてそれͧれ
1200N2、3717hB-1、6.5cNであり、ߴڳஅ面ੵ合ܭの64.7�をコφラがめていた（ද̍）。

細根観察用のスキャナーの作成
　本研究に͓けるࠜࡉ動態のଌ定には観的ख法の一つであるルートスΩϟφー法を用いた。
この方法は、ルートスΩϟφーという外でのࠜࡉ観用にվྑしたスΩϟφーを地中にຒઃ
し、定ظ的に土அ面をࡱӨすることにより、ࠜࡉのڍ動を観するख法である。本研究
では、市販の"4型のフラットベッドスΩϟφー（(5-4600�	EP4O/あるいはCBno4cBn	-iDE	
210�	CBnon）をアクリル൘でശ状にғい、シリコンでܺ間を防水Ճ工してルートスΩϟφー
を作成した（/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017）。シリコンでॆరする際には、スΩϟφーにつなが
れた"C電ݯέーブルやU4#έーブルのは外ଆに出して͓いた。そして実際に地中にຒめ
て調査をするときにノートPCあるいはϞόイルόッテリーから電ݯをڅڙし、U4#έーブル
を介してノートPCにը૾データを保ଘした。

細根観察用の画૾取得
	するために自作したルートスΩϟφーをそれͧれώノΩྛに̒台（4cBnner動態を観ࠜࡉ　
/o.:	)11	)12	)13B	)13C	)14	)15）、コφラྛに̑台（4cBnner	/o.:	,21	,22	,23	,24	
,25）ຒઃした。ຒઃするखॱとして、は͡めに50cNʷ20cNの݀をਂさ30cNまで۷り、
࿐出したࠜをႩ定᭔で取りআいた。۷った݀の中にスΩϟφーの長ลを横にしてਨにೖれ、
そしてスΩϟφーのपりのۭ間を取りআいた土で注意ਂくຒめな͓した。このとき、スΩϟ
φーのಡみ取り面とは͡めに۷り取った土அ面との間には̑cNほどのແࠜ土がܗ成され
た。また、ࡱӨൣғの上が土の༗ػ層とリター層の間にくるように注意した。スΩϟ
φーのࡱӨൣғのลが20cNڧあるため、本研究では土ਂ度̌cNから20cNまでの土அ
面をղੳの対とした。
　2009年̑月に)11と)12のスΩϟφーをώノΩྛにຒઃし、土அ面のࡱӨを開始した。ಉ
ྛで、2010年３月に)13B、2011年̐月に)14と)15をՃでઃஔした。コφラྛに͓いて
は、2011年̐月に,21、,22、,23、,24のスΩϟφーをઃஔし、2012年３月に,25をՃし
た。2012年̑月に)13BのスΩϟφーがਁ水でނোし、ػ能しなくなったため、ಉ年̔月、
ಉ͡場所にվめて作成したルートスΩϟφー )13Cをຒめえた。土அ面のը૾は、ղ૾度
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600Epi、48Citカラーで取ಘした。ࡱӨස度は、ౙظには̎ि間間ִ、それҎ外のظ࣌には
̍ि間間ִで、2015年̍月までࠜࡉ観ଌを行った（ਤ̎）。

画૾解析
　ルートスΩϟφーからಘられた横29cNʷਂさ21cNのΦリジφルը૾から、ը૾ฤ集ソ
フトウェアPhotoThop	C42（"EoCe	4ZTteNT	4Bn	JoTe	CBMiG.）を用いて横̑cNʷਂさ20cNの
しやすくするために、切り取ったը૾を再度横̑を観ࠜࡉ。用ը૾を切り取った観ࠜࡉ
cNʷਂさ̑cNの̐つのը૾にׂした。
　Φリジφルը૾からಉ͡場所で切り取られたࠜࡉ観用のը૾を࣌系ྻにԊって観する
ことによって、土அ面にݱれるࠜࡉの成長やফࣦをଌ定した。ը૾上に͓けるࠜࡉ動態の
ଌ定にはࠜࡉը૾ղੳઐ用ソフトウェア8inR)*;O	5ron	.F	2013（Regent	*nTtrVNentT	
CBnBEB）を用いて、ख動でࠜをトレースすることによりղੳした。各ը૾に͓いてVR"

（WiTiCMe	root	BreB）と(R"（gone	root	BreB）というଌ定を取ಘした。VR"はある࣌間に͓
いて対となるը૾（本研究では25cN2）に投Өされたࠜの面ੵ（NN2）を示す。一ൠに、ը
૾にݱれてくるࠜの活性あるいは生ࢮを、その৭だけでஅすることは難しく、観ଌ者によ
りஅはዞ意的で大きくばらつく。それΏえに、本研究ではը૾上でのࠜの生ࢮのผは行
わなかった。よってVR"には生きているࠜだけでなく、ࢮރしているࠜもそれがࠜとผで
きるݶり観ଌとしてؚまれた。(R"は、対となる土அ面（25cN2）に観ଌ開始からある
。として定ٛされるࢉれղなどによってফࣦしたࠜの面ੵ（NN2）のੵݱ間までの間に࣌
(R"はࠜがফࣦした面ੵのྦྷੵなので、ଌ定ظ間中ࠜがղしফࣦするたびに૿えଓける
である。　　　　　　　　

細根生産・消ࣦ面積の計ࢉ
　ը૾ղੳによってಘられたVR"（NN2	25cN-2）と(R"（NN2	25cN-2）を用いて、各ղੳ
ը૾（̑cNʷ̑cNը૾）に͓けるݱࠜࡉଘ面ੵ（RT	 �	NN2	cN-2）͓よび各ը૾とそのલճ
のը૾間に͓けるࠜࡉ生࢈面ੵ（Rp	 �	NN2	cN-2	E-1）とࠜࡉফࣦ面ੵ（RE	 �	NN2	cN-2	E-1）
を求めた。RT（�VR"/4）は୯Ґ面ੵたりのࠜの投Ө面ੵをදす。ここで4はղੳしたը૾
の面ੵに૬し、本研究では25（ແ次ݩ）である。Rpはલճのը૾から新しく৳長してきた
ࠜの投Ө面ੵベースの生࢈度を意ຯし、次の式で定ٛされる。

⑴　　　　　　　　　

ここでVR"t1とVR"t2はそれͧれࠁ࣌t1とt2に͓いてը૾にࣸるࠜの総面ੵであり、(R"t1と
(R"t2はそれͧれࠁ࣌t1とt2に͓いてすでにফࣦしたࠜのੵࢉ面ੵである。϶t（�t2ʵt1）は࣌
間を示す。REはલճのը૾から新しくফࣦしたࠜの投Ө面ੵベースのফࣦ࣌t1とt2の間のࠁ
度を意ຯし、次の式で定ٛされる。

⑵　　　　　　　　　
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細根の成長解析
　ଌ定ظ間に͓ける各年のࠜࡉの成長動態をղੳするためにࠜࡉ生࢈面ੵ（Rp）のੵࢉに
対してロジスティックۂઢをてはめた。ロジスティックϞデルの３つのパラメーター（ۙ
上ݶ、成長、ੵ定）を求めるために、非ઢ࠷ܗখ二法をద用し、パラメーターは
次のロジスティック式をてはめることにより推定した。

ᾉ　　　　　　　　　　　

ここでBは各࣌に͓けるRpのੵࢉを示し、tは࣌間、"はBのۙ上ݶ、Еは成長、k
はੵ定を意ຯする。このロジスティックۂઢのてはめは、それͧれスΩϟφーに͓ける
特定のظ間（生࢈度がい̎月からཌ年の̍月までのظ間）ຖのੵࢉRpに対して行った。

݁Ռͱߟ
細根のロジステΟック成長

はૣけれࠜࡉ、ઢからۂに対しててはめたロジスティックࢉ面ੵ（Rp）のੵ࢈生ࠜࡉ　
ばૣय़に成長を開始し、遅ければ൩ळまで成長をଓけることがわかった（ਤ３、ਤ̐）。一方
で、どの年に͓いてもౙظにはほとΜどࠜࡉの成長が見られなかった。そして、ࠜࡉ生࢈の
もっとも活発なظ࣌はスΩϟφー͝と年͝とにばらつくが、いずれの場合も地上部の成長ظの
અ的な変動ق動態が地上部の生理的動態や環境݅のࠜࡉ、間内であった。これらの結果はظ
と関連して明白なقઅ性を࣋つことを示ࠦしている。
するという一؏したパターンをもつため、本ࢭٳにقにかけて成長しౙقからळقがय़ࠜࡉ　
研究で用いたղੳのように、ࠜࡉ生࢈面ੵのੵࢉに対してロジスティックۂઢをてはめる
ことができた。ώノΩྛではどのスΩϟφーでも、スΩϟφーをઃஔした年に͓けるロジス
ティックۂઢのۙ上ݶ（"）が、ଞの年にൺべて著しくߴい向を示した（ਤ３）。それ
ͧれのスΩϟφーをຒઃした年がඞずしもಉ͡ではないことから、これらの向は気ཁҼな
どによるその年ݻ༗の特ではなく、スΩϟφーをઃஔする際にڞ௨してىこる土ཚの
Өڹをөしていると考えることができる。"のをスΩϟφーઃஔ（土ཚ）からのܦա
年͝とにൺべてみると、ຒઃ年のฏۉは̎年目Ҏ߱のにൺべて明白にߴいことがわ
かった（ਤ̑）。また、)11や)12では"が年ʑ減গしていく向があった（ਤ３）。この向
も、観ଌॳ年に͓ける土ཚのӨڹを示ࠦしているとಉ࣌に、そのӨڹが年にわたって引
きଓく可能性を҉示している。)13Bと)13Cに͓けるスΩϟφーઃஔ年の"はଞのスΩϟφー
のฏۉ的なにൺべて̎ഒҎ上のを示した（ਤ３）。)13Bと)13Cは、観ଌظ࣌はҟなるが、
ಉ͡場所を観ଌ対としているため、これら̎つのスΩϟφーがྨࣅしたパターンを示すこと
は、ࠜࡉ生࢈動態が年に関わらず特定のۭ間ݻ༗の生࢈パターンをもっている可能性を示ࠦし
ている。
　一方コφラྛでは、ώノΩྛとはগしҟなった向が示された。,23、,24、,25のスΩϟ
φーでは、ώノΩྛのスΩϟφーとࣅたように、ຒઃ年のۙ上ݶがҎ߱の年とൺべてߴ
い向を示しが、,21と,22でಉ様の向は示されなかった（ਤ̐）。ώノΩྛのスΩϟφーで
向は、コφラྛでも一؏して示されるわけではなかった。その一方で、コφラྛの௨したڞ
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。向がදれた（ਤ̐）くなるߴに集中的にظ࣌は、スΩϟφーをઃஔした年のある࢈生ࠜࡉ
ロジスティックۂઢに͓ける成長（Е）にண目すると、コφラྛではຒઃ年のЕが̎年
目Ҏ߱のにൺべて明らかにߴいを示すことがわかった（ਤ̑）。ロジスティック式のパラ
メーター "が一定であれば、Еがߴくなるにつれてۂઢのきの࠷大は૿Ճする。そのため、
ཚ年のЕがߴいという結果は、スΩϟφーをઃஔした（土ཚがىきた）後はࠜࡉが
ൺֱ的ظ間に集中的に成長するという向を示ࠦしている。
　これらの結果から、ώノΩྛとコφラྛでӨڹのදれ方はҟなるが、どちらのྛに͓いて
も土ཚによって後のࠜࡉの生࢈パターンは大きく変化することがわかった。土ཚに
よって、ώノΩྛでは生࢈されるࠜࡉの総ྔが著しく૿Ճし、コφラྛではより集中したظ࣌
にࠜࡉが生࢈されることがわかった。このような、土ཚに対するࠜࡉの応性のҧいは、
ώノΩとコφラでࠜࡉの৳長戦ུがҟなる可能性を示ࠦしている。スΩϟφーઃஔにともなう
土ཚに͓いて༧されるࠜࡉのӨڹには、ᶃࠜが切அされたことによる効果、ᶄ生きて
いるࠜがଘࡏしないແࠜ土の効果、ᶅ土の理的、化学的組成が変化したことによる効果
などが考えられる（Vogt	et	BM.	1998	�	)enErickT	et	BM.	2006）。しかし、土ཚによって引き
。ஈ֊でෆ明であるݱしているのかはڹこされるこれらの効果がそれͧれどのఔ度大きくӨى
それͧれの݅によってどのఔ度ࠜࡉ動態が変化するのかを明らかにするためには、কདྷ的に
Ճのૢ作実ݧがඞཁであると考えられる。

細根の生産・消ࣦ動ଶ
　本研究でಘられたࠜࡉ生࢈面ੵとࠜࡉফࣦ面ੵの観ଌデータから、土ཚのӨڹが大きい
と考えられるスΩϟφーຒઃ年（ຒઃからཌ年̍月31日まで）のデータをআき、ώノΩ・コ
φラྛそれͧれのฏۉ的なを求めた（ਤ̒）。ࠜࡉはຖ年、連ଓ的に生࢈されるが、その一
方でඍ生ղなどによりফࣦする。本研究に͓いても、連ଓ的なࠜࡉ生࢈とಉ࣌にࠜࡉのফ
ࣦをը૾ղੳにより観ଌした。
અقされているように（ਤ３、ਤ̐）、ຖ年明֬なݱઢでもදۂはロジスティック࢈生ࠜࡉ　
変動をもち、य़からळの成長ظの間にϐークをܴえる。しかし、ࠜࡉ生࢈がϐークをܴえる࣌
向がが年により大きく変動するظ࣌らず、特にώノΩྛではそのݶはຖ年ಉ͡であるとはظ
あった（ਤ̒）。一方コφラྛではϐークのظ࣌が年間に͓͓よそ̎〜３ճ見られる向にあ
り、ώノΩྛとは明֬にҟなる生࢈パターンが示された。ࠜࡉの生࢈パターンがྛ間でҟな
るݪҼの一つとして、༏छによる生活型のҧいがڍげられる。ώノΩは年間を௨して༿をໜ
らせる常針༿थであるのに対し、コφラは൩ळからౙقにかけて༿をམとすམ༿広༿थであ
る。Ծに、生理的メカニζムとして地上部の༿と地Լ部のࠜࡉに૬ޓ関があると考えれば、
生活型にґଘする༿܈動態のࠩҟがࠜࡉの活動ظ間にӨڹをٴ΅す可能性は༰қに定できる。
また、コφラでは、य़قの展༿とはผに、Նقに二次展༿することがݧܦ的に֬ೝされて͓り、
これはՆقにࠜࡉ生࢈が一࣌Լする理由の一つとして考えられるかもしれない。
　その一方で、ࠜࡉ生࢈は土環境や気候などの環境ཁҼに大きく੍ݶされている可能性が指
ఠされている。ྫえば、その年の気温や߱水ྔの݅によりࠜࡉの生࢈性がॊೈに変化する可
能性はे考えられる。いずれにしても、ࠜࡉの生࢈がどのようなཁҼにより੍ݶされている
のかをղ明するには、生理的ཁҼや環境ཁҼとಥき合わせて統合的にղੳするඞཁがあり、今
後の課題となる。
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　一方、ࠜࡉのফࣦも、生࢈動態とಉ͡ように連ଓして引きىこされることが明らかになった
（ਤ̒）。しかし、ࠜࡉのফࣦは、生࢈とൺֱしてパターンがෆ明ྎで、のばらつきも大きい
ことがわかる。コφラྛではൺֱ的҆定してقઅ変動しているようにも見えるが、ώノΩྛで
はそうでない。ۃめてߴいを示すظ࣌とそうでないظ࣌がଘࡏし、それに対してଥな理由
を見出すことは༰қではない。特にߴいফࣦが見られるظ࣌では、実際にը૾上でࠜがまとめ
てফえࣦせていたことがあった。しかし、ظ間に多くのࠜがফえてしまうような動態はඍ生
によるղだけでは説明できないかもしれない。このような動態に関しては、ྫえば土動
によるั৯やཚなどのӨڹも考ྀにೖれるべきである。いずれにしても、ࠜࡉのফࣦを引
きىこすメカニζムは、生࢈のそれにൺしてはるかにෳࡶであり、ղऍにはे注意するඞཁ
があるようにࢥわれる。
　あるࠁ࣌にスΩϟφーに投Өされるݱࠜࡉଘ面ੵはظ間内に生࢈したࠜとফࣦしたࠜのӨڹ
を受けて変動する（ਤ̒）。ࠜࡉ生࢈面ੵがൺֱ的明ྎなقઅ変動を示すため、ݱࠜࡉଘ面ੵ
もそれにैってあるఔ度قઅ変動すると考えられる。しかしࠜࡉফࣦ面ੵのෆنଇな変動パ
ターンのӨڹも受けるため、実際にはݱࠜࡉଘ面ੵが明֬なقઅ変動を示すとはいいがたく、
ྛや年によって様ʑなパターンが観された（ਤ̒）。
ଘྔݱࠜࡉ取的ख法でಘられるような࣭ྔベースの࠾ଘ面ੵの変動パターンは、よくݱࠜࡉ　
の変動パターンをあるఔ度示ࠦしていると考えられる。しかし、本研究で明らかになったよう
に、ࠜࡉのݱଘ面ੵの変動パターンはࠜࡉのফࣦパターンのӨڹを受けるので、ඞずしもࠜࡉ
の生࢈パターンを明֬に示ࠦするとはݶらない。ྛに͓ける一ൠ的なࠜࡉ生ྔ࢈の推定方法
として、࠾取的ख法によりಘられたݱࠜࡉଘྔの変化ྔを用いる方法があるが、ݱଘྔのパ
ターンがඞずしも生ྔ࢈のパターンと一கしないことを考えると、ैདྷの推定ख法は明らかに
受けೖれがたいख法であるとみなすことができる（OTBwB	BnE	"i[BwB	2012）。本研究が示ࠦ
するॏཁな結の一つは、࠾取的ख法に͓けるࠜࡉのݱଘྔだけではその生࢈様式をهड़する
ことは難しいということである。ෆ明ྎなࠜࡉのղあるいはফࣦパターンをいかにਖ਼֬に推
定できるかが、ࠜࡉ動態を評価する上でॏཁとなる。

݁　
　本研究では、「龍谷の」に͓けるࠜࡉ動態を観的ख法の一つであるルートスΩϟφー法
によりهड़し、その結果を介した。
することが可能で、Ϟデルのパラメーݱઢによりදۂઅ変動はロジスティックقの࢈生ࠜࡉ　
ターは生࢈パターンの特をөした。スΩϟφーによる年間にٴͿ観ଌの中で、スΩϟ
φーຒઃ年のࠜࡉ生࢈が、土ཚのӨڹを受けて明らかにҟなったパターンを示した。土
ཚにより、ώノΩྛではࠜࡉ生࢈の総ྔが૿Ճし、コφラྛではࠜࡉの成長度が上がっ
た。
　土ཚ年のデータをআ外し、ฏۉ的なࠜࡉ生࢈・ফࣦ動態をهड़した。ώノΩྛのࠜࡉ
生࢈はຖ年明֬なقઅ変動を示すものの、ϐークのظ࣌が年͝とにҟなる向があった。コφ
ラྛのࠜࡉ生࢈ではຖ年ϐークがෳճ֬ೝされ、ൺֱ的一؏したパターンが示された。ࠜࡉ
のফࣦ動態には明֬な変動パターンはදれにくく、ཁҼもෳࡶであるため、ղऍにはे注意
するඞཁがあることが明白となった。
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ँ　ࣙ
　本研究に͓いて、調査地をఏڙしてくださった龍谷大学の宮浦富保ࢯと里山研究センターに
ਂくँײਃし上げます。また、ࠜࡉの成長ղੳについて༗ӹなॿ言をくださった地ಸ保子ࢯ
にްく͓ྱਃし上げます。Ճえて、ࠜࡉը૾ࡱӨあるいはຖ調査などに多方面から協力して
いただいた、"n	JiZoVngࢯ、)oMger	4chÅGerࢯ、中ଜಏࢯ、部ࢯࠤ、ଜあΏみࢯ、石井
ক貴ࢯにもこの場をかりてվめてँײਃし上げます。
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ද̍　ώノΩ・コφラྛに͓けるྛデータ。ׅހ内のはྛߏף成छ（ώノΩྛではώノΩ、コφラ
ྛではコφラ）のみに͓けるである。ྛデータは2014年11月に行われたຖ調査より取ಘした。
2017をվ変）	OTBwB	BnE	が̎cNະຬの個ମはআ外した（/BkBhBtBܘߴڳ

ਤ̍　龍谷のの地ਤとώノΩ・コφラྛのҐஔ関。ώノΩ・コφ
ラྛはどちらも西ଆに؇やかに斜した斜面上にҐஔし、ઢڑ離
で100N離れている
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ਤ̎　ώノΩ・コφラྛにઃஔしたそれͧれのルートスΩϟφーの観ଌظ間。太ઢは2015年̍月までの
観ଌظ間のൣғを示す。ઢが2015年̍月までಧかないスΩϟφーは途中でނোし観ଌがܧଓできなかっ
たことを意ຯする（/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017をվ変）



253

研究論文

ਤ３　ώノΩྛに͓ける各スΩϟφーのੵࠜࡉࢉ生࢈面ੵ（Rp）。それͧれのシンボルは年度をදす。
ઢはてはめたロジスティック式を示し、ઢのスタイルはスΩϟφーઃஔにともなう土ཚからۂ
のܦա年を意ຯする（/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017をվ変）
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ਤ̐　コφラྛに͓ける各スΩϟφーのੵࠜࡉࢉ生࢈面ੵ（Rp）。それͧれのシンボルは年度をදす。	
ઢはてはめたロジスティック式を示し、ઢのスタイルはスΩϟφーઃஔにともなう土ཚからۂ
のܦա年を意ຯする（/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017をվ変）
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ਤ̑　ロジスティックϞデルにより推定した（B）
ۙ上ݶと（C）成長のฏۉ（ʶ4E）。横࣠は
スΩϟφーઃஔ（土ཚ）からのܦա年を示す

（/BkBhBtB	BnE	OTBwB	2017をվ変）

ਤ̒　（B）ώノΩྛと（C）コφラྛに͓けるࠜࡉ生࢈面ੵ、ࠜࡉফࣦ面ੵ、ݱࠜࡉଘ面ੵのฏۉ。土
ཚのӨڹをআくため、スΩϟφーઃஔ年（ઃஔからཌ年̍月31日まで）の観ଌデータはࢉܭか
らআ外した。ൣࠩޡғは標४ࠩޡ（4E）を示す
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琵琶湖ྲྀ域に͓けるਓͱ水のかかΘΓ
─ձ学から考えるࣾڥ─　

龍谷大学ࡦ学部　ਗ਼水θϛφール
ᕆւ　Ұᏻ・井্　ᕣฏ・大Լ　ஐً・ۚ本͘͞ら・日ࡊʑ・Տ　ւ
খদ　ӈࢻ・ਗ਼水　ᣦࢠ・௰井　༎・外山༝རࡊ・ᖛ田　・౻本　

দ࡚　里า・দݩ　জଡ・横山　ஐܙ
龍谷大学ࡦ学部・准教授　里山学研究センター・研究員

ਗ਼水ສ༝ࢠ

ୈ̍ষ　ຊڀݚͷ֓ཁ
　1-1　研究の背景と目的
　人間の生活にܽかせない水。かつて人ྨは水が๛富な
場所に集མをߏえ、ۀړを営み生活していた。水のܙ
みは生࢈だけにݶらず、や人をӡͿ水上交௨など人ʑ
の生活にܽかせないものであった。ところが、上Լ水ಓ
のඋや治水工事などのۙ化により、人ʑの生活環境
は大きく変化した。利ศ性が向上した面、人は水が༩
えてくれていた価をれてしまった。
　զʑは本研究に͓いて、環境社会学の視（第̎ষ）
から、人と水の関わりがີであった࣌にಘられた価
はどのようなものであったか、またその価がいかにし
てࣦわれたのかを調査し（第３ষ）、これから人と水は
どう関わるべきかを考する（第̐ষ）。そして、ࣦわ
れた価を取りすためのఏҊを行う（第̑ষ）。

1-2　地域設定〜ඐഀ湖流域〜
　本研究の対地域を「琵琶湖ྲྀ域̍」と名付け（ਤ̍）、滋賀県・京都府・大ࡕ府にて調査
を行った。龍谷大学も琵琶湖ྲྀ域にؚまれて͓り、水ಓ水の取水ݯは琵琶湖ૃ水である。

ୈ̎ষ　ࣾڥձֶ͔ΒݟΔਓͱਫͷؔΘΓ
2-1　環境社会学とは

　環境社会学の定ٛはॾ説あるが、本研究に͓いてはҎԼの定ٛをࢀ考にした。

ʲਤ̍ ：r琵琶湖ྲྀ域ਤ（ච者作成）
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　　環境社会学は、私たちの「社会」とそれを取りרく「環境」について考えていく学問であ
る。さらに言えば、このような人間社会とそれを取りרく自然環境との૬ޓ作用を、とく
に社会やそれをߏ成する人びとのଆに注目し、問題ղ決に向けてܙや理を生み出そう
とする。（ଳ谷ɼ2009ʀp.	14）

2-2　生活環境主義
　環境問題をվળするための政策は多くଘࡏするが、環境社会学には「生活環境主ٛ」とい
う考え方がある（ද̍）。
　本研究がґڌする考え方は、「ٕۙज़主ٛ」に立ち科学ٕज़や治水工事で自然環境を理
するものではない。そして、「自然環境主ٛ」に立ちۙ化による利ศ性を൱定し、ۙ化Ҏ
લの自然状態にすというものでもない。生活者の立場で自然との関わり方を考する「生活
環境主ٛ」に立ち、人間の生活と自然環境とのڞ生を目指すことがඞཁである。

2-3　環境共生系と環境葛藤系をつなぐ「３つの距離」
　Յ田（2002）によると、生活環境主ٛに͓ける「生活環境」は、人間社会と自然環境のෳ合
らず動২など生系ݶ成によって成り立っている。ここでいう自然環境には、水やۭ気にߏ
ཁ素も組みࠐまれている。また、この人間社会と自然環境が҆定的にػ能している状態を「環
境ڞ生系」といい、人間社会が自然環境にѱӨڹを༩えたために水࣭Ԛや生態系のഁյなど
の環境問題がىきた状態を「環境౻系」という（ਤ̎）。
　ਤ̎の人間社会と自然環境の間にあるҹは、「࣭的ڑ離」・「社会的ڑ離」・「৺理的ڑ離」
という３つのڑ離を意ຯしている（ද̎）。ྫえば、家の井ށ水を生活用水としていた家ఉに、
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ԕくのの水を水ݯとする上水ಓがඋされ、井ށ水がわれなくなったとする。この場合、
水ݯがԕくのに変化したため水との「࣭的ڑ離」がԕくなったと言える。また、水ಓ水の
理は家ఉではなく水ಓہが行うため、「社会的ڑ離」もԕ͟かった。さらに、水ಓのґଘ
がたりલとなり、井ށのखೖれも行わないためにѪணがബれ、「৺理的ڑ離」もԕ͟かる。

2-4　人と水の関わりから得られる価
　水が人間社会に༩えてくれる価は大きく̑छྨにけられる（ද３）。ۀړなど、収ೖݯ
としてのࡁܦ的な価や、生活用水やۀ用水など実用的な࣭としての価だけではない。
水を௨して人ʑにつながりの場をఏڙする社会的価、水にまつわるਆを৴ڼする観೦的価、
༊しや水༡びのָしさ・ࢥい出などのਫ਼ਆ的価もある。
　環境ڞ生系に͓いては、こうした水が༩え
てくれる価をಘていた。これが環境౻系
にシフトした場合、人と水とのڑ離がԕ͟か
ることにより、これらの価をಘるػ会もগ
なくなってしまう。つまり、水が༩えてくれ
る多様な価を再発見するためには人と水の
３つのڑ離をॖめるඞཁがある。

ୈ̏ষ　ඐഀྲྀބҬʹ͓͚ΔਫͷՁͷมԽ
3-1　調査方法

　琵琶湖ྲྀ域に͓ける水との関わりからಘられる価の変化を調査するために、文ݙ調査ٴび
聞き取り調査を行った。地域の水利࢙や市࢙などの文܈ݙからࢀরするとともに生活者のݧܦ
から見た変化を調査した。また、各府県で水環境に関わる活動に取り組Ήஂମの聞き取り調
査にՃえ、ݱ地ॅ民の方࣭問ථを用いた聞き取り調査も行い、50ܭ名をえる方ʑから多様
な情報をఏڙしていただいた。かつての各地域での人と水の関わりはどのようなものであり、
それらの関わりから人ʑはどのような水の価をಘていたのか。そしてࡏݱの関わりはどのよ
うなものなのか。かつての関わりがࡏݱのように変化した
ҼはԿか。そういった観から水の価が変化してきたݪ
実態を明らかにした。

　3-2　ඐഀ湖流域における実ଶ調査─滋賀県─
　　3-2-1　調査地の概要
　まず琵琶湖ྲྀ域の࠷上ྲྀにあたる、琵琶湖ྲྀೖՏの一つ
であるѪ

ㆆ ㆡ ㆋ ㇏

を調査した（ਤ３）。Ѫの؛ࠨ全域とӈ؛
上ྲྀは౦ۙߐ市、ӈ؛中ྲྀ・ԼྲྀはそれͧれѪ܊・ࠜ
市がྲྀ域となる。今ճは特に౦ۙߐ市のچӬࣉݯொपลを
対に、Ӭࣉݯ;るさと市場̎、Ѫۀړ協ಉ組合３、Ѫ
Ԋ؛土地վྑ۠̐ݩ事務ہ長、ۀ組合法人やまあいの
里̑事務ہ長、౦ۙߐ市ॅࡏの方ʑに聞き取り調査を行った。
　Ѫは湖࢈アϢ̒の名࢈地であり、京都のྉでৼる

ʲਤ３ ：rѪਤ
（googMeϚップよりච者作成）
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われている。さらに、Ѫྲྀ域はݹくから滋賀県に͓ける༗のࠄ地ଳ・ถ作地ଳであ
る。しかし、Ѫはઔ状地ܗでྲྀ水のほとΜどがՏচからਁಁしてྲྀれ出てしまうために、
ઔ部のچӬࣉݯொपลではѪから取水することができず、水田用水の֬保はۃめて難ौ
していた（Ѫ水利࢙ฤ集ҕ員会ɼ1992	 �	p.	43）。そのため人ʑはಠ自の方法で取水してい
た。

　　3-2-2　愛知川と人のかつての関わり
　ᾰ　多様な価を༩えていた「井」の水
　ۙ世（1568年〜1859年）にೖりՏٕज़が進าすると、水をಘるためにѪ上ྲྀから10
個の「井（Ώ）」が作られた（Ѫ水利࢙ฤ集ҕ員会ɼ1992	 �	p56）。これが10ϲ井

ㆂ ㆛ ㆌ

ԃである
（ਤ̐、ਤ̑）。Ѫྲྀ域の人ʑはこの井とݺばれるᕲᕱ用水࿏を用し、Ѫから取水し
てۀを営Μでいた。しかし、井は地域の田ാを५すだけでなく、人ʑの生活とਂい関わりが
あった。

　その一つに「水（よみず）」があげられる。水とは自の地域をྲྀれる井に水を֬保す
るため、にذ地で井の水が౪まれないように見ுるׂのことである。
　　「൪（水）してはったらډりしてはってな、井の水みな取られてもて、水が（自

の地域に）こΜかったで。みΜなࠔるしな。۠長さΜ任͡ײはって切ෲした。」（Ӭࣉݯ
;るさと市場̞さΜ聞き取り調査より）

　この言༿から、任を͡ײて໋をઈつほど井の水は人ʑにとって大切だったということがわ
かる。
　また、井のԼྲྀのॅ民は上ྲྀআに行くという地域の׳शがଘࡏする。
　　「ੲはここらでいうと上（上ྲྀ）のݖ力がڧかったということや。水をいただいてると

いう͡ײで。（লུ）この年一ճのআはඦやない人もみな出るわけ。ということは、
い͟ちΎう࣌は防火用水になるかもわからΜし生活用水になるかもわからΜで」（౦ۙߐ
市山上ொ̣ॅࡏさΜ聞き取り調査より）

　これらのことから、井の水はۀ用水としての実用的価だけでなく、水のѪணを͡ײる
ਫ਼ਆ的価、ൣنや人ʑのつながりをఏڙする社会的価があったと言える。

ʲਤ̐ ：rѪ本10 ϲ井ԃஔਤ　
　　　（ѪԊ؛土地վྑ۠	1992	�	p.	57）

ʲਤ̑ ：r10 ϲ井ԃの੨山井
（2017年̒月̒日ච者ࡱӨ）
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ᾱ　身近だった愛知川
　　「いつもখ学ߍのときはڕつかみしてた。ຖ日ຖ日『͓い、ѪがよΜどるͧ〜』って

家にډてたら言われたぐらい。はよདྷい言うとるͧって。そΜなもΜや。アϢがほとΜど。
アϢがようさΜいた」（̩さΜ聞き取り調査より）

　　「Ѫでӭぐとパンツの中にアϢがೖってくる」（౦ۙߐ市੨山ொॅࡏ,さΜ聞き取り調
査より）

　これらの言༿から、Ѫは人ʑにとってྑき༡び場であり、湖࢈アϢはѪのܙみだっ
た。つまり、Ѫも生活用水やۀ用水としての実用的価だけでなく、ړᎤとしてのࡁܦ
的価、༡び場としての社会的価、ָしさやࢥい出を༩えてくれるというਫ਼ਆ的価など多
様な価があったといえる。

3-2-3　愛知川と人のݱ在の関わり
　人ޱの૿Ճにう開田と૿により水ෆがਂࠁ化したことで、ত47年にѪの上ྲྀに
Ӭࣉݯダムがݐઃされた。ӬࣉݯダムのݐઃҎ߱、ຫ性的な水ෆは֓Ͷղফされ水争いもى
こらなくなったが、Ѫは大きく࢟を変えることになる。

ᾰ　使用されなくなりつつある「井」
　ダム湖が上ྲྀからの土࠭をせきࢭめてしまうため、ダムよりԼྲྀ域はՏচがԼがり、かつて
の井の取水ޱから水を取りೖれられなくなった。さらにত39年Տ法がվਖ਼され、ڐ可水利
。147）	用水の水は国が行うことになる（Յ田ɼ2003ʀp.ۀ度がಋೖされたことで、੍̔ݖ
よってӬࣉݯダムの成Ҏ߱、水利̕ݖの対がダムの水Ҡり、井の水はۀ用水にえな
くなった。その結果、10ϲ井ԃのうちࡏݱ用されている井は̎Օ所のみである。
　　「ずーっと水のԻ聞いてҭったから。҉10ڎでコンクリート水࿏になってもうた࣌、シー

ンとなってもうてほΜとにऐしかった。」（ѪԊ؛土地վྑ۠事務ہ長　5#さΜ聞き
取り調査より）

　このような言༿や、׳行水利11ݖはख์さず大切に࣋っていたりする地域があることからも、
井の水は生活の一部であり、Ѫணの対としてਫ਼ਆ的価を༩えるଘࡏだったということがわ
かる。

ᾱ　ԕざかる愛知川
　Ӭࣉݯダムのݐઃは、湖࢈アϢの生ଉ環境にもӨڹを༩えた。ѪのՏচがԼがったこと
で切れ12をىこすようになり、湖࢈アϢの上をげている。さらにՏのアーϚーコート
化13により、アϢの生ଉ・࢈ཛはほとΜど見られなくなってしまった。ダムより上ྲྀ域では湖
協ಉ組合はり٬のҝにຖ年アϢのஓۀړアϢが上できなくなってしまったため、Ѫ࢈
。を์ྲྀしているというڕ
　また、ダムがݐઃされたことでՏ環境が変化し、さらにはݥةというೝࣝから人ʑはѪ
にۙدらなくなった。
　　「やっͺダムができてにしΉいうことがなくなったもΜ。ほΜまに。もちろΜڕもす

くのなったし。子ڙ連れてに行こうっていう෩ではのうなったもΜな。ԕいଘࡏに。
り行くΜやったらւりになってしまうΜかな。」（Ѫۀړ協ಉ組合　5さΜ　聞き取
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り調査より）
　琵琶湖ྲྀ域のۙ化にうӬࣉݯダムのઃஔҎ߱、人ʑはかつてۙだった井やѪから
ԕ͟かり、井の水やѪからಘていた多様な価をಘにくくなっている。しかし、ࡏݱも井
の上ྲྀআに行っている地域があることや、׳行水利ݖをख์すまいとする人がいるという
ことは、全に多様な価がࣦわれたわけではないことも示ࠦしている。しかしこのまま人ʑ
から井やѪの社会的ڑ離や৺理的ڑ離がԕ͟かると、多様な価がࣦわれてしまうだろう。

3-3　ඐഀ湖流域における実ଶ調査─京都─
　　3-3-1　調査地の概要
　京都市はொ中をॎ横ແਚに大খのがྲྀれていた。またי水系はઔ状地をܗ成していある
ため、京都ຍ地の地Լには琵琶湖の水ྔにඖఢする水がଘࡏしていると言われている。そして
山ொにまたがޚٱ、の෬見۠、Ӊ治市ࡏݱ地となっているが、े年ほどલまではׯはࡏݱ
る「巨

ㆈ  ㇉

ໆ」（京都府で࠷大面ੵをもつ୶水湖）がଘࡏした。このように京都市には๛富な水
があることからݹདྷより多様な水文化をҭみ、京都のྺ࢙をޠる上で水はܽかせないほどॏཁ
なものとなった。京༑ષや日本ञ、౾・౬༿などもこの๛富な水があったからこそ発展した
のだ。
　そこで京都に͓ける人と水の関わりを調べるべく、יӡՏ会議14UさΜଞ̑名と株式会社
広ւ154さΜに聞き取り調査を行った。

　　3-3-2　京都における人と水のかつての関わり
ᾰ　人とૃ水の関わり

　明治ظの京都市に͓ける一大水事ۀとして「琵琶湖
ૃ水ܭը」がڍげられる。琵琶湖ૃ水ܭըは明治18年

（1885）にண工された。౦京ભ都をきっかけにਰୀした京
都を෮ڵさせるためܭըされ、主な目的は工ۀ発達のた
めの動力֬保や、琵琶湖と京都間での人や資をӡͿた
めのसӡ、また京都ޚ所やฏ҆ਆ宮の防火用水のためで
ある。
　琵琶湖ૃ水の中でもԘখ࿏からછ発電所までの۠間
を「יӡՏ」とݺび、龍谷大学の横をྲྀれる琵琶湖ૃ
水もこれにあたる（ਤ̒）。本དྷ、琵琶湖ૃ水とは行政
的に水を理するために作られたものであり、࣭的、社会的に「ԕい」ものであݖ関が集ػ
る。しかし、יӡՏは琵琶湖ૃ水本དྷの目的に利用されるだけでなく、人ʑの生活とともに
あるଘࡏであった。
　　「自らで૨ぐことはなかったけどせてもらうことはあって、ધ௨った࣌に͓っちΌΜ

にせてって言うてりさしてもうたり、ӭいだりって話があるΜです。」
　　「ੲは実際そのૄ水にڕがいて࠾れたりӭいだりできたΜですͶ。ொ内会୯Ґでなわばり

みたいなのがあって、ӭいでいいけどここからはҧうエリアやからって。ચ୕したり、ચ
いもしたり、ていうのは年の方は今でも教えてくれる。」（יӡՏ会議聞き取り調査
より）

ʲਤ̒ ：rיӡՏ
（2017年11月３日ච者ࡱӨ）
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　これらの言༿からわかるように、かつてはיӡՏに߱りる֊ஈやધணき場があり、Ԋい
のࡤがかったことから水との࣭的ڑ離もۙく、のいも生まれ「ૃ水のՎ」までもが
ଘࡏした。そこには生活用水としての実用的価だけではなく、人とのܨがりである社会的価
、またਫ਼ਆ的価など様ʑな価がଘࡏしていた。

ᾱ　༑ષ流しを介した人と水の関わり
　京都の多様な水文化の一つである༑ષછの工ఔ「༑ષྲྀし」には大ྔの水がわれる。༑ષ
ྲྀしとはをછめた後にৠして৭を定ணさせ、防છのためのކやに定ணしなかった༨な
છྉを水でચいྲྀす作ۀのことである。この༑ષྲྀしはיやງなど市内のՏで行われ、
ただ伝統工ܳの一工ఔというだけではなく、人ʑとを͗ܨ、多様な価に気付かせてくれる
ଘࡏでもあった。
　ত40〜60年ࠒの༑ષછの࠷ظには、京都市だけで100ݢほどの༑ષྲྀしのৠし・水ચՃ
工工場があった。白16（ਤ７）で༑ષྲྀしを行っていたという4さΜのの工場をؚめ࣌
。の༑ષྲྀし工場がฒΜでいたݢ３
ฒΜでるΜで̍൪上のもΜがԚいのΜચったらݢ３」　　

ԼのもΜがԚれるΜですよ。՞するわけにもいか
Μし。ೄுりみたいなもあるしͶ。」（株式会社	広ւ4
さΜ聞き取り調査より）

　この言༿からわかるように水をめぐってೄுり意ࣝが
あった。Ԛれている水で༑ષྲྀしを行うと、そのԚれが
にᕷΜでしまう。ʠみΜなでうʡという意ࣝがあっ
たため、水のいけを行う҉のルールがあった。白
での༑ષྲྀしは、のચড়用水としての実用的価だけ
でなく、をう人ʑの間のடংを作る社会的価をもう
み出すػ会となっていた。
　　「それ17の電気を外して一人が水の中に（コンセントを）ϏϏϏーッってೖれるΜですよ。

力な電気を。ほΜならアϢとかがばーっとුいてきよΜͶΜ。それをみΜなでですڧ
くって͓னにমいて৯べてましたよ。」（株式会社広ւ4さΜ聞き取り調査より）

　この言༿からわかるようにでの事はアϢというのܙみも受けていたのである。
　　「白がこうྲྀれてますよͶ。খ学生だけがೖれるプールやったΜですよ。」（株式会社広

ւ4さΜ聞き取り調査より）
　らが༑ષྲྀしをしていた白は、࣌は子ڙだった4さΜにとっては༡び場でもあった。
　ಉ͡の水が༑ષྲྀしを介して、大人から子ڙまで様ʑな世に実用的価、社会的価、
ਫ਼ਆ的価を༩えていたことがわかる。

　　3-3-3　京都における人と水のݱ在の関わり
　ᾰ　人とૃ水の関わり
Ҽの一つとして、上ԼݪӡՏに͓いてこれまでの人と水との関わりがઈたれてしまったי　
水ಓのඋがڍげられる。これまでの生活用水を水ಓでまかなえるようになったので、יӡ
ՏにをӡͿඞཁ性がなくなり、社会的ڑ離が離れた。Ճえて行政の理がݫしくなったこと

ʲਤ７ ：r白ਤ
（ླɼ2003よりච者作成）
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でࡤがઃけられるなどして༰қに水に৮れることができなくなり、࣭的ڑ離が離れた。そし
て社会的ڑ離や࣭的ڑ離が離れ関わりがなくなったことで、יӡՏに対する関৺がなくな
り、৺理的ڑ離までもが離れつつあるのだ。

ᾱ　༑ષ流しを介した人と川の関わり
や白ではなく、内の人工Տで行י༑ષྲྀしはࡏݱ　
われている（ਤ̔）。༑ષછはݩʑ自然છྉで行われていた
ため、で༑ષྲྀしをしてもԚછ問題はなかったが、明治
ॳظにೖって化学છྉを用し始めたためのԚછがਂࠁ
化した（ଜ上・༑ષ協会ɼ2012）。それにՃえ、खのかかる

「खඳ༑ષ18」から大ྔ生࢈が可能な「型༑ષ19」にわった
ことで、「෩情あるඒしい༑ષྲྀし」はをԚછする一Ҽと
なってしまった。そのためでの༑ષྲྀしは水࣭Ԛ防ࢭ
法（1971年施行）によりࢭېとなった。

　3-4　ඐഀ湖流域における実ଶ調査─大ࡕ─
　　3-4-1　調査地の概要
　ೄ文࣌、ւ水面の上ঢによって大ࡕฏはւにΜでいた。しかし、ւ水面後ୀやཎ・
大が上ྲྀより土࠭をӡൖし、それがଯੵしたことによってঃʑに地がܗ成されていった。
　三合ྲྀҎ߱からཎとݺび、三合ྲྀ地から大
ࡕまで36kNの長さがあるが、三合ྲྀ地と大ࡕ
のߴࠩは10Nとޯが؇やかであるためྲྀれが遅く、
水がೖれସわらないため、ʠఽ

㇈ㆩ

Μでいる（ఽ
㇈ㆩㆋ㇏

）ʡとݺ
ばれたことがཎの名が付いた由དྷと伝えられている。
かつての大ࡕはॎ横にՏや水࿏がுり८らされて͓り、
水のྲྀれが؇やかであるཎではसӡやધが人ʑの交
௨खஈとしてӫえていた。
　ཎは度ॏなる൙ཞを繰りฦし、その度にपล地域に
大きなඃ害をもたらしていた。そこで、明治30〜43年に
かけてߑ水がىきた際にொ水がྲྀれるのを৯いࢭめる
ためのʠໟ

㆐ ㆾ ㆓ ㆄ ㇂ ㇓

അᮙʡをઃ立させた。ໟഅᮙのઃஔҎ外
にもෳのऄ行しているをຒめ立て、大ྔの水を素ૣ
くྲྀすために幅を広げ、一本のまっすぐなにするな
どの大ن模なཎվྑ工事が行われ、ࡏݱのཎのܗになっていった（ਤ˔、˔）。
　ཎに͓ける人と水との関わりを明らかにしていくために、特定非営利活動法人࿘ࡊڕの
会204さΜ、公ӹ社ஂ法人大ࡕ自然環境保全協会ཎ自然観会21リーダー /さΜ、デイサーϏ
スセンターあ͓ͧらԓ利用者UさΜに聞き取り調査を行った。

ʲਤ̔ʳ株式会社広ւ工場内のચড়
　の様子（2017年̒月23ච者ࡱӨ）

ʲਤ̕ʳ大ࡕ調査地
（地理Ӄ地ਤよりච者作成）
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　　3-4-2　ཎ川と人のかつての関わり
　ᾰ　食を介したཎ川と人の関わり
　ཎはڕ三とݺばれるコイ・フφ・ウφΪを始め、ڕ市や市場とݺばれた市でڕ
のڝりがΜに行われ、多のڕྨが取引されていた。また࣌ށߐまでると、ཎのコ
イは͓ٵいを作る際に出ोがらないと評で、ཎブランドとしてられていた。
　　「らが子ڙのࠒはಓをえたら（ڕ）市があったΜですよͶ。そこで商売からങって

ほΜで、ۙ所の͓かみさΜがख伝いやらそΜなΜやってましたͶ。ほΜで商人はཔみまっ
さー言うて、そのままย付けずؼる。ったڕは全部、どうͧ࣋ってってくださいって
আする人が࣋ってؼる。」（デイサーϏスセンターあ͓ͧらԓ利用者̪さΜ聞き取り調査よ
り）

　　「コイもフφもੲは৯べた。ੲはͶ、私らの͓かず言うたらͶ、͡Όこ౾言うてͶ、フφ
とかϋスとかϞロコとかখさいڕを大౾とࣽるΜですわ。」（公ӹ社ஂ法人大ࡕ自然環境保
全協会ཎ自然観会リーダー /さΜ聞き取り調査より）

　これらの話から、ւだけではなくཎでもۀړがΜであり、ཎ付ۙではڕ市が開催され、
ۚમ的な関だけでなかったことがわかる。そして、その場からಘていたڕ三やׯ潟で取
られるシジϛもཎ付ۙのॅ民に৯されていた。
　これらのཎと人との関わりからۀړやりをしてڕྨを取るなどのࡁܦ的価や、ڕ市
での商人とपลॅ民のಠ自のつきあいという社会的価があった。また、ཎブランドのڕに
対するތりというਫ਼ਆ的価もあったと考えられる。

ᾱ　ཎ川における人と水辺環境の関わり
　大ࡕを横切るようにྲྀれるཎの水ลには、ヨシݪ
がある。ைのຬちている࣌は水にみ、ைが引けば࠭
やటのがݱれるׯ潟がある。ଞにも、رগな生が
生ଉしている、ワンドとݺばれるখさなのようなも
のが多くあった。
人はこれらの水ล環境で、様ʑな関わりを࣋っていた。
　　「とともに生活してたΜよͶ。家はみΜなʠか

やͿきʡでͶ、のߴい家はՏݪのヨシをמっ
て、খ作らはാのഴをמってきてࠜにしてたͶ。
そうやって家のࡐྉにཎのՏݪのヨシを生活の
自然環境保全協会ࡕにしたり、作ったり生活にີணしてましたな。」（公ӹ社ஂ法人大ࡐݐ
ཎ自然観会リーダー /さΜ聞き取り調査より）

　また、/さΜの言༿にもあるように、ੲのॅ民にとってヨシݪのヨシは生活にඞཁな資ݯで
あった。ଞにも、ׯ潟で生ଉするシジϛを取り、̡ ਤ10ʳのようにワンドでりや生きを୳
して༡ͿなどཎԊいのॅ民は水ล環境から様ʑなܙみを受けて生活していた。
　人間の生活様式と水ล環境が関わることによって、ヨシを利用するというࡁܦ的価や、
り場や༡び場としての社会的価をੲの人はಘていたと言える。

ʲਤ10ʳত57年ワンドで༡Ϳ子ڙたち
「大࢙ྺࡕതؗ	ੲの大ࣸࡕਅ」より引用
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　　3-4-3　ཎ川と人のݱ在の関わり
　ᾰ　食を介しての人とཎ川のݱ在の関わり
　戦後は大ࡕの工ۀ地ଳ化が進み、ॏ化学工場がཎۙくにも立地していき、工場ഉ水がे
なॲ理がなされないままにཎྲྀされた。ߴ度ࡁܦ成長ظになると治水工事やテトラポット
やڮなど人工のݐઃ、ཎがコンクリートでݻめられかつてのཎが༗していた生態系に
よる自ড়作用がࣦわれていった。
　　「目のલで（Ԛくなっていく）ཎ見てますから、そΜなԚれたもの৯べられないという

（の会4さΜ聞き取り調査よりࡊڕ特定非営利活動法人࿘）「。いがあったࢥ
　この話からもわかるように、ཎの水はかつてないほどԚれてしまい、水中のࢎ素が減গし、
ༀが投༩されたためڕが生ଉすることがࠔ難になっていった。人ʑは「ཎʹԚい」とい
うѱいイメージをもち、それまでޱにしていたڕを৯べなくなっていった。৯べなくなって
いった状態を、৺理的ڑ離が離れつつある状態と言える。

ᾱ　水辺環境と人のݱ在の関わり
　水ล環境自ମの変化によって人との関わりも変化していった。水ล環境が変化した理由は̎
つあげられる。̍つ目はߴ度ࡁܦ成長ظに工ۀに利用するため地Լ水を大ྔに組み上げ地൫
Լがىこったことだ。これにより、ைのׯຬࠩがখさくなったためにׯ潟の面ੵが減গした。
̎つ目は1970年ば、水害を防ぐために、ऄ行していたཎを水がૣくւྲྀれるように
ઢ化し、幅や水ਂを૿大させるՏվम工事を行なったことだ。この工事で水ลはコンク
リートでݻめられ、ワンドやヨシݪが減গした（ਤ11ɼ12）。これらのݪҼからཎの水ล環
境は変化し、࣭的ڑ離が離れてしまった。
　　「しΐっちΎう大Ӎ߱ると、͓͡いさΜ͓ばあさΜに見に行ってこいって言われて水Ґ

見に行ってました。水が૿えたらาけΜようになるから、ݢ先にখसがありましたわ。で、
水でาけΜならখसでҠ動してました。でも今の人らはちΐっとやそっとのӍ͡Ό全然ߑ
ແ関৺やͶ。ੲの人はාさもྑさもってたわけやͶ。」（公ӹ社ஂ法人大ࡕ自然環境保全
協会ཎ自然観会リーダー /さΜ聞き取り調査より）

　この言༿からわかるように、ཎपลのॅ民は水害のݥة性を໔れたが、関৺がബれてしま
うといった৺理的ڑ離も離れる結果になった。

ʲਤ11 ：r1940年のཎఉۼワンド܈」
大ࡕ市立自然࢙തؗより

ʲਤ12 ：r2000年のཎఉۼワンド܈
大ࡕ市立自然࢙തؗより
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ୈ̐ষ　͜Ε͔ΒͷਓͱਫͷؔΘΓ
代人にとっての水の価ݱ　4-1

　第３ষよりかつての琵琶湖ྲྀ域に͓ける人と水の関わりは、生活用水などの実用的価だけ
でなく、社会的価、ਫ਼ਆ的価、ࡁܦ的価などの多様な価がಘられていたことがかっ
た。
　しかし、上Լ水ಓのඋや治水工事などにより、ऄޱをひͶればきれいな水が出るのが然
とࢥい、Ӎが߱ってもの様子を気にすることもなくなった。地域ݻ༗の水に対するѪணがബ
れ、水に対する関৺がബくなっているため、水が༩えてくれた様ʑな価をಘることができな
くなっている。ۙ化・工ۀ化により水と人間社会との間の࣭的・社会的ڑ離が離れ、「環
境ڞ生系」から「環境౻系」とシフトしていると言える。（ਤ13）
　＊ਤのᶃᶄᶅとදのᶃᶄᶅは対応している。

4-2　心理的距離をॖめることの有効性
　「環境౻系」の中で生活しているզʑはਤの௨り、࣭的・社会的ڑ離が離れ、次第に水
に対する৺理的ڑ離も離れてしまっているといえる。「環境౻系」（ਤ13）の中で生活してい
ると、環境ѱ化によるӨڹが自たちにٴͿということにすら気ͮかないだろう。それは人ʑ
が自然環境に;れあうことがগなくなり、自然と関わらなくとも生きていける人工的環境
の中で生活を結させているからではではないだろうか。

ʲਤ13 ：r生活環境の変化と琵琶湖ྲྀ域での調査結果の対応ਤ（ච者作成）
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　Ӭࣉݯダムのݐઃにより、ダム上ྲྀには土࠭がたまりՏচ上ঢし、ダムԼྲྀは土࠭と水ྔが
ෆしてՏচԼや切れなどのՏ環境ѱ化がىこっている。これを؇するため土作ۀ
もඞཁになる。これは、環境問題のٕज़的なղ決のґଘをさらにڧめてしまうというෛの連
。がଓくという事でもある
　このように、環境౻系の状態のままだと人と水のڑ離がますます離れていき、ٕۙज़主
ٛによる環境問題のѱ॥環を進めてしまう事になりかͶない。人と水をִてる࣭的・社会的
水調システムを変えるඞཁがあ・څڙ離をۙͮけるためには、上Լ水ಓやダムによる水ڑ
るが、そうした社会インフラのࠜ本的సは、地域ॅ民の水に対する意ࣝが変化しなければ実
化によってࣦۀ離をॖめるために、ۙ化や工ڑしない。まずは、地域ॅ民の水との৺理的ݱ
われてしまった地域ݻ༗の水に対するѪணを再発見するඞཁがある。
　そのために、私たちは第̑ষに͓いて琵琶湖ྲྀ域ॅ民と水との৺理的ڑ離をॖめ、そこでಘ
られる「価」を再発見するための取り組みをఏҊする。

ୈ̑ষ　ࣦΘΕͨਫͱͷՁΛऔΓͨ͢ΊͷఏҊ
5-1　提Ҋをߦうにあたって〜ڵ味の広場と活動の広場〜

　人間社会と自然環境との৺理的ڑ離をۙͮけ、環境ڞ生系の社会と再度シフトしていくた
めに、֘地域のॅ民たちがาΉべきプロセスをਤ式化した（ਤ14）。
ຯの広場・活動の広場とは、環境に関する問題や活ڵ　
動に対する人ʑの、ڵຯと活動の発展ஈ֊をදしたもの
であり、大きく３ஈ֊にけられる。ڵຯの広場は、ڵ
ຯの広場は自然環境に対する様ʑなڵຯ・関৺を࣋った
人ʑのۭ間をイメージして͓り、活動の広場は、自然環
境の関৺がありঘつ環境に関する活動などにࢀՃし
ている人ʑのۭ間をイメージしている。
　まずڵຯの広場の外にいる人（ᶃ）は、自然環境との
৺理的ڑ離が非常にԕく、関৺がない人をදしている。
またڵຯの広場の中にいる人（ᶄ）は、自然環境の関
৺は࣋っているものの、まだ環境に関する活動にࢀՃす
るなど۩ମ的なアクションにはࢸらない人をදしている。
そしてڵຯの広場から一า౿み出し、自らアクションをىこしている人は、活動の広場にೖる

（ᶅᶆᶇᶈ）。
　活動の広場のఈลからۙͮくほど、主ମ的に行動し、ଞ者や社会に対してಇきかける
ようになる。ڵຯの広場にೖり、活動の広場の発展ஈ֊をొっていく人が૿えると、人間と自
然との৺理的ڑ離はۙͮき、環境ڞ生系の社会のシフトが४උされると考える。

5-2　宮崎県「人と自然のふれあい調査」の事例
　ここでは宮࡚県ҁொ上ാ地۠で行われた「人と自然の;れあい調査22」（ҎԼ;れあい調査）
の事ྫを介し、ਤ14にてはめてみる。ҁொの取り組みがどのように人と自然の৺理的ڑ離
をۙͮけ、環境ڞ生系の地域と変化したのかを考する。
　ҁொには日本࠷大ڃのর༿थྛがあり、この貴ॏなর༿थྛをະདྷに引きܧぐことを目的と

ʲਤ14ʳ基本のڵຯの広場・活動の広場
（ච者作成）
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した「ҁのর༿थྛプロジェクト23」（ҎԼ
ҁプロ）が2005年から進められている。そ
の中で࠷もর༿थྛにۙいところにҐஔし
ている上ാ地۠で、ҁプロの一環として実
施されたのが「;れあい調査」による「ҁ
ொ上ാ　人と自然の;れあいϚップ」（ҎԼ
;れあいϚップ）である（ਤ15）。
　ॳ、ҁプロはྛ理ہや保全ஂମが
中৺となって実施して͓り、؊৺のॅ民の
Ճがগなかった。そこで環境保全ஂମとࢀ
ॅ民が一ॹになって「;れあい調査」を行い、
ॅ民と地域ݻ༗の自然との関わりを聞き出
した。その成果を「;れあいϚップ」に書きىこし成した。
　　「今までは自然にあったから気ͮかなかった山を、国、ொの࢈ࡒであるということをೝࣝ

するようになった。こΜなී௨の山がす͝い山なΜだな͊。今までそれをしてくれた人
たちのँײ。どΜどΜ自֮するようになってきた。」（てるはのの会24　,さΜ聞き取
り調査より）

　上هの聞き取り調査からもわかるように、上ാ地۠のॅ民は、「;れあいϚップ」によって
ҁொにあるর༿थྛなどのたりલにあった自然の価を再発見したといえる。
　実際に、ҁプロの主ཁஂମとڞに「;れあい調査」を行ったことによって、ࡏݱでは「てる
はのの会」にೖ会し、里山をาいてָしΉツアーҊ内などの活動を主ମ的に行っている人も
いる。
　ここで上ാ地۠の「;れあい調査」の事ྫをਤ14にてはめると、ਤ16のようになる。
　ਤ16より上ാ地۠で行われた「;れあい調査」は、
ॅ民ࢀՃ型であったためにॅ民が地域の自然について
考える・;れあうػ会を多く生み出した。その結果、
র༿थྛの保全活動に主ମ的にࢀՃしたり、「;れあい
調査」を実施するଆになる地域ॅ民がݱれたり、ᶅᶆ
ᶇの活動の広場にまでプロセスが大きく発展している。
　上ാ地۠の事ྫから、ࣦわれた人と自然環境との関
わりからಘられる価を再発見するには、Ϛップによっ
てそれを可視化（顕ࡏ化）することが༗効であること
がわかった（富田ɼ2017）。自然環境（র༿थྛ）に
対するڵຯ・関৺がߴまり、ॅ民が環境保全活動に
ຯの広場・活動ڵ、ըする状況が生まれることでࢀ
の広場の全てのஈ֊に͓いて成果が生まれていると言える。

　5-3　「人と水のふれあいマップ」の提Ҋ
　ᾰ　「人と水のふれあいマップ」とは
　ҁொの事ྫから、琵琶湖ྲྀ域でもࣦわれた人と水の関わりからಘられる価を、ྲྀ域のॅ民

ʲਤ16ʳҁொ上ാ地۠のڵຯの広場・
活動の広場

ʲਤ15 「rҁொ上ാ	人と自然の;れあいϚップ」2015
日本自然保ޢ協会ホームϖージより引用
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が再発見することが人と水の৺理的ڑ離をۙͮけるための第一าであると考え、「人と水の;
れあいϚップ」をఏҊする。
　զʑは実際に聞き取り調査をした方ʑの水との関わりについてのエϐソードを中৺に、かつ
て琵琶湖ྲྀ域にあった人と水の関わりをྲྀ域全ମのϚップにམとしࠐΜだ。
　「人と水の;れあいϚップ」を௨してظ待できる効果をਤにてはめると、ਤ17のようにな
る。「人と水の;れあいϚップ」は非常に広い琵琶湖ྲྀ域全ମを対地域としているため、ҁ
ொのようにॅ民ࢀՃ型で作成したわけではない。ҁொとಉ͡ように「;れあい調査」から「人
と水の;れあいϚップ」を作成するプロセスでྲྀ域ॅ民がࣦわれた水の価を再発見し、主ମ
的に環境保全に取り組Ήことを促すことは、琵琶湖ྲྀ域全ମでは難しいだろう。
　そこで、琵琶湖ྲྀ域に͓いて水の多様な価を再発見し、ॅ民が水との৺理的ڑ離をॖめる
ことによって環境ڞ生型社会を目指すために、「人と水の;れあいϚップ」をいかにして活用
するかをݕ౼するඞཁがある。

ᾱ　「人と水のふれあいマップ」の活用方法
　琵琶湖ྲྀ域には、զʑが聞き取り調査を
行ったѪۀړ協ಉ組合やיӡՏ会議、
ཎ自然観会など、طに環境保全活動や
ັ力再発見の活動を行っているஂମがある。
そこでそれらの主催者やࢀՃ者に「人と水
の;れあいϚップ」をしたり、活動の
中で活用したり、あるいはこのϚップをそ
れͧれの地域でόージョンアップするなど、
様ʑに活用してもらえるようにすることが
༗効であると考えた。
　そのような人ʑはਤ17でいうᶅᶆᶇᶈに
主に֘する。൴らが「人と水の;れあい
Ϛップ」を見ることによって「面白いʂ୭
かに伝えたいʂ」と͡ײてもらえたら、水
ล環境にڵຯのないᶃの人をڵຯの広場や
活動の広場に連れこΉことができるかもしれない。
　また、ڵຯはあるが行動にまでҠせていないᶄの人を活動の広場に連れࠐみ、「面白いʂ活
動したいʂ」という気࣋ちにさせるきっかけになることをظ待する。つまり、琵琶湖ྲྀ域でط
に様ʑな活動に取り組み、水の多様な価に気ͮいている人や、環境保全活動に主ମ的に取り
組Μでいる人のような、活動の広場にいる人に、人ʑにӨڹを༩えるଘࡏになってもらう。そ
れによって、ᶃ〜ᶈすべての人ʑがࣦわれた水の価を再発見する。さらに、ࣦわれた水の価
を再発見することにより、水に対してѪணが༙き、ྲྀ域ॅ民の環境保全意ࣝが向上すること
もظ待できる。

参考文献・資料
ҁプロ10प年ه೦ࢽฤ集ҕ員会『10प年ه೦ࢽ	ҁのর༿थྛプロジェクト10年のาみ』ྛிभྛ

ʲਤ17ʳ琵琶湖ྲྀ域のڵຯの広場・活動の広場
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2017年̔月20日　Ѫ土地վྑ۠ݩ理事長5#さΜ（౦ۙߐ市山上ொ）
京都
2017年
2017年̒月22日　ݩ京都市公害対策室*さΜ（京都市ࠨ京۠）
2017年̒月23日　株式会社広ւ4さΜ（京都市ӈ京۠）
2017年̔月̔日　יӡՏ会議UさΜଞ̑名（京都市෬見۠）
大ࡕ
2017年̔月18日　公ӹ社ஂ法人大ࡕ自然環境保全協会ཎ自然観会リーダー /さΜ（大ࡕ市西ཎ۠）
2017年̔月18日　デイサーϏスセンターあ͓ͧらԓUさΜ（大ࡕ市西ཎ۠）
2017年̔月18日　特定非営利活動法人࿘ࡊڕの会4さΜ（大ࡕ市ఱԦ۠ࣉ）
宮崎県
2017年３月28日　一ൠ社ஂ法人てるはのの会事務4ہさΜ（౦ॾ県܊ҁொ）
2017年３月28日　上ാ自治公民ؗؗ長,さΜ（౦ॾ県܊ҁொ）

（日付ɼेޒԻॱ）
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研究論文

──────────
̍　琵琶湖の水がྲྀれるҎԼの地域の総শ。ᶃ琵琶湖ٴびそのྲྀೖՏ。ᶄ田〜Ӊ治〜ཎ〜（چ

ཎ）〜大ࡕ。ᶅ琵琶湖ૃ水〜יӡՏ。ᶆיや白など琵琶湖ૃ水とଓするՏ。
̎　Ӭࣉݯ;るさと市場では、J"売所でӬࣉݯの特࢈の販売をしている。
３　Ѫۀړ協ಉ組合とは、ޚՏลڮ〜དྷಊԃఅとӬࣉݯダム湖ؚΉ総Ԇ長15kNの۠ړを࣋ち、

ஓڕの์ྲྀやړ場理、りイベントなどを実施しているஂମ。
̐　ѪԊ؛土地վྑ۠とは1949年に੍定された土地վྑ法によってできた家の組৫。
̑　ۀ組合法人やまあいの里とは౦ۙߐ市Ӭࣉݯொのۀ組合法人。
̒　湖࢈アϢとは、琵琶湖ྲྀೖՏで࢈まれたアϢが琵琶湖で生ҭした後に、またಉ͡にؼってདྷて

。るというものであるؼばれ、ւで生ҭしՏにݺアϢと࢈ཛするというश性の҂。一ൠ的なアϢはւ࢈
７　࠭のଯੵによりՏচがपғのฏ地よりߴくなったのこと。
とは、Տ法第23に͓いて、「Տのྲྀ水を用しようとする者は、国土交௨লྩで定ݖ可水利ڐ　̔

めるところにより、Տ理者のڐ可を受けなければならない。」とされて͓り、このن定によりڐ可
されたྲྀ水の用のݖ利。

̕　水利ݖとは、Տのྲྀ水をഉଞ的に利用するためのݖ利。「ڐ可水利ݖ」と「׳行水利ݖ」がある。
。とは、෴いをして外からは見えないՏなどの水࿏のこと（あΜきΐ）ڎ҉　10
争߅用水で、地域などの社会的ۀわれてきたདྷからݹとは、主に水田Ҵ作のためにݖ行水利׳　11

をܦてೝめられてきたプロセスを࣋つ。
12　切れとはՏのྲྀྔがগなくなり、その状態がଓくとやがてՏচが࿐出して、ྲྀ水が途切れてし

まう状態。
13　ՏのアーϚーコート化とは、ダムのݐઃによる環境Өڹの一つ。Տ上ྲྀにダムがݐઃされるこ

とで、これまでྲྀೖしていた土࠭がԼྲྀにྲྀれてདྷなくなり、Լྲྀはのみがされる状態をさす。
この際、Լྲྀでは地࣭が変わることにより২の生態系に大きな変化が༩えられる。ѪではアϢ
のӤとなるܔྨがҭたなくなり、Տෑは荒れ果ててしまいϚムシなどのॅॲになり人がۙͮかな
くなってしまった。

14　どうしたらיӡՏとそのपลが地域ݻ༗のܠ観資ݯであることに気ͮいていただけるのか、पล
にらす方ʑにとってັ力的な活用策などを考える会議。

15　伝統工ܳである京༑ષの࠷終工ఔ『特घৠ・水ચՃ工』を行っている会社。
16　は滋賀県大市山中ொの山を水ݯとし、京都市ࠨ京۠にೖりೆષࣉの西ଆで琵琶湖ૃ水と合ྲྀ

する。
17　をચうػց。大きい水車みたいなもので、の中にઃஔされている。
18　型ࢴを用いずに、1ຕ1ຕख書きでඳくख法。
19　型ࢴを用いて൛ըのように৭ͮけるख法。
20　大ࡕの伝統的なࡊڕをීٴするために活動を行なっているஂମ。
21　生きの໋やۙな自然環境の大切さなどをってもらうためにཎ۠のཎӈ؛	े三ׯ潟पลで、

自然観会やௗ観会を開催しているஂମ。
22　「人と自然の;れあい調査」とは、あり;れているけど地域の人にとってかけがえのない自然、地域

の人たちが大切にࢥう場所、࣋ଓ可能な自然利用の方法、自然とかかわりながら成り立ってきたら
し方、地域の人たちが取り組Μでいる自然をまもる活動などを明らかにして、その調査結果を自然保
ଓ可能な地域ͮくりに活用することを目的としている。（人と自然の;れあ࣋、生多様性の保全、ޢ
い調査はΜどͿっく（ࡒ）日本自然保ޢ協会ɼ2010ʀp.5より引用）

23　「ҁのর༿थྛプロジェクト」とは、ฏ成17年よりは͡まった「ҁྲྀ域র༿थྛଳ保ޢ・෮ܭݩը」
の௨শ。（ҁプロ10ه೦ࢽฤ集ҕ員会ɼ2015ʀp.6）

24　「てるはのの会」とは、宮࡚県の๛かなর༿थྛを保ޢ・෮ݩし、その多面的ػ能と文化的・学ज़
的価をߴめ、これにଓく山ʑを結Ϳ世界にތれるর༿थྛのճ࿓を出することを目指しているஂ
ମ。（一ൠ社ஂ法人	てるはのの会ホームϖージより）





ࢽಈ׆．̑
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活動日誌

ࢽ　ಈ　　׆

ᾇ　ӡӦձٞ
̍）第̍ճӡ営会議（2017年̐月21日開催）
̎）第̎ճӡ営会議（2017年̑月23日開催）
３）第３ճӡ営会議（2017年̒月24日開催）
̐）第̐ճӡ営会議（2017年７月18日開催）
̑）第̑ճӡ営会議（2017年７月21-27日開催）˞E-NBiM৹議
̒）第̒ճӡ営会議（2017年̕月26日開催）
７）第７ճӡ営会議（2017年10月31日開催）
̔）第̔ճӡ営会議（2017年11月21日開催）
̕）第̕ճӡ営会議（2017年12月21日開催）
10）第10ճӡ営会議（2018年̍月19日開催）
11）第11ճӡ営会議（2018年̎月16日開催）

ᾈ　શମձٞ
̍）第̍ճ全ମ会議（2017年̒月24日開催）

ᾉ　ڀݚձ
＊）特ผ研究会（2017年３月22日開催）˞今年度ܝ載
̍）第̍ճ研究会（2017年̒月24日開催）
̎）第̎ճ研究会（2017年̒月27日開催）
３）書合॓研究会（2017年̕月30日-10月̍日開催）
̐）第３ճ研究会（2017年11月７日開催）
̑）第̐ճ研究会（2018年̎月̍日開催）
̒）第̑ճ研究会（2018年̎月̒日開催）
７）ྛ所༗੍ݖ度研究会（ڞ催）（2018年３月̕日開催）

ᾊ　γϯϙδϜ
̍）「里山学から考える防災・減災	〜琵琶湖水域圏の保全・再生に向けて〜」
　　（2018年３月３日開催）
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